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は し が き

本書 は、平成14-16年 度科 学研 究費補 助金[基 盤研 究(B)(2)]に よる共 同研 究 「東 ア ジア地域

における早期 教 育の現状 と課題 に関す る国際 比絞 研 究」の一環 と して まとあ られ た、2冊 目の資

料 集で ある。第1冊 目の『韓 国 における早期 教 育の現状 と課 題』とあわせ て ごらんい ただ きたい。

本 書 は、第1冊 目 と同様 、臨床 の立場 か らみた韓 国の早期教 育 ・子育 て論(第1部)と 教 育学 ・

幼児教 育学の研 究者 に よる早期教 育関連 の調 査研 究成 果 と政 策提 言(第2部)か ら成 る。

韓 国 では、子女の大学入試 に備 えて親 が私 費 を投 じて行 う教 育の盛 ん なことは よ く知 られてい

るが、それが年 々低年齢化 し、所謂 、早期 過熱教 育 が2000年 前後 に一 気 に社会 問題化 してい る。

ところで、韓 国では この問題 を単 なる家庭教 育次元 の問題 とは とらえず、教 育本 来の原理 にの っ

とって公費 で運営 され る幼児 の教 育 ・保 育の体 制 が不備 であるか らこそ、 それ を改 革すべ きで あ

るとい う政 策提 言 にむすびつ け、制度改 革 をか ち とる とい うダ イナ ミック な変.化が起 こった こと

を私 た ちは知 るべ きであろ う。早期 教 育問題 を世 に訴 えた勇気 あ る臨 床関係 の専 門家 と、実 態 を

調 査 し政 策立案 につ なげた研究者 集団、 それ を後押 しした広 範 な教師 と父母 との連 携 が、2005

年 を 「満5歳 児 のたゐの無償教 育 ・保 育の元年」 に した とい うことが で きるだ ろ う。

本 書 には、以上の動向 の背景 に ある問題 を浮 かび上 が らせ て くれ る資料 を精選 ・翻訳 の上 、収

録 した。 ちなみに、第1部 で と りあげ た 「子 どもよ りもっ と辛 い母親 た ち」(2∞2)の 著者 、申

宜真 氏 は、小児精神科 医に して二児 の母 とい う立場 か ら繰 り出す、『賢 い親 は子 ど もをゆ っ くり

育て る』(日 本語 版 『か しこい親の子育 て術』小 学館2004)を は じめ と したユ ニー ク な言 論活動

で知 られ る。 「子 どもよ りもっと辛い母 親 た ち」 は シ リー ズ第3部 にあた り、早期教 育 問題 の背

後 あるい は根源 にあ る 「この時代 に韓 国 とい う国で育児 をす る母親 の辛 さ ・痛 み ・心 の傷」 につ

いて焦点 をあて なお した もので、母親 た ちをエ ンパ ワーす るたぬの さま ざまな戦略 や処 方 を提 示

してい る。また、第2部 に収録 した3つ の資料 は、それ ぞれ、韓 国の早期 教 育の現状 と親 の意識 、

幼稚 園教師 の意 見、幼児教 育 ・保 育の正 常化政 策の必要性 につ いて理 解す るための第一級 の調 査

報告 書等 であ る。紙幅 の関係 で抄訳 に なった部分 もあ るが、以上 が韓 国の早期教 育の現状 と課題

を さらに理 解 す るため一助 となれば幸 いであ る。

以 上 につ いて、今回 も翻訳 の労 を とっていただい た丹羽孝教授 は じぬ、佐 藤由美、金英美 、辛

椿仙 、片成男 の各位 に深甚 なる感謝 を申 し上 げ る。

平成17(2005)年3月

研究代表者 一見真理 子
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子どもより辛い母親たち

序

よい母親 コンプレックスが

あなた と子 どものすべ てを駄 目に している

一 日に20名 を超える心の病をもつ子 どもたちに会 うようになって10余 年
。

診療室の扉をそっと開けて、子 どもと一緒に入って くる母親 と目を合わせ ると、いつ も胸 の

片すみが痛 くなってくる。何 日も眠れなかった らしい生気のない疲れ きって落ち窪んだ 目。そ

こには子 どもを心配する不安感 とともに、その母親が経験 してきた苦 しみ と痛み とがそっくり

そのまま込められている。

この母親もまた、戦争のよ うな 日常にどれほど耐えてきたのだろ うか。その我慢のなかで ど

れ ほど何度 も自分 自身を激 しく責め立てたのだろうか。病んだ子 どもを診療 しなが ら、このよ

うな母親にさらに多 くの神経を使 う理由は、子 どもを治すためでもある。

小児精神科の医師になるのには、子 どもに関する勉強だけをするのではない。小児精神科の

修練を2年 間す る前に、成人の精神的な問題 とその治療について4年 勉強す る。なぜそんな必

要があるのか といぶかる人もいるかもしれないが、それは当然なことである。子 どもが心の病

にかか るのは、先天的な場合を除くと、母親 に原因がある場合が相当に高い比率 を占めている

ためである。

それ で母親に問題がある場合、治療は大部分難航す る経験がある。 「子 どもがおか しい」か

らやって来た母親が、自分 自身に問題がある とい う事実をす ぐに受け入れ ることができないた

めである。

小学校1年 生の子 どもが学校で暴力事件を起こしたとい うことで、その子 どもの母親は私に、

ああで もない、こ うでもない とまくしたてた。 「たい したことでもないのに何故 こんな騒 ぎにな

るのかわからない。そ うじゃないですか?ね え先生?」

子 どもは先生 も嫌いで、勉強もみんなわかっているか らお もしろくなく、友達 を殴 るのが と

てもお もしろい とい う。それにもかかわらず母親は、「何事」でもない といい、む しろこのため

に病院に来たことをものすごく恥ずか しいと思っていた。

ある母親は 自分の子 どもの英才判別を して くれるところを探 しに来たのだが、6歳 になる女

児が怒 りに耐 え兼ねて母親 を殴った。6歳 のときの衝動調整力は、い くら怒 っていても言葉で

い うことができる程度はなければならない。怒 って母親を殴るとい うことは、正常か ら外れた

深刻な 「病」である。しか しながら、その母親は検査結果を認めることができずに、自分が子 ど
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もの教育にどれだけ徹底 したかを主張 し、そんなはずがない とい うだけだった。

少 し前に、幼稚園児の父母 を対象に質問紙調査を したが、その結果、全員が自分の子 どもに

は問題がない と答えていた。調査方法がよくなかったのではないか と思い、方法 を変えて もう

一度調査をしてみたが、結果は同 じだった。 しか し、そのなかには幼稚園の先生 を通 じて精神

的な問題が深刻であるとい う報告があがってきている子 どもも何名かいた。

子 どもより病んでる母親たち。 しか し自分に問題があるとい う事実を認 めない母親たち。彼

女たちは一様に子 どもをとても愛 していると言 う。私は率直にいって、その言葉 を聞くときが

一番ひや っとする
。 どんな母親であっても自分の子 どもを愛 さないことはないだろ うし、思い

通 りに育てたいと思わないこともないのではないか。 しかし、せっなくても気持 ちだけで、思

い通 りに表現す ることのできないのが、ほかならない母性である。

その母親たちはあらゆる 「よい母親 コンプ レソクス」に陥 り、あがいていた。簡単に言 うと、

よい母親にならなければならない とい う強迫観念に悩まされていた。彼女たちは何故よい母親

にならなければな らないとい う強迫観念 に悩まされていたのだろ うか?

母親たちが経験する 「疲れ果てた感 じ」は、 とうてい言葉で説明することはできない。誰に

も助けてもらえない状況で、一 日一 日努力 して家事をこな し、子 どもを世話 しているのに、そ

の結果得るのは、取るに足 らない、役に立たない、価値の無い存在であるとい う烙印だけであ

る。はなはだしきにいたっては、影のような扱いまで受 けながら、彼女たちの傷は一層深 くな

ってい く。

認 められた くない人が、愛 されたくない人が、いるだろ うか。彼女たちは涙 をこらえて子 ど

もをみる。そ してある瞬間、子 どもをうまく育てるよい母親になろうとい う気持 ちを抱 くので

ある。子 どもをうまく育てるよい母親になれば、存在価値を認 めて くれ るはずだか ら。

よい母親になるのに、誰が敢 えて喧嘩をふっかけた りするだろ うか。婚家に行 くのが嫌な ら

ば、子 どもを前面に立たせて「子 どもを学院(訳 注;民 間の学習塾や さまざまな教室)ま で送 ら

なければな らないの」といえば済む。憎 らしい夫 も、子 どもを前面に立たせて、 「あなた、 この

程度 しか稼げないの?子 どものためにもっと稼 いできたら?」 と痛快に吹き飛ばす ことができ

る。

あらゆる葛藤を、「よい母親 コンプ レックス」 とい う安全な隠れ家(?)に 入れて、 とんで

もない方法で解消す る母親たち。彼女たちの危険性 は、自分 自身の歪曲された母性で、子 ども

まで駄 目にして しま うとい う事実を悟 ることができないことである。

彼女たちは、四角い個性の子 どもを、社会が願 うのが丸い子 どもであればそのように しよう

とする。子 どもがひっくり返 るのをそのままに して見ていることもできず、子 どもが言 うこと

を聞かなければ、頭ごな しに叱 りつけて急き立てることまです る。

固有な天性 をそのままに認められない子 どもが、決 して健康に育つはずがない。 しか しなが

ら、それでも彼女たちは子 どものために最善を尽 くしていると強調す る。
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私は子 どもよりさらに辛い母親 を見ると、僅か7～8年 前の 自分を思い浮かべて しま う。私

もまた母親業が しん どくて、2度 も7kg痩 せる最悪の状態にまでいった。1度 は、最初の子

であるキ ョンモを身 ごもってつわ りのときに、1度 は、キョンモを産んで職場 と育児を並行 し

ていたときに…。そんな戦争の ような 日々に耐えなが ら、離婚を考えたこともあった。

この本のなかには、二人の子 どもの母親 として私が堂々と立ちあがるまで、私が経験 した挫

折 と悟 りが入っている。そ して 自分 自身が何を始めた らよいかわからない、まだ、よい母親 コ

ンプ レックスに陥って自我 を喪失 し、子 どもまで駄 目にしている母親たちに、精神科の専門医

として与えたい、いくつかの助言を付 け加えた。

私が経験 したきま りが悪 く恥ずか しいことの一つ一つを、ど うして全て取 り出 してみせ るの

か とい う理由は、「母親」になるためのそ う簡単ではない過程を、今 もあい変わらず経験 してい

る、私の友のようでもあ り私の姉妹のよ うでもある母親たちに対 して、そんな思いをしている

のは決 してあなただけでないことを伝 えたかったか らだ。そ して私 もまた例外ではな く、韓国

のすべての母親 と同じ様 に、試行錯誤を経験 したものの、いまは幸福かつ健康 に暮 らしてお り、

彼女たちもやはりそんなふ うにできることを知 らせてあげたいためである。

しか し率直に言 うな らば、この本を書 きなが ら 「どうしても私の病める過去をすべて暴き出

さなければならないのか?」 と少なか らず悩んだことも確かだ。病める過去の記憶を一つ一つ

もう一度、甦 らせなければならないのは、とんでもない負担 となって迫ってきた。 しか しなが

ら、「幸せな母親の神話」に覆われている、母親になる道に置かれてい る真実 と虚偽をありのま

まに話すためには、私の過去を洗いざらい話す しかないと考え、勇気を出 した。

子 どもよりさらに傷ついて、よくも悪くもならない状態を繰 り返 している母親たちに、この

本が少 しでも慰め となり、傷を癒すための一助 となれば嬉 しい。彼女たちが痛みから逃れ、幸

福に向かって、堂々 とした最初の歩みを始めるのがいまか ら待 ち遠 しい。

2002年9,月

申 宜 真
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1母 親たちが傷つくのにはすべて理由がある

面目ないけれどや りきれない告白

アメ リカのコロラ ド大学に留学 していた ときのことである。同じ大学に通 って親 しくなった

アメ リカの心理学者 がいた。ある目、彼女 とご飯 を一緒に食べたのだが、彼女が唐突に言った。

「私は最初、 ドクター申をおか しな人だ と思ったのよ」

わけがわか らなくてその理由を尋ねてみたところ、私の最初の印象が とても奇妙 だったのだ

とい う。最初の学期、開講パーテ ィーの ときに私と最初に会 った。若い東洋人がこんな大 きな

学会に参加 したことをとても素晴 らしい と思ったが、よく見ると期待 したイメージ とは異な り、

横には男の子二人を連れ、後ろには夫まで同伴 した正真正銘のオバサンだった。他の人たちは

新 しい情報を一つでも獲得 しようとして東奔西走するのに、家族つれで何がそんなにお もしろ

いのか、パーティー会腸の片側で終始一貫 して笑って騒いでいる姿に、やは り後進国の田舎者

だか ら仕方がない と笑っていた とい った。また、私が韓国人であることか ら、韓国人の女性 は

すべて私のように早 く結婚 し子 どもを産んで、仕事をするときも子どもを前面に押 し立てて通

うのだなと思わされ、韓国とい う国 をアフリカの原始部族国家のよ うだと考 えたとい う。

瞬間、こづけいでもあ り、戸惑いもして「私がそんなにおか しかったの?」 と問い返 した。 ど

んなに考えてみても、私は常識外の行動をとったつもりはなかった し、他人が私をそんなふ う

に見ているとは思ってもみなかった。ただ、開講パーテ ィーのときは家族や恋人 を連れてきて

もよい ことになっていたので、私 も子どもたちを同伴 しただけであった。 もちろん実際に子 ど

もを連れてきたのは、私以外には一人もいなかったが、もともと結婚 しない専門家が多いので

気にもかけずに、気持ちのままにその席 を楽 しんだだけのことだづた。

彼女は戸惑 う私に、 にっこりと笑いながら、その間見て来た私の姿 と感 じた点を説明 した。

「ところがね、それは私の誤解 だったみたい よ。 ドクター申が他人の視線などは気に してい

ないと思 うほど堂々としているし、それ は子 どもたちのためにそ うしているので しょ?」

私は最近、私がこの世に生まれて最もよくやったことが子 どもを産んだことではないか と思

うほど、二人の子どもの母親であるとい う事実が誇 らしい。 しか しなが ら、私が最初か らそ う

思っていたのでは決 してない。最初の子であるキ ョンモを産んだのは結婚3年 目、私が27歳

のときである。100%完 壁な避妊に自信があったので、まさかそんなはずはないけれ ど何かお

か しい と、妊娠診断試薬で検査を してみた。赤い平行線がだんだん鮮明にな り、次第に果 てし

なく遠 くなるのを感 じたとい うことは…、それほ ど妊娠は私 にとって驚愕す るくらいの大事で

あった。

当時、私はレジデン トの1年 目で、ジャングルの ようなサバイバルゲー ムにまさに入ったば
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か りであった。艀化 したばか りのひよこが職分 も忘れて妊娠 した とい う声を聞くのが嫌で、最

初は子 どもを持ったとい う事実を包み隠 した。その時まで、私の一番軽蔑する人は、家や家族

の、あるいは個人的な事情 を言い訳に して 自分の職務をいいかげんにする人だったから。

しかし、キ ョンモはそんな私の願望をよそに、自分の存在 を社会 に知 らせ ようとした。妊娠

を確認.したときか ら、いくらもならない時のことである。その 日に限って早 くか ら始められた

大規模回診をよ うや く終 えて、続いて行なわれ るミーティングに参加するために、構 内の食堂

のそばを通り過 ぎたとき、急に異常な食事の匂いが胃腸を刺激 して、堪えきれない吐き気が込

み上げて来た。前を行 くレジデン ト2・3・4年 目の先輩はもちろん、担当課長や教授まで押

しのけて洗面所に駆け込んで行ったが、吐き気は止まらなかった。やっとお さまって会議室に

入 ってい くと、人々の視線 は好意的ではなかった。

「申さん、顔色が悪いけれ どどうしたの?」

「何で もあ りません。すみません。」

何でもなくはない。 とうとうつわ りが始まったのだった。私の頭のなかには、 もうす ぐすべ

てが知 られるよ うになる。本当にどうにもならない状況になって、見捨て られて しまうとい う

考 えしか出て来なかった。 ミーテ ィングが終わった とき、私を眺めているすべての 目の色が冷

たかった。暖かい言葉かけは最初から期待 していなかったが、一朝一夕で、嘱望 され る才媛か

らい じめられる厄介者に転落 した運命が どんなに惨めであったかは、言い尽 くせなかった。

「何でそんなに早くレジデン トの1年 目なんかに妊娠す るの?」 とい う言葉は、それでも穏や

かな方だった。「あなた、気が狂 ったん じゃない?」 とい う女性の同僚の反応。「申さん、人生 こ

れか らなのに」という表情がありありとした男性の同僚の反応 も真実だった。耐えられなかった

のは、私にはなす術 もなくプライ ドがズタズタになったことだった。子 どもか らお腹が空いた

よとせがまれるの とは次元が違った。つわ りは私がコン トロールできることではなかった。薬

もなかった。ただ、その期間を、その苦痛 をそのままに、時間が過 ぎていくことだけを待たな

ければならなかった。

つわ りが始まって3週 間の うちに私は7kg痩 せ、結局、家で リンゲル液 を打つようになった。

男性たちもひどく驚いたのは、体力のあった私が リンゲル液を打 って家で休んでいたか ら。非

常に明るい世の中なのに、天井を見て横になっている私はあま りにも面目なかった。いま私に

こんなことが起 こっている。 悔 しかった。何でよ りによって女性に生まれて、この重要な時期

に人生がめちゃ くちゃにもっれた りするのだろ う?瞬 間、 「堕胎 をしようか」とい う考えが脳

裡 をかすめていった。

そのときだった。キ ョンモが私の考えに気づいたかのよ うに、突然吐き気が込み上げてきた。

ひや りとした。キョンモはそ うや って私に自分を扱 う権利がないことを知 らせて来たのだ ろう。

生命の尊重とい うことを少 しでも忘れていた私自身が恥ずか しかった。

けれ どもそ うしているうちに、私がキ ョンモを無事に生むために、母親 としての役割をきち

んと果たさない としたら、それは筋違いだと考えた。私は、む しろ周囲の冷たい扱いによって
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一層強 くなった
。妊娠 したことが何か罪でも犯 したかのように、当直であれば当直、試験であ

れば試験、研究な らぱ研究、絶対何ひ とつ休まないで、これをさらに歯を食いしばって頑張っ

た。 どうか早 く時間が過ぎてキョンモが産み落 とせるようにと願い、妊娠期間 を一 日でも減 ら

すために満36週 を過ぎた 日から、11階 にある診療室まで歩いて登って通 うことまで した。子

どもを一 日で も早 く産み落 とそ うと、落ち窪んで死んだ魚のよ.うな目を した女性医師が、臨月

のお腹を抱えて、狭 くてひびの入った非常 ロの階段を登 っている光景は惨めその ものだった。

恥ずか しいことこの上ないけれ ど、正直いって恥ずか しくはなかったのだ。私にはそのときそ

うしながらも、 自責感を持つ ことはできなかった。

振 り返って考えてみると、そのとき私は、新 しい命を産み育てようとすれば、気持ちの準備

が必要だとい う事実を、必死になって否定 していたよ うである。 赤ちゃんを産む前に、父母に

なることの意味を考え、子どもをどのように育てるかについて夫 とも話 し合 ってみて、生活習

慣を どのよ うに変えるかも計画 しなけれ ばなら.なかったのだが、そこに私のエネルギーを割 く

ことは、損害 を受けることのよ うにや りきれなかった。子 どもを妊娠 して産む ことは女性であ

れば誰もがす る、別に資格認定を受けるのでもない、だからそんなことに神経を使いた くはな

かったのだ。それだけではない。子 どもを産むのは しん どいけれ ど、産んで しまえばきっと可

愛い く、珍 しい物や高価な物を食べ させた り着せた りしてとて もステキに育てることができる

よ うに思われた。∫他の人たちだってそ うやっているのだから、私にだってできないわけない」

と、安易で傲慢な考えに陥っていったのである。

したがって子 どもを出産 して少 し経つ と、全ての苦痛は終わったと考えた。23時 間の陣痛の

果てに踏ん張って出産をして病室に横たわっていた一月余 りの産休 の間、他人 よりも遅れてい'

る勉強をど うやって補 うか、悩みなが ら計画を立てた。新生児は一 日20時 間程度、眠ってい

るとい うし、この1ヶ 月間に私に与え られる時間はかな り多いのではないか、な どと。

キ ョンモが明るく笑いながら私の方に向かって走って くると、とても鮮明にこの時のことが

浮かんでくる。 「そのよ うに愛すべきキョンモに、私は何か してや っただろうか?」 思い出す度、

胸が痛い。 しか し恥ずか しいことだが、一方ではや りきれない自分がいた。誰 も、あの時私に

母親になることが どのくらい誇 らしく価値があ り、きわめて大事なことであるかを話 してくれ

なかった。む しろ私の妊娠が自分にとって被害になるとか、また私が役割をおろそかにするの

ではないかと眉 をひそめて警戒する人たちがいるだけだった。そ して彼 らは、私が、 自分 自身

やお腹のなかのキョンモ にとって苛酷な ことをするときも、 「そんなこ としてはだめだ。」とは

言わなかった。私が無理 をしてもf大丈夫 匂 とい う言葉だけで、結局、.無理をす るなとはいっ

ても、私の仕事を減 らしてくれはしなかった。む しろ辛抱強 く一 日、一 日持ちこたえる私を見

て「がんばっているね」とい う賛辞を贈った。

私に とって二人の子 どもは、天が与えてくれた祝幅であ り贈 り物である。私は二人の子 ども

を見て毎日毎 日を今更のように感謝 している。子 どもを見なが ら私の存在の根源がまさしくそ
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こにあることを感 じる。なので、私は一層や りきれない。私が子 どもを育てること、母競にな

ることの意味をずっと前から知っていたならば、初歩の母親時代の、子 どもと私の二人のすべ

てを駄 目に した凄惨な時期を避けることができたのに。大体、誰 も何 も、 「あなたはお母 さんを

しな さい!」 と教えてはくれなかった。 どうしてなのか、できることな らば行 って問いただ し

て聞いてみたい。も し 「女性がそんなこともわか らないの?」 とい う人がいた ら、頭を一つ拳

固で小突いてや りたい。母親が病んで しまうのには、みな理由があるのだとい うことを、大き

な声で教えてや りたい。

母親の役割に対する誤解1一 子どもを産みさえすれば母親になるの?

5歳 になる娘が とても恥ずか しが りや で、自分の意思表示をしないので診てもらいに来た と

い う母親がいた。広告会社に勤めている彼女は、子 どもを婚家に預けて週末にだけ連れ戻すの

で、それが子 どもによくない影響を与 えているのではないかと心配 していた。けれ ども子 ども

はそんなに心配するほどではない。ただ母親がもう少 し子どもに関心を示 してや り、一緒の時

間を過ごすよ うにすればす ぐによくなるように思えた。

「子 どもを家に連れてきた らどうですか?旅 行に一緒に行 くのもいいです よ。」

「言われ なくても今度の昇進試験さえ終われば、連れ戻そ うと思 っています。 ところでです

が…」

何 も言わないか、根拠のないいいかげんな ことを言っていた母親は、決心 したのか、自分の

心の内を打ち明けた。正直な ところ、子 どもを連れ戻すのは気後れが した。子 どもをいつ も婚

家に預けているので、育て られないようにも思えた し、結局、自分が育てなければな らないの

だけれ ど、充分に果たす ことができるかどうか と思 うと怖い、と言った。

最初から父母 と離れて転々 とした子 どもが、時間が流れて自分に とって馴染みのない親に対

してよそよそ しくす るので、胸 が痛かったのだ とい う。 それで 「す ぐに連れて来なければなら

ないはず」と考えはしたのだが、「少 し気楽な部署に移 ってから」、「子 どもがお しめだけでもと

れた ら」、「もう少 し広い家に移ってか ら」と言い訳を しながら、子 どもを連れて戻す時点を徐々

に延 ばし、とうとう2年 経 ったといった。

「何がそんなにしんどかったのですか?」

「この子 を引き取れば、いまの私の生活はな くな ります。残業も多いのに、上司の 目の色 を

気に しながら、家に早く帰 らなければならない し、毎 日子 どもを見て くれるところを探 して、

地団駄を踏みながら生きな くてはな らないなんて…、私にそんな生活 を果たしてすることがで

きるのでしょうか?」

「いま、何がそんなに怖いのですか?」

「先生、私には母性本能がないみたいです。子 どもだけのためを思 う気持 ちがそんなにない
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のです。子 どもが可愛いとい うよりは、 自分の子どもだから私が してや らなければな らない、

そんな気持ちだけなんです。私が母親で、私 しかいないから、仕方がないから面倒 をみなけれ

ばならないとい う気持 ちなんです。子 どもを育てるのは、ただ義務のように感 じています。他

の人は、働いていても、子どもが涙を流 して会いたがっているのではないかなんて言 っている

のに… 。週末に子どもを連れて来て、一緒に過 ごしたあと日曜 日にまた婚家に預けて出てくる

じゃないですか。そうす ると正直いって気持ちが軽 くなるのです。私の気持 ちがこんななのに、

こんな母親のもとにいても、子 どもにとっていいのでしょうか。」

最近、この母親のように自分に母性がない と、自分を責める母親に多 く出会 う。数あるなか

には、 自分の人生を奪 った子どもが憎い とまで訴 える母親もいる。そんな母親の内心には、子

どもを育てるには自分を改善しなければな らない、そ して自分の人生を搾取 されるかもしれな

いとい う考えが封 じ込まれているのである。

そんな母親に私が出す処方はこうである。

「まず、罪の意識か ら自由になりなさい。」

他の親は当然のように子どもを愛しているのに自分にはできない とい うことか らも、である。

なぜなら、母性は本能ではないためである。それゆえ罪責感 を持つ必要はない。子 どもを産ん

で徐々に母親になるのであって、母性がは じめか らあるのでは決 してない。

私 も最初の赤ちゃんを産んだとき、白いおくるみに包まれて赤い嫉の寄った生物体が私の子

どもだとい う事実が信 じ難 かった。子どもをみた瞬聞、面食 らって、愛情が沸 くとい うより、

私はただ震えるばかりであった。

いままさに世に出てきた小 さい坊やが持 っている破壊力は本当に物凄かった。私の生活 と価

値観は毎 日毎日、新 しいや り方で崩れていった。3週 間の間、産後のもろもろを手伝ってくれ

た実家の母が家に帰っていった 日、私は初めて自分の手で子 どもを沐浴 させ ることになった。

母が横 にいてみてくれていた時は、「そんなに難 しくない、やればできる」と思っていたが、そ

うではなかった。.

まず沐浴 させ る湯を入れて、ある程度の適当な温度 にした。 目を瞑 らせ るには子 どもの頭 を

どんな姿勢 にしなければな らないか、首も据わっていない子 どもを水のなかに入れるには入れ

たが、そのまま 「すすぎ」だけ して取 り出 してよかったのか、どこか らどんなふ うに洗ってや

ればいいのかも判断がつかなかった。眺めていた ときは自信 があったが、い ざ自分がやろうと

思 うと簡単にはいかなかったし、何一つ満足にやることができなかった。それだけではない。

四六時中、泣き出す子どものために耳をそば立てた状態に しておかなければならないのは勿論

のこと、粉 ミルクを混ぜた り、お しめを交換 した り、おんぶ して寝かせた りなどで一 日中、気

が抜けなかった。

その当時の私の心情は一言で、f情 けなくて途方に暮れた」感 じであった。ぼんや りと何 も

ない空間 を見つめながら、「私は医師に向いているのだろうかjか ら、「私は何でこんなに も母
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親の役割をこなすことがで きないのだろ うか」、「いっまで弄の余計な苦労を しなければならな

いのか」まで被害意識 と罪責感は止まるところを知らなかった。考 えてみれば、私が子 どもを

産み育てる前にもっていた育児の知識 とい うものは、中学校1年 生の家事(家 庭科)の 時間 に

習った 「お しめたたみ」だけであった。 もちろん実際 には布お しめを使わなかったので、その

知識 さえ も役立たなかったとい うわけだが。その他の母親になるための知識は、すべて新 しく

学んで身につけなければな らないものであった。

だれが、子どもは生まれれ ば自然に大きくなるものだといったのだろう?子 どもをうま く

育てるのは、かな り精神的に健康で成熟 した人でなければ しん どい ものである。理由なく泣 く

子 どもを一 日に何度 も抱いてや り、2時 間お きにミルクの準備を し、吐いたものが残 っている

臭い衣類を3,4組 ずつ洗 う過程を余すところなく経験 しなが ら、子 どもをそのまま受け入れ

ることができなければならない。

母親になれば、子どもの成長発達に対する知識 も持たなけれ ばならない し、感情を調節する

能力 も育てなければならず、一度に迫ってくる予想 もできないことをしっか りと解決 していく

度胸 もなげればならない。そ してそのすべての ことは、ひ とりでに獲得 していくものではなく、

経験の中で育てていくものである。母性は決 して本能ではない とい うことである。

世界中どこに、ひとりでにわかるようになるものがあるだろ うか。母性 も同 じことである。

それなのに私たちは 「誰かの母親になる」ことに対 し、あま りにも簡単に考えている。 またそ

うでなければ、母親になる前にすでに怖 じ気づいて しまって、絶対にその道を歩めないだろ う

けれ ど。

二人の子 どもを連れ て留学することを決心 したときのことである。私の母はその事実を知る

やいなや、いきなり電話でこ う言った。

「あなた、気が狂 ったの?あ なたの将来を台無 しにす るつも りなの?子 どもたちの世話を

しながら、どうやって勉強するってい うの?」

母親には孫たちより、私がまず先決のようである。非常に遠い外国に連れていかれたら、洪

氏の家系(著 者の嫁ぎ先のこと)の 息子たちは、自分の大事な娘の前途を塞ぐと考えた ようで

ある。 しかし、私が子 どもを置いては一人で渡航することができない というのなら、 自分が子

どもを育ててや るつ もりだか ら、頼むか ら心置 きな く安心 して勉強だけしておいでと言った。

しか し、私は結局、子 どもたちを置いて一人で渡航す る考えはなかった。子 どもたちを連れ

ていった結果私の身体が粉々になるように疲れてだるくなるとしても、それは第二の問題だっ

た。子 どもたちにとって、私がいなけれ ばどんなにか辛いだろう。それに私 もまた子 どもがい

なければ生きられなかった。子 どもたちの顔を毎 日見て、毎 日肌をさす り、その変化 をみるこ

とができない ことのほ うが、私には辛 く大変なことだった。結局、私は子 どもたち二人を連れ

て留学 したが、いまもその決定を後悔 していない。

私 を知る人たちは、その とき私 をもう一度見直 したとい う。利益 と損害を正確に区分 して、

11



前だけ見て走っていた申宜真に、そんな切 ない母性があった とは知 らなかった とい う。しか し、

それは明らかに育て られたもので、天性の母性な どではなかった。それゆえ 「私には何故母性.

がないのか」という愚問に答える必要はないのだ。心理学者のフロム(E廊hFromm)も 言っ

ている。

「母性は、対象だけあれば起こるものではな く、対象に向き合 う精神の力、活動であり能力

である。」

したがって、先の母親のように、子 どもに対 して義務感 しかない と考える母親た ちに、私は

力を込めて言 う。 とにか く 「私はよい母親でない」 とい う罪責感に縛 られる必要はないのだと

い うことを…。私は、そんな母親が子 どもに義務感で何かもっとしてや らなければならないと

い う強迫観念に縛 られながら、自分 と子 どもをどんなに駄 目にしているかを数えきれない くら

いみてきた。考えてもご覧なさい、人 と人の間にある絆がただの義務感で しかなかった ら、ど

んなに殺伐 としているか。それが父母 と子 どもの関係であればもっと深刻である。

しか し、どうか母性本能がない とい う無用の罪責感に縛 られないで欲 しい。む しろ、胸が痛

むあなたに今、当面必要なのは、「子 どもとともにする経験」である。私がそ うだったか ら言 う

のである。

母親の役割に対する誤解2一 学ぶ必要はないの?

少 し前に後輩の家に遊びに行ったときのことである。満2歳 にな ったばか りの後輩の子 ども

はよく遊んでいたが、 こっちにきて甘え、あっちに行ってねだ り、むずか り始めた。活発に見

えたが、すぐに動 くのをやめて座 って しまった。後輩は、じっと子 どもがする姿を注意深 くみ

ていたが、「いけません」とは言わなかった。あわてふためきなが ら子 どものお尻 を叩 くことも

しなかった。後輩は子 どもが無理な要求を しようとすると、子どもの関心を違 うものを提示す

ることによってそらすように した。子 どもは好奇心が旺盛なので、それを無理や りに押 さえつ

けてもダメだとい うことを理解 している姿であった。そ うしないで躾 をした り、厳 しくこらし

めたりしたら、言葉 もまだよくわからない子 どもに怒 りをぶつけ、子 どもに傷を与えることに

なる。

もちろん彼女も最初からそんなふうだったわけではない。彼女 も1年 前くらいまでは私に何

度 も電話 をかけてきて、 「子 どものせいで気が狂いそ うだ」といつ も言ってい準。その時 ごとに

私は後輩 をなだめなが ら忠告 してやった。

「母親になるのはそんなに簡単なことではないの じゃないか しら?そ んなに泣 き言ばか り

言ってないで、子 どもについて勉強してごらんなさい。本 も見て、周囲の人に聞いてみた りし

て… 」

彼女だけでない。私は子 どもに問題があって病院を訪ねて来る母親たちに も 「勉強 しな さいj
ズ
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と言わないことはない。子 どもの世話をしているからといって、すべての母親に母親 としての

自覚があるわけではない。子 どもの発達過程をよく理解 して、それに適 した母親の役割 をしよ

うとす るな ら、学ばなければ不可能なためである。私 にその事実を気付かせてくれたのは、ま

さしくキ ョンモを見てくれたベ ビーシッターのおばあさんだった。

「この子は本当に天使みたいねえ…,

おばあさんの第一声を聞いた瞬間、私はす ぐにほっとした。空が崩れて も飛び出る穴はある

(どんなに困難 な状況でもそれ を切 り抜ける方策はある)と い うことわ ざは、そんな時に使 う

のだろ う。キ ョンモの面倒 をみてくれる人を、あらゆる方面の手立てを使 って探 していた とこ

ろ、先輩を通 じて紹介を受 けたのがまさにそのおばあさんだった。先輩は、 どんなに世話の焼

ける子 どもも、そのおばあさんの手にかかれば、す ぐに羊のように鳴 くのを止めるので、「も う

お前の苦労 も終わ りだ」と大言壮語した。

おばあさんがキ ョンモを世話 してやる姿は、驚きそのものだった。.世の中で一番明るくて慈

愛に満ち溢れた表情をつ くりながら、子 どもを抱 き上げるので、.あたか もパズルのピースが合

わせ られたかのように過不足な く、子 どもがその懐 に遠慮な く入 ってい くなんて。そ うしてか

ら、子 どもの呼吸に合わせてぶ らんこのように身体を揺するので、とて も自然に気持ちが落ち

着いて、好き嫌いが激 しく何で も1番 にしてもらわない と泣き出す扱いにくいキ ョンモが、見

慣れない人であることも忘れて、すやすや と穏やかな息を立てながらよく眠って しまったのだ。

「あ、今度こそいい人に出会 えたようだ…」 安堵の溜息がひ とりでに出てきた。

おばあさんに来てもらってい る間、私は、一 日に2～3時 間 しか睡眠をとれないよ うなぎり

ぎ りの 日常に少 し安堵を得た。子 どもを信ずるに値する人に預ける安堵感によって、私は初め

て24時 間キョンモに向けて働 かせていたアンテナを引 っ込めて、「子 どもを育てる道1を 横 で

観察することができるようになった。

キ ョンモは一度、泣き始めると、少 なくとも30分 は泣 き止まない子 どもだった。その時は

食べるものも、おもちゃも全て必要ない。首に青筋 を立てて、息が止まるくらいにヒクヒク泣

いて、しまいにはおのず とくたびれて寝入って しまう。だから 「他人の世話」とい うのを したこ

とのない私がてんてこ舞いするのは当然だった。

それなのに、おばあさんはキ ョンモが泣き始めると、お腹が空いたか、オシメが汚れいるか

一度確認 してみてから
、子 どもを抱いて、fウ ～ ン、キョンモや、何でそんなに怒っているの」

と軽 く撫でてや りながら、子 どもが自然 と落ち着 くのを待 っている。

そ うしなが らも瘤癩混 じりの言葉や表情 をただの一度 も見せない。それは、子 どもが泣けば

てんてこ舞い したり、子 どもの顔が赤 くなれば同 じよ うにうろたえて赤 くなって、結局、誰に

対 しての ものかわからない怒 りを爆発 させ ていた私の姿 とは180度 違 っていた。

一度は、キ ョンモが抱かれていたときに、おばあさんの着物をさっと引った くって破いて捨

てて しま うことがあった。 「ア ッチャァ… 、キ ョンモや、みんな破いちゃったら、おばあちゃ
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んはどうやって片付けるの}

それがおばあ さんの反応の全てだった。それ も子 どもが着物を全部破いているときもだまっ

て見ていて(!)、 みんな破き終わった後にやっと、ゆった りとした普通の語調で こう言ったの

だ。い くら幼い子どもだからといっても、誰だって 自分の着物を引ったくられ破かれた ら、驚

いて 「怒 り」が出るのが普通である。私もやは り、 キョンモに私の着物を破かれたならば、し

つけをし直さなければならない という理由だ としても、まず怒 りが出たものであ る。それなの

におばあさんは、いったん子どもの行動をすべて受 け止めてや り、その次にワンテ ンポ遅れて

反応するのだった。

子 どもが、何が不便なのか、あるいは何が知 りたくてそ うしたのだろ うと考えて、その全て

の行動をスポンジのように吸収 してやること。代価 なくあらゆることを辛抱 して吸収 しながら

も、尽きることのない関心を与えてやること。他人 を平安な状態 にさせ る配慮が 自然に体得さ

れ、それ 自体が うれ しい こと。それが、そのおばあさんに学んだ母性の実体だった。

その方は、私をあたかも母親のように抱えてくださった。私が夫 のことでわなわなと神経を

苛立たせている と、ただ笑 っていた。「夫の若い ときは、みんなそんなものよ。時間が解決 して

くれるわよ。」が、おばあさんの処方の全てだった。それ は、やき もきすると短時間に解決 され

ることも解決されないので、妻である私が少 し我慢 して待っよ うにとい う忠告が隠れた、とて

も気骨のある助言だった。私はその言葉を聞きなが ら、私をこらしめた り、叱った りするより

も、私を暖かい目で見て優 しく理解 してくれていると感 じた。「こうい うのを母性 とい うのでは

ないか しら?私 もキョンモにこのよ うに穏やかに接 してや らないと」とい う悟 りが開かれた瞬

間だった。

私は以後、勉強する母親になった。おばあさんの行動 と姿を じっと見ながら、母親の役割を

最大限、行 うためにどうしなければな らないかを学び始めた。それだけでない。数多 くの本を

見て、周辺の母親 を観察するなど、尽きることない母親の役割に対す る勉強を始めたのだ。

あ らゆる人は、 どこか似ているよ うに見えても、実際、同 じではない。それ くらい各々の生

命体は固有な個性 を持っている。 しか し、その個性 を尊重 して、それ に合ったように育てると

い うのは、そ う簡単なことではないものである。特に母親たちは、子 どもが全て 自身が見てや

り教 えるとお りについてくるものと考えやすい。 固有の個性を持 った子 どもが必要 とする母親

の役割にっいて考えるのではなく、自分がこうなってほ しい子 どもの姿だけを考える。 自分が

考える枠に子どもをはめ込んで、子 どもがその枠から逃れよ うとすれば 「ダメよ!」 と警告す る。

けれ ども、本当に子 どものための母親であれば、自分の作 る枠が子 どもを苦 しめてはいない

か、振 り返って見ることができなければな らない。母親が母親の役割に対 し、勉強しなければ

ならない理由、学ばなければならない理 由は、正にそこにある。だか ら、学ばな くても母親の

役割をよくすることができると考えていた ら、いまか らでもその考えを捨ててほしい。

それでも、学んだことを実際に活かす ことは、それほど簡 単なことではない。私もまた自分

は理論的には多 くを知っていると思っていたが、実際にぶつか り体験すると、理論を思い出す
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暇 もないことがあま りにも多かった。それは、愛について理論で よく知っていることと、ホン

モノの愛をもって行動す ることが違 うとい うことを意味 している。 そんな とき、私は保母のお

ばあさんとい う立派なモデルに出会って とても幸せだった。

そこで私は、母親の役割をよく果たすことがどんなに大事であ るかをまだよくわか らない新

しいお母 さんたちに、育児知識を習得することはもちろんのこと、周辺で母親の役割 をよく果

た している人を探 してみ ることを勧めている。子 どもたちが苦 しまないでよく育っているケー

スを探 し出 して、その母親をモデルにするとい う意味である。 よくやっている人に直接学んで

習 うことほど良い方法はないのだから。

母親の役割に対する誤解3一 もともとこんなにまで しんどいものなの?

「ピピピピピピピピ」

カンファランスの準備 をしようと無我夢中で働いているとき、ポケベルが鳴 った。家か らだ。

ず しん と重たくなる胸。 また何か起 こったのだろうか。

家に電話をす る手が震 える。 どうか変わったことがないように。

「おばあさん、ど うか したの?j

「鳴呼、キ ョンモの指がガラス扉 に挟まってしまったの。血が どくどくと出ていて。お母 さ

んが早 く来て くれないと…。」

「わかった。す ぐに行きます。」

素早く計算 してみる。家は遠 くないから今行けば20分 。幸い午後の診療はない。カンファ

ランスの準備 は、同僚に了解を得る しかない。

あたふた と家のなかに入ると、キ ョンモが泣いている。指の先端が砕 けて肉の塊の筋状の も

のが垂れ下がって出ていて、洋服は血で染まっていた。

どうして こんなことになったのか と尋ねる状況ではなかった。 とにかく子 どもをおぶって応

急室に駆け込む。 これまでにも何度 も連れて行っていたので、応急室の看護士たちとはおな じ

みだ。

「お う、キ ョンモまた痛 くしたの?」

オンオン鳴いている子 どものために、正碓 に答 える状況 ではなかった。みんなに 「ちっち

っ」と脇か ら可哀そ うな感 じで眺め られ ることは、それほど愉快ではなかったが仕方がなか っ

た。慌てて痛い手を縫って止血 した。母親が横にいてやるので若干、安心 してい筍キョンモ。

レジデン トが心配そ うな声で 「手の爪が生えてくるのが少 し遅 くなるか もわか らない」とい う。

これだけすればそ うなって もおか しくない、さらに何を望むだろ うか。家に帰 る途中で背 中に

おんぶ されて眠って しまったキ ョンモを見て抱く思い…。

「今 日もゆっくりおやすみなさい。」

15



《風 と共に去りぬ 》でスカー レッ ト・オハ ラが 「明 日は明 日の風が吹 く」と言った。今 日の不

幸は今 日で終わ り、明 日はまた違った希望で生きてい くことができる とい う話である。

しか し、当時の私は明 日に希望をもって期待する余裕 はなかった。スカー レッ ト・オハ ラの

その言葉が 「明日は明 日で事故が起こる」と聞こえるほどであった。

キ ョ.ンモは確実に、他の子 どもよりもさらに母親のエネルギーを必要 とする子 どもだった。

指のけが程度のことはキョンモ を育てながらハ ッとさせ られたことの10パ ーセ ン トにもなら

なかった。キ ョンモは見慣れぬ場所や見慣れぬ人に接すると、ハ リネズ ミのよ うに棘を立 てた。

新 しい洋服 を嫌 うために、洋服を買 うと1週 間、わざと洋服を引っ張って伸ば しておかなけれ

ばな らなかったし、靴はいつ も他人のものをもらって履かせなければな らなかった。3、4ヶ

月過ぎたのち、もう少 しはよくなっただろうと、新 しい洋服を着せてみ ると、やは り頑強 に抵

抗 して、また、ひとしきり騒動を起 こす キョンモであった。

ご飯を食べさせるのも戦争だった。軽 い病気 とい う軽い病気はみんな罹 って通過 して きたほ

ど弱いキ ョンモが、食べることまで思わ しくないので、牛乳を飲ませるときになると、私 はす

っか り苛立つ ようになった。 普通の子 どもは満一歳 の誕生 日ぐらいになれば、一度に150ml

は繰 り返 し飲むようになるが、キ ョンモは80m1も 飲むのがきつそ うだった。離乳食を食ぺる

ときも、キョンモは必要量を食べ られないどころか、食べないことの方が多かった。食べるこ

とには本当に神経を使ったので、私は焦燥にかられて、1年 間、キ ョンモが一 日に何をどの く

らい食べたのか、毎 日記録す ることまで した。

キ ョンモが少 しでもよくなったならば、慰 めになったはずなのに、キ ョンモの激 しい偏食は、

時間が経 ってもまったくよくなる気配を見せなかった。

それでも食べ ることと着ることは、私がどんな努力であろうともすることができたので 良い

方だった。キ ョンモは突然、「理由なく」苛立た しいほどせわ しくなって、いかなる 「理由もな

く」30分 単位で起きて泣いた。なぜ、おばあさんの洋服を突然引ったくって破いて捨てて しま

うのか、なぜ、時に自分の頭を床 に打ちつ けるのか、どんなに私の身体 と心を低 くして子 ども

に合わせても、絶対知ることはできなか った。

「ダメでも、あきらめずになんとか してみよう」 とい う生活信 条を堅 く信 じて生きてきた私

は、何でも努力 してダメなことがないと考 えてきた。なので、私は、失敗 したときに挫折 して

しま う人々を心の中であざ笑った。失敗す るのはその程度 しかあなたが努力 しなかったためな

のだか ら社会を恨む前に、怠惰な自分 自身を恨むべきだ、 と思いや りのない枇判 を加えた もの

である。

しか し、キ ョンモのおかげで、私は自分の努力ではどうにもな らない世界があることを知る

ようになった。私 の人生に初めて 「赤信号」が灯 り、ただすべてが物悲 しく感 じるようになっ

たのだ。 この子 どもは確かに私が産んだのだけれ ど、こんなにも子 どもを理解す ることが しん

どかった とは。何事 もす るのが嫌にな り、 「夫の子 ども」(キ ョンモのこ とだが)の することが
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憎たらしく感 じて、事あるごとに病纈が起き、手伝ってくれ る人のす ることも気に入 らず、一

言で生きるのが嫌になるほ どだった。その間、体重も7キ ロ痩せた。

私はその当時、私だけ苦労 していると思っていた。 そして、その苦労には絶対 どんな保障 も

ないと思った。私だけでな く、すべての新米の母親の率直な気持ちはこ うであろう。

「オ シメを換 えて、何か食 べさせて、むずかればなだめてや り、泣けば抱いてやって… … 、」

一箇所 に留 まる暇なく忙 しく繰 り返 される日常。 もし、明 日は全 く同 じことが繰 り返 され るの

でない としたら、 「不意の事故」が起きるのである。子 どもが突然、熱 を出す こともあるし、転

んでけがをすることもある。 そして、その全てのことは、終わることなく私 の労働だけを要求

す る。一体、私にどうしろ というのか。

快方に向かわない、疲れ てだるい 日常 と、いつ起 こるかわか らない事故。 その間でみんな ヒ

ヤ ヒヤ しながら一 日一 日を過 ごしている。

特に予想できないことが継続 して起こるのは、本 当に身震いするほ どのものである。子 ども

が突然に熱 を出せば応急室に駆け込まなけれ ばならない し、子どもが迷子になれば派出所 に駆

け込まなければならない し、幼稚園で子 どもが 口喧嘩の果てに友だちを叩いたら、その父母 と

子 どもに謝 りて、幼稚園の先生にも一度会いに行かなければならない。そんなふ うに予測不可

能 なことが時々刻々 と起 こるのに、 どこの誰が平常心を維持す ることができるだろ う。

ネズ ミを対象にス トレス実験をしてみる と、不規則的に刺激を与えたネズ ミと規則的に刺激

を与えたネズミとでは、ス トレス指数に甚だしく差が出る。 もちろん不規則的に刺激 を与 えら

れたネズ ミのス トレス指数が高い。それだけ不規則的なス トレスは、の強度が保たれ て、耐え

るがたい とい う話である。

人々が挫折を感 じるのは、状況が自分の思いのままに解除されないためである。それ故、母

親になれば、上に述べたように、予想 しない、期待 しない事件によって、統制不可能な状況に

しば しば接 しなが ら、挫折する しかなくな る。

しか し、それは母親になれば、当然に経験 しなければな らないこ とである。それ故、私だけ

が しん どい経験を しているのではない。む しろ、母親の役割を最大に果たそ うとすれば、こん

なまずまずの挫折 くらいなら、超然 としていることのできる 「挫折耐性」を持たなければなら

ない。また、常に反復される 「ぐず ぐず した」 ことなども、気軽にや りすごす ごとのできる健

康 な身体 と心を育てなければな らない。

なぜならば、母親が子 どもを育てることに少 しでも懐疑を持つ ようになれば、元来母親の 「肯

定的な期待」を受 けて成長 しなければな らない子 どものほ うに、勢いがなくなって顧み られな

くなるためである。

子 どもたちは、昨 目今 日と同 じよ うに見えても、ある瞬間ばっと成長する。成長 したときに

母 親の 「肯定的な期待」を受けて大き くなった子 どもとそ うでない子どもは、実際 に大 きな差

が出て しま う。子 どもは母親が 自分を信 じているか、ひ どく気 を揉んでいるか本能的に感 じる
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ようになっている。母親が心身の くたびれた状態で子 どもに接 し、肯定的な期待の代わ りに不

満 と痴癩以外に表現することができなかったならば、子 どもはポジティブな領域か ら出て、ネ

ガティブな領域 に入っていくのは、当然なことではないだ ろうか。そ うだ とすれ ば子どもは否

定的な 自我を持つようにな り、気持ちに病が入るようになる。

「母親になるってこんなにまで しんどいものなのか?」 と悩んでいる母親たちに、私は母親

の役割が元来そんなにくみ しやすいものではない事実 と、 さもなければ、ほ どほどの努力を し

ていれば充分であるとい う事実を話 してやる。

どんな大切なことも犠牲なく、努力なく、ただで得 られ るものはない。学位を取るに しても

3～4年 、昼 も夜 もなく、時間 と少なくないお金 と努力を費やさなければな らない し、質の良

い安いおかずの材料を買 うに して も、朝早 くから農水産物の市場に行く苦労 をしなければな ら

ない。思春期の彷復を経て成熟 したおとなになる と20代 の不安感を克服 して30代 、40代 の

安定感を探 して当てられ るように、「母親」になることも、や は りそれな りの苦労 と努力によっ

て可能になるものである。

しか も、その努力は他のどんな努力より効果が高い。敢 えて数値で換算 してみるとすれば、

私が医師になるために費や した苦労が100で あるとす るとき、母親になるためには1000の 苦

労が必要だった。それで医師 としての満足感 は200で あって、そ こで止まっているが、母親 と

して誇 らしく思 うことは500、1000、 いや1万 まで、どこが限界かわか らないくらい、子 ども

が成長す るように、どんどん高 くなっている。

だか ら何故私だけ苦労 しなければな らないか とい う被害者意識に浸っている母親がいた ら一

度 ぐらい じっくりと考えてみる必要がある。やは り何の努力 もなくして何かを得 ようとす るの

はよくない。当然 しなければな らない努力だった ら、それ を 「社会が母親 に要求す る過度 な苦

労」の中に入れ て自分が被害者 になって しま うのも、やは りよくない… 。

母親たちは本 当にしんどいのであろうか。耐えなければならないことと、こらえなけれ ばな

らない ことが何 であるかを正確に探 してみて、もしそれが、経験 しなければならないことであ

れば 「それ くらいのことなんだ」 と、経験す る覚悟 も持たなければな らない。

「戦争」のような育児 を、母親 と子 どもの双方が生かされるウィン(Win:勝 つ)一 ウィン(Win:

勝つ)ゲ ームにす る力は、そこにある。

母親たちを尊重 しない国、大韓民国

ひとつの家庭 の主婦が、母親 と妻の席を蹴飛ば して家出を敢行するとす る。そ うするとどん

なことが起 こるだろうか?い つだったかテレビでそんな題材の ドラマをみたことがあった。

結局、家族が彼 女の存在感 に遅まきながら気付いて、彼女を探 して許 しを請 い、もう一度幸せ
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な家庭を築いていくとい う内容であった。結果がよくなれば、全てを許すことができるのだろ

うか?私 はその ドラマを見ると始終、身の毛がよだつ ようで錯綜 した気持ちになった。

母親の家出の事実を知って うろたえる家族たち。

「お まえたちは息子 ・娘のくせに、お母 さんが 日頃 どこに行っていたのかももわからないの

か?」

「お父 さんのわからないことを、何で僕たちが知っているんですか?」

家族のなかの誰も、母親が 日頃誰 と親 しくて、 どこへよく行っているのかわか らなかった。

その家族にとって母親はいつも影のように無いものであって、ただその席が存在 していたので

ある。

恥ずか しい告白を しなければな らないが、私にとって も、わが母親 はそんな存在であった。

影のよ うにいつ もその席にある存在のようであった。私 はあるときか ら心のなかで母親を裏切

り始めた。絶対に母親のように生きたくないと決心 したのである。それ こそ 「ひ どく貧相な」

母親の人生をそのままに継いで行 く意欲が湧かなかっただけでな く、決 してそんなふ うにな り

たくはなかった。

「子 どもたちは大きくなっているのに、お母 さんはいつもああしろ、 こうしろと干渉 して く

る。お父さんはいつも忙 しくて、お母 さんとまともに対話をすることもない。家族のために犠

牲になってい るお母さんには、何も自分の人生がない じゃない…。」

私はそのように充実 していない 日陰の人生を送るのは、嫌だった。私が勉強に努力 したのも、

母親のように生 きずに、自分の仕事をもって堂々と生きてみたいと思ったか らかもしれない。

ところで、そんな私の気持ちを充分にくみ取ってや らなければな らないと思 った母親 は、む

しろ私の翼を しきりに拡げようとした。母親は私が勉強することに期待 してあらゆる種類の支

援を して くれたのだが、それは少 しでも良い花婿候補 と出会 うための手段でしかなか った。良

い花婿 と良い大学の看板が一体、何の関係があるのだろう。けれ ども母親は、その理想的な公

式を理解できない私が恨め しかったようだ。私が医師になると決 めて医大を志望 した とき、母

親は、女性が運勢の強い、そんな仕事をすればお嫁にいかれなくなる と医大志望に反対 した。

もちろん私は頑 固に医大に入学 したのであるが。

母親の生き方が私に与えた、被害者意識、母親のように生きた らダメだとい う強迫観念。そ

れは今考えてみれば皆、女性であるとい う理由で差別 される社会に生 まれ育ったこ とか ら来る

被害者意識であり、強迫観念であった。『朝鮮 日報』の論説委員である李奎泰は、そんな被害者

意識 についてこのよ うに表現 している。

峨 々韓国の女性史は、女性 を石や木で作る木石化 の歴史であった。韓国の女性に従来付与

され てきた価値 はといえぱ、息子を産まなければならない男の子の生産工場 としての価値、牛

一頭 の価格で換算す る労働力 としての価値、そ して敢えて違 うもうひとっの価値 をあげるな ら、

祭祀のときに笑する発声器 としての価値、これで全てということになる」
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'気 が詰まって言葉 も出ないよ うな
、女性に対する価値の低 さ。母親は偉大であ り、母親 にい

つも感謝 しなければならないと、社会は私たちにいつ も教 えてきた。 しか し、それ は一人の女

性が誰かの母親 として存在するだけで偉大なのであり、それ を少 しだけ抜け出 したとしても、

女性の価値は、李奎泰の言葉以上でも以下でもなかった。 どうして女性の価値 はその程度 に し

かならないのだろう?女 子が元来、男子より何か不足 しているとい うことで もなく、教育を

少なめに受けているとい うことで もないのに… … 。

私は私の価値 をその程度に しか見ない社会 をうらんだが、そんな社会のなかに生き残ろ うと

すれば、子 どもを産んだらそれで使命がお しまいと捨てられて しまわないような職業を選ばな

ければな らない と考えた。それで考えて出 した答 えが、正 しく 「医師」 とい う職業であった。

その当時 といまの社会は、大きく異なっているが、子 どもを産み育てる環境は別 に変わって

いないようである。む しろ状況は、さらに劣悪になったともい うことができる。考 えてみてほ

しい。親戚などが近 くで生活 しながら子 どもを一緒に育て、育児の負担を減 らしてやった時代

は、今は昔の話である。 しかも姑や実の母親 でさえ、老後 を育児に遊んで使 うことなどできな

いと 「独立宣言」 している。だか らと言って、託児施設や保育制度がよく整備 されている とい

うことでもない。夫は以前 も今も、お金を稼 ぐのに忙 しく、子 どもの教育の責任 を妻に任せて

いる。

韓国のすべての時代をひっくるめて、今 ほど、何もわか らない 「一人の女性」が母親である

とい う理由で、育児を全て担 当した時はなかった。 「子 どもを産んだらみんなで育てられるよ う

になっている」とい う言葉は、それこそ今では死語なのである。

したがって、 どうして今、女性が子 どもを産まないのか、産んでも一人だけ しか産まないの

かは、極めて当然な結果か もしれない。将来 も出産率は減 り続けるであろ う。あえて人口学者

などの言葉を引 くまでもな く、 ヨー ロッパやアメリカなどの先進国では、やは り出産率の低下

が社会問題になって久 しい。た とえばフランスでは、 どれほ ど 「子 どもを産む こと」を積極的

に勧奨 し、キャンペーンを展開 し、出産 と育児に関する福祉政策をアピール した ことだろ うか?

ず っと以前の大学時代にフェミニズムについて勉強 していたとき、誰かが冗談のようにこ う

言 った。「韓国の女性たちが思いどお りの待遇 を得て生きよ うとするならば、みんなで力を合わ

せ て 『子 どもを産まない運動{出 産ス トライキ)』 を始めなければな らないのではないか。そん

なことでもしない限 り、この体制はび くともしないのではないか しら。」

その時は、ただ女性が押 し込め られている現実を糾弾す る話のように聞いていたが、今は敢

えてそんな運動を始めな くても、自然 にそのようになって しまった。2000年 の世界の合計特殊

出産率を見ると、我が国の数値が世界平均である2.07名 にもはるかに届かない1.47名 と出て

いる。む しろ何年か経ったら、 「子どもを産む運動」を始めなければならないか もしれないほど

である。人間の家庭の大きな義務の一つは子孫を残 し、世代 を担っていくことであり、それは

人間だけでなく、あ らゆる生命体の存在理 由でもあるのだが、いま女性たちはその義務に背こ

うとしている。
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私はこの現実が本当に歯がゆい。子 どもを産まないようにする女性たちの気持ちがよ く理解

できるか らであ る。:そして母親 を尊重す るこ.とはおろか、しきりに母親の憩欲を封 じ込める大

韓民国に対 して怒りを覚える。

韓国では、 うわべでは 「母親は偉大である」と言ってはいるが、母親のような零冷遇を受け

ている人は他にいない。精一杯ひ とりででもやる気を出せぱ 「おばさん」扱いされて低 く見ら

れ、それ以外まともな仕事 もない くせに子どもたちをダメに していると悪 口を言われる。甚だ

しきに至っては、金儲 けに夢中で富を得た人たちが、自分の息子を一流に育て上げるのに血眼

になった利 己的な集団が最近の母親たちであ り、その母親のためにこの 「立派な」大韓民国が

めちゃくちゃになっていると糾弾する。しかし、私は問い返 したい。「それで母親 たちが赤ちゃ

んを産まなかったらどうするのですか」と。

お隣の国、 口本では女性が子 どもを持つと、国家で出産祝い金(出 産一時金)と して30万

円を支給する。 それ と同時に区役所では母子手帳を妊産婦に発給 し、近所の病院で、無料で診

療を受けることができる。それだけではない。家から15分 以内の距離のなかに託児施設や保

育施設がすべて備わりている。(訳注:以 上の紹介は、著者の伝聞によるもので、日本全国すぺて典通で

はない)そ の施設はもちろん、国家 と地方 自治団体の補助金で運営されている。それでも出産率

が少 ししゐ・伸びないので、日本政府侮 生省)は 「育児に参加 しない父親は父親ではない」、「子 ど

もは我々ずべてが育てなければな らない」などの大々的なキャンペーンまで始めている。現在

のよ うに。若い労働人ロが減 り続 け、高齢者の人 「1だけがどん どん伸びていけば、いつか国家

が立ち行かない危険な状況になることを知っているためである。

ところで韓国ではどうだろ うか。出産祝い金はおろか、まだ妊娠すれぱ職場を辞めるか、そ

うでなければひやひや しなけれ ばならない。国家の補助金で運営 される施設は期待することも

できない。子 どもを信頼 して預 けることのできる民間施設 も、不足 した実情である。 このよう

なことは、母親になってみなけれ ばわからないことであ る。月給を全て使 って注いでもよいか

ら、安心 して子 どもを預けることのできる所があったな らばよいのに、 とい う気持ちが私 もし

たものである。

母親の役割は、誰もがいつで も心がけひ とつでできることでは決 してない。それ故、今のこ

のよ ラな状況下では、誰が子 どもを産んで母親の役割をしたい と思 うだろうか?も はや子 ど

もをま ともに産み育てることのできる母親がどこにいるのだろ うか?そ れなのにど うしてそ

んな母親たちを敢えて罵るのだろ うか?母 親たちを尊重 しない大韓民国には、なおいっそ う

のこと母親たちをけなす権利がない。

世の中で、影のように生きたい人がどこにいるだろうか。そ して影のように生きることを強

要す る権利は誰にもない。私は、率直に言って、母親た ちは、国家を相手 どって損害賠償を請

求 しなければならない と考える。私たち可哀そ うな母親たちを、元来の純粋で健康な状態にそ

っくり戻すようにと。.
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2あ なたもよい母親コンプレックスに隆っているかもしれない

子どもよりもっと傷ついている母親たち

一 日に20名 以上の傷ついた子 どもたちを診るよ うになってから10年 あま り
。診療室の ドア

を静かに開けなが ら入ってくる子 どもと、その子 どもの母親 と目が合 うと、いつも私の胸は痛

くなる。何 日間も眠れなかったよ うな疲れた目、そ こには子 どもを心配す る不安 と同時に、そ

の母親が辛い思いを耐えてきた挫折 と苦痛の傷跡がそっくりそのまま現われている。

あの母親 もまた、この間 どの くらい、まるで戦争の ような ロ常を耐えてきたのだろ うか。そ

の忍耐の中でどれほど自分を攻めたのだろうか。子 どもを冷たい病院の診療室に預けることを

冷静に決心す るまで、その母親の生活 は地獄であったに違いない。わずか7、8年 前の私が同

じ思いをしたように。患者である子 どもを診療 しなが ら、このよ うに母親側にそれ以上の神経

をつか う理由は、子 どもを治すためである.な ぜな らば、子 どもが心の病に掛 かった理由は、

先天的な場合を除いて、母親にその原因がある割合が非常に高いか らである。 したがって、実

際に小児精神科の医者になるためには、子どもの治療訓練のみではな く.、4年 間成人治療訓練

を受けなければな らない。

しか し、母親に問題 がある場合の治療は、大概、難航を極める。「子 どもがおか しくて」来た

母親たちが、 自分にも問題がある事実 をすぐ認めようとしないからである。

最初の話

小学校一年生の子が学校で暴力事件 を起 し、外来にや って来たことがある。8歳 の子 どもた

ちが 日頃、喧嘩す る程度 を越えた暴力事件だったので、加害者 と被害者の子 どもの両方に話 を

聞いてみることになった。加害者の子は、ふだんもクラスの友達の髪の毛を切 った り、殴った

り、他の同年輩の子 どもたちの遊びをひどく邪魔 していたようだった。`

しかし、母親 と一緒に入ってきた加 害者の子は、友達を殴ったりした 「暴れん坊」のよ うな

雰囲気は全 くないくらい清潔で賢く見えた。 ただ、その子の母親の反応が意外 だった。

「何でもないことで何故こんなに騒 ぎ出すのかわか りません。そ うじゃないですか?先 生?」

いきな り不快 さをさらけ出 した彼女は、男の子がその程度(?)の 暴力を振 うことがなぜ悪

いのかわか らず 、たったこれ くらいの ことで病院まで来たことが恥ずか しくて気分を害 してい

る様子だった。 さらに自分の子は勉強 もできるし、同年輩の子 どもたちを思いのままにす る俗

称 「チャン」なので、他の子 と母親たちが嫉妬 しているのだ と怒っていた。

何かおか しいと思い、母親を外に出 して、子 どもと話を してみた。案の定、その子は学校で
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一番面白い ことが友達にいたず らをすることだ と明か した。勉強 も全部わかっているか ら面 白

くない し、先生も嫌いだった。

.「あなたのせいで他 の友達が苦 しんでいるのに。他人に迷惑をかけたのは失礼 じゃないの」

「僕は家で毎 日そ うなんだけど… 」

人間はだれでも 「攻撃性」とい う本性は持っている。 しか し、その本性 をあるがままに出 し

て生きてい くのではない。人間社会は一人で暮 らす空間ではないので、本来の破壊的な攻撃性

は時 と場所に よって区別 され るのが当然である。他人に対 しての配慮が攻撃性 を控えるのであ

る。 ところが、その子にはそんな配慮など全 く見られなかった。

子 どもに配慮を教 えなければな らなか った親が、む しろ子どもの攻撃性 をあお り出 したのだ

った。だか ら被害者の親 と被害者に殴ってごめんねと謝 らなければならない ときに、む しろ怒

るのではないか。その母親が最後に私に怒 りながら言った言葉がいまだに忘れ られない。

「いったい何が問題なのですか?私 は子 どもを立派に育てるため にどれ くらい苦労 した

か… 」

彼女は女性たちが三々五々集まって、お しゃべ りをする様子ほ ど嫌いなものはない と言った。

「あんなにお しゃべ りする時間があるのな ら、子どものために何を してやるべ きか考 えればい

いのに」とい うのが彼女の考えだった。度を越えた出世志向主義者で家庭に無関心な夫の分 ま

で子 どもを最高に育てたかった彼女。彼女は家事をお手伝い さんに任せ、自分は子 どもの面倒

だけみていたが、それ でも24時 間では足 りないくらいだった。200万 ウォン(約20万 円)あ

ま りの知能啓発関連教材を全てマスター させた り、英語学院(塾)に 通わせた りしたのはもち

ろんのことであった。

二番目の話

ある子 どもに母親の顔を描いて もらったが、その 目は両側に一直線に描かれ 、閉 じた 口に ド

ラキュラの歯だけ出ていた。私は一度深呼吸 して息を整 えて、か らその子に聞いた。

「一番悲 しいのはいつ?」

「お母 さんが私を殴った りして怒 る時です。」

「お父 さんは好き?」

言葉では言わずに うなず く子。実際、その子の父親 は家にいる時間がほとんど無い くらい忙

しい人だった。けれ どもその子は父親のことを好きだ と言いなが ら、普通の子たちが一生懸命、

椅麗に描いている母親の顔は醜 く描いた。私は最後に気を配 りなが ら、その子に尋ねてみた。

「お母 さんはどんな人?」

しばらく戸惑っていた末に出てきた子 どもの答え。

「いい人。」

怖い母親 に対する憎 しみを、絵の顔 の中に余す ところなく描 きなが らも母親が好きな子。 瞬

間私は言葉 を失った。その子の立場か ら見ると世の中で頼れ る人は母親 しかいないのに、その
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母親が愛の代わ りに怖い顔だけ見せてい るのでは、どんなか不安 だろ う。

実はその子の場合、既に小学校に通わせなければな らない年齢 だった。 しか し、普段あらゆ

る事に反抗的で、ある瞬間、怒 り出す と抑えきれなくなるため1年 間幼稚園を休んだ。しか し、

時間が経てば経つほ ど、その子は直るどころか もっとひ どくなっていた。見兼ねた幼稚園の先

生が、母親に1年 入学を伸ば したらどうですかと勧めてみた。す ると、その母親はいったい子

どもに何の問題があるのかと私を訪ねてきたのである。

その母親は、子 どもが 描いた自分の顔を見て信 じられない と言 った。そ うして、自分 と子 ど

もに問題があることを、その原因が自分から発 したことを決 して認 めようとしなかった。ただ

暗い顔で腹が立つのを我慢するのみであった。 しばらくして、彼女がいきな り始めた話。

「夫は私が疲れたと言 うと 『何が疲れてるの?』 と冷た くて、夫 の実家もどれほ どひ どいこと

か。よい事があると自分たちだけで連絡をとり、お金に関係あることとか、必要な時だけ私に

連絡を してきて … 」

三番 目の話

英才判別を して欲 しいと6歳 の子 どもを連れてきた母親がいた。2歳 になる以前か らハ ング

ル もアルファベ ッ トもすべて読めていた とい うことが、かな り自慢のようだった。 しか し、子

どもはとても不安げで母親の傍にくっついて離れ ようともしなかった。普通5、6歳 になると、

知 らない人ばか りのは じめての場所で も、医者の指示に従 う程度にはなっていなければならな

いが、その子は私がい くら呼んでも来 ようともしなかった。絵 を描いてみ ようといっても、お

もちゃで遊ぼ うといっても、その子が私の言 う通 りに従わないためで母親は怒 り出 した。「あな

たはどうして言 うとお りにしないの?」 と言いながら、私の前で怒鳴ってしまった。その瞬間

ハプニングが起 こった。 その子が母親をつね りながら殴ったのだ。

心理発達上、6歳 の子が自分の母親を殴ることは、心に深刻な病が無い限 りありえないこと

だった。6歳 の時の衝動調節力は、腹が立った時は言葉で調節できる程度にはなってなければ

ならない。怒って母親 を殴るほどであれば正常からかな り外れた 「病」である。

私が 「子どもが殴った り、つねった りするのはちょっと心配ですね。」と言 うと、母親はこの

時期の子どもはみな同 じではないか と軽 く考えていて、子 どもの英才判別の検査のみ催促 した。

「私は英才判別なんか扱っていません よ。」と言いつつ違 う検査 をしてみた。子 どもは認知能

力が高かったが、社会情緒の領域では問題 を見せていた。 しか し、母親は検査の結果を しば ら

く認めなかった。 自分がどれほ ど子 どもの教育に完壁であったのかを抗弁 しなが らあ りえない

と言った。

子 どもよりもっと病 んでいる母親た ち。 しか し、自分 自身に問題がある事実を認 めない母親

たち。彼女達は子 ども一筋にとても愛 していると言 う。私は率直にいってその言葉を聞く時が

一番恐 ろしい と思 う
。 どの母親が自分の分身である子 どもを愛 さないことがあろ うか。 しっか

り育てたい と思わないことがあろう魏 しかし、もどか しいけれ ど気持ちだけでは上手 く発現
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できないのが母性なのである。

い くらよい種で も荒涼 としている砂畑では芽 を咲かすことはできない。種が うまく発芽する

.ためには肥料も十分で
、枯れた り腐った りしないように湿気 も適 当でなければならない。 日照

りや大雨のような災害に対処できるように水路も備えなければならないのは勿論 である。

母性も同 じである。母性と言 う貴重で価値のある種を育てるためには、その種が育つような

心の畑が健康でなけれ ばならない。そ うしないと子 どもを正 しく育てることはおろか、歪曲 さ

れた母性で母親 自身だけではなく、子 どもの人生まで壊 して しまうか らだ。

子 どもよ りもっと病んでいる母親たち。その母親たちは結局、歪 曲された母性で子 どもを放

置 した り、自分勝手に扱い、母親 自身は勿論、子 どもにまで心の傷を残 して しまう。また、自

分自身がどんなことをしているのかもわからないまま、無駄な価値ばか り追 うことになる。 と

ころで、なぜ子 どもよりもっと病んでいる母親 たちは、 自分が間違 った道を歩んでいることに

気づかないのか。なぜ傷っいていることを認めようとしないのか。なぜ問題のある子 どもに対

して問題がない と言い張るのだろ うか。

あなた もよい母親 コンプレックスに陥 ってい るか も しれな い。

あなたはなるべ く子 どもとたくさん遊んでやろうと心掛 けてい る。子 どもがまだ幼 ければ、

すぺてのことを一つ一つ見てあげることは基本である。 自分の気分がいくら悪 くても、子 ども

に苛立たないよ うに心掛 けている。母親の役割が大事だ と思っているあなたは、子どものため

に自分 自身の人生をある程度は犠牲にす ることも覚悟 している。そんなあなたは口癖の ように、

あなたがおい しいものを食べなくて も、良い服を着な くても、愛する子どもにはよい服を着せ

たい、おいしい食べ物だけ食べ させたい、とにかく最高に育てたい と言 う。そ して、子 どもがほ

しがっているものがあれば、気を損ねないよ うに大体買ってやる方である。早期教育 も早けれ

ば早いほど良いと思っている。 もしか した ら、我が子は英才か もしれないので、何でも一回ず

つはためさせてみる。万が一、それだけの経済的な余裕がなかった ら、少なくとも他人 と見劣

りが しない程度には育てたい というのがあなたの率直な気持ちである。

私も理解はできる。私もまた、二人の子を持つ母親ではないか。この世で母親の役 目をして

いる誰もが子 どものためな ら何でもや ってあげたい し、余裕があれば最高に育てたいが、それ

ができなければ最低限の、他人がやっている程度には育てたいものである。 けれ ども母親たち

が見逃 してはな らない重要なことがある。 もしや、あなたが立てた母親像が自己満足のための

「母親の役割」ではないか とい う点である。

子どものた めな ら何でもしてや る完壁 な母親であ りたい人達 もそ うである。彼女 らはたぶん、

自分と離れて一人でいる子 どもは、想像 できないほ どである。 しか し、そんな度の過ぎた過保
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護 は、子 どもを愚かにさせ る確率が高い。何でも気づいてあらゆるこ とをいつでもや ってくれ

る母親の傍だけにいた子 どもは、いざとい う時、世の中に出て適応ができなく、萎縮する傾向

を見せる。子 どものためな らすべてをやってあげるよい母親にな りたいと思ったせいで、む し

ろ子 どもを悪い結果に陥れるのだ。

最低限、人並みには育てたいとい う母親はどうだろ うか。 自.分自身の確信が無いからどん ど

ん他人を意識するのではないか。少な くとも真ん中ぐらいにはしなくてはと思 うが、結局その

よ うな母親たちは他人について行 くだけなので右往左往 しやすい。 こちらがいい とい うとこち

らに行った り、あちらがいい とい うとあちらに行 った りするものである。しか し、そんな一貫性

のない姿はや はり子 どもによくない影響 を与える。

私はあなたにもう一度聞きたい。

「あなたの考える母親の役 目とい うのは、本当に子 どものためになるのか?」

私がこのよ うな質問をするのは前章でもみたとお り、この世の中では母親の役割 を上手くこ

なすことが難 しいからである。母親の役 目を果たすことに対 してプライ ドを感 じさせ ないよう

に させ、プライ ドを持 とうとしてもそれ を援助 してくれるシステムが不足 しているためである。

「家にいるだけなのになにが疲れたとい うの?」 「その子は誰に似 て勉強があま りできないの

か?」 「そんなに疲れるのなら職場を辞めればいい じゃない。だれがそんなに一生懸命に職場に

行きな さい と言った?稼 ぎも私よ り少ない くせに… 」、「おばさん、むやみに触らないで。怖

いから… 」などな ど、今 日も母親たちはとて もみすぼらしい扱いをされ ながら傷っいていく。

そのような言葉はい くらよい母親の役割 を果たそ うと思っても、母親の気持ちを挫 くのみであ

る。

一人の母親がいた
。遅まきながら堂々と祉会的に認めて もらいたくて、任用考試{訳 者注:

教員採用試験)を 控 えていた母親だった。 しか し、いざ勉強を始 めたものの、大変なことが一

つや二つではなかった。夫は無駄なお金を使 うのではないか と文句ばか り言い、夫の実家では

女性が子育てをやめて何 をするのと非難 した。 自分だけがいい暮 らしを した くて勉強するわけ

ではないのに、それを支持 してくれないばか りか、理解 もしてくれ ないのか と思 ったが、我慢

した。

しか し、問題 は変なところで起 こった。ある日子どもが塾に行 こうと慌てた結果 、ガスコン

ロにやかんをかけたまま火を消すのを忘れて出て しまった。幸い、警報装置が鳴 り、警備員の

お じさんが駆け付けてくれて大事には至 らなかった。ただ、その母親が私に言つた。

「何かとても申し訳 なくて。私がも うちょっと注意を しなければならなかρたのに ・.・・」

その母親は事故を起 した者が見せる罪悪感をこえ、夫と夫の実家 また子 どもに対 してもひ ど

い罪悪感 を持っていた。そんな人たちは 自分が直接過ちを犯 さなくても自分 と関連付けて考え

込む。仕事が上手 く進 まないと相手の言葉や行動 をすべて自分のせいに して しま うのだ。 その

ような症状は、 自分 自身を価値のない人間だと思い込むことか らは じまるのである。

自意識が強い者は簡単に心を病まない。 自分の言葉 と行動、また自分 自身に対す る堅い確信
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を持っているため、心を病む ことも相対的に少ない。 しか し、 自分に対する信頼感 と愛が足 り

ない者、す なわち自分をみすぼらしい存在 と思 う程度が大 きい者 こそ、他人に自分が批判 され

た り、断 られた りした時の心の傷が大きい。その ような者は どん どん自分の評価を低 くし、ひ

どい劣等感 に陥る。劣等感で自己不信が大きくな ると相手を無視 し、世の中から逃避 して門を

閉 じて しまう。問題はそっくり残 したままで。

母親た ちの場合、そんなふ うに自分がみすぼ らしい存在であると思 うようになると 「よい母

親コンプ レックス」に陥る確率が高いが、次はその代表的な症状である。

「夫や夫の実家 との葛藤が生 じることを願わない。なぜならば私の心の傷がもっと大きくな

るだけで、それを克服する 自信がないか らである。 自分で 自己啓発のために努力 しようと思 う

けれど、実際は何にもできない。一人でいる時間は多いけれ ど、自分のために何かを考えるこ

とは しない。私の考えや感 じたことを言わなくなってか ら長 くなった。人に会 うと、それ とな

く、我が子は何でもできる し、賢い とよく言 うようになった。 なぜか人の前で自分よ りも我が

子を誉め るようになった。子 どもの短所を言いな さいと言われると、どこが短所なのか、一つ

も挙げられない。もう少 し率直に言 えば短所 を知 らない。 しかし、子 どもが他人の前で馬鹿 ら

しい姿を見せ ると、まるでわた しが馬鹿 になった気がす る。子どもが手遅れだと思 うと胸が ど

きどきす るし、不安で怯えて くる。」

「よい母親 コンプレックス」は、簡単に言 うとよい母親にならなければな らない とい う強迫

観念を持っていることである。 コンプ レックスとい うのは、消化できない精神 的な葛藤の固ま

りである。健康な母親は、葛藤 をそのまま放置 しないで、 どうにかして解 こうと努力する。 自

分 自身に対する誇 りがあるか ら 「なんで も私のせい1で はなくて 「相手のせ い」である問題 も

あると考える。 したがって夫 と夫の実家、周 りの人たち と問題 が発生すると能動的に解決 して

いく。彼女たちにはよい母親にならなければならないとい う強迫観念がない。そ うす る必要性

を感 じない。ただ自分ができる範囲で最善を尽くしなが ら、母親の立場でで きることをや るの

みである。

しか し、つま らない存在 として扱われると、それを乗 り越えないで劣等感に陥る母親たちは、

葛藤が発生するとなんでも自分のせいにす る傾向がある。 自分自身 を愛せないか ら自らを保護

す ることができないのだ。すなわち 「それは私のせいではないjと 言わなければならない場面

でも、相手 はもしかすると私のせいでそ うなった と思っているのではないか と不安に思 う。

愛されたい し、堂々としていたい と思 う彼女たちは、 自分が満足できない欲求を、子 どもを

通 して補お うとする。彼女たちは子 どもが愛 され ることが、すなわち自分が愛され ることなの

だと誤解 して しま う。だか ら子 どもを上手に育て ることのできるよい母親にならなければなら

ないとい う強迫観念を抱 くよ うになる。子 どもが愛 をた くさん受 ければ、 自分も愛 をたくさん

受けることになるからである。よい母親コンプ レックスが危険な理 由は、まさしくここにある。

よい母親になるのが唯一の人生の 目標である彼女たちは、あるがままの子 どもが見えない。

四角い子を四角いと認めるのではな く、社会が望んでいる丸い子を作るため力を尽 くすのだ。
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だから 「子どもが手遅れだと思 うと不安で、子どもが他人の前で醜い姿を見せる とまるで 自分

が馬鹿 になったような」感 じがず るのである。子 どもは他人の前で醜 い自分を隠 してくれ る予

防線なのに、子 どもがその役割を発揮できなかったせ いである。

よい母親コンプレックスに陥っている母親たちが混乱 し始めるのは、子 どもが 自分の声を出

しはじめる小学校4、5学 年か らだ。子 どももこの頃になる と思春期 に入 り、母親の行動に対し

て不満 を抱きはじめ、 自分のことに干渉 しないで と言い、苛立た しくなる。する と母親は凄 く

戸惑 う。 自分の手の中にいた子 どもがいつの間にか 自分の言 うこ とを聞かなくなったからだ。

す ると子 どもに対 して怒 り出すのである。 自分でも知 らない うちに 「なぜお母 さんの言 うこと

を聞かないの?」 と怒鳴 るのだ。それでも子 どもが少 しも言 うこ とを聞かないで意地 を張 り始

めると、いきなり母親 としての堅実 な生き方に動揺 を感 じ、激 しい不安 と憂露に陥るのだ。

子 どもにとってよい母親にならなければならないのは勿論だ。 しか し、自分 自身をっまらな

い存在だと思い込んで 「よい母親」になることを、人生の唯一の目標 にするのは、すなわち 「よ

い母親 コンプ レックス」に陥るのはいけない。子 どもはあなたの言 う通 りに動いて くれ る人形

ではないし、子 どもは単なる養育の対象 でもない。養育とは、子 どもと母親がともに主体にな

る、また違 う世界、独特 な関係の領域であることを認識 しなければならない。

しかし、母親 らはいざとなると 「よい母親 コンプ レックス」に陥 りやすい。考えてごらんな

さい。子 どもを一生懸命に育てるよい母親になると言 うのに、だれが文句 を言 うであろうカ㌔

だか らこうすればいいのだ。夫の実家か らなにか用事ができたので来てほ しいといって来た ら、

以前は何の文句 もなしに行かなけれ ばならなかったけれ ど、子 どもを口実にすれば、「子 どもを

塾 に行かせない といけないか ら」 と堂々と言える。夫に対 しての不満 も、子 どものためとい う

ことにして、「お金 をもっと稼いで くれない?」 と自信を持 って言 うこともできる。子 どもの後

ろに隠れて子どもを操 りなが ら、子 どもよりもう と病んでいる母親たち。 その母親たちが 自分

自身 と子 どもに問題があることを悟 らないのは、ま さしくそこに原因がある。

「よい母親 コンプレックス」はもっとも危険なものである。表にはす ぐ表れ にくい。しか し、

その破壊力はものす ごい。母親たちは憂膨 と不安に陥 り、人形にな らなければな らなかった子

どもた ちは友達を殴るのが好きだった り、学校に行 くことができないくらい衝動の調節力が弱

か った り、不安症状を見せ るた りなどの深刻な精神的な問題 を見せ る。

私は子 どもよりもっ と病んでいる母親たちを数多 く診てきた。そ して、彼女たちに残ってい

るのは、結局上手 くこなせ なかった自賃感 と意図 したわけではないがすでに子 どもの心に刻ま

れ,た傷のみであることをよく知っている。

母親になったか らといって、でだれでも母親の役割 を上手 くこなせ るのではない。 もしか し

た ら、あなたもよい母親 コンプ レックスに陥ってい るのではないか?そ うした ら、先にあな

たの内面を点検 してみる必要がある。あなた 自身 をどれほど価値があると考えているのか とい

うことから点検 してみてほしい。そ うすることで、これ以上歪曲 された母性で、あなたと愛す

る子 どものすべてを嬢 さずにい られる。 自分 自身が今ど うなっているのかもわか らない状態に
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なった時点で、後悔 してもう遅いのだ。

私が精紳科の治療を受けながら悟ったこと

キ ョンモ を生んで1年 くらい経った頃、病院で疲れる仕事が特に多い 日のことだった。提 出

しなけれぱな らない報告書もあった し、患考 も特別に多 くて、つまらない ことで声を荒げるこ

ともあった。疲れきった身体で退勤 したが、たまたまその 日はキ ョンモもむずかった。疲れ て

帰ってきてもが休めない状態。12時 過ぎまで早 く終えよ うと子 どもの世話を していると、夫 が

やっと帰宅 した。そ うして投げかけた一言が…。

「僕まだ夕食食べてないか ら、晩御飯の仕度 してよ。」

腹が立った私が、「あなたが自分で仕度 して食べてよ。」 と言い返す と、夫婦喧嘩になった。

忙 しい とい う点では、夫も私 も同じ状況であった。二人 とも勉強 と論文のために寝るのは遅

かった し、一 日中病院の仕事で疲れているのも同 じだった。家事を した経験がないとい う点で

も夫 と私は同 じ立場であった。結婚前までは手を水で濡 らしたことがなかった点 も同然だった。

しか し、夫 はいつまでも、一 日も欠 くことな く夜遅 くまで病院に残っていて、先後輩の集 まる

会がある 日は、必ず参加 した。その反面、私は毎 日病院の仕事を後回 しに して、い らい らしな

が ら暮 らしていた。

このように不公平なことがどこにあるだろうか。子 どもは一緒に作ったのに、子 どもの面倒

を見る責任 は、なぜ私が引 き受けなけれぱならないのか。夫は私のことを本当に愛 しているの

だろ うか。私がこんなに疲れてい るのに、まるで 自分 とは関係ないことのような他人の振 りを

す るのか。私は私の苦痛を理解 しようとも思わない夫 を、到底許す ことができなかった。

そのことがあってか ら何 日か後、私は心理分析 を受 けることになった。精神科のレジデン ト

は患者に対 してより客観的な心理相談治療をするために、 自分 自身 も分析 を受けることになっ

ていたが、ちょうどその時であった。

「占い師 と精神科医は、他人の悩みを解決 して くれる立場 としては似 ている.が、占い師はそ

の時その時の妙数を教えながら、顧客がどん どん自分に依存するタうにさせる。それ で苦難に

あえばいつも自分のところに来 るようにさせ る。 しか し、精神科医は患者が無意識的な葛藤を

悟 るようにして 自立させ る。それで、また苦難にあっても、自ら解決できるよ うな力 を与える。」

占い師 と精神科医の差異を論 じていたとき、ある先輩が言 った言葉が甦った。私は治療を受

けに入 りなが ら、本当にこの苦痛となっている問題が解決できる糸ロで も見つかればそれでい

い と思 った。私は入った途端に先生に今まで悩んでいたことをしゃべ りは じめた。

「その間、随分 と悔 しい思いを したね。」

誰かが私の苦痛にこんなに共感 してくれ るのは初めてのことだった。今まで私を知っている
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人たちは、私の学歴 と背景、経済力 などの理由を上げ、一度も私の苦痛 を認めてくれなかった。

「あなたは、何が不足なの?す べてを持っているくせに」 とい うよ うな視線が全てだった。

しか し、こんなに共感 してもらった瞬間、生まれて初めて心が慰め られただけでな く、共感そ

れ 自体 によって、今まで気づいていなかった 自分の姿を自覚することができた。

「私は随分 と怒 りを溜め込んでいたんだな。」

慰められた私は、今まで私 を怒 らせ苦 しめたことを一気に吐き出 した。

その中の一つが、週末ごとに夫に感 じていた悔 しさだ った。普段、子 どもと一緒に遊べない

ことをいつも悪いと思づていた私は、週末には何があっても子 どもと楽 しい時間を過 ごすため

に努力 した。疲れていたけれ ど、半 日間の外出を楽 しみにしている子 どものために、 日曜日の

朝はいつも外出の支度をした.

しか し、腹立たしくも夫は、私が隣で支度をするのも我関せずで、横になっていた。今なら

私が車を運転 して1人 で子 どもを連れてい くが、その時は子 どももまだ幼かった し運転免許も

ない状祝だったので、夫なしに出かけることは無理だった。そのことを知 りながらも、自分か

らどこか出かけよ うとは一度 も言ったことが無かった夫が、ものす ごく憎 らしかった。いつも

私が先に支度をしてか ら夫に頼んで出かけたことが、今考える と悔 しくて 「子 どもは私1人 で

生んだのか」からは じまり、色々な思いで心が複雑になった。

しば らくの問不満をこぼ していた ら、相談の先生が言った。

「それで何 が本当の 目的だったので しょうか?」

「子 どもと一緒に遊びに行 くことです。」

「そ うしたら、なぜ最初か ら一緒に遊びにいこ うと表現しなかったのですか。」

それを聞いて私は閉口して しまった。結果的に夫が行かなかったわけでもないのに、ただ誰

が先に行こ うと言い出 したか とい うことに執着 しなが ら、悩んでいたのかと。

相談者の先生 は、私に不愉快な思いをさせた夫の行動 に対 して、本人に直接その理由を聞い

てみた らと勧 めた。その 日の夜、夫 とそのよ うなことで初めて喧嘩ではない対脂を交わ した。

なぜそんなに仕事ばか りしてキ ョンモの面倒は見てくれ ないのか と聞いたら、私の問いに対す

る夫の答えは、全く予想外の ものであった。

「自分だけがよければいい と思ってそ うしたのではないよ。少 し疲れ ていて もそ うす ること

であなた とキ ョンモがもっ と幸せに暮 らせるか らだ。」

夫の真意を知 った私は、今まで夫を利 己主義的だ と思い込んでいた 自分 自身が恥ずか しかっ

た。私一人だけが家族のために 「犠牲」を強い られているのではなかった。夫は怒 った声で付

け加えた。

「それか ら誰が先に出かけようと言い出したかが、そんなに大事なのか?と にかく一度だっ

て行かなかったことはない じゃないか。 それでいいだろう。」

言われてみ ると夫の言 うことが正 しいのかもしれない。 結局、重要なのは行ったか行かなか

ったかだ。 もちろん、いつも一方の側ばかりが提案す るのは、 自尊心に傷がつ くことだろう。
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しか し、自尊心を傷つけることを認めるのはやは り大きな心の傷になった。私はや っと今まで

私を悩ませてきた深い砺に気付 くこ とができた。それはすなわち 「女性 だか ら」からはじまる

劣等感であった。

幼い時、私の母親は娘にも能力を持 たせ ようと教育熱心な人であったが、弟 と私に対する態

度が違っていた。小学校の時、私 と妹 がご飯 を食べた くない と言 うと鞭を先に出 したが、弟に

は鞭の代わ りにおい しいカステラを買ってや った。またエネルギーが溢れるくらい活発だった

私は、「そんなに女の子が飛び跳ねていたら、お嫁に行 くのは難 しいか も。」 と耳にたこがで き

るくらいよく聞かされた。

母の傍を離れ、ソウルで医者になるために勉強をす る時はまたどうだったのか。保守的な集

団の中で私が女性であることは、ただハ ンディキャップであるのみだった。そんなふ うだった

ので、私には 「女性」である事実が嫌 で嫌で仕方なかった。

「私が男性 であった らこんな差別待遇は受けなかったのに、こんなふ うに扱われなかったか

も… 」

この世で特 に女性 として生きてい く人たちは、本人が感 じられない内に劣等感に陥 りやすい。

不幸なが ら我々女性たちはf劣 等な種族」とい うことを本当か嘘 か知 らないが、言われなが ら

成長する。女性神学者であるヒョンキョンは 「ただ女である理由で」受ける差別を次のよ うに

表現 していた。

「あま りにもきれいなので、あまりにも醜いので、あま りに個性が強いから、あま りに個性

がないか ら、あま りに太 りすぎだから、あま り填せすぎたか ら、あま り賢いので、あま りに

も馬鹿なので、あまり力が強いから、あまり力が無いから、あま り色っぽいから、あま り色

っぽくないから、あま りにも能力があるので、あま りにも無能力だか ら、とても社交的なの

で、あまりひどいか ら、あまり純粋 だから、あま りにも幼いか ら、あま りにも老いているか

ら、聖女のようだから、娼婦のよ うだから、そ うでなかった らあま りに平凡であるとか、あ

れでもこれでもない、水にお酒を混ぜるのでもなければ、お酒に水 を混ぜ るので もないので

ある。 どんな女性 も男性 も自分の便宜により、気分により、自分達の権力維持のため、好き

勝手に作 った基準などに完壁に当てはまれは しないのだ。」

ヒョンキョンの言 う通 り、この世で女に生まれて生 きてい くこと、それ 自体が本当に逃れ ら

れ ない荷物 なのである。私はそれでも今まで逞 しく耐 えてきた し、上手 く克服 して きた と考え

ていた。 しかし、それは私の錯覚だった。それでも 「女だからダメ」 とい う諦めと 「女ゆえに

私 が一層被害を受けるのだ」とい う被害者意識を完全 に無 くすことは容易ではなかった。そん

な劣等感 のせいで発生 した怒 りは私の心の中に止ま りながら、時に全 く予想 さえ レない瞬間に

出てくることがあった。私の主張を言わなければならない状況で、表現が上手 く出なくて、た

だ周 りの雰囲気だけに気を使い、結局は全然関係 も無いことに腹を立てていたのである。

出かけることに してもそ うであった。考えてみるとそんなにまで傷つき怒 るこ とで もなかっ

たのに。「女性」とい う劣等感から現実 を直視できないで、その二とを過剰に歪曲 して受け入れ
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たのだ。考えてみるとそれほど悔 しいことでもなかったのに。先生の指摘の とお りに私の主張

が正 しかったら、胸を張って出かけようと言い出せばよかった し、「あなた、今 日も忙 しいの?

キョンモが退屈 しているようだけれ ど…」 とい うように遠まわ しに言わなくてもよかったので

ある。

「先生、これか らどうすればいいですか?」

私は、私の患者たちが私に聞いて くるよ うに先生に尋ねた。すると、先生が笑いながらこ う

答えた。

「甲先生 も知 っているで しょう。問題 があることをわかったこと。それだけで もすでに50%

は治療されたのですよ。」

先生の言 うことは間違いない。私はその後、私の心のどこかに潜んでいた客観的にものを見

ることをできなくしていた女性 とい う劣等感の実体がわか り、一つ二っずっ治 され ていった。

夫 にも何 となく遠慮 した り怒った りしないで、正々堂々と私の主張が言えるよ うになった。全

く変わ りよ うのない状況も、私がどうするかによって変わってい くことを実感 した。

答はすでにあなたの中にある

数 日前、憂鯵症にかかった主婦が子 ども二人を12階 のベ ランダか ら突き落と し、一人が亡

くなる事件が起こった。私はその衝撃的なニュースを知 り、その母親 の憂欝症が どれ くらい深

刻 だったのかと考えた。いったいその主婦はなぜその ような状況になるまで自分を放置 して口

いたのか。周 りの人はなぜ子 どもを殺す くらい深刻だ った主婦 をそのままにしておいたのか理

解できなかった。

その事件をわざわざ例に出 さなくても、主婦の憂蕾症が深刻なのは、最近になって始まった

事ではない。私は憂蕾症ほど深刻な精神 の病はない と思 う。憂懸症は精神的に見ると 「学習 さ

れた無力感leamedhelple88nes8」 である。 どんな戦略 をたてたら問題が解決できるかを悩む

前に、まず 「できない」 と思って、結果が出る前に 「よくなるはずがない」といい、前 もって諦

めてしま う。すなわち全ての問題 が絶対に解決できない と思い込み、自分の人生を自分ではない

他人の もの として追いやるのである。 自分の人生の主人公は自分なのに、主人公の役割を放棄

することほ ど残酷な事がどこにあろうか。

憂膨症にかかった人たちの 自己像は 「なんにもできない」、「何の価値 もなくて」「ただのバカ

な」人である。劣等感の極端な姿である 「自己嫌悪」は 自信感の欠如に繋が り、これは再び学

習された無力感 を うみ、状況を変えようとも考えずに、ただ運命 に従 うのみになる。

そのような極端な無力感は、暴力を受ける女性 に関す る研究でも明 らかになっている。研究

によると、殴 られる女性は、階級 と階層 ・学歴 ・人種な どと関係 なく分布 しているとい う。す

32



なわち決 して貧 しく学歴の低い女性のみが殴 られ るのではな く、どんな女性であれ 自分 自身を

何にもできない虫け らよりもっまらない存在だ と思い込んでいる、 というのだ。だか ら社会団

体で避難所を提供 してや り、一人で暮 らせるように職業訓練をさせて も、結局再び殴 る夫の傍

に帰 る女性が多いのだそ うだ。無力感はそれ くらい怖 しいものである。

私はそのよ うに憂馨に陥っている人たちを見 ると本当に歯がゆい。誰が自分の人生 を放棄 し

たいだろうか?彼 女達がそのようになるまでにはどれだけ多 くの苦痛があ り、その苦痛でどれ

だ け多 くの夜を泣き明か したことだろう。ある時は泣き疲れて寝て しまった時 もあるだろうし、

またある時は声が枯れ るまで大声を出 して泣いたか もしれない。

私の ところにも憂騨症にかかった母親たちが よくやって来る。 もちろん子 どもに問題 があっ

てや って来たのだが、相談する時 「大変だったで しょう」と言 うだけで、母親たちはその間こ

らえてきた涙をこぼ しながら、苦痛 を露わに した。 ある母親は、一時間ず っと泣 き崩れたまま

で帰 ったこともあった。私は十分に彼女達を理解できる。私がその心境 をわからない はずがあ

ろ うか。私 もまた精神科の医師になる前に7キ ログラムも痩せて、生きることに懐疑 を感 じた

人問なのだから。

しか し、.私は厳 しく母親たちに言 う。あなたの問題を解決できるのはあなただけだと。あな

たが解決 しないと誰 も解決 してくれない と。 あなたの人生を自ら変えてみて と。私 自身がそ う

や って私の人生を変 えた張本人であると。

振 り返ってみると、劣等感 に陥っている時、私は全ての状況に客観的ではなかった。私だけ

犠牲者であるとい う被害意識をもち、全てを他人oせ いに した。夫のせい、子どものせい、夫

の実家のせい、親のせい、世の中のせい、い くら言っても尽 きることなくどん どん増 える一方

だった他人のせい。 しか し、時間が経つ とともに全てが私のせいだとわかってひ どい混乱に陥

っていった。

そ うしてみると、最初に怒 りを感 じた問題 はとても小 さなことだったのに、それ以前の こと

も全部列挙 しなが ら問題を拡散 して しま う。す ると、夫はブ レイクをかけてきて、 それがまた

我慢 できな く、私の声はどんどん高 くなっていた。後は喧嘩の元だった原因には関係 なく、た

だ誰が勝つのかだけで互いを傷つけた。結局、残 るのは後悔 と傷のみだった。

しかし、劣等感か ら抜け出 し、状況 を客瞬的にみてみ ようと努力 したすえ、私は多くを悟 る

ことができた。まず私がダメだったのでもなく、そのうえ、夫や夫 の実家、子 どものせいなど

にす ることもできない社会的な問題 もあった。そ してそのような非常に大きなジ レンマのせい

で喧嘩ばか りしていても、くたびれ るのは私のみだった。つまらない消耗戦の連続、それは誰

に も役 に立たなかった。 もちろんその間題は、必ず解決 しなければならないのだが、まず私が

変えることのできる問題を先に変 えてみる。それが私の宿題 となった。

「アメリカン ヒス トリーX」 とい う映画で、黒人教師であるスイニーが次のように言った。

青年時代の不遇であった自分の立場 について 「私の苦痛は誰 のせいなのか ♀」 と自分自身に問

いかけて、 白人 と社会 と神を批難 した。そのように して長いこと怨みの歳月が流れたが、ある
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日突然、「このようなことが私の人生に何の役に立つのか?」 と問いを変 えてから、生き方が変

わったと。私 もまさにその通 りだった。 「私から変えてみよ う」 と考えたのだ。

まず何があっても私を愛 し、私を信 じることを呪文のように繰 り返 し、肝に銘 じた。

「イジンちゃん、あなたはいい女性だわ、本 当にステキな女性 よ」

私はこのように呪文を繰 り返 しながら、自分 自身 を本当に尊重 しなければならない と思 った。

そうしてみると夫や子 どもをより客観的に見ることができた。彼 らも私のように独立 した人格

として尊重 されなければならない人たちだったから… 。私の立場を離 して夫 と子 ども、その他

の人たちの立場 も考慮 しながら状況をみる と、同 じ状況でも違って見える問題が とても多かっ

た。私の立場か ら少 し離れて全体を見る 「デ ィーセ ンタ リングde・oente血ng」 は、今まで理解

できなかったたくさんのことを理解できるようにしてくれた。そ してより肯定的な変化を計画

す ることのできる土台を作ってくれた。

そ うす ることで私は悟 り始めた。母親になること.は、けっ して私をくたびれ させ、夫を辛 く

させ、 さらに私の子 どもの胸を痛めさせることではないことを。私がどのよ うにす るかによっ

て、母親になることは私の人生を豊かに して くれ、私の子 どもを健康にしてくれ、私の家族 と

他人まで幸せに してくれるものであることを悟ったのである。

ただ誰かが救ってくれると願いながら何にもしない状況では絶対 によくな らない。これ以上、

不安と怒 り、憂欝でさらに悪化 していくあなたを放って置 くのではなく、あなたの人生を積極

的に変えてはどうだろうか。

このように言 うと、ある母親たちは私に次のよ うに言った。

「先生のような坤位だか ら、そのようなことができるのではないか しら。」

私はそんな言葉を聞くと腹が立つ。「そんなネガテ ィブな思考法が、あなたの人生にどの くら

い役に立つのか?」 と聞き返 したくな る。「私があなたなら、成功(?)し た人のノウハウを習

ってで も自分の生き方を変えてみるのに。」と言いた くなる。そのような言葉がでないのは、私

が もしかす ると彼女より環境が少 し(?)で も恵まれ ている側面があることを認めているから

か もしれないが、.決定的に彼女たちが否定的な思考 を固守 しているか らで もある。 自分 自身を

変えようとす る意志を持たなければ、言ってもしかたがないからである。

母親にな ることを尊重 しないで、.その価値を無視す る社会のせいにす ることは誰にで もでき

る。そ して 自分 自身の人生が誤 った方向にい ったのもすべて周 りのせいだと言 うこともできる。

しかし、自分が傷ついた全ての問題の原因をどこかに回 しても、自分の辛 さが消えるわけでは

決 してない。む しろ、そ うすればそ うするほど病に陥 るのみである。 ジャン ・ジャック ・ル ソ

ーはこう言った。

「人間は どこでも拘束 されていると同時に、どこで も自由でいられる。一度、起 こって しま

った ことを元に戻すことはできないが、それをどの ように受け取るかは、全て我々の意志の問

題だ。」

私はその言葉を上手 く実践 した一人の者を見た。彼は南アフ リカで ゴンサルティング会社 を
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建てて、著書 『80/20の 法則渥を書いた リチャー ド・コーチだ。彼は自分の人生を能動的に生

きた。彼は幸せ になるために、 自分 自身が変えられることは全て変えようと努力 した。

「私の場合は無意味な官僚主義に遭 うと腹が立って仕方なかった。また弁護士を数名以上見

るとス トレスが溜まった。交通渋滞になると不安になった。太陽を見ないまま、何 日間か過 ご

す と少 し憂欝になる。 同じ空間に大勢の人が居るのもいやだ。人々が弁明 した り解決方法がな

い問題を取 り上げて話 しているのを見ても耐えられない。 もしラッシュアワーの通勤者になっ

て、弁護士 と一緒に仕事をしなが ら、スウェーデェンに暮 らしたら、私は憂欝になり、す ぐ自

殺するかもしれない。

しか し、実用的な範囲でこんな状況を避ける方法を身につけた。私は通勤 をしない、ラ ッ

シュアワーには交通手段を利用 しない、一ヵ月に少な くとも一週間は太陽を見、他の人を雇

って官僚組織への対応をさせ 、交通渋滞だったら時間がかかって も遠 まわ りをし、否定的な

性格の者からは、報告書を受けることを避け、弁護士が電話をかけてきたら5分 過ぎると電

話線が切られるようにする。 このよ うな行動の結果で、私はず?と 幸せになった。」

聞 くだけでも愉快になる生き方ではないか。 あなたもそ うする事ができる。 これまではあな

たが自分の人生の主人公 ではなかったから、そのまま放っておいただけだ。今現在の主人公は

まさしくあなた自身だ。 だから過去がどうであっても、今のこの瞬間からはあなたが どこに行

き、どのよ うな人になるのかは、全てあなたの手にかかってい る。人間は幸福になるために生

きるのだと言 う。あなた も母親 になってか ら諦めた多くのことをもう一度振 り返 ってみると、

その中に無 くした幸福を探す事ができるのである。

「よい母親 コンプ レックス」か ら解き放たれ、あなたとあなたの子 どもが幸せ になるための

答 えは、すでにあなた 自身がもっている。
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3.よ い母親 コ ンプレックス、 このように克服せ よ

Step1劣 等感か ら抜け出せ

1人 の母親がいた。彼女は子どもの言 うことな ら無条件に何でも聞いてや ろうと努力 しただ

けでな く、子 どもが満6歳 になるまで 「ママ 水 ちょうだい」 とい う3単 語から成 る言葉

もできないのに、その子 どもを正常だと言った。見ていられないと思った姑が嫁を叱って、.孫

を診断 してくれ と連れて来たケースだったが、意外に も当の母親は、なぜ子 どもに要 らないス

トレスを与えるのか と怒っていた。

すぐ翌年に小学校に入学 しなければならないその子 どもは、検査の結果、言語発達のみでは

なく軽い精神障害を疑 うほど知能が遅れていた。それなのに母親は子 どもが幼稚園に適応でき

なくても、友達がその子を仲間外れにしても、ただ子 どもが少 し遅れているだけだと考え、放

っておいたのである。

事情を聞くと、彼女は両親 の離婚により母の下で育ち、たくさんの辛さを抱えてきた人だっ

た。愛する子 どもに自分が経験 したのと同 じ辛さを与えないことが、彼女の最大の課題だった。

それで子 どもをそのまま放っておいた結果、病を大き くしてしまった。

私は子 どもの状態を最大限、客観的に説明して、治療 を受けることを勧めたが、彼女は子ど

もに要 らないス トレスを与えたくないとい う言葉だけを繰 り返 し言った。そ して結局彼女は私

の所には来なかった。

母親だったら誰 もが自分が持っていないもの、叶え られなかった夢を子 どもを通 して叶えよ

うとする心を持っている。そ してそれは必ず しも悪い事ではない。 もしかすると、この母親 も

自分が持っていた心の傷を子 どもが持たないことを願ったすえ、子 どもをよりよく育てたいと

い う気持ちでそ うしたかもしれない。 しかし問題は 「母の窓枠」に子どもを 「無理や り」はめ

込んだことにある。

この母親だけではない。小児精神科を訪ねて くる大部分の母親が自分の心の傷 と夢を子 ども

に投影 して、代償の満足を感 じようとしたが、結局子 どもが傷ついて病院 を訪れ る。勉強がし

たくてもできなかった 「1人」の母親 は、子 どもの希望や能力を考えずに度の過 ぎた早期教育

を行な う。父母の愛を受けないで育った母親は、子 どもを過保護 にしやすい。父母の執着 がい

やだった母親は 「もともと子 どもは放 っておいてもよく育つ」 と言いながら子 どもを放置する。

性的若 しくは身体的 な虐待を受けて育った母親は、 「私は絶対にそうしない」 と思いなが らも、

子 どもを愛する方法を知 らないため、決定的な瞬間に子 どもを無視 し、虐待する。全て子 ども

に母親の夢 と心の傷を投影 したせいである。

気の毒にもこの程度になると、母の目には子ども以外はない。子 どもの一挙手一投足は、母
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の夢の代わ りに実現 されるためだ。受験生の子どもが学校 にいっている間、時計 を見ながら

「挙校のお昼時間だ」と言いながらご飯を食べて、 自律学習時間には同 じく書斎に入って聖書

を読んだ とい うある母親がまさにこの典型である。本当に子 どもは、母のこんな心を見たまま

に、素直にあ りがたいと受 け取る事ができるだろうカ㌔

数 日前のこと、入隊を控 え、父親 と祖母を殺害 したある大学生は、父親が自分に過度な期待

をかけ、それに到達できないと自分を無視 したので、その腹いせにこのよ うな事件を起 したと

言った。

父母はたぶん、子どものためにやったと思 うかもしれないが、本当の ところは、子 どもを通

して自分の夢を叶えたいとい う歪んだ父母の欲望 とその夢を過度に投影 されたかわいそ うな子

どもがいるのみだ。

父母の 「叶え られなかった夢」、それは父母が持っている劣等感なのだ。 この劣等感は何か

を達成できなかっただけではなく、容姿、性格、友逮関係など色々な側面であ らわれる。子ど

もの容姿に気を使 う母観は、容姿に劣等感 を持っていて、子 どもに役に立つ友達を作ってあげ

ることに熟心な母親は、友達関係に劣等感 を持っている。

事実、人間であれば誰もが少 しずっ劣等感 を持っている。全ての面で優れている人間がどこ

にいよ うか。 しかし、劣等感というのは単純にある面で他人 より劣っている能力に対す るもの

ではない。

他人がみて、それ くらいならキレイなのに過度にダイエ ットする人がいる としよう。 この人

は体重に劣等感 を持っているのか、そ うではないのか。体重が45キ ログラムでも自分の身体

に対 して否定的な自己像を持っていたら、その人は劣等感でがん じがらめになっている。 「否

定的な自己像」の総体が劣等感なのだ。

だから学歴がいいから、大金持ちだか ら、劣等感がないのではない。金持ちでも外見に劣等

感をもつことはありえるし、一流大学を卒業 したとしても、もっと勉強ので きる一人の兄弟が

いれば、そのせいで自分を恥ずか しく思った りする。各自が生きてきた過程 とそれ を受け取る

個人の感情の状態が異なるせいで、fあ なたは、なぜそんなことに劣等感 を持 っているの?」

と聞いても意味がない。

しか し母親であれば最低限、歪んだ投影のせいで子どもを壊 した くない母親ならば最低限、

「私は どんな劣等感を持っているのか?」 を必ず自問すべきである。

そのためには劣等感がいったい自分の内部で どんな事を起 しているのかを考 える事だ。特に、

葛藤の状況で私の劣等感のせいで どんな ことが起こっているのか考えない といけない。夫の実

家や夫 とぶつかった時、どこまでが夫の実家 と夫の問題で、どこまでがあなたの劣等感のせい

なのか冷静に分析 してみなければな らない。

腹が立ったら 「なぜ」腹が立ったのか を尋ねてみる。そ してあなたが 「なぜ」そんな行動を

したのか説得 させる理由を探 し出す といい。 「なぜ」あなたが子 どもに100万 ウォン(10万

円)もす るハングル教具を買ってあげたのか。 「なぜ」子 どもに高い服 を着せ るのか。 「な
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ぜj子 どもが面倒臭いのか。 「なぜ」夫が憎いのカ㌔ それが本当に他人のせいなのか。あなた

のせいなのカ㌔ 少 しの私心もなく客観化 させると、劣等感の実体が少 しずつ明 らかになる。

劣等感は投影 を生み、母 の誤った投影は子 どもを壊「弧 劣等感を克服することができなけれ

ば、親子関係だけではなく、どんな関係も堂々と結ぷ ことはできない。 よい母親 コンプ レック

スから抜け出 して、病んでいない母親、真っ直 ぐな母親にな るための最初 の段階は、やは り

「劣等感か ら抜け出せ」 とい うことになる。

本当に不思議なのは、劣等感は 「私 には劣等感がある」 と認めた瞬間か ら軽くなるとい うこ

とだ。劣等感の実体があらわれたその瞬間、子 どもに 自分 自身の劣等感を投影 している自分 を

透か して見て、その気の毒な姿を自ら慰 めるだけでも劣等感から抜 け出す ことにも う立派に成

功 している。

しか し、そこまで行く道はけっして簡単ではない。 「自分を愛す る」とい う今まで一度 もや

った事が無いことをしなければならないからだ。醜い私、お腹が出た私、学歴がない私、性格

が悪い私、家事ができない私、無能力な私、話が上手くない私、勉強ができなかった私な どの

「私」のあらゆる姿を認めて愛せば、子 どもに向かう歪んだ投影 をその時はじめて止める事が

できる。

Step2自 らを愛 そ う

数 日前の休暇の時、何気な くテレビをつけてみてびっくりした。ホームショッピングのチャ

ンネルがあまりにも多 くて、空中波チャンネルを探すのが大変な くらいだった。いったい何 を

売っているのかとい うしばらくチャンネルを止めて見ていると、シ ョッピングホス トは品物一

っ一っに対 してこの機会を逃す と大変な損を し、その品物がない生活は無意味だと言わんばか

りに 「案内」 していた。何分か見ていた私も、 「ああ、あんなものがあったんだ。一っ買って

みようかな?」 と思って しま うほどだった。

ふ と、ホームショッピング中毒症の患者達が理解 できた。ああ、 これだったん拙 それに し

ても退屈な生活の中で、自分が何か重要な決定を下ず感覚 と、その品物 自体が与える充足感 を

ホームショッピングのチャンネルが与えているとは。新聞で 「ホームショッピングを見て品物

を注文することが生きている楽 しみ」だ とか、 「一 日でもホームシ ョッビングを見ない と頭痛

と悪寒、憂誉症に陥る」とい う事例を深刻に扱っていたが、このシ ョッピングで自己を喪失す

る 「中毒性」であったのかと気づかされた。

「中毒(依 存症)」 は2002年 現在、母親たちが置かれている状態を特像づけるある一つの

キー ワー ドになっているようだ」母親たちはホームショッピングの他に、イ ンターネ ッ トのチ

ャ ット、男性のみの領域であったアル コール中毒にいたるまで中毒の領域 を次第に広げてい る。

それが何であっても、中毒は深刻な病である。完全に捨てられた 自我の代わ りにある対象が
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その席を奪ったのが、中毒である。中毒になった人は、その対象 を調節す ることができない。

ホームショッピング、インターネッ トのチャット、アルコールが 「私」の主人になったのであ

る。 したがって、中毒がキー ワー ドになっているとい うことは、母親たちの 自我が集団で捨て

られているとい う悲惨な話 とかわ りない。

母親たちが子どもを育てながら感 じている辛さの中の一つは 「自我喪失」である。子 どもと

夫の面倒 をみている 「私」ではなく、本 当の私はどこにいるのか とい う疑問が母たちを悩ませ

る。 しか し、より大きな問題は、自分 自身の自我が喪失 されたことにも気づかない場合だ。

「私は誰 とも付き合わないの」 と口癖のようにい う一人の母親がいた。同 じアパー トに住ん

でいる友達もいない し、小中高時代の同窓の友達もいないこの母親は、ロを開けば不平 と痛癩

ばか りで、10分 一緒にいるだけで隣にいる人は息が詰まるような感 じを受 けるほどである。

だから周囲の人たちもわざわざ付き合お うともしないし、何 と家族の間で ものけ者にされてい

た。その母親はそんな自分を不幸だ と思い、その原因を夫の実家 と.夫のせいにしていた。夫が

「あなたはなぜ口を開けば、他人のせいにするの?」 と文句をいったが、その母親はそれにす

ら病痕を起 こしていた。

この母親 をどうすべきか。このよ うな状況で 「あなた 自身が問題なのです」と話をしても効

果があるだろうか、と悩んだ末、結局は尋ねてみた。

「それでは、ご主人やご主人の実家の よくない状況を癬決するために、あなたは何 をしてみ

たのですか?」

「やるわけないで しょ。私が。」

彼女がとても受動的だったので唖然 とした。 ミミズも触ると動 くのと同 じように、 どのよ う

な生物だって辛いことがあるとどうにか して生きようと努力するのに。足を組んで腕組みを し

たまま座 って 「いったい何を しようとい うのか しら?」 とい うよ うな顔で私 を見ている彼女が、

どうしてこんなふ うになって しまったのか、痛 々しい気が した。 自分の自我がどこに行ったの

か と悩んでいる人は、この母に比べるとずっと増 しな レベルだった。 この母親は各種の劣等感

によって、自分自身の尊い 自我がどこに捨てられ ているのか も気づかないまま、極度に受動的

で否定的 な態度でこの世を生きてきたのだった。

元来、子 どもの問題で尋ねてきたその母親は、 「あなたが変わ らなくては絶対に子 どもはよ

くならない」という私の脅 しにも似た処方で自分自身の問題を悟 り始めた。

私がこのような母親たちに提示す る一段階は、今まで 自分が嫌だ と感 じた 「具体的な」状況

と嫌な理 由を書くことである。その母親の根本的な問題は、 「劣等感による自我喪失」だった

が、その抽象的な問題が 日常でどのように現れたのか、自ら気づいたもの を一つ一つ書かせた。

「夫が靴 を磨いて くれ と言ったとき、気分を害 した。なぜか とい うと、その口調が命令する

ような抑揚だったか らだ。」

「隣に住んでいるある母親が、自分の子は既 にハングルを全部読めると自慢 した時、お もし
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ろくなかった。 うちの子はまだ読めないから。」

このように具体的に書けば書 くほど、解決策を探 しやす くなる。そ うやってこの作業を何回

か繰 り返すと、母親たちは普段、不満を持っていた問題 に対 して自分自身が何にもしないで不

満ばか り言っていたことがわかった。そ して少しずつ代案を探 しながら、私が変わると状況が

よくなるかもしれない、 という希望を持ち始めた。

例 えば靴を磨いてくれ とい う口調で、気を悪くして しま うなら、その間題を解決するために

夫に優 しい言い方をして くれるように頼んだり、前もってそんな状況にならないように靴を磨

いておくとい う解決策がある。ハングルを覚えた隣の子のせいで気分が悪 い場合は、 「ハング

ルを教える」 とか 「隣の女性を無視する」 という解決策が出せ る。

しか し、多くの場合、解決策を探 さなければならないこの段階でつまついて しまう。い ざ、

代案を探そ うとするとい くら考えて も出てこない。だからといって恥ずか しく思 う必要はない。

長い間、人と衝突 した状況の とき、何で気分を害して しま うのかを体系的に分析せずに感情的

に受け止めてきたのだか ら、この過程を難 しく感 じるのは当然である。

このように自ら変わるための代案を探すのに苦労をする人達に、私は 「詩集を読むこと」、

「新聞を読んで関心がある記事を選んで討論すること」などを勧める。特 に日記を書くことは、

内的な省察をするのによい方法である。 どんなことで私が怒 ったのか、どんなことが私を憂蕾

させるのか、 日記を書きなが らじっくり分析 してみることができるからだ。

とにかくこの水準までくると、私は50%以 上よくなったと見る。 ともかくも、 自分がまず

変わらなくてはと思 う気持 ちになったか らだ。子 ども達も母親 の肯定的な影響を受け、段 々よ

くなり、母親も段々と辛 さが軽 くなる。

自分の問題 と立場を比較的に客観的に見てきた母親たちは、大体、最後は 「自己実現を した

い」という、すなわち、 「家庭で何 にも成就できない 「私」 とはどんな人間なのか?」 と自問

しながら、 「世間 と私はどんな関係 なのか?」 に対する答えを探そ うとす るのだ。

そ ういうとき私は、 「あなたができる範囲でや りたいこと」を順番 どお りに書いてもらう。

人生でや りたいことを順次書きなが ら、母親たちは大体 自ら解答を発見して、現実的な条件 に

合わせ、何かを始めよ うと決心する。

ある母親はパー トタイムでアルバイ トを始め、ある母親は社会奉仕団体で自分のように辛い

立場に置かれている母親の援助活動に参加 した り、子 どもの教育の問題が深刻だった母親は教

育に対 して体系的に学びたい と大学院に入学 したりする。以前、聖堂や教会に通っていた母親

は、 「勉強」を兼ねて再び行 く場合もある。 どれほど創意的なた くさんのアイディアが出てく

ることか、こんなに多様な花を咲かせ る種をどこに隠 してこれ まで暮 らしてきたのか、 と驚 く

ことが多い。

ここからは 「感情をむき出しにしないで自分の意志を貫徹すること」が可能な段階だ』 自分

が望む ことが何か、 目標を正確に設定 し、自尊心や恥ずかしさのような感情は遠い所に捨てて、

相手を説得 したり、回遊(!)し た りしながら願いを成就する段階にいたると、いつの間にか
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問題のほとんど解決 されたのを悟ることができる。

自分が誰なのか、なぜ腹が立っのかもわか らなかった前述の母親 も、一年余 り治療を継続 し

た後、子 どもと自分のためにパン作 りの技術を習 うことにした。家中にパンを焼 くにおいのす

る一家団簗の家庭になり、それ以降、誰 も彼女 と一緒にいることをいやが らなくなった。そ し

て、彼女は自分の長所短所をあるがままに受け止 め、子 ども達に優 しい、本当に愛 される母親

に生まれ変わったのである。

自らを愛 していない母親のもとで、子ども達は 「愛す る方法」を学べない。母親が違 うとこ

ろに自分の居場所を求めている姿を見て育った子 ども達が、コンピュータ中毒、ゲーム中毒に

陥るのは当然なことである。あなたが誰で、 どんな長短所があ り、好き嫌いは何で、したいこ

とが何か、絶えず自問しなさい。 この質問に少 しの虚飾 もなく素直に答 えられたら、あなたを

悩ませた 「自己喪失」に対す る怖 さはいつの間にか消えて しまっているだろう。そして、その

場所にいるありのままの自分、あ りのままの子 どもを大切にするあなたがそ こに立っているだ

ろう。

Step3体 力 をつ けよ う

年を取 ってか ら苦労 して産み育てた子があまりにも反抗的に育った といって、私を訪ねてき

た母親がいた。その母親の話では、は じめは子どもがただ可愛 くてよかったが、だんだん子 ど

もの面倒 を見るのに疲れ、子 どもに憎 しみを感 じるほどになったと言った。特に夜中に何度 も

起きて駄駄をこねるのをそのまま受 け止めることがひどく疲れ ると言 った。その母は子 どもを

かわいがっているが、一緒に遊んでやる体力がなくて子 どもに十分、共感できない状態 だった。

共感できないのでその愛 を伝 える事が出来ないし、愛を受け取れない子 どもはもう限界で、母

親を殴った り苛立たせるほどにまでなっていた。

母親の子育てには肉体的、精神的に大量のエネルギーが必要である。年を とってエネルギー

が不足すると、母性のあるべき姿について、頭と心ではわかっていても体が付いていかない。

身体が健康な らば子 どもが厄介でも笑って受け止め られる。挫折 しそ うな事が起きた時、それ

をそのまま受け止めて耐えられ る、言わば 「挫折耐性」の根本 は体力であるとい うことだ。

精神的なエネルギー も豊富でなければならない。子 どもを育てる時は恋愛の千倍以上の熱い

エネルギーが要求 され ると考えればよい。絶対に別れ られない存在 との命がけの情熱の恋愛、

子 どもに絶え間ない関心 を見せなが ら自分の眼線を低 くして子 どもが願 うことをテキパキと把

握できる能力は、精神的なエネルギーが充満 していなければ出てこないものである。

母親たちに 「初めての子」の意味が格別な理由は、初めての子に、若い時特有の沸いてくる

よ うな情熱 とエネルギーがそのまま注がれているからである。私も現在キ ョンモを見ると、私

がキョンモ と一緒に送ったその情熱的な時間が思い出され懐 かしくなる。その情熱は確 かに若
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い時の疲れを知 らない体力をもとに咲いた花だろう。

したがって病弱な母親の下では、子 どもが確実に多 くの損害を受けることになる。母親が少

し動いただけでも息が苦 しくて体がだるくなるとしたら、子どもと遊んであげることができな

いだけでなく、子 どもの世話 をすることも十分にできない。.

特に、小児 リューマチや 自己免疫性疾患にかかった子どもな ど、普通の子 どもよりもっと世

話が必要な子 ども達は、母親の体力が不足ずると治療そのものが不可能なだけでなく、日常の

生活さえできなくなる。母親になった以上、身体もすでに自分一人のものではない。母の具合

が悪い と家 中が上手く回らないだけではなく、家族の生存(?)が 危機になる可能性が高いの

である。

事実、出産を して子 どもを育てるのは、大変な体力を要することである。男性達は女性な ら

誰でも全てをテキパ キできると思 うかもしれないが、子 どもを産んでから身体のどの部分にも

変調のない女性などいない。産後の後遺症で腰が痛むのが慢性的な疾患になってから久 しいが、

産後、養生す る際に、たまたま冷たい風にでも当たった部位 は天気が曇った り悪 くなった りす

るとずきずきす るのは当た り前のようである。家庭の財テク管理からこま ごま した家事までや

ることか ら来 る頭痛は、一粒の鎮痛剤では治まらない くらいで、年中行事や法事を終 えた後は

必ず一 目か二日は床につくのが現在の母親達の姿である。 しか し、どうすることもできない。

母親達が体を動かさなければ上手く家事が回 らないのが現実なのだから。

母親があまりにも体が細 く弱 くて、元気一杯遊びま くる子 どもに応えてやれない場合、子 ど

もは欲求不満 となって精神的な問題 を起す場合 もある。たまに、病院でそのような母親に会 う

と、私は 「ご飯を4回 食べたらいけないなんてことないから、1回 増や してみなさい」と処方

してやる。母親は自分の身体がスマー トで誉め られているので笑っているが、私はそれが笑っ

てごまかず ことではな く、ひ どく深刻な問題であることを真面目な顔でも う一度言ってや る。

本当によい母親になるためには、もっと積極的 に自分の体力を向上させなければならない。

特別な病気があるのでなければ、体力は管理次第である。規則的に食べて、積極的に運動 して、

唾眠 をとると大体体力は向上する。我が国のサ ッカーチームがワール ドカップで疲れない体力

を自慢できたのは、ヒディング監督が提示 した3ヶ 月間の体力強化訓練のおかげである。体

力 も開発するとよくなる話である。

人によっては、体力を強化するより休息がもっと必要である場合 もある。その時は思い切っ

て家事や育児をしば らく他人に任せて、積極的に休息時間をとった方がよい。 「状況が許 さな

くて」 と言わないで、母親 自らがそのような状況を作っていかなければならない。一番重要な

のは、子 どもを支えてやる母親の体力が落ちないように しなければならないことである。

もう一つ忘れてはな らないことは、体の調子が悪い時、それが もしかすると心が病んでいる

信号ではないかを点検する必要性である。

知 らない内に心が傷ついたり欲求が抑 えられたりした時、それが身体的な症状に現れ る可能

性がある。韓国の母親に多いと言われる 「怒 りの病」がそのケースである。 「感情」を心の中
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に押 し込めたすえ、結局は血圧が高くなった り脈拍が不規則になった りする 「身体的な症状」

に現れ る怒 りの病は、血圧や心臓の薬を飲むことでは、すぐによくならない.心 が傷つけ られ

て起きた病気は、.心が慰められなければ治 らない。

だか ら、 「理由無 し」に具合の悪い時は、何か肉体的な症状の下に隠れてい る心の葛藤 を探

し出 してそれをなくさなければならない。

体も心も病んでいる母親のそばにいる子どもは孤独で悲 しい。母親の身体が丈夫なら子 ども

は幸せで健康である。

子 どもが母親 を挫折 させても、悲 しんだ り、怒ったりしない力、子 どもに逞 しい大人の像を

植え付けてや りたいものだ。その根本は、母の体力にあることを肝に銘 じておいてほ しい。

Step4子 どもの権利 を認 めよう

最近、離婚が頻繁に起こり、誰でも周囲を見渡せば、離婚経験者をす ぐ見つ げることができ

るよ うになつた。 しかし、興味深いのは、離婚後遺症は女性 よりも男性に重 く感 じられている

とい う事実である。私の男性の後輩 も何年か前に離婚 したが、初めは別れた事実を堂々と言っ

ていたものの、 日が経っ とともに生活は滅茶苦茶になり、離婚理由やそれ と関係 した事につい

ては一切口をっ ぐんでしまった。何 日か前にやっと心の傷が治まったのか、離婚以後、生きて

きた過程にっいて少 しずつロを開いてくれた。

その後輩の話 は、次のとおりである。離婚が 自分 自身の意志 とは関係 なく起 きたせいで、 し

ば らくは何の考えも無かったが、いつの間にか 「自分は何者であるのか」を問 うに到った。 と

ころが、その結果がとんでもなかったと言 う。後輩は自分な りにいい人であると思いなが ら3

0年 余 りを生きてきたが、今になって考えてみると、自分は怠け者で、 日常生活の処理能力 も

非常に不足 している人間であったことに気がついたと言った。

それでも、その後輩は自らを反省する能力があ り、自分の 「無能 さjを 知 ることができたが、

無能で社会への適応力がなくても、その事実を直視 できない 「人」が大勢いるのではないカ㌔

ご飯 どころかラーメンも作れないか ら、誰かの手を借 りないとご飯 も食べ られ ないという男性

は、それでもかわいい方萬 自分の過ちはまるで考えもせずに、少 しでも自分 の言 う通 りにな

らない と大声を出す幼児的な精神水準を持っている人も少なくない。

そんな人たちは、幼い時に何か しらの理由で母親 と密着 しすぎていた確率が高い。

この頃、ママガール、ママボーイがひ どく増えている。ママガール、ママポーイとは、全て

の決定を母親に依存する子どもたちのことである。 自我が充分に発達 していないので自らは ど

んなことに対 しても判断ができない子 ども遙 この子 ども達は、成長の過程で自分自身のこと

を思いのままに調整 しようとする母親に激 しい怒 りを見せたりもするが、結局は母親の元を離
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れ られない。

したがって、ママボーイ、ママガールは結婚生活でも多 くの問題 を見せる。ママボーイは母

親のよ うに全てのことをやってくれた上で、自分の自律性をも認めてくれる女性 を好み、ママ

ガールは男性を無視 し、屈伏 させようとする。

特にfマ マボーイ夫 と姑」は女性達のお しゃべ りに常連で登場するキャラクターで、大抵お

しゃべ りの結論は、ママボーイの責任は姑側にあることになる。 しか し、そんなあなたこそ、

もしか した ら子 どもをそのよ うに育てているのか もしれない。 子 どもをママボーイ、ママガ

ールに育て る母親は、だれ も自分の息子や娘がママボーイ、ママガールだ とは考えていない。

ただ、 自分は子どもに最善を尽 くしただけであるとい う。

このよ うな母親の問題は、子 どもをあるがままの 「自然人」として見るのではなく、完全に

自分の影響力の下にある対象 としてみていることである。母親が全てをわかってや らないと、

子 どもは見ることも、習 うことも、感 じることも出来ない存在であるとい うのがこの人たちの

頑固な主張である。

しか し、本当にそ うであろうか?子 どもには、固有な人格があって、 自ら学習する能力が

あることを否定する教育学者は一人もいない。母親は、子 どもは生まれる時から独 自性と固有

な潜在能力を付与 されていることを認めなければならない。もちろん母親が提供す る経験によ

って、子 どもの知的発達に差が出ることがある。 しか し、その差は子どもが持 って生まれる本

性の差に比ぺると如何ほどにも満たない。

実際、子 どもが持っている独 自性 と権利を母が認めることはそ う簡単なことではない。元々、

子どもと母親は身体の中で一つであったか らだ。それ故、母親が子 どもと 「健康に」分離する

作業は簡 単ではなく、母親の大変な努力がなければならないし、子 どもも苦痛な時間を過ごさ

なければならないξ母のお腹の中で ドキン ドキンと響いていた心音を聞きなが ら、完壁な一体

感 を持って生まれた子どもが、自分が母 とは完全に独立した存在であることを受け入れるまで、

約3年 かかると言われる。

その時、母親が子 どもに してやらない といけないことは、もちろん分離 された存在ではある

ものの、子 どもが必要であれば、いつでも走 っていき守ってやることを信 じさせてやることだ。

和解の時期を過 ごさなければいけない とい うことである。 もし、和解の期 間に、母親がいつ も

居る場所にいなかった り、子 どもが1人 でできることを手伝ってやった り、母親 自身に抑 えき

れ ない感情の波があった りすると、子 どもは安心 して母親 と離れることが難 しくなる。

それ故、子どもが母親か ら分離するのに成功するか否かは、全て母親の手にかかっている。

母親がどうするのかによって、子 どもが独立的で健康的な自我像を持つ ことができるか、でき

ないかが決まるのである。

この前 、児童に問題行動があるかないかをテス トしてみる設問紙を母親 に配った。 ところが

幼稚園児を持った母親はみな 「子 どもに問題がない」と答えた。質問があまり抽象的すぎたの
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か と思い、 日常生活での具体的な行動が どうであるかを尋ねる問題に変えてみたが結果は同 じ

だった。幼稚園児の内、何人かは幼稚園の先生を通 してすでに行動に問題があると病院 に報告

された子 ども達だった。

もちろん、自分の子 どもに問題があるにもかかわらず、それを認 めたくないのが普通の母親

の心情である。 しか し、そのような母親の熱い感情 と子 どもの客観的な状態は、全然違 う問題

である。問題 がある子 どもをそ うでないとみる母親は、子 どもの問題 と自分の問題 を混同して

い る。 「子 どもにあれこれの問題があるから助けて くだ さい」と言えないで、まるで 自分自身

が子 どもを間違って育てたと批難 されたかのように 「我が子はそんなことす るわけがない」 と

話 している。

私は母親の役割の中で、特に重きをおいて学ばなければいけないのは、子 どもと自分の関係

が近くて遠い間柄であることを理解 して、子 どもが持っている固有の天性を尊重す ることだ と

思 う。賢明な母性を持っている母親は、子 どもと距離を置いて、子 どもが感 じて眺めている姿

を先に見 る。赤色を見せるか青色を見せるかで悩むのではなく、先に子どもが どんな色を見て

いるのかを観察すると言うことだ。

母が見章てくれる世界が全てではない。子 どもは自分の天性によって取捨選択 して世の中を

見なが ら受け入れ る。だか ら、もうその事実を認めて、子 どもの権利を尊重することだ。

Step5先 生の役まで しないで

遊び場で三歳ぐらいの子 ども二人が走 りなが ら遊んでいた。小 さい階段の上に鳩が飛んでき

て とまると、子どもたちは トコ トコと走って上がろうとしたがガタンと倒れ、泣き始めた。遊

び場の どこかから二人の母親が息を切 らして駆けつける。

「だか らお母 さんが高い所に上っちゃダメって言ったで しょ!」

一人の母親が子 どもを捕 まえてお尻を叩きながら怒っている。母親に叩かれた子 どもはあり

ったけの大声を出 してずっ と泣きわめいていた。

「泣 くのを止めなさい。止めて!早 く!」

母親にどやしつけられて呆然 としながらやっと泣くのを止めた子ども。

しか し、もう一人の母親の態度はこれとは対照的だった。

「大丈夫よ。転んで痛かったね。アラムちゃんは鳩にあいさつ しようとしたのね。そ うで しょ

う?そ れなのに鳩は空に飛んでいっちゃった紅 あそこを見て。」

子どもが何故痛い思いをしたのか、その理由を母親の口か ら話 してや り、子 どもがそれ以上、

泣かなくてもいいよ うに子 どもの関心をそ らしてやった。母親の前で子どもはいつの間にか泣

くのを止めて聞いた。

「お母 さん、鳩はどこに行ったの?」
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この二人の母親の差は何だろ う。二人の子 どもを泣き止めさせ るとい う目標は同 じだった。

しか し、一人の母親は 「泣かないで」と命令形で指示 し、もう一人の母親は子 どもの気持ちを

素早くわかってや り、関心を他所にそらせた。 もちろん二人の子 どもは ともに泣き止んではい

るが、中身が全 く異なった。一人の子 どもは、自分の行動を拒否 された挫折感に陥 ってお り、

もう一人の子どもは、母に慰 められた後、さらに世の中に対する好奇心を育ててい く。

二人の母親の最 も大きな差は、子 どもが今何をしようとするのかを理解 して、子 どもと共感

し合えるか否かにあった。子 どもを怒った母親には、子 どもが自分の言 う事を聞かないで高い

所に上った事実、そのことが重要であった。子どもが何故あそ こに上っていったのか、落 ちて

しまった今、どんな気持ちでいるのかとい うことには関心はないように思われる。おそ らく.、

その母親は子 どもに 「何でそこに上ったの?」 と聞いて、子 どもが 「鳩を見に」 と答 えたら、

「そんな鳩なんか何が大事なの。鳩はあそこにたくさんいるじゃないの」 とどや しつけるのは

明らかである。

二人の子どもの内、どちらがよ り精神的に健康であるかは、この場面だけ見て もす ぐわかる

だろ う。子どもだけではなく母親の精神の健康にも差がある。怒 った母親は子 どもが自分の指

示に従わないで高い所に上がった事にくや しくなって、や りきれなくて、腹を立てている。そ

の反面、子どもを慰めた母親は、子 どもがす ぐに泣くのを止め、続けて鳩に関心を寄せる様子

を見てよかった と思っている。

将来的にみて も、子 どもを叱った母親は、これか らもたぶん知能開発や英語 ・ハングルなど

の早期教青に熱心になる確率が高い。なぜな ら、この母親にとって 「子 どもを育てること1は 、

すなわち 「しつけをし、勉強をさせ る」のと同 じだか らである。

誰が高いものを建てたのかを競争でもしているかの ように、ぎっしりと建て られたマンショ

ン。今 日もその中で、子 どもの問題で悩んでいる数千の母親達が うめいている。子 どもの早期

教青の問題で見えない競争をしている彼女たち。彼女たちが憂誉な理由は、何故このよ うな 目

に見えない競争を しなければならないのか、そ して、 こんな競争が本当に子どもを幸福にさせ

るのか、確信が無いか らかもしれない。それでもこう考える。

「でも、よその子達はみんなやっているのに、 うちの子だけやらせないのもちょっとおかし

いのでは。他人より裕福に育てられないのはいいとして も、見劣 りがするのはよくない。」

母親達はどん どん子 どもに何かを見せて、何かを教えなければな らないとい う強迫観念に包

まれていく。そ うなると、子 どもの観点に立って、子 どもの行動 を理解 しようとす る心がけは

後回 しになる。

「母性=教 育」、これが最近の母親の役割の基本公式になって しまった。 しか し、そのなか

に、私たちみんなが忘れているものがある。それは 「共感」である。本当の母性は、教育では

ない。少なくとも子 どもが3～4歳 になるなで、母親に大事なのは子 どもと一緒にいなが ら子

どもに共感することだ。すなわち、 「母性=感 性」で、それは子どもと一緒にいることを意味
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する。 しつけをし、知識を教 えるのは、その次の問題だ。

子 どもに教えることばか り一生懸命な母親は、f子 どもと一緒にす ること」の大切 さを知ら

ない。子 どもの心を共感すること、感情を一緒に分かち合い喜び合 うのが先である。教えるの

はその次の話だ。考 えてごらんなさい。その人が私を認 めてくれないのに、その人の教 えを

100%認 めることが可能だろうか。

私があるものを作ったとして、それがい くらつまらないものでも 「本当に よく作ったね」 と

言われ ると、やる気が出てその次の段階に進んでいける。でも 「何 よ、これ」 と言われ ると、

いくらそれが当たっている言葉だとしても、その後少 しでもよい方向に動 くエネルギー を失っ

て しま う。それがすなわち共感のカである。子 どもがもし砂 を見て喜ぶのな ら、 「砂遊びよリ

ブロック遊びのほうが、清潔でもっといいわよ」 と教えるのではなく、 「わあ一、砂遊びする

と本 当に楽 しいかもね」 と言わないといけない。子 どもの知的能力が高ければ高いな りに、低

ければ低いな りに、その子 どもの 目の高さに立っで共感 してあげること。 これが今の母親に一

番必要なことである。

もちろん、ただ教え込もうとする母親、そ して少 しでも早く何で も教えなけれ ばならないと

い う強迫観念に包まれている母親の心情をわか らないのではない。 しかし、私 は子どもが私の

よ うに、勉強は退屈で嫌いなもの という、歯ぎ しりするほど嫌な記憶 を持ってほ しくない。学

ぶことの喜びほど人生において大きな喜びはない とい うのに。そして、人生は元々、一生、勉

強なのだか ら少 しぐらい始めの方で遅れてもいいのではないだろ うか。そ して、勉強が少 しぐ

らいできなくてもいいではないカ㌔

さらに、あなたは母親であって先生ではない。あなたじゃなくても子 どもを教えよ うとする

人は大勢いる。 しか し、完全に子 どもの味方になって共感 してくれる人はあなた しかいない。

子 どもが何か少 しぐらい間違っていても 「この世の中で一番上手」 とい う自信を与えてや り、

徹底的に子どもの味方になってやれる人は、あなた しかいない とうことだ。

一度
、想像 してみてほ しい。あなたの夫が会社から帰ってきて、あなたに新 しい何かを教え

よ うとする光景を。夫はそれを最優先のことだと思っている。先生は子 どもの動機が大事では

なく、お話を読む時間になれば、子 どもが何 をしていても止めて静かに話を聞くよ うに命 じる。

それであなたは望もうが望むまいが、一晩中何かを新たに習わなければな らないとした ら、ど

うだろ うカ㌔ あなたは子どもにとってそのような存在になることを願 うだろ うか?

もしあなたが、子 どもが関心を持 っていないのに何かを無理や りに教え込 もうとす るなら、

それは先生とどこが違 うだろうカ㌔ そして、そんなふ うに理性的で意図的に何かをどん どん教

え込もうとす るならば、子 どもに伝達 されるのは、情緒の欠如 と冷淡 さのみである。

したがって、母親の役割を先生の役割 と混同す る人の子 どもは、心に多 くの傷を受ける。特

に自尊心を多く傷つけ られ 「私はできの悪い子 どもなんだ」 と思い込む。実際のところ、子 ど

もたちは普通、小学校2～3年 になると、母親からのの評価より先生 と友達からの評価にさら

に神経をつかっている。それ故、母親が教えなければならない とい う強迫観念に陥 って、子 ど
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もをさらに客観的に評価 して傷つける理由はない。む しろ何か うま くいかな くても上手だとい

って喜んであげると、子 ども達は自信を得て母親を好きになる。そ うす ると自然に母親の期待

に外れ ないようにと努力するようになるのである。

また、子ども達は彼 らが知っていることの大部分を親 との相互作用によって学ぷのであって、

形式的で教授的な関係によって学習するのではない。 日々起きる事件、すなわち犬を追っかけ

ている隣のネ コ、お湯で溶けるコー ヒー、いつの間にか育って花を咲かせている草花、大人の

解釈 を必要とする事件などから子 ども達は学ぷ。それ らが子ども達の真 の興味と関心の対象で

あり、子 ども達は母親が同 じ関心を持って くれ ることを願っているのだ。

子 どもに対する母親の責任は限 りない。でも、あなたは先生ではない事実を忘れないで。だ

か ら、子 どもの知能を高くするために高いおもちゃを買ってあげるよ り、そんな時間に子 ども

が新 しい何かを発見した時、1人 のカで砂の城 をつ くった時、初めて母の顔を描いた時、.子ど

もが感 じる喜びと楽 しみをそのまま一緒に感 じなが ら共感 してみてほ しい。 あなたは、その子

にとってこの世で唯一の母親なのだから。

Step6父 親 に居場所 を作 ってあげよう

よい母親コンプレックスの解消のために努力 してきたあなた、あなたが今の時期 に考えなけ

ればな らないのは、夫の居場所である。 もし 「夫なしでもうま くこなせる」とい う倣慢で不遜

な考えを持っているとしたら、すぐに捨てな さい。い くら母親の子青てが うまくても、子 ども

の父親だけができる固有の領城がある。 また、夫 との関係がうま くいっていない母親は、結局

どのような形に して も傷つけられ、その傷跡はそのまま子 どもに伝 えられる。

人一倍 自己主張のできない小心者だとい う理由で息子を連れてきた母親がいた。描画の検査

をしてみると子どもが描いたのは全て女の子で、男の子は うまく描 けなかった。その子は普段

もままごとやバー ビー人形な ど、主に女の子が遊ぷおもちゃだけを持って遊び、姉の後ろを付

いて歩きながら姉がや っていることを真似 し、スカー トを履 くのも好きだそ うである。子 ども

が両性的な趣向を見せ るのはよくあることだが、この場合は程度がひどい。

普段子 どもの 日課はどうなのか、あまり詰め込みすぎているのではないかと聞いた。

「ええ、子 ども二人を朝から起こして、学院(塾)に 送 り迎えするだげでもどれほ ど疲れるか、

おわかりになりますか。私は子 どものために座る暇 もない くらいです。」

子どもがあっちこっちの学院 に休む暇 もなく連れて行かれ ることよりも、自分が忙 しいと言

っている母親。子 どもの立場 と母親の立場を区別 していなかった。

「お父さんは子 どもの教育に対 して何と言っていますカ㌔ 」
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「子どもの父親なんて何 も知 りませんよ。外の仕事で忙 しいのに、こんな事まで神縫を使わせ

るわけにはいかないでしょう。わが家では私が全てを任 せられています。」

父親が忙 しい と言 うのは口実で、何とな く父親を無視す ると同時に、家庭の中での自分の位

置をさりげなく高 く言うこの母親は、子 どもの教育に対する全ての権利を握 り、無意識的に父

親を育児か ら除外 していた。子どもが父親 と話を して遊ぶ機会を剥奪していたのだ。

父親と子 どもの関係は、必ず しも一緒に過ごす時間 と比例す るわけではない。父親 が長期出

張中とか単身赴任 していても、父親 と子 どもの関係が深 い家庭も多い。母親が子 どもと父親の

間に情緒的な関係を作ってやるよう努力 してい る場合がそうである。

しか し、 この母親に.とって子どもの父親は、 「お金を稼いでくれ るし」、 「能力があって」、

「いい家で暮 らせ るように してくれるし」…などのような現実的な欲求を満足 させてくれる存

在にすぎなかった。夫を決 してお互いの心の分かち合 える人生のパー トナ として考 えていなか

った。外側から見 ると円満に見えたが、夫婦の関係が形式的になってか ら長かった。面白かっ

たのは、 「何故、今まで旦那さんが家庭の事に関与 しなかったのですか」 と聞いた時、 「夫が

あまりに も忙 しいので、私がこのように一人で家事の全てをこなしているのではないですか」

と自分自身でも悔 しがっていることだった。

情緒的に父親を家庭から追い出 した心理の底には、基本的に母親 自身の傷跡が潜 んでいた。

だか ら、夫 との関係 を健全にしようとする努力 を最初か ら諦める。時にはそのよ うに感 じてい

る喪失感を満たすために、家庭で夫 との見えない権力闘争(?)も しなければならなかった。

ひ どい時は子 どもを自分に密着させ、家で父親の居場所を無くそ うとする場合 もあった。する

と結局、残 るのは父親が去勢 された非家庭的な家庭、誰 もがその中で幸福を感 じられ ない乾燥

しすぎた家庭のみである。

わが国の夫婦の配偶者に対する満足度を、結婚の年数 ごとに測定 した ら、多分、最初の子 ど

も出産後1～3年 の間が最 も低いだろう。極端に言えば、おそ らくこの期間に 「離婚」を考え

たことのない大韓民国の女性はいないのではないだろ うか。出産後1～3年 は、子 どもを産ん

だ母親たちにとって地獄 といってもいいほどの時期である。専業主婦であれ、就業主婦であれ、

家事 と子 どもの教育 とい う重い負担の中で、20年 余 り持 っていた自分の価値観 ・生活習慣 ・

趣向 ・性格な どが全て壊 される経験 をする。

したがって、二重三重の苦痛に耐えている彼女を誰よりもよく理解 して、助けてくれなけれ

ばならないはずの夫が、全然手伝ってくれない と感 じる時、その怒 りは 口では言えないほ ど大

きくなる。

「一体、誰のために私がこんな苦労をしてい るの?」 か ら始ま り、 「誰が子 どもを育ててみ

たかったの?何 故全然手伝ってくれ ないの?」 、 「あの男とこれから先、 どうやってずっ と一

緒に生きていったらいいの?」 に至るまで、夫に対す る感情は止まる ところを知 らないほ どだ。

女性がこのように 「夫と一緒に暮 らすか暮 らせないか」の分かれ道にいる時、男性達は一体
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どんな考えで家庭を後回 しに したまま、外回 りだけしているのだろうカ㌔ 最初の子どもの出産

前後、夫たちのライフサイクルは大体20代 後半か ら30台 前半の、社会に参入 してか ら長 く

ても3～4年 の時期である。この時期の男性達は、企業組織 とい うジャングルで安定 した地位

を確保す るために、死ぬか生きるかの勢いで戦っている。そ.うしない と妻 と子 どもを持った家

長 としての役割を果たせない と信 じているか らだ。充実 した家庭生活をいます ぐに送れないこ

とくらい、この時期の男達にとって重要な問題ではない。今 ここで倒れると、家族全員が没落

するとい う緊迫感が彼 らにはある。

私の夫も私が職場 と家事、育児を並行す るのに頭を抱えていた頃、夜11時 に帰って きては

また書斎に入って、日曜 日まで返上 して研究と仕事に没頭 していた。私は初め、それが夫の野

望 と出世のためだけだ と思い腹が立っていた。それで一度真剣に聞いてみた。

「あなた、何故そんなに仕事ばか りしているの?私 は優 しい旦那がいいのにな。」

「当た り前 じゃない。仕事を熱心に しなくちゃ!」

「何が当た り前なの?私 とキヲンモが家にいるのを知ってて、どうして自分の勉強ばかり

して帰ってくるの?あ ま りにも利己的 じゃないの?そ の勉強、私 もしたいんだけ ど。」

「私が熱心にや らなかったら、きみ とキョンモはどうやって生きていくの?誰 だって好き好

んでやっているん じゃないよ。」

「そ うしたらあなたがそんなに熱心に仕事するのは、私 と我が子の未来のためだって言 うの

ね?ほ んとうに私のためなら、そ うやって自分一人だけ勉強す るん じゃなくて子育てで寝れ

ない私を助けてくれればいい じゃない。」

「子育てはきみ一人で十分だよ。私までそうやって地位が上が らなかったら、きみ とキョン

モはどうやって生きていったらいいの?」

唖然とした。夫は家長 として最大の課題を成 し遂げた父親、成功 した夫になるのだ と思った。

それが夫の立場 としては家庭のための最善の行動であった。 「そ うだったんだ。だか らあの人

があんなに仕事 と勉強に励んだのか」 と考える とやっと夫が少 し理解できた。そ して夫が少 し

可哀想 だった。子育ての楽 しさも妻 と楽 しく暮 らす楽 しさも全て返上したまま仕事ばかり考え

ている人に、何の楽 しみがあるのか。

40代 の半ばになった現在 、社会である程度の地位を持った夫は、や っと家庭の大事 さに気

づいている。外での成功で幸福 を感 じるのには、限界があることをやっとわかったのだ。死ぬ

か生 きるかで上がってみたけれど何にもないとい う事実を、振 り返ってみた ら結局根を下ろす

所は妻 と子 どもがいる家庭 しかないとい う事実を悟るのに10年 余 りもかかったのだ。

母親達が子どもと家で戦争をしている間、男たちもやは り生存をかけたサバイバル のゲーム

をしている。それが理解できれば、夫に対する怨望 と憎 しみ を少 し減らすことがで きる。猟に

出たオスのライオンを待 っているメスのライオンのよ うに、夫のライフサイクルを理解 して待

ってやる知恵が必要である。夫の生き方が正 しくなかったとしてもである。理解 して待ってあ

げながら、少 しずつ変化 させて、私の立場を説明す ることで私の辛 さも少な くなるし、夫にも

sa



父性の芽生えとなる機会を提供することに もなる。

「私一人で も子 どもを育てることができる」 と考えている母親は、子 どもを育てるのに父親

の役割は思っている以上に大きい事実を自覚 しなければならない。特に、母親から情緒的に離

れて、自ら独立 した個性 として確立 されなければならない思春期の子 どもに、父親は、 「ああ、

あんなふ うに生きていけばいいのか」とい う 「人生のロールモデル」になる。子 ども達は父親

を通 して父母の傍か ら離れ、人生をどのように生きていこ うかを描いてみることができる。母

親は幼い時から子 どもとあまりにも密着 しているので、父親のように客観的な対象にはな りか

ねる。

男性達が父性 を持つ時期は、母親達が母性を持つ時期と異なる。男性達の父性は、子 どもが

成長 しながらどんどん姿を現す。赤ちゃんを見ながら 「この子、笑い方が昨日と少 し違 うん じ

ゃない?」 と聞く男性はほとんどいない。男性達は、子 どもの小 さな変化に気づかなければな

らず、繰 り返 し世話 しなければならない育児の仕事を、女性よ りももっと大変な仕事のよ うに

見る。それは同時に深い考 えができず、一度で結論が出ない、仕事が苦手な男性達の認知的特

性のせいで.もある。

しか し、子 ども達が成長 して意思疎通ができるようになると夫達は徐々に父性 に目覚め始め

る。子 どもの面倒を見るよ り、子 どもと一緒に遊ぶ か、教えなが ら、 「この子が私の子なん

だ」 という実感をもつ。そのため、妻が待つ ことが必要なのである。

最近、夫は我が家で 「最後の裁判官」だ。女の子なら母親が口で慰めるのもいいか もしれな

いが、母親を怖が らない思春期の入 りロに差 し掛かった男の子を私一人で面倒を見 るのは本当

に疲れ る。だか ら、考えた末、父親 を最後の裁判官に仕立てて、三回話 しても聞かないと父親

に電話 をするといって怖が らせる方法 を使 う。

子 どもを育てるには、溢れ るほどの愛情 も注ぷなければいけない し、正 しい道に導 くように

もしなければならない。 しか し、それを母親一人でするのは疲れる。父親 を排除 して子どもを

育てる母親は、優 しい母親 と怖い母親の岐路に立った時、 「怖い母親」になる道を選んで しま

う。そ して、それが、母親が τ当然や るべき仕事」であると考える。そんな場合、子どもを無

条件に抱 きしめて理解 してあげる役割をする者がいなくなる。

子 どもの教育で父親を最後の裁判官 にす ると、訓育 と面倒見の二匹の ウサギを両方捕まえる

ことができる。特に、息子を育てる母親達は、父親をこのよ うな面で100%活 用す る必要があ

る。男の子達は本能的に体格が大きくてカの強い人に威圧感を持っている。

そ して母親が苛立たって怒りながら何回 も叩くより、父親が大きな声で叱って一回叩く方が

効果的だ。子ども達に とっても、母親に1時 間くらい怒 られるよりも、父親 に10分 くらい怒

られる方がま しなのだ』

新米の母親時代、私は夫に、一対一に平等であることを主張 した。母親 と父親の役割、また
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男 と女の役割 とい うのは社会的に形成 されたものなのだから、 「男性であるあなた もやればで

きる。女性だけがやるという法がどこにあるの?」 と考えた。今 も基本的にその考えには変わ

りない。

しか し、夫のスケジュールがある時、 「今す ぐスケジュールをキャンセル して」 と言った り、

「私も出かけなくちゃ」とは言わない。 目には目、歯には歯とい うや り方で接近しないで、少

しは余裕を持っことだ。夫が男性であることを認め、男性達のライ フサイクルを理解 している

ためでもあるが、それ よりも私まで出かけて しまうと、その狭間にいる子 ども達が傷付くので

はないかと心配になるからだ。

ある友達は、 「夫 と子 どもは しつけ次第」'とい うが、 しつけを しようとして子どもをダメに

して しまうこともある。無条件の一対一を主張 して譲らず、喧嘩をすることは、いいことでは

ない。家庭はレスリングの リングではないからだ.誰 かが勝つまで戦 う場所ではなぐ、お互い

が勝利できる努力をしなければ維持ができない場所 とい うことだ。

私は、母親達が夫との関係をもう少 し余裕を持 って賢明に考えてほしい と思っている。夫は

あなたの敵ではない。敵のようであって も、見方同士になるために頑張らなければならない人

である。あなたも母親の役割、父親の役割を両方一緒にこなそ うとすると疲れ るだけだ し、子

どもにも母性 と父性の両方が必要なのである。だか ら、夫 との関係が うま くいかなければ、子

ども ・父親 ・母親みんなが幸福になれない。

夫のライフサイクルを理解 して、夫が自ら父性 を感 じられ るよ うに手伝ってあげながら、待

うてみてほ しい。それを悔 しいこととは考えないで、男性 と女性が生物学的に、社会的にまだ

まだ違いが多いからだと受け止めてみるのだ。あなたに夫の居場所を無くす権利はない。あな

たが本当に母親の役割をうまくこな したいならば、む しろ父親の役割をうまく果たせずにさま

よ う夫のために、その居場所を作ってあげて、慰めて上げる必要がある。そんなことをしても

夫は変わらないとい う考 えを捨てて、あなたの方から先に変わってみて。誰 も傷付けないで幸

福になれる道がそこにはあるのだから。

Step7何 も怖が らな いで

最初の話

魅力的な女優であるジュリア ・ロバーツが、3人 の子どもを持つ逞 しい離婚女性として出演

した映画 「エ リン ・プロコビッチ」を記憶 していますか。実際にあったことを映画化 した こと

で話題になった作品だった。

主人公は紆余 曲折の末、弁護士事務所で働 くことになるが、ある大企業が毒物を無断で放流

した という話をつかんで、それを最後まで追及 し、真実を明 らかにして世界で最高の保証金 を

得る。
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その映画が私のなかでずっと記憶 に残っている理由は、主人公がみんなか ら下品でみっとも

ないと悪 口を言われても 「服は服、仕事は仕事」 と言いながら、 ミニスカー トと胸が出る服を

.「果敢に」着こなす姿と
、職場を捜 し求めなければならない立場であるにもかかわらず、 自分

は三人の子を育てるのに最低限い くら必要であるかを堂々と要求する姿のためだった。

父親のちがう子 ども達を一人で育てながら全 く弱気にな らないで、外見とロ調で人を評価す

る世の中を 「フン」と鼻で笑いなが ら生きてい く姿が本 当にすば らしかった。

二番 目の話

数ヶ月前にある雑誌で、外国で女性 学と英文学の修 ・博士号まで取った人が、専業主婦を

「選択」 したとい う記事を見縞 カンシンジュ、彼女は、 自分を専業主婦ではなく 「ホー ムメ

イカー」であると呼んだ。.

「私に学位が何個あるか とい うのは、や りたい勉強をい くつやったのか程度の意味だけ、博

士の学位が私のタイ トルにはならないで しょう。私は私の能力 を腐 らせ るのが嫌だか ら専業主

婦を選んだのです」と語るこの母親は、自分は 「プロフェッシ ョナルな母親」だか ら朝起 きる

やいなや母親 とい う肩書きに合わせて、髪型を整え、化粧を した後、 きれいな服を選んで着て、

勤務に臨むそ うである,

育児 は得意だが、家事は苦手だと 「堂々」 と言 うこの母親は、履歴書 を書いた時、ふ と結婚

後の5年 間、専業主婦 として生 きていた時が空白であることに驚いた と言った。人生で一番

忙 しく生活 していた時は、すなわち家事をしながら子育てをしたその期間だったが、実際履歴

書を書こうとすると書 くものがなかった。博士などよりもっと高度の創意力 と思考力が必要だ

った 「ホームメイカー」の仕事を、社会がこんなに冷遇 しているとは。 その期間を空 白に残し

てお くことを到底納得できなかった彼女は、履歴書の職業の欄に 「ホームメイカー」 と書き、

作品として夫と子どもを記入 したと言 う。

告 白するが、私はわず か3～4年 前まで教授室に子 どもの写真を堂々と(?)置 くことがで

きなかった。写真はもちろん、病院で子 どもの話をするのも意図的に避けてい鳶。

人々、特に男性達が 「あの先生は一日中子 どもの顔を見て、口を開くと子 どもの話ばかりす

る」とい う考えであることを知ったからだ。子 どもの母親 とい う事実を一度 も恥ずか しく思っ

たことがないが、私に小 さな落ち度でもあると、す ぐに私が子持ちの母親である事実が攻撃 さ

れると思ったので、その ような隙を見せない方がいいと思ったからである。

しか し、面 白いのは育児への参与度が私の20%に も満たない夫が、自分の部屋の壁 に子 ど

も達の写真を 「誇 らしげ」に飾 っていることである。

ある瞬間、私は、私の中にいまも恐怖心がたくさん残っていることに気づいた。

「この殺伐 とした現実のなかで、子どもを育てながら職場の生活を してい るのだか ら、この

程度のことは当然で しょ?」 と堂々と声を張 り上げて言っても足 りないくらいなのに、自分で
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わかって自重 しているのを、果た して誰が 「わかって」、私を 「大事に して」 くれただろ うか。

自分のなかの恐怖心に気づいた後に、やっと私は子 ども達の写真 を部屋 の壁にかけて、私が

キ ョンモ、チ ョンモの母親である事実を堂々と話し始めた。 しかし、世の中が変わったのか、

それまでの私の被害者意識が強すぎたのか、悪影響は思ってい たほどになかった。

コンプレックスが怖いのは、完全 に克服するのが難 しいことにある。 「三つ子の魂百まで」

と言 うことわざがあるように、一度固まったことを直す ことは難 しい。 しか し直す気があるの

なら、母親の役割をあま り完壁に しようとしないで、与えられた状況で最善を尽 くそ うと考え

たらどうだろ う。何にも怖がらないで…。

この世で最も怖い敵は誰だかわかるだろうか。それは自分 自身である。私が怖がるとい くら

よいことも、私のものにならない。それだか らといって試 しもしなければあまりにも悔 しいで

はないか。

面白いのは、私が経験 したように試 してみると、その結果が案外つま らないものが多い こと

である。コンプレックスに陥って、私一人が被害者意識に駆 られていたのを知って、私が一人

笑いする結果が多いとい うことだ。そ して、結果がよくなかったら?七 転八起の精神でまた起

きてぶつかればいい。

世の中で一番辛いと言われる出産 の苦痛にも耐えてきた し、疲れてもとにかく今まで家事労

働と育児も熱心にこな してきたあなたである。あなたは思ってみれば、できないことはない。

ただ準備なしに耐えられない状況にぶつか り、しばらく 「よい母親 コンプ レッスクス」に侵 さ

れているだけだ。 しか し、今やあなたは知っている。 「よい母親 コンプレックス」がこれ以上

安全な避難所(?}に なれないことを・%

多分、私がそ うであったように、あなたが これからもぷっか らなけれ ばならない一番大きな

敵は、すなわちあなた自身だろ う。だか ら、母親の役割をす るあなたが、自分で自覚 して世話

をし始めれば、これ以上怖れるものはない。 あなたも十分に第二のエ リン ・プロコビッチにな

ることができる。

期待 してみようではないか。何にも怖れないあなたが新 しく描いていく世の中が、あなたと

子どもの未来が… 今 日か ら始まる。今 日が正 しく、あなたが幸せな第二の人生をスター トす

る日なのである。
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4.ひ ょっとす るとあなたが見落 と している本 当に大事な こと

あなたは何のために生きているのか

「シンイジン、 こっちへ出て こい!」

「なぜ私が叱 られなければいけないのですか?」

「まったくこいつは… 」

私の学生時代は気の滅入る時が多か った。設問の主旨さっぱ りわからないテス ト問題につい

て質問すると、答える必要な し、と無視 され、みたところた しかに答 えが二つになる問題 を指

摘す ると、解明 して くれるどころか先生に歯向か うなと叱 られ ることが 日常茶飯事だった。「考

えること(蹴io9)」 が大切だと言われ、悩み悩んだ末に答えると、ほめ られ るどころか叱 ら

れ てばか り。それでも若い先生た ちは私 を理解 しよ うとしたが、年老いた先生たちは私の言 う

ことであれば、すべてダメダメと首を横 に振った。

それは、私が 自ら間違った と納得できるまでは屈服 しない しつこい学生であったか らである。

実力もないくせに権威ばか り押 し立てる先生に対 しては、私の攻撃 はさらに強 くなった。 ひど

い場合には前 日に質問の材料を探 しておいて、それ に関する内容の本をすべて読み漁る用意周

到 さまで見せた。私がそんなことをよくしたので、友人たちは私にそのよ うな兆 しが見えると

す ぐ気づき、 ぐっと緊張 した。 も しか したらその火花が自分たちの方に飛んで くるのではない

か と心配 して。

私は年老いた人達が嫌いだった。政治家もそ うだ し学校の先生もそ うだが、年齢相応の価値

を見出せないほ ど惰性 に浸っていて、自分が無条件に正 しい と主張す るおか しな人が多かった。

それで私は、心底決心 した。

「私はそんな生き方をす るより、40歳 になった ら自ら命を絶 とう。」

その ときの私は自殺を軽 く考 えるほど、命の尊 さを知 らなかった。私 自身が生かされ るよ う

なものがなかったか らかも知れない。それで生 きる理由を探そ うと努力 した。耐え難い存在の

軽 さが私を悩ませていた。虚無な人生をただ一 日一 日延命す るのが嫌だったか ら。無意味に生

き、消えて しま うことが怖か った。 しか し、その理由はたやす く探す ことはできず、何 とい う

ことのない歳月ばか りが流れていった。

アメ リカ留学時代、私はある瞬間、運転 をす る必要性 を切 実に感 じるようになった。 アメ リ

カは どんなに広いか。私が、免許がない と言 うと、まわ りの人達がおか しな目で見るのも無理

のないことであった。 これ以上、延ば してはいられない と考え、夫の協力 を得て一生懸命に運

転免許の試験準備に取 り組んだ。
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しか し、試験 の当 旨、メキシコ出身の試験監督官の英語を聞き聞違え、コースを回ることも

できないまま途 中で脱落 して しまった。その瞬間、本当に苛立た しかった。 これ まで辛 くても

敢えて無視す るよ うに努めてきた留学生活の苦労が、一気に脳裏 をかすめていった。わ ざわざ

時間を割いて運転を教えて くれた夫にも申 し訳なかった。

何がそんなに悔 しかったのか、 目から涙がぽろぽろ流れた。試験場から家 まで どうやって帰

ってきたのか記憶 もない。す ぐに倒れ るよ うにアパー トの ドアを開けて中に入ると、暖かい 日

ざしを浴びなが らベランダに座って何かに熱中 している息子の後姿が私の目に入 った。涙 を拭

いてチ ョンモに近づいていき聞いた。

「チ ∋ンモ くん、.何を してい るの。」

「お母 さん、 これ見て。」

チ ョンモはベランダの窓格子の問にフォー クを用心深く入れなが ら、私にこっちに来て見て

よと言 う。 この世界でこんなにおもしろいことはないとい うように、小 さな隙間にフォー クを

落 としている姿を見て微笑みが出てきた。 自分の手 よりも大きなフォー クを持 って、一 日中遊

んでいたらしいチ ョンモの様子がお もしろく、けなげだったので笑いが止まらなかつた。

私は下の階に降 りていき、諒解を得てその家のベ ランダに落ちたフォークを拾 ってきた。 フ

ォークを持って玄関に入った とたん、私に走うてきて抱かれ るチ ョンモ。私の膝に顔をこす り

ながら甘えた。 いつもなら、 くたびれた心で しばらく抱っこ してあげたあ と離 したはずだが、

その時は心から強 くチ ョンモを抱いてやった。

その瞬間の充足感は、言葉では言い表す ことができない。運転免許試験 に落 ちたことが何で

あろ う。 これまで異国で感 じた辛 さまでもが、その時だけはとてもささいな ことの ように思 え

た。私には 「お母 さんが一番好 きだ」 といって胸に抱かれているチ ョンモがいるではないか。

私が もう一つ思い出す のは、長 く時間が経 った後、アメリカ留学生活を終えて帰 って来た忙

しい頃の ことである。午後遅 く一本の電話がかかってきた。

「ニュース聞いた?」

同期生の落ち込んだ声が何か普通ではなかった。

「あの先輩、 自殺 したの。」

信 じられ なかった。その先輩は非常に優秀で、早 くか ら多くの人々の間でスポ ットライ トを

浴びてきた人だったか らだ。 ところが、手術が失敗 して訴訟にかけ られ、その罪責感 と苦痛 に

耐えることができずに、 自殺 したとい う。

病院 とい うところは、人の命を扱っているだけに、患者家族 との間で死 なせた ・助 けたとか、

訴訟を起 こす ・起 こさない とい うことが よく起 こる。私にも唖然 とす ることが多かった。

しか し、私は一度 も死を思い浮かべたことはない。 ところが、彼女は一度の失敗 に耐えられ

ず空 しくこの世を去って しまった。この世には彼女を支えてくれ るものが何に もなかったのか。

自分が築き上げた社会的 な名声 ・学問的な成就 ・経済的な豊かさな ど何にも役に立たなかった
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ようだ。

「あなたは生きていて幸せ?」

そのことが起きる以前のある日、その先輩は私に聞いた。いきな り真剣にそのような質問を

投げかけるのがおか しかったが、結果が こんな ことになるなんて… 。

私は椅子 にべた りと座 り込んだ。信 じ難い先輩の死。落ち込んだ心境を立てなおそ うとして

いるとき、チ ョンモが私 の胸に抱かれて きた ときのこ とが思い出されてきた。そ うす ると、私

は自分で も気づかない安堵感 と感謝の気持ちに胸をなでお ろす ことができた。

振 り返 ってみると、子 どもを産んだ後 「なぜ生きるのか1と い う問いかけを していなかった

よ うだ。「生 きること炉なんでこんなに潤いがないのかな」とい う思いはあったが、死を浮かべ

るほ ど人生が虚無だとい う思いは しなかった。唖然 としたことに当たって も、子 どもを考える

と私がこんなに弱 くてはいけないと心 を新たに した。

アン トン ・チェーホフ(AntonPavlovichChe㎞Ov)の 短編小説 で読んだ中に、 とくに私の

心に残っている場面がある。ある若い鉄道技師が線路で街灯 をみながら雷 う。

「人生は空 しいものですね。」

その言葉を聞いた年老いた技師が言 う。

「それは階段の下の方 から上を見ながら、上の方へ行って もろ くなことはない と言 うことと

同じなんだ。行 ってみたこともない くせ に空 しいなんて言わないで。階段を一段一段上 った こ

ともないのに、 どうして上の方で見渡 した世界の話 をすることがで きるのかい。」

階段の下でい くら階段 の上でみる世界を想像 しても直接階段の上 に上が らな くてはその風景

を知ることはできない。 そ してその経験は、どんな想像 よりも濃いのだ。

「あなたは何で生きているのですか?」

誰かが私にそのように聞 くな ら、私 はニ ッコリしなが らこの ように答えるつ もりである。

「なぜそんな質問をされるのですか?」

冗談のよ うに聞こえるか も知れないが、冗談ではない。 もともと孤独で寂 しいもの といわれ

る人生。 ところが、子 ども達はそのような問いを発することのできるほ ど私をのんび り(?)

させて くれない。そ して何 より私には想像に根 ざした不安の代わ りに、現実に根 ざ した強さが

あるので空 しさを感 じる暇な どないのである。

r信 じるもの」が与える力は思 う以上に強い

論文準備 で徹夜をしたの も.もう五 日目。風邪気味で眠って しまった私がびっくりして目を覚

ます と、時計の針 は既に午前7時 を過ぎていた。急がなければ、キ ョンモ、夫、私み んな遅刻

だ。疲れを感 じるひまもな く夫を起こ して、子 どもの部屋 に走ってい く。
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「キ ョンモ 、チ ョンモ、起 きて。」

これか ら始 まる戦争。 キ ョンモは私が呼ぶ声を聞いたのか どうか、まだ夢の中をさま よい、

チ ョンモは昨 日忘れた学校の準備物を用意 しなければならないと私の腕を引っ張って騒 いだ。

その拍子に居間では着てい くスーツがない と夫も一役(?).買 う。

風邪気味なのか朝ごはんを拒否するキ ョンモ。それを見過 ごす私ではない。 なだめてスプー

ンを持たせた後、茶碗 がきれ いになったのを確認 してからキ ョンモを離 してやる。

ところが、キョンモを自分の部屋 に行かせたか行かせないかの うちに、今度 はチ ョンモが事

故を起 こす。 しばらく目を離 していた隙に、大きな割れ音 とともにやかんが食卓に引っ くり返

され、ガラスコップが二つに割れていた。母親がいま、掃除をするためにやって くる一歩直前

であることを知 ってか知 らずか、チ ョンモは逃げ込んでしまった。割れたガラスを箒で掃 いて

いるのに、また夫が急かす。

「急がなきゃ病院へ送れないよ。今 朝、重要な会議があるんだか ら。」

「それな らチ ョンモが学校に持っていくものを用意 してあげてちょうだい。」

夫はわかったと言ったが、 これでいいとか、あれ がない とか、父子間でけんかする声が して'

結局は私が後始末をす る。一回 目の戦争が終わった後、やっ とほっとして家を出るが、何か悪

い と思ってか、一言、言 う夫、

「我 が家では、きみがいない と何ひ とつできないんだよ。」

「いま頃わかったの。」

少 し照れ臭 くてこのように言いなが ら、私は心のなかで考 える。

「私がこんなに偉い人だとは、私 も知らなかったの よ。」

キ ョンモ とチ ョンモを育てながら、予想 していなか った事故に遭 うたびにもう慣れたためだ

ろ うか。 ある 日、ふ と独 り言を言っている自分に気づいて、私はび っくりした。

「まあ、この程度なら何でもない。」

本 当に子ども二人{当 然、夫 まで合 わせ ると三人)も 育てていた ら、ある程度厄介なことで

も、今ではそんなに大 したことではない ように思える。以前ならどうしよう?ち ゃん とでき

るだろ うか?失 敗 しないだろ うか?一 千万回悩んでさらに悩んだはずである。迫って来 る

ことがあってもできるし、また12年 間もそのように生きてきた。今 はそんなふ うに考える。

「人間は完壁ではない。失敗を しないように最大限努力するが、失敗 したか らといって どう

だろ う。再度失敗 しなければそれでよい。」

いつの間にかこのように変わってい く私の在 り方を整理 して くれたのは、いっ も私と一緒に

いた仲間たちであった。

「以前から話 したかったけど、この頃す ごく余裕があるように見えるわ。」

私はその話を聞きなが ら大声で笑った。何を言お うとす るのか気づいたか らであ る。以前の

私は、すべてのことを少 しの誤差 もなく完壁に しない と満足できなか った。未婚の ときのあだ

名は 「ナイフ」であった。 もともと性格が鋭敏なせいもあっただろ うが、失敗を受け入れ るこ
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とができなかったためだ。 自分の欠点 も耐えられないのに、他人の欠点を認 めるこ とはできな

かった。

しか し、完壁であろ うとすればするほ ど、私の欠点を自分で耐えねばな らなくて辛いのは 自

分 自身だ。相手の表情が よくない と、嫌なことで もあったかなと考える以前に、私が何か失敗

をしたかな と後ろめたさがあった くらいだったから。不要な 自責感で苦痛の時間を過 ごしなが

らも、私はそれか ら逃れ る脱出口を探すことができなかった。その ような私に、余裕 なんかあ

るはずがなかった。

「お母 さん、お母さん」

チ ョンモがスケッチブ ックをもって私の ところに走ってくる。

「今 日お母 さんの顔を描いたよ、これ見て。」

お化粧 もあま りしない 自分の母親の顔にマスカラを塗 り、まつげも長 くきれいに描いてある。

「お母 さん、こんなにきれいなの?」

「もちろん。世界で僕のお母 さんが一番 きれいだよ。」

目のあた りに しわができ、潤 いのない皮膚が歳 をとっていくことも隠せないのにこんな母親

のどこがきれいだろうか。子 ども達の催眠術(?)の おかげで以前にはなかった病気ができた。

お姫様病。 これは本当に醜い姿までもきれいだと言って くれ る子 ども達のお かげだ。

「信 じる こと」。正にそ うである。私がい くら奈落に落ちても、私 を 「お母 さん」 と呼びなが

ら世界に二人 とない存在 としてみてくれ る子 ども達。そんな信 じるところがあるためだろ うか。

以前は決 して容認することができなかった私の二段腹 も許す ことができ、お腹 がすいた ら太 る

ことも気にせず寝 る前に砂糖 を入れて牛乳を飲む。おい しいチーズケーキが一切れで も残って

いた らため らわず口に運んでい く。夫がこの頃は見るに見かねて私のお姫様病 にたまにブ レー

キをかける。

「あま りにも厚 かましいん じゃない?」

そ うしてみ ると私は本当に厚かま しくなった。 ある ビール広告に 「世界 よ、かかって来い。

私はあなたが怖 くないか ら… 」 とい う文句があった。本 当に私の心構 えが正 しくそ うである。

私は子 ども達によって、その深 さを測れ ないほどの充足感で満た されている。 この子達は、

私が完壁でなくてもあるがままの私を愛 して くれ る。今、私は失敗を しても以前の ように自分

を責めた りは しない。そ うして私 自身と他人に、必要以上に厳格に執着することがなくなって

いる。思 うよ うに早 く成果が現れなくても、 自責のかわ りに余裕 をもって待 ち、他人の欠点に

対 しても寛容に受容するよ うになった。

精神科専門医として自らを診断 してみ ると、確 かに子 どもを産んでか らの私は.`セ ルフ コ

ンフィデンス(8ehicon丘dence)、 すなわち自己信頼感が高くなった。今私は誰 が何 と言 って も

関係な く、私が正 しいと信 じるところまで進 めてゆ く。他人の非難や忠告を不愉快にな らずに、

学ぶぺきことだけ選んで私のものにする。私に対する悪 ロに動揺 した りしないし、褒め られた
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か らといってす ぐに浮わついたりしない。子 ども達によって私はは じめて、 どんな風 にも揺れ

ない健やかな木になることができた。

この ような変化が可能であるように助 けてくれた子 ども達には感謝するのみである。子 ども

達がいなかった ら、私は このような高次元の精神発達 を遂げることはできなかっただろ う。 そ

れで、私 の厚かましさを叱る夫をわかったようでわか らない圭うな微笑で眺めなが ら、心か ら

言 う。

「あなたも信 じられ るものを一度もってみなさいよ。」

子ども達が私に くれた予想外のプレゼン ト

あなた もプ レゼ ン トをもらいなが ら、申し訳ない気持ちになった ことがあるだろ うか。

私はある瞬間から、私がキ ョンモ とチ ョンモにあげるものよ り受 け取るものが もっと多い と

い うことをぼんや りと感 じるよ うになった。 この感 じはとて も意外 だった。私が誰なのか。与

えることが惜 しくて、罪 もない子 どもを罪人扱 いしながら憎んだ人 間ではなかったのか。

しか し、子ども達は何度もプ レゼン トを渡 しでくれる。予想できなかった場所で予想できな

かったプレゼン トをい きなり出 して くれ る。感謝 しながらも、心の隅では申 し訳なさが蓄積 さ

れてい く。 もしか した ら、今、私が この本 を書いてい るのも、将来 、我が子達が この文を読み

ながら母がそのプ レゼ ン トをすべて記憶 していることを知ってくれ ることを願 っているか らか

もしれない。そ うすれば、少 しはこの申し訳ない と思 う気持ちを減 らすことがで きるよ うに思

うから。

笑い

夫が言 う。子 ども達がいない と笑 うことがないと。それは正 しい。 歳をとればとるほ ど笑 う

ことがなくなる。愛情映画をみてももう感動がなく、 コメデ ィーを見ても大笑いす ることがあ

ま りない。 でも子 どものために笑って生 きる。

何 日か前、お父 さんとお風呂に行ったチ ョンモが静かな声で言ったそ うだ。

「お父 さん、ぼ くには心にも口があるみたいだよ。」

「それはどんな意味?」

「何か と言 うと、僕は口で言 うこと以外 に心の中にも考えがたくさんあるか ら、心に も口が

あ るみたいだってい うことだよ。」

「ええっ?」

チ ョンモの可愛 らしい話に夫は大声で笑い、その 日一 日中、 口元に微笑 を浮かぺていた。私

はチ ョンモの話 よりも夫が笑 うのをみて、一緒になって随分笑った。笑いの絶えない家庭 を作

ろうと思 っていたが、かえって子 ども達が私達に笑いを与えて くれ る。
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鏡

成錫憲(ハ ム ・ソクホン)先 生の詩 「あなたにはそんな人がいるか?」 の中にこのよ うな一

節がある。

「その人のためな らこの世の多くの人に同調することなく静かに ノーが言え、その顔 を思い

浮かべただけで、あらゆる誘 惑を追い払 うことのできる、そんな人があなたにはいますか。」

私はため らうことな く言える。愛するキ ョンモ とチ ョンモが私に誘惑を追い払 うよ うに して

くれ る。行き当たりばった りの暮 らしを してはいけない と考えさせ る。慌てたあげ く横断歩道

ではない ところで渡ろうとしたが、子 ども達のことを考えて立ち止まる。私が子 ども達に横断

歩道で渡るように教えているのに、私がそれ を守 らない といけないか ら。夫 と夫婦喧嘩を して

もすぐ仲直 りす る。子 ども達に友達 と仲良く過ごす ように言ったのに、私が声 を荒げて夫と喧

嘩を してはな らないか ら。私の子 ども達がプ レゼン トして くれた 「鏡」の前で、私は絶対悪い

心になれない。む しろ、今 よりもっとすば らしい善の生き方をするために努めるよ うになる。

和 解

稲は成熟す ると首を垂れ ると言われ るが、私は大きくなればなるほど常に母 と言い争 った。

母は主に 「しないよ うに」 と言ったが、私 は 「する」と主張 した。一度 したい と思 ったら最後

までや り通す私のため、母 は心でた くさん泣いたはずだ。 そ うしてはな らない と決心 しても、

母の前に立つ と口をとが らせ ることになった。それでも私は、母がいつ も私のために存在 しな

ければな らないと考えた。 それで私は上の子を産んだとき、当た り前の ように母に子 どもの面

倒をみて くれ と堂々 と頼んだ。

ところが母は、今からは自分のための人生を生きたい と言った。 当然なのに、母にその権利

が十分にあったのに、その時はなぜあんなに恨めしかったのか… 。

そんな私 は下の子を産んだ後、母の思いがわかってベ ッドで ワァー ワァー泣いた。 下の子 を

産んでから、私は母がこの ような苦痛 を四回も経験 したのだと、 自分の人生を私達にすべて捧

げたのだと、その ときになってやっとありがたくてすまない気持 ちになった。チ ョンモが私 と

母を和解 させてくれたのである。

夫の実家 とも同 じである。お姫様か ら下女に急降下する気持 ちにさせ る夫の実家が初めは憎

かった。 ただ、怒 りを爆発 させるのが怖 くて、その気持ちを外に表 さなかっただけである。

ところが、二人の子 どもを育てながら舅と姑にそ うしてはな らない とい う思いが した。私 に

とって子 どもがこんなに大事であるように、彼 らにも自分の息子が大事だったのであろう。 そ

して畿をとってい く舅と姑 をみ ると、憐欄の情が こみあげてくる。今回も、二人の子 どもが夫

の実家 と私 を和解 させてくれた。

親 になってか ら自分の親 と和解ができた。二人の子 どもがなかったならば、私はまだ愚かな

人間であっただろ う。親達は歳を とりながら得た知恵を聞かせ てくれ、私はそれを注意深 く聞
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く。聞いてみると、と.てもす ばら しくて賢明な忠告ばか りである。

追 憶

結婚17年 目の私たち夫婦。この頃は対話の80%が 子 ども達の話である。それで夫は笑いな

がら 「子 ども達がいなかった ら、私達は何の話 をしなが ら生 きていたんだろ うね?」 という。

私に して も、大人になってか ら後のもっともいとお しい思い出は、すぺて子 ども達を育てなが

らできたのだ。 アメリカ留学時代、ある学生が老教授に聞いた。

「老人になった ら何を楽 しみに生 きるのですか?」

彼の答えは次のようであった。

「一 日中、以前に良かった思い出を繰 り返 し考えていたら、退屈 な時間はない よ。1

その時は子 どもがまだ幼く、すべ きことも山積 していたので、私にはそれが どんな意味だか

よくわか らなかった。.私は一 日一 日を生きることだけでも大変なの に、その歳になって思い出

として残るものなんて何があるだろ うかと思っていた。

ところが、そ うではなかった。苦痛 も思い出にな る。我達夫婦は、過去に幼稚なこ』とでひ ど

いけんかを した ことを思い出 し、今は笑いなが ら、苦痛に耐えられ るよ うに してくれたその時

のエネルギー と情熱を殊勝に思 う。子 ども達の話は、一晩話 しても足 りないほ どである。私は

細かいことまで よく覚えてい るタイプなので、話はおもに私が提供することか ら、得意になる

お もしろさもある。歳をとりなが ら私は子 ども達が私 にくれ る思い出がさらに多 くなる ことを

感 じる。そ して このよ うな思い出は、歳をとるほ ど価値を発するであろう。そ して老年の私の

人生は、その思い出で輝 くだろ う。

幸 福

私は経済的に豊かな家 で育てられた。そ して私が したいことがで きなかった覚 えはほとん ど

な く、お金が大事であることを知 らずに成長 した。私が自らお金を稼 ぎ始めてか らは、自分の

ためにお金を使 う.ことを惜 しまなかった。10万 ウォンが私の手 もとにあ ると、映画を見、服を

買い、おいしいものを食べた。 ところが、いっも何かが空 しく幸せではなかった。

権力、地位 も重要であった。医科大学では他の学生 より少 しでも高い点数 を得 ることが重要'

で、認 められるためにいつも戦々恐々 としていた。その結果、尊門家 として成功 し、他人も羨

ま しがった。一時はそのよ うな成就感 が与える快感 を楽 しむ こともあった。ところが、結局 「そ

れが何 になるの?」 とい う思いを消す ことはできなかった。

今は、お金を使 わな くても幸せである。少々遅れてもまった く不安ではない。子 ども達はお

金、権力、地位がな くても幸せになれ ることを私に教 えて くれた。「成功」とい う冷たい灰色の

都市を向かって走っていく爆走機関車か ら降 り、「幸福」の庭園で家族 と顔を合わせ なが ら感 じ

る生き方は、とても暖かいものだ。
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羅針盤

「トム ・ソーヤの冒険」に熱中 していたキ ョンモがある 日、私のところにきて 「自由」の意

味について聞いてきた。 トム ・ソーヤの 自由な生き方を羨ま しい と思いなが らも何の干渉も受

けないで生きるその姿が寂 しく見 えるとのこと。何でもないよ うに言 うキョンモだったが、私

はある瞬間、胸がジン とした。キョンモがその本で感 じた 「自由」は30余 年 ほど前、キ ョンモ

の歳頃に私が感 じた疑問 と同 じものだったか らである。

「私が歩んできた跡をこの子 も慣れない歩みで追ってきているんだな。1

私はそのとき、は じめて私が流れる歴史の中に存在 していることを実感 した。人間 として世

代をつなげていく責任 ある者 として私を生 まれ変わ らせたのである。私 の母親 から私に、また

キ ョンモに歴史は流れ る.そ の歴史が果た してどの ような歴史になっていくのか。その方向 に

私 も寄与する。そのささいな歴史が集 まって巨大な歴 史の筋をつ くる… 。それは私に再び人生

をよ く生きねばな らない との思いを抱かせた。

ただ流れ るまま身を任せてはな らない。 どこへ どんな姿で流れるべきかを知 らせて くれたキ

ョンモは、私の人生の羅針盤である。

私が夫をみて笑わずにいられない理由

去年の冬休み、思春期に入ってきたキ ョンモが徐々に母規の統制権外へ行っていると思った

私は、冬休みが始まってから特効薬の処方をくだす ことになった。夫に支援要請 をしたのであ

る。ふだん席について勉強す ることを極端 に嫌っていたキ ョンモは、特に数学で思考力を要す

る図形分野が出ると、まったくお手上げという状況になった。励 ま してみて もキ ョンモの態度

に変化はない。

っいにときが来た と感 じた私は、夫 を呼んで静かに言 った。

「これからはあなたの出番よ。 これまでは私がなんとか してきたけど、これか らはあなたの

助けがなければダメなの。」

ところが、それが夫を偉 くしたよ うである。

「そ うか。 それな ら僕が出ていってみるか。」

姿勢を正 した夫は、その後何かを決心 したよ うで、忙 しい時でも毎週時間を決 めてキョンモ

と数学の勉強をは じめた。しか し、子 どもを勉強 させ ることが親の思い通 りにな るであろうか。

最初は優 しい父親のシンポルであるかのよ うに柔 らかな声でキ ョンモに接 していた夫がついに

声を荒げは じめた。

「まだこれ もわか らないの?お 父 さんがさっき教えただろ う。お父 さんを怒 らせ ようと思

ってわざとやってるんじゃないの?ゴ

「お父さん何でそんなに腹を立てるの。本当に分か らないんだ。 これ をやめてサ ッカーで も
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しよ うよ。」

それは どうみても漫才のようだ。隣で見ている私の 目には大きな子 ども二人がけんかを して

いるよ うに見えた。 ところが、最後になっていつも興奮 して騒 ぐのは夫の方であった。何か仲

裁が必要だったが、私は知らないふ りを した。夫の初めての試みではないか。

案の定、はじめてか ら何 日も経たない うちに夫は疲れ切 って、白旗 を挙げるよ うになった。

子 どもと共感を分かち合 うのが父母 と子 どもとの基本であるのに、歩 くこともできない夫が走

ろ うと頑張っているのだから、ちゃん とできるはずがない。

「塾でも行かせようかな… 」

独 り言 を言った ら、夫が強 く反対 した。

「何を言 っているんだ。父親になってこの程度 もできなかったら、これか らどうす る?ち

ょっと待 ってみて。僕の息子なら絶対 これで終わることはない。暫 くの間そっと見ていて。」

その後 も何 日も孤軍奮闘 していた夫が、ついに少 しずっ要領をっかみ始めた。無条件に進め

てばか りだったのが、い よいよ子 どもの立場で考える方法を習得 したのである。説明を一度 し

てあげた後、キ ヲンモが理解できない ようだったら、その前段階のある部分か らひ とつひ とつ

繰 り返 して説明 してあげるよ うにな り、集中力が落ちるようだった ら適 当に休 ませながらや る

気を喚起 させたりした。

そ うす ること一ヶ月。 とうとう私は、一度始めると一時間以上は続 く数学の勉強に、夫 とキ

ョンモが時間の経つの も忘れて熱中する姿をみることになった。夫の涙 ぐましい努力 で、キ ョ

ンモの数学の実力は目に見えるほど向上 した。

しか し、それ より良か ったのは、ふだん夫が無愛想なので疎遠に見えていた父子間 に何か密

な繋が りができたことである。

「お母 さんはあっちに行ってよ。 これはお父さんと僕が解決す る問題だ よ」 と、キ ョンモが

厳粛な表情 をした りした。

そんなある日、長い休みが終わる頃だったが、休み中の宿題 を終えて友達 と遊ぶために慌 て

て出かけていくキ ョンモの後ろ姿をみていた夫が、突然 こう言った。

喉 は今、キョンモの気持 ちをすべて理解することができるようだ よ。」

何の話か と聞く私をみる夫の 目が真剣であった。

「僕はこれまでキ ョンモが何を考えているのか、まるで分か らなかった。 とんで もないこと

ばか りしていたか ら判断ができなかったが、今 はあの子の心をちゃん と読めそ うだ。」

夫には申し訳ないが、その話を聞いたとき、私 は込み上げて くる笑いを飲み込むのに本当に

大変だった。やっ と心を落 ち着けて、 どうしてそ う考えるようになったかと知 らないふ りをし

て聞いてみた。夫はキ ョンモの数学の学習帳 を見せなが らこう言 った。

「これがキ ョンモ と僕の心が通 じた跡だ。」

その話を聞いた瞬間、夫が感 じた気分が どんなものであるか、ほかの説明を聞かな くて もわ

か るよ うだった。子 どもの立場で世界を眺めて感 じない と、絶対子 どもを理解する ことができ
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ないだけでなく、ちゃんとした関係が形成できないとい うことを10年 以上体験 してきた私では

ないかφ 自分が話 したことに感動を受けたようで胸 いっぱいにな った夫は、好奇心のある表情

でこのよ うに言った。

「きみが これまでどんな心構えで子 ども達に接 してきたのか、わかるよ うな気がす るんだ。

僕 もこれか らは、ちゃんと一緒に参加できそ うだ。」

その話を聞いて私は、ひ とりでニ ッコ リ笑った。 夫が子 どもとの交感 を深 めるとい うことが

一方では とても嬉 しかったが
、それは私が経験 してきた、またこれか ら経験す る交感 とは比ぺ

にな らない ものであることがよくわかったからである。夫 は自分 が体験 した交感の時間が、子

どもとの関係 をなすす苓てであるように浮かれていた。私 は心か ら言った。

「それは氷山の一角なの よ。」

率直 に言 っていくら共感 したとして も、お腹のなかで10ヶ 月間一つの身 となって生き、生死

苦楽の出産の現場をともに し、その後一時も精神的紐帯感 を失った ことのないそんな関係を、

夫がいかにすべて理解 し、共感できるだろ う。

キ ョンモが小 さかったとき、夫と私は交代で子 どもの面倒をみた。 ところが、夫は夜中に子

どもが泣いても、絶対 目を覚 ますこ とができなかった。 とな りの部屋の私が起きて子 どもをあ

や した。朝になって起きた夫は、私に誇 らしげに言 っていた。

「キ ョンモ は夜一回も泣かずによく寝た じゃないか。」

子 どもが少 し大き くなって童話を読んであげる時期 で も同 じであった。夫は子 どもが同じ本

を4回 も読んでくれ とせがむ と腹を立てて 「おまえ馬鹿 じゃないの?」 と子 どもとけんかを し

た。子 どもは一度関心 をもっ と、興味がな くなるまで絶えず反復す るとい うことを夫はわかっ

ていなかった。それ こそ共感 と体験 を通 じてこそ悟ることになる。 その時、私は さっと夫の手

か ら童話の本をとり 「キョンモがお もしろがるところは、ここよ。 このために続けて読んでほ

しがるの。」 と言いなが ら代わ りに本 を読んでやった りした。

それだけではない。盲腸の手術 を受けた 自分の兄に私が消毒薬をぬってあげるのをみて、チ

ョンモが自分のお腹を出 して泣きわめ く理 由も夫は理解できなかった。夫はその とき、兄が痛

がっているのにそれ もわか らずに駄 々をこねる、 とチンォモを叱った。 そばにいた私がす ぐ痛

くもないチ ョンモのお腹に消毒薬をぬってあげるのをみて も、それが兄 に対す る嫉妬心 をなだ

めるためであることが理解 できない夫であった。

それ は決 して夫が何か間違ったか らではない。言葉 では言い表せない、この世のすべての母

親 と子 ども間の同質感 であると言えようか。神様が女性 を繊細で鋭敏な包容力のある存在 につ

くった理由が ここにあるか もしれない。

私は今 もキョンモ とチ ョンモがお腹の中にいたときの記億 を忘れ られない。夜寝ている母親

のなかで身 をす くめていた子が、母親が 目覚める瞬間、自分も起きて伸びをするその感 じ。起

きよ うとす るとサ ッカーをす るように、お腹の一方か らどんどん と足を動か して蹴 るよ うな感

じが今 も生々 しい。
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それ だけではない。 まるまると太った0歳 のキ ョンモが真夏に袖 な しの服を着て、自分の母

親 をわかっているかのようにニコニ コしていた姿、その感 じをどの ような言葉で表 現できるだ

ろ うか。片手のなかにポコンと入 るような小 さな足 と魚の鱗のよ うに柔 らかいつ めがついてい

た指 を見た ときの感 じをどのよ うな言葉で表現できるだろ うか。「母」と呼ばれる人たちだけが

感 じる、その驚異的で感動的な感情は、断言するが、神様が与えて くれた祝福に間違いない。

キ ョンモが大きくな り、チ ョンモ も幼 さか ら脱皮 しようとしている今、私の頬か ら伝わって

きたそのしなやかな子 ども肌の感 じが懐か しくて、夫が知った らびっくりするだ ろうが、たま

には子 どもをもうひ とり産 もうか と真剣に悩んだ りす る。 この前、夫がこう言った。

「まだキ ョンモとチ ョンモがそんなにかわいい?も う大きくなったからそ うで もないん じゃ

ない?」

もちろん小 さい時に感 じた驚異的で感動的 な感 じは、もうないことは事実だ。でも母親 にと

って子 どもとい う存在 は大きくなればなったで、またそれな りの経験を与えて くれ る。小 さい

時には 目に見える身体的な変化を経験 させて くれた とすれば、大き くなってか らは、精神的成

長 をともにす るのではないか。 もしかす ると、それは 目に見えないため、 さらに神秘的で感動

的な ものかもしれない。

自分ではない他人に完全に感情移入ができる関係は、母子関係 しかない。 いくら愛す る関係

であって も私が完全にその人の代弁者 とな り、もっぱ らその立場で世界 を眺めることはできな

い。も しその境地に至るとしても、その関係 は長 くは続かない。人間の属性上、時間があま り

経たない うちにこれを拘束 と思って諦めるか、仕方な く耐える関係 として残 るほかないか らで

ある。

しか し、母子関係はい くら否定 しても諦めることのできない関係ではないか。それで、ある

人は母子 を指 してf極 度の愛憎関係」 とまでいった。愛 しながらも極度の絶望感 を与えた り受

けた りし、それでも一筋にお互いを見つめるそんな関係だ とい うこ とだ。

私はそれで、今 日も絶えることなくあれ これのことで私の頭を悩ませる二人の息子 と触れ合

うことが嫡 しい。それがこの世の何 ものにも変えがたい感動 と書びをもって接近 してくること

を、そ してそれが夫には絶対感 じることのできない、母親 とい う名 をもった人達だけに与えら

れた祝福だとい うことを、よく知っているからである。

夫には自分がそのようなことを言 うたびに、私がなぜニ ッコリして しま うのか、わかるだろ

うか。

「共に生きる こと」 を学ぶ母親たち

「ど うしよ う?イ ジン。 この こ とを ど うす れ ばい いか しら?」

「お姉 さん ど うしたの?何 の こ と?」
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私に差 し迫った声で電話をしてきた彼女は、キョンモ と親 しい友達の母親 である。「アメリカ

に住んでい る同 じ韓国人同士」 とい う理由だけでも私達はす ぐ親 しくな り、私はいつの間にか

彼女をお姉 さん と呼ぴなが ら、頼 り合っていた ところだった。

半泣 きのお姉 さんをやっと落ち着かせ、事の顛末をたずねた。聞いてみ るとお姉さんの息子

が学校で懲戒 を受ける危機 に直面 しているとい う。何 日か前、お姉 さんの息子がスクールパス

に乗って登校するときに起 きた事件 の全貌は、こ うであった。

スクールバスで現地の友達が、お姉 さんの息子に英語ができない とい じめた。英語ができな

い息子は友達 に"Don、do重h就!DOn'重do甑!"と 繰 り返 し頼んだ。 ところが、その友達はやめる

どころか しつこくい じめたので、息子が耐えられなく頭を一回叩いた。その場面を偶然バスの

運転手が 目撃 したのである。

問題 はその後で起 こった。パスの運転手はす ぐ学校懲戒委員会 に行ってお姉 さんの息子を、

暴力を振るった と報告 して しまった。そのまま傍観 していた らお姉 さんの息子は懲戒 を受 ける

立場になって しま う状祝であった。

お姉 さんは とうとう、泣いて しまった。悔 しいけれ ど何をどうすればよいかわか らない との

こと。ただ.「どうす る?う ちの子を どうすればいいの?」 ばか りを連発 した。私は方法がわか

っていた。学校の懲戒委員会 に出席 し、悔 しさを明 らかにすればいいことだった。 しか し、お

姉 さんが慣れ ない白人たちの中で震えて弁明もちゃん とで きないことは 目に見えていた。学校

相手に立ち向か うことは、お姉 さんには無理であった。

私は自ら翌 口お姉 さんの代わ りに懲戒委員会に出席 した。予想通 りにお姉 さんの息子 に懲戒

を与えるべ きだとの意見が支配内であった。私は小児精神科の専門医で あることを強調 しなが

ら、子 どもの正当性 を主張 したが、状況は悪 くなるばか りだった。

「それではスクールバスに ビデオカメラを設置するのは どうですか。その後 もその子が同 じ

行動 をとるなら、その ときに懲戒 しても遅 くはない と思います。 当時の状況が どうであったの

か、本当に何 の理由もな くその子が暴力を振るったのか、よくわからないではないですか?j

幸い、私の提案は受け入れ られ、数 日後、スクールバスにビデ オカメラを設置する ことにな

ったが、何 の問題 も起きなかったので一件落着 となった。 お姉さんは私 に有 り難 くて仕方のな

い様子だった。

「お姉 さん、そんなに しないで ください。それはお姉 さんの息子さんだけの問題ではない じ

ゃないですか。 キョンモ もそんなことに遭 わない とい う保証はないんです よ。だか らこれは私

の問題で もあります。」

事実だった。本当は私が敢えて出ていかな くてもよい状況であった。冷静に言えば我が子の

問題ではないから 「それは困ったわ糾 どうすればいいかしら?」 とい うように慰 めるだけで

も、私が悪 口をいわれ る状況ではなかった。でも我が子がやられ る可能性 もあった。お姉 さん

の息子が運悪く引っ横かっただけだった。 だか らそれはお姉さんだけの問題ではな く、私の問

題 でもあったのである。
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母親の役割をしなが ら、私はいっの間にか闘鶏のよ うになってい くことを感 じる。 もちろん

昔か ら私 は闘鶏役 をよ くしてきたが、そのときは他人のことまでは干渉 しなかった。私が非難

されても他人のことはあ くまでも他人のことだか ら、気 を遣 う理由がまった くなかった。

ところが、母親になってみた らそれでは済まない。 も う他人事 とい うのはない。 どうして知

らないふ りをして無視す ることができるだろ うか。我が子がいつか向かい合って立たねばな ら

ないことかもしれないのに… 。

これまでは、もっぱら自分だけのために、極めて個人的な人生 を生 きてきた私であった。見

たくなければ見なくてよく、見ても見ていないふ りをすればそれ でよかった。ただ、私に直接

に関連す ることにだけ神経 を尖らせ ていればよかった。「私が ロを出 したとしても変わ る社会で

はない じゃないか。」自分でそのように自嘲すればそれまでだったから。

しか し、母親になった私は人生により大きな杭 をさ し込んで、その真価 と向き合わなければ

ならなかった。我が子が大事であればあるほど、他の子 も大事だ し、我が子が大事であればあ

るほど、 この世のすべてのことが重要になったのである。できない としても、闘える.ところま

では闘わねぱな らない と考 えるようになったのである。

なぜな ら私一人で子 どもを保護 しようとしても、それは明らかに限界があるからだ。我が子

をどこに も行かせず、家に閉 じ込 めておけるはず はないなら。子 どもを育てるには、まるごと

村ひ とっが必要だ とい うことがなぜ思い浮かんだのであろ うか。

それ でそんな気持 ちになるのは私だけではない様子であった。

5年 前、私の ところに満5歳 にな る幼稚園児を連れて、ある母親が診察に訪れた。言 うこと

をよく聞いていた子 どもが、いきな り幼稚園へ行かない とヒステ リックな発作を起こす よ うに

なったとい うことだった。 わざとそのように しているのか と思い、厳 しく叱 って行かせたのも

数 日間。でも少 しもよくな らず小水に血が混 ざった り、人形の首 を絞めるなど、もっ とおか し

な行動をとるよ ラになった とい うことで私を訪ねてきたのである。産婦人科に行った ところ、

性的虐待を受けたという診断が出た とい う。でもその母親 はそれが誤診であることを願ってい

た。

しか し診断結果か らは、その子 どもが性的虐待 を受 けたことが明らかであった。その話 を聞

いた母親の姿は、私が もらい泣き してしま うほど悲惨であった。 母親 として我 が子を守 ること

ができなかった とい う自責感、子 どもの状態 もわか らないで強制的に幼稚園へ行 かせ 、このよ

うな結果になったとい う自責感のため、まともな精神状態ではなかった。

治療は、母子がともに受けねばならなかった。治療期間中、ず っと彼女は子 どもに起きたこ

とを隠 したがっていた。 自分が恥ずかしいのは二の次で、性的虐待 を受けた事実が他人の噂に

なると、子 どもがまた大きな心の傷を受 けるのではないか と思 ったか らである。

9ヶ 月余の治療が終わる頃、外見か らは平穏な 日常を取 り戻 していたある日、彼女は私に爆
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弾(?}宣 言を した。

「私がこれをこのまま問題に しないで捨て置いたら、ほかの子 ども達も同 じことをや られる

かもしれないのに、それ をそのまま見捨てて置 くことはできません。また、私の娘が悪かった

のではないことを明らかに したいのです。そ うした ら私の娘 も堂々と生きることができるん じ

ゃないで しょうか。 どうか先生 も手伝 って くだ さい。」

個人的に同 じ立場の母親 と して、彼女がそんなにも痛ま しい傷 をどのよ うに克服 していくか

を見守っていた私は、びっくりした。そんなに驚 くべき力が隠れていたなんて。精神的 な傷は

そ うしてこそ完全に克服できる。 しか し、社会的弱者になる しかない母子 が自分の傷を公 開 し

て闘 うことは、普通の勇気でできることではない。

このように して始まった幼稚園長 との闘いは簡単には終わ らなかった。「娘ひ とり管理するこ

ともできない くせに… おばさん、あ りのままに生きろ!」 とい う非難か ら 「知 られて も、損に

なるのはあなただけです。」 とい う忠告(?)ま で世間の視線はそんなに好 くなかった。

しか し彼女は決 して退かなかった。む しろ彼女はもっと強 くなっていった。裁判に必要 な証

拠収集のためにあちこち走 り回り、ほかの性的虐待被害児童の親を助けることにも先頭 に立っ

た。彼女の努力は、甲斐があった。

言論は性的虐待被害児童の実態に関する記事を扱いなが ら関心を見せは じめた し、机上の空

論ばか りしていた官公署の官僚達は、「性的虐待被害児童」とい うものがいったい何者か と調べ

は じめた。驚 くべきことは さらに続けられた。彼女は児童虐待根絶のための家族の集ま りを作

ったのである。 自分の経験を分かち合いたいと、いつ どこで起 きるかも知れないこの地の児童

性的虐待 を根本か らなくしたいと、自分の実名 と経験を公 開した。

誰がこのような母親達 を、家族利己主義に陥っていると非難できるだ ろうか。他の子 どもを

自分の子 どものことのよ うに考えて涙 ぐむ母親、子 ども達にもっとよい世界を残 してや りたい

と献身する母親、 自分の辛 さと力を快 く分かち合える母親達に私は真の希望を見る。その母親

達は、ともに生きることの大切 さを知っている。個人的なことだけに没頭 して恥た多 くの母親

に、その母親達の 「連帯」は ともに生きることの価値 を知 らせたに違いない。

不思議なものだ。 ともに生きることに私 のもっている微々たるカを加 えたい とい う思いがす

るこの頃、私は生 きることが楽 しくなった。以前は他者に分け与えると私の分が減って しま う

よ うだったが、む しろそれによってもっと多くの ことが得 られ ることがわかったのだ。分か ち

合いの喜びを知 るようになると、私と我が子の未来に対 して もより多 くの夢をもつ ことにな っ

た。私に万が一、予期することもできないような悔 しいことが起こるとして も、 もう怖 くはな

い。 ともに生きることを希望す る母親達が私のそばにいるか らである。

魯迅の言葉だったろうか。希望 とい うのは本来あるとも言えるし、ないとも言える、それは

地上の道 とも同 じであると。本来地上には道がなかったが、歩 いてい く人が多 くなるとそれが

道 になるのだと。
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振 り返ってみると、私は母親になってか ら得たものは本 当に多い。 しか し、それ が大切であ

ると悟 ってからは、そんなに長くなっていない。む しろ、私はそれ を得るために捨てねばな ら

ないものを握 りしめて、恨め しがっていた。捨てることがもどか しくて。失 うものがあれば、

それだけ得るものがあるとい うが、それ は、得たものの価値 を自ら悟ったときに可能な話であ

る。い くら得るものがあっても、得た とい うことに気づかないな ら、それが何の役 に立つだろ

う。

誰かが私のところに来て手をさしのべて くれない と恨む ことはない。 あなたが辛 くても辛い

と言 っていないなら、誰があなたの手を取ってくれ るだろ うカ㌔ 「辛い」 と言い、「助けて」.と

言お う。 子 どもを育て るのに一つの村が必要であることを知ってい る母親達が、あなたの手を

快 くつないで くれ るか ら。 申し訳ない、な どと思 う必要はない。あなたには他人 と手をつない

であげる余裕がまだないだけなのだ。あなたが元気 になった ら元気 になっただけ、ほかの人の

手を暖 かくつないであげることができるのだか ら。

あなたが子 どもに与えることのできる最も大きな遺産

山奥に住んでいる77歳 のお婆 さんが、娘が しば らくの間預けた7歳 の孫のサン ウとともに暮

らすなかで起きる話 を映画にした 「家へ… 」。

夫はほかの映画をみ ようと私 を熱心に誘ったが、努めて無視 した。も う 「家へ … 」とい う題

目の後 ろに付いた 「… 」が何 とな く私の胸 を揺るがせた後 だったか らである。

映画の中で都市生活 に慣れた孫のサンウは、ゲーム機 とコーラを手に、みすぼ らしくて言葉

も話せ ないお婆 さんをあざ笑 う。お婆 さんのことを 「馬鹿」 とい じめ、ゴム靴を隠 し、尿瓶を

足で蹴 って割 る。またゲーム機のバ ッテ リー を買 うためにお婆さん の銀のカンザシを盗み、靴

下を縫 うお婆 さんのぞぱで ぐるぐるとロー ラーブ レイ ドで動き回 る。

それだけではない。 フライ ドチキンを食べたい と言 ったのにチキンスープを作ったお婆 さん

を責めつける。 スープをつ くるため不 自由な足で雨に濡れ ながら市場へ行 って鶏を買ってきた

お婆 さんの誠意は関係 なく… その夜お婆さんは寝込んで しま う。

そんな ことをすれば、ふつ うなら悪い子だ とお尻を叩 くはずなのに、お婆さんは手で胸に円

をかきながらすまなが るだけだ。怒って 口をつ ぐんでいる孫にキムチをちぎって ごはんにのせ

てあげ、便所の前に座 り込んで孫の用便が終わるのを待つ。一 日中かぼちゃと山ハブを売って

できたお金で、孫に運動靴 とチ ョコパイを買ってや る。で も自分はお金がなくな り、家まで遠

い道を歩いて帰る。

いわゆる悪いことばかりする子 どもにひたす ら施 しなが らも、す まなく思 う心、その中には

母性愛 があるだろ う。

もちろんお婆 さんの愛 と母性愛は少 し異なるが、与えても与えても少 しも惜 しむことな く、
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もっと与えたい とい う愛はこの世に一つ、母性愛 しかないからである。

考えてもみてほ しい。母親が赤ん坊を愛す るのは、子 どもがある特別な条件や期待 を充足 さ

せ てくれるからではなく、ただその子が彼女の子 どもであるか らだ。

子 どもが母親に何かを恩返 しする義務 はない。ただ子 どもは受けるだけでよい。 ウンチをす

る と拭いてあげ、何かを吐き出す とかわ りに拾 って食べ、泣 くと抱 っこしてあげるなど、何 を

しても母は自分を愛 して くれるか ら。何の恩返 しも望 まず、ただ施 してあげる、 こんな絶対的

な愛が、母性愛以外にあるだろ うか。

母 と子 どもの関係 は本質的に不平等な関係であり、この関係 では一方はすべて助けを要求 し、

も う一方はすべて助 けてや る。母性愛が最大の愛であ り、すぺての感情的紐帯の うちで一番尊

い紐帯と考えられてきたのは、 このような利他的で非利 己的な性質のためである。

それで心理学者工一 リッヒ ・フロムは、いくら偉大な男女の愛 も兄弟愛も母性愛 には比べ も

のにならないと言った。

ある本で読んだが、母親は子どもを4万6了20回 抱っこ してあげ、1万7520回 キス し、11万

6800回 トン トン してあげる。また子 どもに最低で も2万1900回 「愛 しているよ」 と言 う。 し

か も、そのよ うな愛 を施 しなが らも、何の条件 も出 しは しない。

このよ うな親の無条件 の愛は、独特なエネルギーであるに違いない。子 どもが母親 の愛で満

た され、何が起きても母親に慰めと力 と理解を求めることができることがわかれば、子 どもは

どんな世の荒波にも揺れ動かない自己の中心を持ち、強くて、愛に溢れる大人 として成長す る

ことになる。母親が子 どもに、条件なしで支えてあげるほど、子 どもの潜在能力 を啓発す る可

能性 も大きくな る。 自分にどんな短所があるに しても、変わることなく支持 して くれる母親 の

おかげで、子ども達は本来の自分 を愛 しながら、 自分 のもつ無限大のカを発揮す る勇気を得 る

のである。

一部の学者は
、 このように完全な愛 と支援は、子 どもを弱 くさせ ると主張するが、私はこれ

に同意 しない。む しろ私は、母性愛 こそ母親が子 ども達に残す一番大きな遺産であると思 う。

現代経営学の偉大なる父、ピーター ・ドラッカー(PeにrFerd㎞dDrucker)は 、「ネクス ト ソ

サイエテ ィー(n"電s㏄ieΨ)」 は、知識 が強調 される社会だ とい う。いわゆる 「知識社会」の根

幹 になる 「知識」 は、相続することもできない し、誰 もが最初か ら白紙状態か ら始めるため、

未来社会は身分制社会や産業社会 より相乗移動が しやすくな るとい う。

しか し、成功砲率が高いほ ど、失敗確 率も高い。競争が激 しくなれ ばなるほ ど体験す る挫折

が多くなるはず で、心理的圧迫 と精神的傷が今 より大きくなるしかない。 もし知識 労働者 とし

て成功するとしても、ある瞬間仕事 しか残るものがないな ら、それ もやは り絶望的なことであ

る。

したがって、未来社会を生きる子ども達には、点数を何点多 くもらえるか とい うことよりも、

そのよ うな無数の挫折を踏み越 えて、立ち上がることのできるカを育ててや ることがさらに重

要である。
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私は講義 をするたびに 「IQが100以 上であれば、性格のよい人のほ うが、勉強がよくできる」

とい う話をよくする。友達問題、試験問題など些細な障害に挫折 してい らいらす る子 どもと、

「その程度なら」 と軽 く乗 り越 える子どもとでは、 どちらが早 く挫 折を蹴飛ば して起 き上がる

ことができるだろうか。その差は、母親 がつくる。

挫折 に耐えられる力は、感情調節力がどれ ぐらい発達 しているかによる。 これは3-4歳 の

とき、感情調節を担当する脳のf辺 縁系{limbicsy鵬m)」 で完成 され るが、情緒的交感 をよく

してあげ、子 どもの好奇心を満た してあげ、怒 らず に許容的態度 をとるほどよく発達する。

このとき、母親が子 どもを信 じて愛す るとい う肯定的な情緒を植 えつけてや ると、母親がこ

れ以上保護できない思春期以降にも、衝動的であるとか極端な感情に振 り回され るこ となく、

自己調節を よくしていくことができる。 これが、挫折に耐える力 になる。

子 ども達がい くら悪いところをみせても、母親の変わ らない愛 をみせてや ること。 これが子

ども達に とって 「どんな状態であっても、私を愛 してくれる人がいる」 とい う自信 と、 どんな

挫折にも揺れ動かない自尊感情 として残る。それで挫折の中でも 「私はダメだ」の代 わりに 「私

はできる」 とい う勇気を抱 き、また何かを試すことができるようになる。

日本 の 「松下」は周知の通 り、世界的な企業である。昔、 日本最 高の工科大学 を優秀な成績

で卒業 したある学生が、数多 くの会社からのお呼びを拒んで、松下に応募 したことがある。 し

か し彼は合格できなかった。最終合格者名簿に自分 が入っていないのを知 って、恥ずか しさと

怒 りに苦 しんだ彼は、多量の唾眠薬 を飲んで自殺 して しまった。 翌日、一通の電報が届いた。

それは皮肉にも電算処理に問題が起 きて合格者名簿 から漏れて しまったが、彼が首席で合格 し

た とい うことの通知だった。

人 々はそのことを聞いて同情を禁 じ得なかった。 しか し、松下グループの松下幸之助の反応

は意外な ものだった。

「彼 が若い歳でこの世を去ったことは、本 当に哀惜の念に堪えません。 しか し、我々の会社

が彼を受け入れ られなくなったのは、大きな幸運 です。」

彼は次のよ うな理 由をあげたとい う。「その程度 の挫折を乗 り越 えられなかったことか らみ て、

この学生の心理的資質は取 るに足 らない。 このような心理的資質で会社の重要 なポジシ ョンで

挫折に出 くわす場 合、自殺 を選択 したことか らわかるよ うに、多分衝動的で悲劇的な方法で仕'

事をし、会社に莫大な損害 を与えることが明 らかだ。」

母親達よ、どんな ときも子 どもを十分に愛 しなさい。あなたが完全に子 どもを愛 した経験は、

あなたの子 どもが大 きくなったとき、その子 どもを見守る大きな遭産になることを心に深 く刻

みつけてお きな さい。見 えないだろうか。世の中がい くらあなたの子 どもをけな し、 くたびれ

させても、あなたの愛を記憶 しなが ら、子 どもが世の嵐を切 り抜けてい く姿が。
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神様、許 してくだ さい

今 日の仕事 をすべて終えることができませんで した。

で も今朝子 どもが

ヨチ ヨチ歩いてきて

「お母 さん遊ぽ う」 と言った とき

いやだ と答 えることはできませんで した。

パズル とおもちゃの トラックとブ ッロクと人形 と

古い帽子と絵本 と笑いの中か ら

私たちは千の秘密 と

百の希望と夢 と抱擁を分かち合いま した。

今 目寝床 に入ってお祈 りをするとき

子 どもは両手を合わせてつぶやきま した。

「神様、お母 さん とお父さんと

おもちやとお菓子をくださってあ りが とうございます。

でも何 より

お母 さん といっしょに遊べ るように

してくださってあ りがと うございます。」

そのとき私は今 日一 日、よい無駄遣 いを したことがわか りま した。

神様 もこのような私を理解 してくだ さることと思います。

一 ゼ イ ン ・ジ ョー ダ ン ・ペ ラー氏 の 「よい無駄遣 い を した一 日」一
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5.こ んな にも病ん でいる母親 は いな い

絶対に性本能を無視するな

大学に合格 した後、釜 山か らソウルに上京 し、一人暮 らしを していた頃の ことである。

住む家を探 して引越 しを し、ある程度整理が済んだ後、両親 だけ釜 山に帰ることになった。

その時、父 は私 にたった一言、 「訓戒」を言った。

「ソウル でハンサ ムな男たちはみな浮気者で、話が上手なやつはみんな詐 欺師だ。絶対

に、誰彼かまわずに会ったりす るん じゃないそ。」

中学、高等学校 と初恋は言 うまでもな く、男性 に会ったこともない私に、この ような 「訓

戒」を言われ たが、 「恋愛」に対する憧れや期待 どころか、 「恋愛」とい うのは不必要で、し

てはいけない ことであると考えていた私に とっても、そんなことは当然であった。

私のことが好 きで追いかけて来る男性がいて も、その人 と積極的 に会って感情 を膨 らま

せ ようとはせず に、ただ避 けることばか り考 えていた。

「勉強す るのに邪魔になるか もしれ ない。父に言われた通 りに、変な奴だった らどうし

よ う」 と先に思って しま うか らである。

そればか りか女性だか らしてはいけない ことがた くさんあ りす ぎ、ただで さえ萎縮 して

いるのに、恋愛問題まで 「下品なこと」 として取 り扱われ たので、自然に性 的本能をタブ

ー視するよ うになっていた
。

頭 では 「女性 も自分の本能を尊重 しなければならない」 と考えなが らも、実際に私の性

的本能 を尊重す るためな ら、 どんな行動を とってもよいか とい うと、それは不可能であっ

た。

しか し、結婚 してみ ると性的なことが即ち生活であった。何か上手 くいかない とき、そ

の理 由がど うしてか とい うと性的な ことに帰結 され た。

お腹 が空いた時の解決策 はご飯 を食ぺることしかなく、排泄 したい本能は排泄 をしなけ

れば解決がつかないよ うに、性的本能 もとにか く発散 させ 、道を誤 らない ように しなけれ

ばな らない事実を、私は勉強 しなが ら悟 った。それをただ、自己修養 を通 じて内的省察に

変 える人たちが成人君子で、絵や音楽 もしくは文学 で表現する人たちが芸術家なのであ る。

で も、大部分の人たちは自分の性的本 能を抑圧する。何故か とい うとそれ を表出す ると

危険だと考え られ るからだ。私 も例外 ではない。率直にい って私 は結 婚を しても、性 の本

能 を表 出することをす ごく拒んだ。 しかし、ある瞬間にその重要性 を知 り、私か ら変 えて

みよ うと思った。
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久 しぶ りの休 日の夜、子 どもたちを寝かせテ レビを見ていた。 その番組 には私が見て も

きれいな女性 タレン トが出ていた。横 目で夫 を見る と、彼 もや は りその女性 を気に入 って

いる様子だ った。夫に聞いた。

「あなた、いまでも私 はきれいか しら。」

夫 は急に慌 ててテ レビの画面か ら目を反 らした。

「も う、 うんざ り。またその話?」

故意に、いや、ためらわずに さっ と投げた言葉が無愛想 に出てきた。聞 き方に よっては

気分 を害す ることにもなる言葉 である。 しか し、私は無視 しなが らくさび を差す ように言

葉を続ける。

「私があの女性 より魅力的でなかった ら、いつで も正直に言って くだ さいね。」

こうなる と夫 もきれいだ と言わざるを得ない。

「ああ、君の方が きれいだよ。で も、もし僕 がきれい じゃないって言った らど うす るの。」

「私の努 力が足 りなかったって反省 して、一生懸命 、きれ いになるようにがんばるの。

愛す る夫を他 の女性 に取 られるわけにはいかないか らね。」

この程度の ことをい うと、夫はす ぐに 「そ うか、最近 ちょっ と妻 の相 手を していなかった

なあ」 と気 が付 く。そ うなると、その翌 日か ら電話 もよくす る し、Eメ ール も送 るし、何

の用事 もなけれ ぱ、なるべく早 く帰宅 しようと努力 もす る。私がそんな話 をする時は、た

だ文句ばか りを言 っているのではな く、夫婦関係 、家族関係 に赤信号 を感 じていることを

知 うているからである。夫が この ようにな るまでには、正に16年 の歳月が必要であった。

夫 と一緒 に暮 らす うちには、ち ょっ と疎遠 にされた気分になる時 もある。大部分の夫婦

はそのまま知らん振 りを して、その時をや り過 ごす。 「言 っても仕方 ない」とい う考 えでそ

うす る場合 もある し、先に話 しかけると自尊心が傷つ くか らそ うする時 もある。 しか し、

「夫が先に気を使 って くれるだ ろ う」 と待 っていた ら、結局は外見だけの夫婦になって し

まった とい うケースが意外に多い。

夫 と性的な トラブルがある妻の満た されない性 的エネル ギー は、全 て子 どものほ うに移

る。子 どもに行き過 ぎたスキ ンシップを した り、子 どもの頬 を撫でた り、キス した り、子

どもの行動 に一々統制をかけ る母親 は、不満 足な性的エネル ギーを子 どもに向けているの

である。そんな母親のそばで育 てられた子 どもは、マザ コンにな り、成長 して結婚 しても

母 と妻を同一視 しやす く、性的 な関係に問題 が生 じる可能性 が高い。 医学的には、勃起不

全症 は、そ の深層心理にある母親 との密着の過多か ら来 ると診 断され てい る。

私の抑圧 された性本能 が、ひ ょっ として私 の息子の勃起不全症の原 因にな りうるなんて。

これは悲惨 で、怖 しいことである。

外来患者 の子 どもの治療が終 わる頃になると私が必ず母親 に言 う言葉がある。

「二番 目のお子 さん はお作 りにな ります か?そ れ が この子 のため にはいい のです
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が。」

す ると多 くの母親が、「そ うですね…。私は夫 に似た子 どもをまた産みた くはないので

すが …」と答える。そ うす ると私は、 「ああ、この母親 もよけれ ばいい式の暮 らしをしてい

るな」 と考え、 もう少 し深い質問、た とえば、夫婦 関係 を どの くらい持 ちますか、まで尋

ね る。

女性 の性的関係 を見ると、その女性の結婚生活の本質がわかる。セ ックスを意図的に回

避す ることで夫を困 らせ るタイプもいれば、義務的 にはす るが、する度に屈辱的だと思 う

人もい る。セ ックス レスの夫婦や義務防御戦の人たちは、普通 は 「セ ックスを しない と、

何か問題 あるのです か?」 とい うよ うに反問す るが、夫婦の間 にこれ以上に大事なことは

ない。

性関係 を持 とうとす るには、とて も深い親密感が必要である。 逆に言 うと、嫌 いであれ

ば性関係 を持つのは、難 しい とい うことである。それ故、夫婦仲がよ くない と、真っ先に

セ ックスを拒んだ りし、そ うした としても屈辱的に感 じるよ うになるのである。

夫 との性関係の重要性 を知 らないで、いっ まで も忌避する母親 たちに、私は次の処方 を

下す。

「あなたのせいかも しれないですよ。あなたの ご主人が薄情で冷淡に見えるのは、あな

たが開発 させ てくれ なかったか ら、そ うなったのです。」そ うす ると、母親 たちは 「えっ?

何ですって?先 生までそのようにお っしゃらないで ください。 同 じ女性 なのに どうしてそ

んなふ うにおっ しゃるのですか?」.と ものす ごく悔 しそ うにす る。

しか し、 よく考 えてみよ う。 「ど うして女が… 」 と考える ところには、 自尊心 も何にも

ない。無意識的に 自ら男 に縛 られ ていると考 えてい るから、性的本能 をどう解決するか を

考えずに、自分が愛 され ていない ことばか り、悔 しい感 情についてばか り、話す のである。

性関係が上手にな るためには、夫 との精神的な親密度がベースになければな らない。 し

か し、世の中、努力な しに得 られ るものは一つもない。親密度 も同様で ある。

私はm親 密度を高めるための最初のボタンは、夫を自分 とフィー リングが通 じる人にす

ることだ と考 えてい る。それは夫 に格好いい洋服を着せるなどの外的な装い とは縁遠い。

女性 はなぜ外見がステキな男性 より、お茶 を一杯一緒 に飲みた くなる雰囲気ある男性 に惹

かれるのかを理解 させ なければな らない。

親族の紹介で会った夫 とは じめて恋愛を した時、一緒 に 「パ リ・テキサス」とい う映画 を

観 に行 った ことがあった。私はお互いに相通 じることのできない孤立 した人間像が悲 しく

て涙が出たが、夫はいび きをかきなが ら寝ていたので唖然 と した。

「本 当に変わった人だ。」

ところが、夫は今 も戦争やアクシ ョン映画でない と映画 を観 ようと しない。特に、メロ

ドラマはいやがっている。しか し、私はメロ ドラマが好 きで、芸術映画 も好 きな方だ。 「夫

は夫、私は私」 と諦 めることもで きるが、私は絶対に諦めない。代わ りに、夫 の趣 向 と私
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の趣 向の中間にある映画 を選ぶ。

この前、 「チ ィファソン」 とい う映画の前売 りチケ ッ トを購入 した後、 「チケ ッ トが惜 し

いか ら一緒に行 ってみ ようよ」 と夫 を誘 った。幸いその映画 は、私 も夫 も満足 しなが ら鑑

賞 した。お互いのフィー リングが通 じたのだ。

お互いに何か を共有 しあい、気持 ちが通 じることほ ど親密感が高 め られ ることが、他 に

あるだろ うか。夫妻で趣向が違 うか ら、各 自に楽 しも うとい う考 えで諦めると、その分二

人で共有できるのも少な くなる。 そ うす ると、お互いに一番近 くいなが らも一番遠い人に

なって しま う。夫 と、子 どもかお金のこと以外 に共有できる話 のもとを広げてい くこ とが、

重要 な理 由はそのためである。

宗教生活を一緒に した り、スポー・ツを一緒 に した り、我 々の夫婦 のよ うに映画を一緒 に

観 た りす ると話 をす る機会が増え る。 この ように話 し合 うことで、性生活 に対する不満 も

自然 に話す ことができる。

その ような不満を話すチ ャンスをつかんだ ら、夫に 自分が感 じていること、感 じたいこ

とを積極的に説明 しなければな らない。背中をみせている夫を隣に置いたまま、辛い思い

を した り泣いた りす るより、む しろ一言で も話 しかけ るのがよい。 そ して、夫 と常に性的

な緊張感 を維持 させ なが ら必要に応 じては、性 生活 も積極的に しなければならない。

我 々女性たちは 「どうして女性 か ら…」 とい う考えで、 自分の性 を先に主張することに

非常に恥 を感 じるよ うに育て られ た。その事実 を認めなければな らない。感情 と欲望に率

直になれ ば、性生活の楽 しみもわかるようになるし、喜び もわか るようになる し、欲 望が

あ ることも実感 できるようになる。

夫たちが白馬 に乗った王子様の ように、妻が欲することを真っ先にわかってくれ ること

を期待 しないで。男性たちは生まれっき女性 よりも感性が鈍いので、絶対に女性の繊 細な

感情はわか らない。特 に韓国の男性は、感情的になってはいけないと抑圧 されなが ら育て

られ、感性は大体鈍 く無知である。だか ら、女性たちが より積極的 にな らなければならな

いのである。

生活を共にしてい ると、よその男性が 自分 の夫よ リステキに見える時がある。 しか し、

そ のことで悩 んだ り、あわてた りす る必要はない。ただ、 自分の夫を変化 させ るた めの信

号なんだと気づけば よい。

私 も周辺に男性が多 くいて、たまにその ような気分になることがある。 しか し、私は他

の人がよ り格好 よく見えるのを、私の心の中で夫に満 足できなか った部分がある信 号 とし

て受 け入れ る。 そ してそれが何かを深 く考え、解決 しようとす る。私の感情 を夫 に正直に

話 し、要求す ることは要求す る。

大勢の女性 は、夫 との関係 が上手 くいかない とそれ を我慢 し澗 題 をなくそ うとす るが、

私 はそれ よ りも二人で力 を合わせ なが ら、お互いに幸福 に生きてい くための方法 を探 した
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方がよい と思 う。そ うすれば子 どもを順調に育てるこ とができる。家庭 を守 るためには一

方的に我慢 し犠牲にな るよ り、葛藤 を解決 しなが ら究極 的に二人一緒 に幸せになる方がよ

いのではないか。

セ ックスも同 じだ。他 の問題、例 えばお亙いに疲れているとか、忙 しい とか、そ うい う

こともないのにセ ックスするのがいやだ としたら、赤信 号だ と受け入れ、夫 との関係 の改

善のために努力 しな さい。 もとも と老いても減 らないのが性的欲望で ある。それ を抑 えな

いで。抑 えなが ら性的欲望がない と自分に うそをっかないで。

子 どもの最高の性教育の教科書は 「本能 を充実 させた父母」である

「ママ、ママ。 チンコに毛が四本生 えるためには、中学校 の2年 生にな らなけれ ばな ら

ないの?」

久 しぶ りに父親 と一緒 に銭湯に行 ってきたキ ョンモが尋ねた。

「どうして?僕 も早 くチンコに毛が生 えてほ しい?」

「うん。パパのよ うに毛がた くさん生 えると、大人になるか ら。」

小学校5年 生のキ ョンモは、この頃、性に対す る好奇心が旺盛であ る。銭湯で他 の人の

身体 をじっくり見てきてか ら、ママの腋毛を見せ てとい うくらいだ。 他の人が聞 くと可笑

しく思われ るくらい、性に対する具体的な質問も全 く平気 にする方だ。私たち夫婦 は子 ど

もた ちが性的好奇心を十分に表現で きるように自然 な雰囲気 を作るよ うに気を配ってい る。

子 どもを、特に息子 を育てる母親たちは、男の子 の性の好奇心をどう扱 えばよいか とい

う問題 に一度 くらいはぶつか る。満3歳 になっていない子 どもがチン コを触 りなが ら変な

表情になって遊ぶのを見て戸惑いを感 じ、小学校に入 ってか ら何かの本 を見たのか、赤 ち

ゃんが生まれ る過程 をあま りにも具体的に聞かれ ることで、困った時 もある。子 どもがチ

ンコに手を当てる程度で も驚 く母親 さえいる。

キ ョンモ も幼い時、少 しチンコに触 ることに夢 中になった ことがあった。触 るとチンコ

が段々大きくな り、性的な興奮が感 じられ るか らだ ろう。私はその時 「キ ョンモ、チンコ

が怒 ってるね。 どうしてかな?」 と聞きなが ら、その状況を冗談で免れ た。他の人に見せ

ると恥ずか しいか ら他 の人の前では してはいけない と注意を し、そのエネルギーが他の所

に発散できるよ うに新たな関心 を提供 した。

子 どもが性に対す る話 をす る時 の、父母の反応は とても大切である。 チンコを触 ると不

思議にいい気持ちになるのに、母 に 「それ は してはいけないことなの」 と叱 られ ると、子

どもが起す 内的葛藤 はどれ ほど大 きいだろ うか。チンコを触 る息子に対 して、自分 でも知

らない うちに敏感な反応 を見せ た り、興奮 した り戸惑いを感 じた りす る母親は、 自分が性

的な抑圧 の状態に晒 され ているのかも しれない。

性教育は、性的な抑圧 のない父母のもとで育て られた ら、わ ざわざ受 ける必要 もなく、

自然にできることだ。性本能を抑圧 した父母のもとで育て られた男の子 は、余計な好奇心
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を働かせ淫乱物を探 した りする し、女の子なら純潔 のコンプ レックスを抱 き人生 を送るの

に大きな足 かせになった りす る。夫婦が抱 きあった り、キス した りす る姿 を自然 に子 ども

に見せることだ。そ うすれば子 どもの性教育 に悩む必要は絶対にない。

子 どもに最 高の性教育の教科書は、本能 を充実 させ た父母であることを覚えてお こう。

お しゃぺ り、 これ ほ どよいことは ない

子 どもを出産 してか ら1年 。私は当時、人生 って空 しいな と思いなが ら辛い 日々を送 っ

ていた。子 どもと職場を同時にや りく りすることは、 こんなに難 しいことなのか。全てを

止 めたいと思った時が何度 もある。

す ると、ふ と他の人たちはこんな状況をどんなふ うに耐えなが ら生きてい るのか疑問に

思 うようになった。特に男性 たちでさえ生 き残れ ない医科大学 に通 いなが ら、結婚 も して、

子 どもも産み、職業を持っている女性の先輩た ちは、何か特別 なことでもあるのかな と思

った。

私 よ り10歳 上の先輩 を訪ね、ぶ しっけに も自分 の身の上にっいて愚痴をこぼ した。子

どものせ いで大変で、夫は全 く手伝 ってくれない し、 さらに病院で子持ちの女性 が働 くこ

とが どれ ほど他人の顔色 を気 に しなけれ ばな らないか、こんなことな らむ しろ止めた方が

いいのではないか…な どを取 り止 めもなく喋った。気難 しいと言 えば気難 しい相手なのに、

そこは私 のこと、感情 がたかぶっていたせ いで、そ うした らしい。先輩 は口元 に微笑み を

浮かべ なが ら暖かい視線で私の話 を聞いてくれたあと、決定的なア ドバ イスを した。

「シン先生、それって一生背負 ってい くものではないで しょ?長 くて も3年 よ。3年 だ

け死んだつも りで我慢 してみて。いったん我慢 したら、その後は 『あの時は、 よくもこな

せたなあ』 と考え られ るよ うになるかもよ。」

その話 を聞いた途端、いきな り憂鯵であった現実に一つの希望の光が差 したよ うであっ

た。長 くても3年 か、先が見えない くらいず っと続 くだろ うと思 っていたこの状況に、3

年たった ら終わ りがある、 とい う言葉に勇気をも らった。3年 だけ我慢すれば、子 どもの

傍 に母が付 き添いなが ら育つ ことはお しまいで、子 どもの面倒 を見ることも楽 になる とい

う。その程度な らば出来そ うであった。

そ して、先輩は 自分の話を聞かせて くれ たが、呆れるほど大変だった らしい。夫の両親

と一緒に暮 らしていたが、伝統的な価値 を尊重す る人たちだったので、朝食を取 るための

仕度をき ちん としなけれ ばならなかった。女中を雇 うとい うことは考 えられ なかった し、

夫が仕事 を手伝って くれないのは、あま りにも 「当然」のこ とであった。

しか しながら、その先輩は全 ての仕事を受容 しなが ら堪え、今 は自分の居場所 をきちん

と確保 していたのだ。
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先輩 との話が済んだあと、帰 りなが ら私は自分が本 当に慰 め られた感 じが した。そ して、

ずしゃべってよかった」 と思 うよ うになった。私の話を明 らかにす ることで私も私の現実.

を客観的 に見ることができ、先輩が生きてきた今 までの話を聞きながら 「私だけがこんな

ふ うに苦 しんでいるん じゃない」 とい う心情的な連帯感 を持つ ことができた。 そ して、結

論 として「絶対に一人で悩んではだめだ」とい う生き方の ノウハ ウまでわかったのだか ら。

精神科に来 る母親た ちを じっ くり見ていると、友達がいない人が結構多い。大体、 自分

の問題 があま りにも深刻で、友達を作る余裕がないのである。そのよ うな母たちに私 は友

達を作ることを勧めている。友達を作 り、自分の苦 しい事情な どを打ち解 けて訴 えること

が精神 の健康に役に立っ。

ある世論調査による と、重要な問題 を相談できる友達 が5名 以上いる とい う人が 「とて

も幸せだ」と言 う確率は60パ ーセ ン トを上回 るそ うだ。私が知って恥るある専業主婦 は、

1ヶ 月に1度 か2度 くらいは友達に電話をかけ、1～2時 聞ずつ 自分の話 をさらけ出す。

そ して、「フウー、やっと生きられ る」とい う。その母親は ス トレス解消の手段 として、お

しゃべ りを うまく利用 してい るのだ。

お ばさんたちのお しゃべ りは、母 になることの辛 さを緩和 させ て くれ る装置なのだ。昔

のおばさんたちが村の井戸や共同の洗濯場に集 ま り、笑 った り、騒 いだ りす る健康な姿は、

どこにいったのだろ うか。夫の実家の悪 口、夫の悪 ロ、子 どもの悪 口をいいなが ら、深刻

な ことも一つのハプニングの ように解消 して家に戻った ら、再び辛 いことがあって も乗 り

越 えられ るのではないのか。

面 白い話だが、子 どもを育てる とい う理由一つで、母親たちはよその土地で も母親同士、

す ぐに親 しくなれ る。男性たちが集 まると軍隊での話、サ ッカーの話 で盛 り上がるよ うに、

女性 には子育ての話がそ うである。 私は外国で言葉の通 じない女性 たち と育児の問題 で2

時間 も喋 ったことがある。国籍 と人種を問わず、子 どもを育てるとい うことは、女性 には

かな り特別な関心事なのだ。

婦人たちのお しゃべ りを 「っま らない子 ども自慢」で ある と断言す る人 もあるが、決 し

てそ うではない。子 どもの話 を他の人たち と交わ しなが ら、裏面ではf私 がこのよ うに初

めて経験することを、あなた も繰 り返 しているのね」 とい うことを確認 したいだけなので

ある。

育児の経験は、面 白くて楽 しいことだけではない。特 に最初の子 を育 てる時は、知 らな

い ことも多い し、疑問に思 うことも多 く、私がや っていることが正 しいか ど うか、このよ

うに してもいいのか、絶 えず確認 したくなる。私が小児精神科医で、夫が小児科医である

我が家でも、子 どもが少 しでもおか しい と父母や友達に 「これで大丈夫か しら?」 と聞い

てい る。

憂欝に陥 り、さ さやかなこ とで悩んでい る母親 たちをみると、大体の場合、子 どもを育
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て る過程 を誰か と共有 していな く、内向的な性格 を している。育児経験を喋 りなが ら歩 き

回っているような母親 の子 どもは、大部分が健康 である。彼女たちはその分、育児の妙味

と変化な どを体験 し、そこにはまっているとい う意味だ。 それ もまた、育児に没入す る過

程なのである。

その場合、 どんなつま らない話を しても重要な話のよ うに聞いて くれ、 うなずいて くれ

る友がいれば最高だ。 同 じ経験を共有できるな らもっ と良いだろ う。そ うする と喜びが2

倍 にな り、悲 しみと辛 さは半分に減 るだろ う。 子どもを育てる独特 な経験 を共 有で きる他

の母親たちとの よい関係が結ばれ ることは、そのために大事 なのである。

友達を作って 自分な りの コミュニテ ィを形成 している母親は、大 きな挫折でもないかぎ

り、すぐ憂鯵 にはな らない。基本的 に他の人 も大 して変わ らないとい う事実を知っていて、

少 し気分 を害 したことなどは、す ぐに解消できて しま うか らだ。

一っ気 をっけないといけないのは
、お しゃべ りの相手は、よく心 が通 じた人で、 自分の

噂 を他所に撒 き散らさない、自分 におって有益な人を選べ とい うことだ。 ちょっ とした不

平を言ったのをオーバー に膨 らませて宣伝 した り、我 田引水 のよ うに解釈 した りす る人だ

った ら、お しゃべ りでス トレスを解消す るどころか、ひ どい 目に あうかもしれない。

早期教育の強迫観念に陥っていた母親がいたが、その原因は性格 の変わった隣に住 んで

い る夫人であった。子 ども同士が親 しく自然 に出入 りす るよ うになったが、時間が経つ と

ともに、 自分の子の自慢 と他 の子 どもの教育に対す る干渉が限界 を超 えるほ どひ どくなっ

た。その夫人は、他者 が自分の生き方 と違 うよ うだ と、「い ったい何 を考 えてい るのか しら

ね え?」 とか、「子どもをど う育てるつも りでそ うしているの?」 といいiま るで姑 のよ う

に叱るとい うの だ。

問題はその母親の心が弱かったため、相手の行動が正 しくない と思いなが らも、ついつ

い一緒に付 き合 っていたことであ る。その母親 に私が提示 した解決 策はただ一つである。

「もうこれ以上一緒に行動 しないで、いやだと言 うことですよ。」

そ うして私は、その母親 に隣の夫人 と付 き合 わない 口実を積極的 に作ることをすす めた。

姑が来ているとか、子 どもの具合が悪 くて とか、外出 しないといけないな ど、 口実は探せ

ばい くらでもあるではないか。 もし、隣の夫人が 「どうしてなの、つ き合いが悪い じゃな

い」 と言って来ても構 ってはいけない。そんことを して再びその夫人 と一緒に行動 し、子

どもを台無 しにするわけにはいかないか らだ。

人間 とい うのは、誰 でも他の人 と同質感 と連 帯感を持つ ことで、安定 した楽 しみ を探す

ことができる。 しか し、「なぜ同質感 を持たなければな らないのか 」を知ることが先だ。間

違 った道であることを知 りなが ら、他の人が行 くか ら 「仕方な く」ついてい く必要は ない。

隣の夫人 との関係 こそ、 よく使 えば薬で、間違 って使 えば毒なのだ。それ をどう使 うか

は母親.自身に任せ ることだ。

しか し、それで も母親たちにとって、お しゃべ りは最高の感情の排 出口であ り、情報の
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宝庫である。 自己信頼感 と明確な育児観があれば、な るべ く隣人女性の長所をみなが ら一

緒に行動する方がよい。隣同士で親 しくな り、共同育児を始めたとい う新聞に掲載 された

人たちを羨ま しく思 うだけではな く、自 ら心 を開き、近寄 ってい く積極 的な姿こそ必要な

のだ。

「お しゃべ り、これ ほどよい ことはない」 と言 う言葉は うそではない。特に子 どもを育

ててい る母親たちは、この言葉の威 力を実感することが多い と思 う。私 は今 日もお しゃぺ

りを懸命 にす る。お しゃべ り上手なおば さんだね とか らかわれても気に しない。私 はむ し

ろお しゃべ りが下手なおば さんが心配だ。本当に。

2番 目を産 むのも一つの方法で ある

グウオ ン。

台所の掃除で しば らく忙 しくしている と、 リビングル ームの方か らす ごい物音が した。

何が起きたのか しらと思いながら息 を切 らせ て駆 けつ ける と、大人のこぶ し二っ分の大き

さの石が投げ られ 、床 が窪んでいた。子 どもの面倒 をみ てや ると言っていた夫 も書斎か ら

駆 けつけて来たところをみる と、 しばらく子 どもを放 って、 自分の仕事 をしていたのは明

らかだった。私たちは どちらが先に と言 うこともな く叫 んだ。

「ホン ・キ ョンモ君!」

しか し、事件現場の傍 には驚いた ことにキ ョンモではなく、チ ョンモが立っていた。キ

ョンモが行った りきったりしなが らベ ランダに集 めておいた石 ころの中で大きい石を床に

投げたよ うだ。それまで このような行動はキ ョンモの専売特許だったのに。チ ョンモ は常

に母親 と父親の言 うこ とをよく聞 く、素直でや さしい子だった。 しか し、 とうとうチ ョン

モが我々を裏切 ったのだ。

面 白いのは夫の反応であった。キ ョンモの時は 「はあ。全 く」 と言 いなが ら書斎にもど

ったが、チ ョンモを捕まえて 「チ ョンモくん、君は、何故いたず らをす るの?」 か ら始ま

り 「君がや ったことが どれ くらい悪 いことなのかわかっているのかい?」 まで、 目を赤 く

しなが らの説教が始まった。 それを見ていた ら、キ ョンモのする行動 の一つ一つに泣 き笑

い していた何年かの前の私の様子が、ちょ うどあんなふ うだったのかな と思い、妙な気 分

になった。

「大変だ。チ ョンモが なぜ あんなに乱暴になったのだろ う?」

「乱暴 なんて。子 どもはみんなそ うで しょう。 最近、チ ョンモは何 かいたず らを してみ

た くなったのかも。」

「全 く、チ ョンモまであんなに言 うことを聞いてくれ ない とどうす る?ず っとあん な調

子 だった らどうす るの。」
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「心配 しないでよ。しば らく経っ とす ぐよくなるから。キ ョンモ もよくなった じゃない。」

そ うだ。 もし昔、キ ョンモがそんな ことを した ら、私は夫 よ りもっと子どもを叱 ったか

.もしれない
、いや何 日も布団の中で塞ぎ込んでいたか もしれ ない。そ して、何 故子 どもが

言 うことを聞かないで同 じ行動 を繰 り返すのか、私が子 どもを間違 って育てたのか しらと

考えて落ちこんでいたか もしれない。

しか し、チ ョンモが事件を起 こ したときには、焦る気持 ちよ り 「そ うい うこともあるさ」

とい う大 らかな考えが先 に浮かんだ。私 は夫に 「子 どもが環境か ら受 けるス トレスが、 自

分の容量を超えると全 く見 えなかった退行行動 を見せ るの よ。急に ウンチを我 慢できずに

漏 らして しまった り、.今まで うそをっかなかったのに うそ をついた りす る し。 そ して、そ

れは子 どもの本性ではな く、しば らくす ると通過 していく成長期の熱病みたいなものなの。

大丈夫。す ぐよくなるか ら、」 とい う説明を長 くしながら、「私はキ ョンモを育てた ことで

結構色 々と学んだな」 とい う気分にな った。

しか し、 もし二番 目を産んでいなか ったら私が この ように余裕のある母性 を持つことが

できたのか?答 えは100パ ーセ ン ト、NOで ある。

実際 、チ ョンモは私一人 で家族計画 を立てた結果だった。 上の子のよ うに無計画に作っ

たのではな く、本気 で私が願 って意図的に作ったのだ。何よ りもキ ョンモのためであった。

一人っ子で寂 しく成長す るキ ョンモをみなが ら
、ある 日突然、下の子 どもを作 らな くては

と思い始めた。キ ョンモ を育てる うちに身にっいた母性は、私をそのよ うに変化 させ た。

もちろんチ ョンモを産む前に葛藤がなかったわけではない。大きく私 を悩ませた問題は

二つあった。一つは育児 とい う、懲 り懲 りした 日常に もう一度耐え られ るのか とい うこと

と、もう一つ は二番 目を産むとこれか ら夫 とは縁 を切ろ うとして も切れ ない立場に な り、

本当にこの男 とも.う一度縁の糸 を結び、末永 く生きられ るか とい う問題 だった。

しか し、本 当に不思議 に思 うが、辛いだろ うと覚悟 していたその懲 り懲 り〔ウ日常 が思っ

たほ ど辛 くなかった。キ ョンモ を通 して山千海千にな り、 さらに空中戦まで嘗め尽 くした

せいなのか。 キ ョンモ を育てる時は、息をす る音が違って も体温計を持って走 り出 した私

だったが、 チョンモの時はただ辛 くて感 じられ なかった育児の喜びをたっぷ り味わえる機

会が作 られ た。上の子の時は毎 日新 しく訪れ る大小の経験 をただ解決 してい くのに精一杯

だったが、二番 目の時は これをゆっくり、 しみ じみ と味わ うことができたのだ。

そ して、キ ョンモー人だけを育てていた時は、私の全ての関心がキ ョンモにい くしかな

かった。子 どもの立場か らは、適 当に父母の 目のない ところで遊ぷ面 白さもあった方がい

いのに、常に父母の全 ての関心が 自分 に注がれるか ら、キ ョンモは無意識的に負担 になっ

た り不安だった りしただろう。 私は私でキ ョンモが少 しでも期待 に外れ ることがあると震

えたが、チ ョンモを産んだ後は、一番 目にい く関心が二つに分かれ ることで、子 どもの過

ちに寛大になっていくと同時に、砲実に育児が楽 になった。二人になった ら、心配が増 え
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るだろ うと思 ったが、む しろ半分に減ったのだ。

「夫 と末永 くそい とげなければ」 とい う悲壮 さも、や は り二番 目を産む ことで、す ぐ解

決 された。呆れたことに、チ ョンモ を産んで初めて抱いた時、一番頭に浮かんだこ とが 「夫

に強壮剤でも飲 ませない と」 とい うことだった。子 どもがキ ョンモー人だった時、私は想

像のなかで逸脱(離 婚)を 夢見ていた。夫 と トラブルが生 じると、知 らない うちに、「あな

たが居な くても私一人でキ ョンモ を上手く育てなが ら生 きていける」 とい う考えが、急に

込み上げてきた。 どうせ キ ョンモ を育てるのに役 に立たない夫だったし、私の生活力 で子

ども一人を育てる くらいはそんなに難 しくない と思った。

しか しチ ョンモが生まれてか ら、全ての状況が完全に変わった。私一人で上手 く成 し遂

げ られる といった自信 はいっのまにか「私一人で この二人をどうやって・一」に変わった し、

す ぐに夫の存在が今までと違 って、大きくて大事なもの として刻印 されたのだ。卑俗 な言

い方 をす ると 「この人 が私よ り早 く死んだ らどうしよ う」とい うことまで考えた。子 ども

には父親が居なければならない とい う、そんな社会的な固定観念で はな くて、本当に現実

的な、危機感がひ しひ しと感 じられ た。

最初は、そんな私の気持ちが恥ずか しくプ ライ ドが傷 ついた。そのよ うな心 を夫 に気 づ

かれ ないように と頑張 った。

しか し、時間が経つ とともに、何 とな く重たかった気持 ちがだんだん と、真心に変わっ

た。以前 とちがって夫 に関心がいき、以前な ら皮 相的に しか見ていなかった夫の行動の一

つ一 つか ら気持 ちを読み取 ることができるようになって、その中にいる夫 とい う人間 を素

直に理解 しながら受け入れ られるきっかけが、一 つ二つ と増え始めたか らであった。.

夫 は今でも気づいていないに違い ないが、結局、チ ョンモの誕生 をきっか けに、私たち

夫婦 はや っと精神的な連帯感 を持った。言葉だけの夫婦 ではなく、真心でお互いのために

慈 しみ合 うそんな関係になったのである。

そ して、その変化は 自然 と夫婦中心だった家族 の文化 を、子 ども中心に変 えることに繋

がった。子 どもが二人になってか ら私 たち夫婦、特に夫は、や っと子 どものために自分の

生活パ ターンを完全に変 え始めた。それだけでな く、夫婦が気楽に外出できる機会 もなく

なった。ベ ビーシ ッターのおばあさんがいてくれ るが、 じっ としてい られ ない子 ども二人

を預けたまま、その時間を楽 しむ気持 ちがなくなった。子 ども一人を仕方な く連れ ていた

昔とは、次元の異なる生活が始 まったのだ。

物質的であれ精神 的であれ、自分 自身に投資 され ていたことが全て二人の子 どもに移 る

よ うになった。要す るにキ ヲンモー人の時は、予想外のお金が手に入 ると子 どもを預けて

夫婦で映画を観 にいったが、チ ョンモが生まれてか らは、家族揃 っての外出を した り、二

人の子 どもが遊ぷお もちゃを買いに行 った りす るようになった。

しか も、そのよ うな新たな経験 をす ることは決 して悪い ことではなかった。面倒で神経

を使 う仕事が増 えたにもかかわ らず、夫婦二人の暮 らしや子 ども一人 と暮 らしていた時 よ
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りず っと楽 しく愉快であった。

毎回、同 じ場所に出かけても二人の子 どもはいつ も新たな様子を見せ て くれた し、その

.様子 を見るだけでも
、以前 とは違 う喜 びを味わ うことができた。

病院 に訪れ る母親た ちを見ている と、言 わな くても子 どもが一人か二人か見当がつ く。

子 どもの面倒 見が違い、私が何かを言 う時、それを受容す る態度 も違 う。何 よ りも二番 目

を育てている母たちは、子 どものために大変だとか辛い とか言 って も、子 どもと一緒にい

る時間に没入 しそれ を楽 しんでいる とい う感 じを受 ける。 夫が憎い といいながらも、彼 が

一生の同伴者である事実を否定 しない。彼女たちが夢見る未来の青写真には、常に幸福 な

家族の姿がある。

だか ら、私は子 どもを青てる問題に苦労 していて、夫 との関係 が円満 でない辛い母親 た

ちに 「二番 目を産む こともひ とつの方法」であるとア ドバイスを してや る。多 くの入たち

は 「一人でもいい」 とい うが、私はためらいな しに 「二人 に較べ るこ とはできない」 と思

うか らだ。明確な解決策 が見えない時は、正面突破が最善の方法である。そ して、その方

法は地獄を天国に変 えられ る魔法の妙薬 となるか もしれない。

2番 自を計画する時 、これだけは銘記 しなさい

1年 子は避 けること

出産後、身体が正常に戻るためには、最低限1年 はかかる。3～4年 空 けるのが一番 よ

い。年子 を育て る母親 は、一番 目を育てなが ら学ぶ ことによって母性が成 熟す る前 なの

で、二番 目を産むメ リッ トが非常に減って しま う。

2一 番 目を失 った場合、6ヶ 月の 「哀悼の期間」 を過 ごす こと

初めの子 どもを死産 した り、生まれ て1ヶ 月以内に世 を去った場合、少 なくとも6ヶ 月

以上の 「哀悼の期間」.を過 ご した後 、二番 目の子 どもを産まなければな らない。そ うし

ない と、二番 目の子 どもを一番 目の代わ りに し、過保護 に して しま う確率が高い。

3夫 が正 しい 「父性」を育てることができるように助けるごと

最初の子 どもは、夫にとってもあなたに とって も負担 であ り、義務 であ る。二番 目は最

初 の子 どもと確 実に違 ってかわいくて仕方 ない。二番 目のみ噛んだ り、撫でた りす る夫

が意外に多いのはそんな理由である。それ をみて子 どもを愛す る夫があ りがた く感 じる

かも しれないが、夫が二番 目のみ 「差別待遇」 して愛す るのは危険だ。故に乱夫に一番

目と二番 目を均等に愛する ことが正 しい父性であることを知 らせ る必要がある。
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「ス トレス」 とい う敵 を相手にす る方法

たまには ほんとうに たまには

私が 私を 慰める必要があるよ

大事ではなくて も 世の中が

終わ りのような感 じを味わ う時

人にはまだ晒されていない

弱点が 私を眠らせないか ら

だれにも 顔を見せたくない

恥ずか しさに 扉 を閉 じて

私の過ちと

隠れたい時

大丈夫 大丈夫、がんばって

これか ら よくやったらいいよ

少 し照れ くさいけれ ど 私が私を慰めながら

静かに 鏡の前に 立っ時があるね

私が 私に もうちょっと 暖かく寛大になる

丸い心、にっこり笑ってくれる心

他人に してあげる前に 私が 私に

先にあげる 慰めの贈 り物

一李海仁 の 〈私を慰 め る 日〉一

夢中になって母親 の仕事、妻 の仕事、医者の仕事を していて、あ る瞬間ふ と 「ああ、疲

れた」 と感 じた時、読んでみ る李海仁 シスターの詩であ る。 この詩を読んでいると、ひ ど

くいたず らばか りしてい る子 どもと、妻の辛 さを分かって くれ ない夫 、忙 しい病院の仕事

のせいでぼろぼろになってい る心、が多少 は慰 め られる。そ して、私 が今 まであま りにも

あたふた と走ってきたことを反省 しなが ら、もう限界だなと感 じる。.私自身 を顧みなが ら、

自らを慰 めなぶ ら、エネル ギー を充電 させ る時なのだ。

そ うい うとき、私 は一 日を空け、何の約束 もしないで、携帯電話 と電話は しば らく電源

を切 ったまま私の部屋に一人で閉じこもる。 そ して、好きなクラシ ック音楽を聴 く。 目を

閉 じて椅子 に身体 を任せなが ら今 自分の問題 が何 なのか。何故鋭 く神経質にな ってい るの
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か、一つ一つ分析 してみ る。身体的 な問題なのか、他人 との関係か らくる問題 なのか、私

の心中の劣等感 と恥辱感 から生 じた問題 なのか、を じっくり考 えると、 「ああ、だか ら私 が

こんなふ うに憂修なのか」とい う判断ができる。それ と同時 に 「それな らば、ああ しなく

ては、こ うしな くては」 とい う解決策 も浮かび上がる。

ス トレス とい うのは、外部から過度に くる刺激の総体なのだ。お酒を飲みながら遊ぶ こ

とは他の種類の刺戟 を受 けて、沈んでいた気分 をよくす ることには役に立つが、問題 の解

決には別 に役に立たない。問題を解決 するためには、問題その もの と問題か ら発生 した感

情を分離す ることが必要である。

だか ら一人でいる時間が必要なの だ。一人でい るこ とで嫌な気分か らしば らく抜 け出す

必要がある。 中国のあ る小 さな村で は毎 日時間を決めず に鐘が鳴 る。す ると、老若男女 み

な仕事の手 を休 めて、何分か続 くその静かな時間に、人 々は静 かに心の音に耳を傾 けるの

であ る。敢 えて このよ うな機会を作 らな くても、いくらでも自分 自身を省みることはでき

る。人間の実存 と疎外に関す る作品で有名なカフカも 「部屋 を去 る必要はない。 その まま

テーブル に座 り、耳を傾 けなさい。静寂に学んで。」 と言 ったではないか。

「一人で居 る」時間を終えると、沈 んでいる感情を高 めるための多様な戦略 を動員す る

タイ ミングだ。一番簡単な方法はもちろん友達 とのお しゃべ り。一時間も二時間 も久 しぶ

りに会った友達 に夫の悪 口、育児の問題、夫の父母の問題な どをあれや これや しゃべ る内

に 自然にス トレス卿消になる。私の問題 を曝 け出 しなが ら、感情を噴 出させ、友達は どの

よ うな問題で悩んでいるのか、どんな解決策 を持 っているのかを聞 きなが ら、現実の問題

と戦 う力 をもらえる。

そ うした後は、私 自身 に娯楽を提供す る。その時々で、私の心 を慰 めて くれ る本を探 し

て読んだ り、印象 の良か ったオペ ラや ミュー ジカルの音楽を もう一度聴いた りする。

この前、『没入の楽 しみ』とい う本を面白く読んだ。退屈な 日常の生活か ら喜 びを探 した

ほ うが幸福にな ることができる、 とい うのがこの本のテーマだが、私は特に .「どれ ぐらい

ス トレスを感 じているのかは、私た ちに実際 に起 きた事件 よ りも、私たちがその事件へ の

関心 をどの ように治めたかに左右 され る」 とい う言説に膝を叩きなが ら共感 した。

実際、ある状況に対す る客観的 で絶対的なス トレスの強度はない。10万 円で満足で きる

者がいれ ば、1000万 円で も足 りない と感 じる者 がいるよ うに、同 じ挫折の状況で もある者

はす ぐ立ち直 り、ある者 は傷が深 く立ち直れ ない。それ は体質的に生まれつきの感情 の調

節能力が異なるか らだが、普段、ス トレスを積極 的に管理 してきた者 とそ うでなかった者

との差 もある。

ス トレスは受 けたらす ぐに解消 して、溜ま らないよ うに管理 しな ければな らな い。急 ス

ピー ドで回転す る21世 紀の現代人たちが、ス トレス を避 けるこ とは どの道できない。 そ

して、ある程度のス トレスが、一定のカ を提供す る場合 もある。問題 は、ス トレスが続 け

て溜 まる状況だ。蓄積 されたス トレスが人体に害 になる多物質 を分泌 して集 中力を落 とし、
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頭痛 を起 し、痛癩 を起す とい うことは誰 もが知 っている常識 である。

特に母親が全ての仕事か らス トレスを受け、痛療 を起 し、憂修になった ら、その影響 は

そっ くりそのまま子 どもに移 る。 生きていることが退屈で面 白くない とい う子 どもは、情

緒的に問題があるか、もしくは母 のス トレスをその まま受け継いだ と思えばよい。

この頃、私は、夫婦一緒にスポーツダンスを楽 しんでいる人たちが一番羨ま しい。主婦

が受け るス トレスの半分以上は、夫に起因す るのだか ら、スポーツダンスのように夫 との

身体的な接触が必ず なければな らない運動な らば、ス トレス解消はもちろんの こと、夫 と

の情緒的な連帯 も一層高められるか らだ。

若い母親たちがジャズダンスや ヨガ、テニス、バ ドミン トン、水泳な ど体 をた くさん動か

す運動を通 して、積 極的 に自分のス トレスを解消 して しまい、体 力管理 もしてい るのをみ

ると、 自分を管理す る面では旧時代 より確実に賢明だと考え られ る。 ある若い母親 は、生

理の十 日前 くらいになると痂癩 が増え、憂惨症がひ どくなる と自ら診断 しなが ら、抗膨剤

を処方 してください と堂々 と話す。(参 考までに、最近の抗鯵剤 は副作用 がほとん どない。)

私はその ような母親 が絶対に意気地がな く無謀だ とは思わない。む しろ自分の悲 しみに

陥 り、子 どもと一緒に憂欝の 日々を送るより、百倍 は賢明である と思い 、拍手 を送 る。若

い世代のそんな 自己愛 にただ驚 くばか りだ。

「ス トレス」 とい う敵は、そ う簡単な相手ではない。 しか し、主婦の ス トレス、夫の父

母のス トレス、子 どもの教育のス トレス、夫のス トレスのよ うに、名前 も多様で各種のス

トレスを上手 く解消 し、 自分を慰 める方法 を積極的 に探せば、思い もしなかった 「生き る

面 白さ」を味わ う幸福 を享受する ことができる。

私 のス トレス解消法

幼い時か ら本を読む ことでス トレスを解消 してきた私は、いまだに読書が一番効果的な

ス トレスの解 消策である。今感 じているのは女性だか ら受 けるス トレスだと思 うと、『ヒゥ

ロリの選択』、女性学者朴ヘ ラン氏の著作 『生の女性学』、『変更か らの一年』、『信 じるほ ど

成長する子 どもたち』、『年を取る ことについて』の シリーズを読 む。朴ヘラン氏はいつか

必ず一度は会 ってみたいと思 うほ ど、私が慰め られている著者である。本 を読む度 に彼女

の率直 さと堂 々とした態度 に頭が 下がる。株で不動産 に投資 し、儲 けている他 人をみ て、

自分が出来ないのが悔 しくなるよ うな時は、『金持 ち父 さん、貧乏父 さん』、『富んだ奴隷』

を読む し、悲 しい時は、金 ヨンランの詩を読む。今 も 「泣 いて血 を吐き、吐いた血 をその

まま飲み込む」 とい う詩句が思い 出され るが、私は本 当にその詩句が表現 しているほど絶

望的だろ うか と反省す る。生活に くたびれて 日常が貧弱になった と思 う時 は、中国の昔の

名詩集 『古文真 宝』や林語堂の 『生活の発見』 を読む。

さらに、私 を慰めて くれ るのは音 楽である。私は強 く見えるけれ ど臆病で、神経質 な方

で ある。列車の青龍号 も乗れない し、暴走族が 「ウィーン」 とい う音を立てなが らビュン
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と通ってい くだけでも、 しば らくは動けな くて じっと立ったままでいる。 だか ら理 由な し

に憂響になる時も多い。

しか し、音楽は否定的 な心 を肯定的に変 えてくれ る大きな力 を持っているよ うだ。 映画

「シ ョセ ンク脱出」をみると、モー ツアル トのア リアを聴いて囚人たちが幸せを感 じる場

面が出て くる。私 は音楽はその ように無味乾燥で退屈な 日常に希望 を与えて くれ ると思 う。

シ ョパン、モーツアル ト、バ ッハ、みんな好 きだが旋律 が美 しく、だれ をも暖か く迎 えて

くれ るようなバ ッハの音楽が最 も好 きである。「私は悲 しくない」と無理や りに涙をこらえ

ても、音楽 を聴 くとその悲 しい感情が洗い流 され、泣 き出 して しま う。私は音楽療法の効

果を信 じている。

しか し、読書 もそ うであ り、音楽を聴 くこともそ うだが、体 を少 ししか動かさないので、

体力も補充するため水泳、ラ ンニ ングな ど体 を動かす方法 に変 えてみよ うと思 うが私には

無理 であ る。やは り各 自に合 ったス トレスの解消法は、それ ぞれのよ うである。

夫の ことが嫌 だ った ら、 こんなふ うに変 えてみ ては

最近、私 の日課に以前にはなかった仕事が一つ増 えた。それ は夕食 が済んだ後、大体あ

る程度家事 を終えた夜10時 ごろか ら一時間、夫 と一緒に延世大学の校庭 を歩 くことであ

る。今年に入ってか ら、 目立つ ほどにお腹の出た ことを気 に していた夫が、やっ と固い決

心を し、真夜中に運動 を始めたのだが、何 日間かは続いた ものの、一人では到底に無理だ

と言いなが ら私にこうねだった。

「きみねえ、お腹が出た夫 じゃいやで しょ う?僕 が出っ張ったお腹 でよろ よろ歩いた

ら、恥ずか しい よね?」

正直なところ、それ に付 き合 う時間があるな らもっ と寝たいが、夫の迫力 と愛嬌 に結局

私は負 けて しまった。夫はそんな私に悪い と思ったのか、運動に行 く時間にな ると私の顔

色を うかがいなが ら、キ ョンモ とチ ョンモに必ず一言 、言 う。

「パパ はママ とデー トして くるね。羨ま しいだろう?」

夫は、私 と一緒に木の香 りを嗅 ぎながら大学の校庭 を歩 く時間が気に入 っているといい、

ずっ とにこにこ している。一人で遠い所まで走ったあと、私の所に戻 ってきて照れ くさそ

うに笑っている姿は、長男のキョンモ とそっく りだ。

最近、夫の甘 え方が前よりひどくなった。 自分 をわかって くれる人 は、やは り私 しかい

ないな どとお世辞 を言 う。 また、私が遍末に東大門市場のシ ョピングタウンでも行 こ うと

する と、誘わな くてもついて来よ うとす る。若い頃、 シ ョピングに行 くのが世の中で一番

嫌いだ と言っていた夫が、今 は私が市場やデパー トに行 くと必ず付き添 ってくる。

「あなたち ょっとどいてよ。 わず らわ しい。一人で行 かせても らえないか しら?」
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「一緒 に行 きたいんだ。僕は引越 しする時 も、荷物を積んだ トラ ックの運転席の隣に座

るか らね。」

い きな り、真面目な顔 をしてこの ように話す夫 を見る と、私 は笑 うしかなかった。 まる

で母親 が子 どもを置 いて一人で どこかに行 くのではないか と、苛々 してい る子 どもの よう

な夫だが、16年 間あれほど私に心配 をかけた、無神経な男 と同一人物 かしらと疑いた くな

るほ どである。早 く帰宅す るように頼んでいたの も遠い昔の ことのよ うだ。いっの間にか

私の傍 について くるなんて、本 当に変われば変わ るもので ある。 しか し、今 だか ら告 白す

るが、夫の変化 のかげには、 目をつぶれ ることには 目をつぶって、言 うべきこ とは確実に

言ってきた用意周到 な私の 「夫操 縦戦略」.が潜んでいたのである。

状況 を客観的にみ て、変え られ る ことと変 えられ ない ことを明確に 区別 しなさい

精神科 の治療 を受けなが ら、私は劣等感 を克服 したが、それ以外 にも う一つ得 た もの

があ る。それは状況 を客観的にみて理解す るための努力をす るよ うになったこ とである。

結婚 当初、私は夫 に腹を立て るばか りで、本当の問題の実態を正確に把握 し、葛藤 を解 決

してい こ うとは考 えていなかった。

た とえば、夜 中の12時 に夫 からご飯 の支度 を してくれ と頼 まれた とすれ ば、それはだ

れが考 えても無理な要求だ。 しかし、私はそのよ うな要求 を聞 くとそれ を 「客観的に無理

な要求」だ と考 えず に 「結婚 したら言われた通 りに仕度 しなければな らないのか?こ れ を

や らない と悪妻だ と言われ るのか?」 とす ぐに怒 り出した。 しか し今 は違 う。状況 を客観

的に見つめ 「何故 この男はこんな無理な要求を出 してくるのか?」 、「私は何故怒ってい る

のか?」 を先に考 える。 そ うすれ ば解決の方法がみ えて くる。

い くらや っても夫 が変わらない部分は諦めて、代案があれば言 ってみる。私が どうして

も諦めた くないと思 っていると、次第に腹が立ってくる。夫 と私の状況 を客観視できるよ

うになってか ら、問題の原因は私 にあ るのか、夫にあるのかが判断でき、腹 を立てず にす

むよ うになったΩ

変え られない と思われ ることは、いや でも一旦受 け入れ る。恋人同土はお互いのよい と

ころだけを見ることができるが、夫婦はいやな ところも見なけれ ばならない。それだか ら、

前世で最悪の因縁 は現生では夫婦 にな り、最 もよい関係は現生 では恋人同士になれ る と言

われるのではないか。

明け方5時 。昨 日か ら新 しく住み込みで家事 を手伝 って もらってい るおば あさん を起す。.

ち ょっ と悪いなと思いながら、夕方には私が到底時間を出せないので 、今知 らせない とい

けない ことがあるか らだ。

「おばあさん、 これが我が家で普段食べている ものです。 キ ョンモ のパパ は、他 の魚類

は食べ るけれ どサバ塩は食ぺませ ん。モヤ シのスー プには必ず赤唐辛子の粉 をたっぷ り入
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れて くだ さい。 タラを干 して ちぎったブ ッゴのスープには絶対に卵を入れ ないで大根 をた

くさん入れ てください。 キ ョンモはほ うれ ん草は好き じゃないので、細か く刻んでか らハ

.ンバーグの ように小 さくして焼 いて くれれ ば食べ ます
。豆 も特に好 きでは ないのですが、

えん どう豆は食べ るか ら一週間 に一度 ぐらいはえん どう豆 ご飯 を炊い て ください。そ し

て一・」

おばあさんが我が家 の食習慣 を全て知 るためには、少な くとも一ヶ月は教えなけれ ばな

らない。私 がこのよ うにするのは子 どものためで もあ るが、 ご飯が 口に合 わないの を嫌が

るキ ョンモの父親のためである方が大きい。

夫は、子 どもの時 から韓国の伝 統食ばかり食べて成長 したので、 「ご飯」ではない食べ物

は好きではない。そ して、 自分の 口に少 しでも合わない と本 当に苦 しむ。 会食 をしてか ら

帰宅 しても、家でキムチとご飯を食べなけれ ばな らない、本 当に伝説の 中に出て くるよ う

な人物が夫なのだ。会食の席 で中華料理や洋食が出た 日には、食ぺない で帰って くる。最

初は会食 で食ぺないで家に帰 って、ご飯 を仕度 して くれ とい う夫が情 けなく、喧嘩 ばか り

したが、今では当た り前のよ うに仕度をす るよ うになった。

真夜中、.一人でご飯 を食べなが ら、夫は私が隣に座って付 き添 うことを願 っている。誰

もいない食卓で、一人でご飯 を食べ ることほど世の中で さみ しいことはないそ うだ。 キ ョ

ンモが幼 い頃はそ うする余裕 もな く、 「あなたがご飯 を食べ る時、付き添 う時間 が一体 どこ

にあるの?」 とすねなが ら放 っておいたが、子 どもが成長 した後 は、夫 を じっ くり見てい

ると一人でご飯 を食べなが ら受ける心の傷 がけっこ う深刻 であることに気がつ いた。 その

時、初めて 「かわいそ う」 とい う気持 ちにな り1こ れ は無視 した り、理性で抑 えた りす る

ことではないと思 えたのだ。

意外に も夫の ように 「食べ ること」に敏感な男性は多い。 その原因は、母親 が息子が言

う通 りにロに合 うものばか り食べ させた からだが、問題 は、そのことが1、2回 の喧嘩や

理性に よる説得では解決 され ない とい うことだ。食事の問題 は男性 に とっては切実な問題

にな りが ちだ。

夫にできない ことを どうか要求 しないでほ しい。つま らない感情の喧嘩を してお互いに

疲れ るよりも、かわいそ うだ と思い、言 う通 りにや った方 がよい。変え られ る問題 と変 え

られない問題を正確 に分けてみよ う。絶対に直 らないよ うな 「本能」の領城にある問題群。

た とえば、朝寝坊す るタイ プ、スープを必ず飲 まない とダメなタイプ、暑が りやな どの問

題は100パ ーセン ト夫を理解す ること。そ して、やろ うと思った ら徹底的に熱意 と誠意 を

込めて、「面倒 を見 ると」必ず恩返 しがある。状況 を客観的 にみて、夫が変 えられ る部分 と

変 えられない部分 を区別す ること。 それが 「夫操縦」の初段階なのだ。

小 さいもの を上lfて 、大きなもの を縛よ う

何 日か前、釜 山にある夫の実家 に行 く用事 があったので子 どもを連れて私が先に行 った
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ことがある。夫は 日程が合わなくて一人で来ることになった。

しか し、その β台風で飛行機が欠航にな り、結 局は来ることができず、 ソウルに残 され

た。空港で飛行機が離陸す るのだけを待 っていたが、あきらめて家 に戻った夫か ら電話が

あった。ぶ っきらぼ うに、

「ラーメンはどうやって作 るの?」

「あなたがラーメンを自分で作って食ぺるの?変 わったわ杁 水 を3カ ップ弱入れて

沸騰 した ら、麺と粉末スー プを一緒に入れて、 も う一度沸騰 させ る。最後に卵 を入れて

ね」

いい年 を して一人で ラー メン も作れないの?と い う文句がの どまで出かかったが、私 は

もう慣れているかのよ うに私の感情を抑えなが ら 「情細 を与えた。 そ して、最後の一言

も忘れ なかった。

「ラー メンを一人で食べるなんて可哀そ うね。 私が帰った らおい しい物を作 ってあげる

わ。」

他の人たちは、私が家でこのよ うに夫を 「支えている」 ことを知 らない。 たぶんフヱ ミ

ニズムの立場か らすれば、私を家父長的な性役割 を擁護す る女性である と思われるか も し

れない。 しか し、私は私の夫に台所の仕事をさせ たら、夫 自身 が恥辱感 を感 じて憤慨す る

ことを知ってい る。姑は夫を 「男は絶対 に台所に入 ってはいけない」とい う信条 で育てた。

その姑の下で育 てられた夫に刻 まれ た思考方式は、精神治療や説得です ぐ変えるこ とはで

きない。それは まさに 「きみはど うしてそんなに背が小 さいの?」 と非難す るのと同 じこ

となのだ。喧嘩 して夫に台所 の仕事を手伝って もらっても、そ の代償 の心の傷が大きい と

い うことだ。

だか ら私はfラ ー メンを作 ってくれ」、「水を くれ」 とい うよ うな世話は何の心 の葛藤 も

な しにや って上げる。 もちろん、最初からや さ しいことではなかったが、上手 くできない

人間 を手伝 って上 げると考えれば、簡単なことだ。 夫 もまた 自分な りにどのくらい不便 で

あろ うか。 間違 ρて育て られ 、水一杯 くめず、ラー メンさえ作 って食べ られない立場 も、

絶対に楽ではないことを私はよく知っている。

「小食大失」 という言葉がある。小さい ものを得 ようとして、大きい もの を失 うとい う

言葉である。私が夫を私の好みに合 うよ うに変えるためには、その程度のことは大 目に見

てや らなければな らない。私 の体を動か して小さい ことをや づて上げ、決定的に重要なこ

とを確実に手に入れれ ばよい。

私が夫のやや こしいご飯の支度 を文句な しに世話をす ると、夫も私 に対 して悪 いと思 う。

でも食器洗 いの ような台所仕事を手伝 うことはや りた くないか ら、代わ りに自分 が出来 る

別の ことを探す。それが大抵 、子どもと一緒に遊んで くれ ることになる。 自分 から子 ども

に 「バ ドミン トンしに行 こう1、 「家の後ろにある山に登ろ う」 と言い出すのは、私がそれ

を望んでいることを知 ってい るからなのだ。
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また、私を手伝 えることがあれば徹底的に、確 実に支援 して くれ る。会食 が長引き、タ

クシー も拾えないか ら電話をす ると、寝 ていて も起きていても、夜 中の1時 で も2時 で も

・構 わず迎えに来て くれる
。 「外で待ってないないで 中で待っていて」とい う温かい配慮 の言

葉 も言えるよ うになった。 自分がい くら疲れ ていて も、何か外部の力か ら女性 を保護す る

ことは、男性 である 自分がや るのが当た り前のよ うに考えているか らだ。

小 さなこ とだけれ ど、夫がや るには疲れ る仕事 に対 して一々神 経質 に悩む必要 はない。

妻が上手く出来 る仕事は単純に 「私できるか ら」 と言いながらや って しまい、その他の違

う仕事の中で、夫が出来そ うで好きだろ うと思われ る仕事 はそち らに誘導す るほ うが得策

だ。短 い時間 に効率的に夫 を変化 させるには、その方法 しかない。

正 しいと思 うことな ら、周到綿密に志を貫徹 しなさい

子 どもの試験が終わって最初の週末の朝、ちょ うど私 もその間、大変だった論文 も仕上

げた し、気楽な気持 ちで久 しぶ りに子 どもと遊びに行 くことで胸が一杯 であった。 「エバー

ラン ドに行 こうか?」 そ うでなかった ら 「清平の辺 りで も ドライブ してみよ うか?」 と一

人で色々と思案 しなが ら、夫を じっ と見ると何だか元気がない。そ うい えば、昨 日も研 究

で遅 く帰ってきて夜遅 くまで書斎で本を読んでいた。夫 も疲れてい るだろ うが、今 日だけ

は絶対に譲れ ない。 もう3週 間 も外出できなかったか ら何 があって も今 日は行かなければ

な らない。一度、夫の状態を把握す る方が先 である。

「あなた、昨 日遅 く寝たの?」

「ああ、ちょっ と疲れてる。学会発 表の 日は迫って くるし、原稿 はなかなか書けない し。j

ここで第1段 階の 目標の修正。あの状態にいる夫を連れてエバー ラン ドや 清平 に行 くこ

とは無理だ。 ちょっ と近いロ ッテ ワール ドや ソウル大公園は可能 だろ うか?

「病院の仕 事も忙 しいだろ うし、学会の仕事も大変で しょ うね。で もあなただか らや っ

ていけるのよ。私だった ら考え られない。子 どもを連れ てち ょっと外に出て気分転換 を し

た方がいいん じゃない?」

「そ うか?裏 山にでも行ってこようか?」

少 しお世辞 をいって夫が どの程度の状態 であるか を確 かめてみたが、夫が考えているの

1まただ後ろの 山くらいだつた。第2段 階の 目標の修正。 ロッテ ワール ドや ソウル 大公園 も

断念。 しか し、今 日のよ うな 日にいっ も行 ってい る裏山に登るわけにはいかない。 も うち

ょっと近 くていい所はないだろ うか?頭 を使って出てきた答 え。

「この前、新聞を見ていた ら上岩洞 のワール ドカ ップ競技場 の前の難地島が公園 に変 わ

ったんだって。私の隣の部屋の先生が行 ってきたけれ ど、ここか ら行 っても10分 ほどし

かかか らない し、オ リンピック公園 とは比べ物にな らないく らいよく造 られてい るんだっ

て。そこに行 ってみない?子 どもたちもワール ドカ ップ競技場 を見に行 くか ら とい うと喜

ぶだろ うし。」
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「そ うしよ うか?10分 しかかからないの?そ れだったら行 ってみ よ うか?」

私は心の中で勝利のVサ インを した。夫 は夫な りに無理ではない範囲で家族にメンツが.

立つか らいいだろ うし、私は私な りに子 どもと一緒に変わった外出が楽 しめて これ こそよ

い ことはなかった。

新婚当初か らひ どく腹が立っていたのと同 じ状況なのに、 「劣等感 の克服 」 とい う悟 り

をへて、状 況の客観化 ができ、夫の操縦に励んだ結果、全 く違 う結果 をもたら したのだ。

大きな 目標 と小 さな目標 を区別 し、狐の ように状況に合わせ て戦術 を変 えれば、この よう

に楽に解決 され ることを知るのに、何故 こんなに も長 い時間が費や されたのだ ろう。

今私は、仕事 中毒の水準の夫をも う少 し家族中心的な人に変える為、最 後の工作 中であ

る。その間、家族中心の価値 を夫 と分かち合 うために私がや った大小の作業は、数 え切れ

ないほ ど多い。子 どもから父親に どこか外出 しよ うよとねだ らせ るくらいはほんの序の 口

で、家族 と過ごす時間が少ないことを強調するために一 ヶ月の間ずっ とカレンダーに毎 日

の帰宅時 間を書いた りもした。家庭の行事 をた くさん作 り、帰宅 してか らも う一度出なけ

ればな らないこ とがあっても、家族 と一緒 に夕食後 に行 くように した。仕事ばかりや るの

が どの くらい空 しいことであるかを知 らせ るために、 トイ レに 『富裕 な奴隷』 のよ うな本

を置いた後、読んだのか どうかを試 してみた りした。

なん と6～7年 の私の執拗 な努力のおか げで、や っと夫は家族 の重要 さが分 か り、家族

と一緒にいるこ とに多 くの価値 を置 き始 めている。

夫 に何 かを要求 した くなる時は、最初か らあま り強 く 「主張」をす ると上手 く行かない

確率が高い。怒 らないで、問い詰めないで、いっ洗濯物を濡 らしたのかわか らない春 雨の

よ うに、小 さい ことか ら執拗に努力 しな さい。ず っと打たれ て耐えた後にKOで 逆転 させ

る戦略は女性には合わないゲーム方式だ。 目標 を細分化 して順序だてなが ら、絶対諦めな

い 「最後 の線」を決めてお き、その練が許容する範囲内で頻繁にジャブを打ちなさい。そ

して最後 の線を侵 さない限 り、何でも受 け入れる とい う心構 えを持 っている と、少な くと

も目標の80パ 「セン トは十分に達成することがで きる。しかも残 りの20パ ーセン トは思

い通 りにいく らでも詰め られ る部分だか ら、いつでも夫 の行動 を100パ ーセ ン ト願い通 り

に変え られ ることができる とい う話 であ る。

勝率80パ ーセ ン トのあっさりしたゲー ムができれ ば、夫 を都合 よ く変化 させる武器 は

はすでに妻が握っているようなものだ。 ただ、その前に過去 の うん ざりする感 情の消耗戦

の記憶 を妻がきれいに忘れ去 るこ とがで きれば、だが。要す るに、正 しい と思 った らその

志 を貫徹 させ、周到綿密に攻 めてみ よう。 そ うすれば夫 を変 化させ ること示で きる。
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専業主婦たちに

良妻賢母 になるのが夢だった彼 女。彼女は夫 と子 どもの面倒 を見 ることに全力 を尽 くし、

彼 らの成果 に泣いた り笑った りしている。夫の昇進 が自分の階級昇進だ と思い、子 どもの

成績 を自分 の自尊心 だと思っていた。彼女は子 どもを託児所に預 ける専業主婦の悪 ロを言

い、夫の朝食の支度 ができない専業主婦に舌打ちをす る。専業主婦を無視する世の中には

憤慨 しなが ら、心 の中ではこのよ うに言っている。 「待 ってな さい。私が どの くらい子 ども

を立派に育て るか を…」。歴史がシンサイ ムダンに 「立派 な母親」とい う称号を与 え功績を

称 えた よ うに、ひたす ら夫 と子 どもをよく支えていけば 自分 もそ うな ると信 じていた。

しか し、それは彼女が 「シンサイムダン」につい てあま りに も知 らないか らそのよ うに

言 うのである。私た ちはシンサイムダンを 「良妻賢母 」の象徴 と考えてい る。 もちろんサ

イ ムダンが育てた7兄 弟はユル コク、イイをは じめ、み な学問 と芸術 に卓越 した成果を上

げていたため、立派な母親であったとい うことは疑いのない事実である。 しか し、一人の

力 でそのよ うに育てた とい うことでは絶対にない。

研究によると、シンサイムダ ンは結婚 した後 も約6年 間、実家で暮 らしていた と伝え ら

れ ている。す なわち実家か らの支援を長時間受 けなが ら7兄 弟 を育てたのである。 しか も

シンサイ ムダンー人で家事を したのではなく、女中もいたはずだ。 だか ら家事 と育児をひ

とりです る現代の母親のモデルにはなれ ない。 シンサイムダンが 良妻 賢母であることは事

実 であるが、あなた より恵まれた環境に居たからこそ可能なこ とだった。

そ して、シンサイ ムダンが崇 め奉 られ る理 由は、決 して彼女が朝鮮時代に子 どもを大学

者 にするほどの教育 をしたか らではない と私 は思 う。彼女はハイ レベルの絵 と文 を数多 く

残 した、朝鮮後期を代表する女流芸術家だ。 大関嶺 に立ち、母親 に思い焦がれ る心 を書い

た詩は、叙情性が豊かな名作 と言 われ るし、彼女の絵 は繊細 なが らも躍動感 に溢れ ている

と賞賛 されている。

もし、シンサイムダンに芸術的 な成果がなかったな ら、歴史が彼 女を崇め奉るまでした

であろ うか?朝 鮮時代の両班家 の妻な らだれでもシンサイムダ ンに負けない くらい献身

的 に真心 こめて子 どもを育てたはず なのに、特にシンサイムダンがよい母親の 「象徴」に

なった理 由は、夫 と子 どもを通 してではなく、他人 に堂々と評価 され る彼女 自身の価値が

あったか らではないだろ うか。

シンサイムダンの 自己実現の異 なる面には、社会 に広がっていた家父長的な通念 を、何

の無理もせず 自己の生き方によって変えた賢明さが存在する。そのよ うなわけで専業主婦

が シンサイムダンに学ばなければならないのは、彼女 の子女教育の成功談 と内助の功では

な く、む しろ自分を守るために彼女が遂行 した静かな 仮 乱」の成功談であるはずだ。
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休む時間を先に配分 しなさい

普通の人たちに とって家庭は楽な安息の地 であるが、専業主婦 たちは家庭 が仕事場であ.

り、.休む場所である。それ故、専業主婦た ちは意外 に休 めない。仕事場で休 も うとして も

楽に休むこ とができないのである。それは ちょっと日を向けると厨房 のシンク台には洗い

物がたくさんあ り、洗濯 しなければな らない洋服 も山積 みだか らである。

したがって、専業主婦 たちの場合、休み時間 を先 に配分 してお くことが、絶対的に必要

である。仕事場 と休む場所 が区別 できない所で24時 間、365日 、休んでいるのか休 んで

いないのか分 か らないまま過 ご してはいけない。休み時 間を配分 してその時間だけは意図

的に家事 と育児のス トレスか ら解放 され よ う。外 に出かける状況ではなかったら、他 の所

に遊 びに行 っている振 りを自分で しな さい。たまには夫 に子 どもを任せて家事を させ 、一

人での外出 をす るのもよい。元々、上手に遊ぶ ことのできる者 が仕事 も上手 なものだ。そ

して、遊ぶ ことによって、仕事のやる気 が出 るのも当た り前の ことである。

子 どもを塾 に通わせるための 「仕事」は しない

韓 国の人たちは経済的な問題 さえなかったな ら、なるべ く仕事はや らない方がいい と思

っている。 しか し、私 は職業の貴賎 と関係な く、労働 は生きることの一部で あ り、生命 と

健康 を維持 させ る道具で ある と考 えている。仕事 を して身 体を動かせば、別 に運動は必要

な く、健康にもよく、私 を必要 とする所 があ るのは精神的 にもよいのは当然であるか ら。

しか し、それは自分がや りたかった仕 事の場合に該 当す るか もしれないが、無理にす る

仕事の場合、その中には 「食べる」ため、仕方な くしなけれぱならないための苦渋が潜ん

でい る。

しか し、韓国の専業主婦 たちにこの頃、おか しな流行がみられる。 食べ るためではなく

子 どもを 「塾」に通わせ るために働いているのである。

何故 そ うしなけれ ばな らないのか?子 どもに最高の条件 を与えたい気持 ちは理解 で き

るが、そ うする;と ができない環境 ならば、出束ない状況 を十分に理解 させ ることが先で

ある。無条件に言 うことを聞いてや らないといけないとい う強迫観念に陥 り、無理 にパー

トタイムの仕事 を求めることなどは急務 ではないのであ る。

無分別な最高主義は子 どもを傲慢に させるのみだ。子 どもはある瞬 間、母が自分の願 う

ことを全てや って くれるのが当然だと思 い、最 高でなければ見向 きも しな くなる。そ して、

いやな仕事を子 どものために無理にや ると母はその分、子 どもに もっ と期待す るようにな

る。子 どもに命がけの母になって しま うのだ。

子 どもを塾に通わせるために無理に仕事を しているのだ とした ら、是非 ともす ぐ止めて

ほ しい。塾に通わせないことを悲 しまないで欲 しい。その よ うな時間があったらあなたが

本 当にや りたい仕事を探す のに時間を費や して欲 しい。黄金の ような時間は、そのよ うに

愚かな ことをす るために与えられ たので は決 してないか ら。
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社会化の鉾を作 りなさい

専業主婦 とイ ンターネッ トとい うと、人々はいつ も 「不倫の温床」を連想す る。しか し、

私は専業主婦にとってインターネ ッ トの出現は喜ぶべ き事だ と思 う。今 まで専業主婦は社

会 とつながる絆 を探 し出せず、家庭の 中に閉 じ込 められてい る場合が多かった。もちろん、

最近では 自己啓発 と運動、ボランテ ィア活動 などを通 じて、社会活動を活発にす る主婦が

増えたが 、インターネ ッ トはそ ういった ことが苦手で消極的 な主婦たちまでを社会的な場

に引き出す立派な役割 を果た してい る。

家の中に閉 じ込 も?て いた主婦たちはイ ンターネ ッ トを通 して、他の主婦 と多 くの対話

を交わす。 見えないとい う利 点で、生きることに疲れ た自分の様子や心の中にあ る劣等感

を告 白 し、他の主婦の経験談を聞きなが ら慰 められた り、ネ ッ トワー クを形成 した り、情

報を交換 した りしなが ら、社会的な連帯 を広 げていっている。

社会的 なネ ッ トワークを広 げることは大変重要である。 これまで専業主婦た ちは子 ども

がい じめ られる と、言い争 うことはせず にこっそ り転校 させ ていた。社会 との絆 を断絶 し

たまま過 ごしていたために、戦 う勇気がなかったのである。 しか し、今 はインターネ ッ ト

を通 して憶みを打ち明け、戦 うカを得 ることができる。 力になって くれ る者 と戦 う方法 を

得 るこ とができるのだ。

水は流れ ない と腐るのは当た り前 で、腐 った水は周囲に悪臭を放 っ。 この頃、深刻 にな

っている 「私の家族 だけ」、「私の子 どもだけ」の家族利 己主義。それは孤立 してい る専業

主婦たちにひ どい自己不安が あることの証明だ と思われる.

だか ら、私は専業主婦が 自己実現や社会 のボランティアや誰かの相談役な ど、何で もい

いか ら社会的な存在であることを 自覚 し、社会的な存在 と して生きてい くために悩み始め

ることが重要だ と思 う。それ はす なわち、自分の子 どもを上手に育て るためには、他人の

子 どもも上手に育てなければならない という、そのよ うな世 の中を作 り上げることで可能

になることを知 ることがで きたか らだ。

職場をもつ母親たちに

女性の後輩 と一緒だった昼食時間。大変だった勉強の話 で愚痴 をこぼ した り、嘆いた り

などの会話を交 わす うちに、いっのまにか話題が結婚 と子 どもの問題 に移った。仲間には

結婚 した者 も、未婚のままの者 もいたが、異 口同音で意見がま とまる部分があつた。韓国

とい う国で、働 く女性が子 どもを育てることは、家庭 と自己実現の間を行 った り来た りす

る危険 な綱渡 りである とい うことだ。それに対 して何故そ う感 じることが多いのか、各 自

一言ずつ思い を吐き出 した
。fそ うね、簡単なこ とではない よね …」とじっくり聞いている
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と、いっの間にかみんなの視線は一斉に私に浴びせ られた。そして 口を揃えて聞いて くる。

「先輩は どうや ってその仕 事を全て こな したのですか?」

「…あの時は、死ぬか生 きるか、とい う感 じだったわね …」

呆れ た顔の後輩たちを見ながら、私は笑いなが ら一言加 えた。

「私のよ うに暮 らさない方がもっといいのよ。肩肘張って暮 らさないで」

この頃、「家に帰るのが怖 い」 とい う働 らく女性が徐 々に増 えているそ うだ。昔は40代

以上の男性が経験す るのが当た り前だった 「帰宅忌避症候群 」が女性にも現れ てい るらし

い。特 に13歳 未満の子 どもを持 った常勤 の女性 の場合、ス トレスを非 常に多 く受けてい

る。 どの くらいかとい うと、アメ リカの研究機 関であるローパースターチ ・ワール ドワイ

ドが30ヶ 国か ら1000名 ずつを対象 に実施 した質問紙調査 の結果、約24パ ーセ ン トがほ

とん ど毎 日ス トレスに悩んでいるとい うような結果が現われ た。

仕事か育児か。 この問題は女性が子 どもを産む限 り世界的 、歴史的に継続す る永遠 の命

題である。必ず フルタイ ムで働かな くても、人閲 としての自己実現のためには職場の生活、

言い換 えると 「母ではない一人の人間 として認めて もらえる時間」が必要なのだ。しか し、

子 どもを立派に育てるためには、や は り 「子 どもと一緒に過 ごさなけれ ばな らない絶対的

な時間」 も必ず必要なのだ。 全ての就業主婦 と就業を夢見 る専業主婦のジ レンマが ここに

ある。

すでに専門職 に就いている後輩たちに、肩肘張 って暮 らさないでと話 した理 由は、彼女

らが望んでいることがあま りにも多くの犠牲を払 うからであった。

結婚 して子 どもも上手 く育ち、家事 も上手 くこな・しなが ら、男性のよ うに社会的な野望

まで成 し遂げることは決 してたやすい ことではない。真剣 にその二つを望むの なら、 自分

の健康 と能力がどの程度なのか、 「死 ぬか生きるか」のよ うに努力す る覚悟 が出来ているの

か、冷静 に振 り返ってみなければな らない。その程度の能力や努力する覚悟が ないのなら

ば、子 どもと家庭、何よ りも自分 自身のた めに職場の生活 にかける野望 を少 し落 とす こと

を、私は率直に心をこめてア ドバイスす る。

スーパー ウーマンのコンプ レックスを捨てなさい

アメ リカでは、アジア系の学生の成績は優秀であることが知 られている。 そこでアジア

系の学生 自らが感 じている自負心を調べてみる と、それほ ど優秀な成績 ではない他 の少数

の民族の 自負心 より低いのだそ うだ。ア ジア系の学生たちの 目標 が、普通の人 では達成で

きない くらいに高いとい うこ とがその理 由だった。

では、子どもを持 ったフル タイム職の女性、パー トタイム職の女性 、一週間 に数時間だ

け働 く女性の うち、誰が最 も自負心が高い のか とい うと、驚 くことに仕事を一番多 くして

い る女性 の自負心が一番低 く、仕事の量が一番少ない女性の 自負心が最 も高いそ うだ。 フ

98



ル タイム職の女性 の自負心が落ちる理 由は、仕事 ができないからではなく、自分の能力 を

超 える過度な期待値を持 っているか らである。就業主婦たちの3っ の悩みは、仕事の推進

力が落 ちること、再充電す る時間が不足す ること、育児 と仕事の両方を上手 にこなす ため

の強迫観念だそ うだが、私はこの全 てのことが 「高い期待値」 とい う一つの根か ら出てい

ると思 う。

子 どもを持 った母親が仕事を しながら、職場の全ての集会 と会食 の席に参加す ることは

で きない し、そ うする必要 もない と思 う。 子どもがいない時に100を や ったと した ら80

しかできないの は当た り前のことで ある。それをすべて こなそ うと思 えば、育児 と家事 の

負担 を分 けて くれ る支援勢力が豊富でなければな らない。

だか ら、全て を完壁にこなそ うとい う 「欲張 り」を捨て、子 どもを持った母親 なので職

場の生活が以前 と同 じ様 にはいかない ことを堂々 と受け入れ よ う。 「子 どもを育てなが ら

仕事 をして」 と言 われた ら、この世でそれを完壁 にこなせる女性 も男性 も決 していないと

自らを慰めてもかまわない。それ くらい難 しいことであ るか らだ。

私は、職場 と育児の全てが非常に切 実であったため、寝ないで、個 人的な楽 しみを全部

犠牲 にしなか らスーバー ウーマンになろ うとしたため、子 どもの方が損害を受 けた側面が

あった。

キ ョンモは短時 間に何かを しろ と攻 めると他 の子よ りス トレスを多 く受 けるタイプだ。

朝 目覚ま し時計が鳴る と、ある子はベルの音が鳴 った途端に起きるが、ある子は寝なが ら

目覚 まし時計 を止 めてそのまま寝 る。 キ ョンモがそ うなのだ。朝起 きるの も大変だ し、目

が覚 めても眠い状態が しばらく続 く。 もともと生物学的 な睡眠のメカニズムは個人個人 の

差が あるが、キ ョンモはそれ が独特 なタイプなのだ。前 日早 く寝る、寝ない等の問題 では

ない。だか ら、 キョンモ に最 も配慮ず るや り方は、ひたす らキ ョンモが自ら成熟す るまで

待つ ことしかない。

そ んなキ ョンモにとって、私の ようなフルタイム職の就業主婦で ある母親 は、薬で はな

く毒 だったか もしれない。私がい くら 「ゆっくり育てて、子 どもを待っ方法」の威力 を知

っていて、それ を守るために努力 しようとしても、時間に追われ る専門職の就業主婦 の現

実か ら完全に自由になることはできない。

おそらく、ある瞬間 、私は子 どもに焦 る姿を見せたはずだ。朝8時30分 の登校時間に

間に合 うよ うにキ ョンモ を学校に行かせ るためであった り、退勤後1・2時 間 ぐらい しか

キ ョンモの面倒をみ ることができないとい う理由で、短時間内に宿題 を終 わ らせ るためで

あった り。 もしも私が も う少 し自由な仕事を していた ら、今の私 がキ ョンモのよ うな子 ど

もを持つ母親 たちに処方す るの と同 じよ うに、子 どもを学校まで見送ってやうたか もしれ

ない。

だか ら仕事か育児かで悩んでい る人たちに、私の答 えは明瞭である。子 どもを持 った母

親ならば、そ して、その仕事のせいで子 どもが損害 を受けていると判断 された ら(特 に、
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子 どもが母を最 も必要 としている0～3歳 頃)、仕事 の達成度 を少 し低 く設 定す る方が よい。

もちろん子 どもが上手 く適応 し、母 も仕事 と家庭の間 でそれほ ど揺れなかった ら、職場に.

通 うことが母のみではなく、子どもにもよい とい うことは言 うまでもない。

今、私が職場 を止めない理由は、職場の生活 が与えて くれ る肯定的な効果がまだ大 きい

か らである。子 どものせいでひどく挫折を感 じる時、職場は束の間の脱出 口としての有用

性 を持つ。い くら失望 し、挫折 した としても、病 院にいって傷ついた子 どもたちの診察を

していると、再び平常心に戻 り、子 どもに対す る肯定的な期待が よみが える。だか ら、い

ま も私は毎朝、家を出 るのだ。

しか し、私が職場を もった生活 を しているために、子 どもを待 ってやれなかった ことが、

キ ョンモの人格的な成熟に大きな障害になるな らば、仕事を減 らす ことを考慮 してみ る。

小児精神科医 としての私は、子 どもに問題が生 じてか ら、収拾す るよ りは、予防す るほ う

がいいと確信 し、それは社会 のなか で成 し遂げ るほかの成就 よ りも、ずっ と価値があ ると

信 じているか らだ。

職場 と家庭を混同 しないで

夫がまた靴下 をベ ッドの下に置 く。 それをそのまま放 ってお くか 、洗濯物入れに私 が入

れよ うか、小言 を言いなが ら責めるか…もう何回 もそ うするのを我慢 していた。素早 く頭

を回転 させたあ との結論は、 「かわいく愚痴 をこぼす」であった。

靴下を拾って洗濯物入れに入れなが ら、愛嬌の ある声で、

「あ～あ、私の星回 り。子育 てが大変で疲れてい るのに、 どうしてあなたまでが私に辛い

思いを させ るのか しら。本 当にやんなっちゃ う。一昨 日はまた連絡 もな しに遅 く帰ってき

て心配 をかけた し。一度 も靴下を洗濯 したこともない くせに、こ うや って靴下を投げ捨て

るなんて。私はいったい どうすればいいのお、い ったい?」

いきな り呆然 とする夫の饒 あっけ らかん と文句を言 っている私 を見なが ら、彼は、ぼ

そ っと言った。

「わかった よ、これか らは しないか ら…」

もし、私が夫 に 「あなたが靴 下をそこに置いたのは過 ちです よ。それ はよくないこ とな

ので、早 く洗濯物入れ に持 っていってくださいよ」 と 「理性的に」話 した ら、 どうだった

ろ う?い うまで もなく、聞 こえなかった振 りをするだけだ。

家庭で夫に 「論 理的 に」話をするのはあま り効果的でない時が多い。職場 が理性を優 先

す る所であれば、家庭は感性 に相通 じる所である。 それなのに職場で 「論狸」 の洪水 の中

にいた夫が家に帰ってきてか ら、再び是々非々を裁 くために突っかかる と、どの夫も 「そ

うだ。私が本当に悪 かった」 とは言わない。夫が家庭で妻 に期待す るのは、感性 的な慰 め

だか ら。

だから、む しろ 「非理性」的ではあるけれ ど、涙を出す真似 をす ることのほ うがこの間
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題 を早急 に解決す る秘法なのである。

家庭内で幸福な家庭 を築くための原則 と、職場 で有能な者 になるための原則は異なる。

職場では何 が間違 っているのかを几帳面に詰 めて、間違 った ことはすばや く是正 しなけれ

ばな らない。そ うすることで有能な者と して扱われ る。む しろ職場 で起 きる全ての出来事

を感 情的に、個人的に受け取 らないよ うに努力 しなければな らない。

しか し、家庭では、会社でやっているように過ちを指摘 し、「是正措置」を言 うと、子育

てが思 う通 りにな らないし、夫 と喧嘩ばか りす るよ うになる。家で も、会社 でや っている

よ うに子 どもを叱 る母親 たちは、資本主義 の組織 の論理 をそのまま家庭 に持 ち込む過ちを

犯 してい るのだ。 「あなたが間違ったのだか ら、 これを このよ うに しな くちゃ。」 とい う原

則を持 っている母親 の家庭は、安 らかで楽 しくはなりにくい。

就 業主婦 は社会でのモー ドと家庭 でのモー ドをすばや く切 り変えなけれ ばな らない。 こ

の ようにす ることは、決 して会社の仕事を家に持 ち込 まないで、家では絶対に会社の仕事

を考えない でとい う話ではない。

家 で会社 の仕事をす ることもできる し、思い出す ことだってある(な るべく避 けたほ う

が よいが)。 しか し、職場で自分が先生の立場、上 司の立場に置かれ ているか らといって、

家でも君臨 しよ うとす るのは よくない。反対に、職場では上司の指示がなければ行動 しな

かったと しても、家では主導的 に、創造的 に家庭 を リー ドす ることがで きなけれ ばな らな

い。 間違ったことを見ても、や さしく見なかった振 りを しなければならない し、たまには

甘えをその まま受けいれ てや る。子 どもと夫 に限 りない水の ように染み込 む役割 と、会社

で資本主義 の組織の論理 に従 って働 く仕事 は感情 の水準 と戦略が違 うのが当然である。家

での対人関係は、より精密な作業である。詰 めて分析す るより先に理解 し、包容す るのが

優先なのだ。

だから職場を持っている女性たちは、職場 と家庭 を混同 しないよ うに気 をつけてほ しい。

理性 と非理性、詰め と包容力、詰めることと広げることの境 を自由 自在 に行った り来た り

しなければならない。 そ うす ると、家庭 と仕事 とい う二兎を両方 とも逃 して しまう過ちを

犯 さないですむ。 もちろんこのことは夫たちの心にも刻む必要がある。

専粟主婦 と友遣にな りなさい

年中行事 と誕生 日、祭事な ど、心に留めておかなけれ ばな らない親族 の大小行事は多い

が、その 中で私が必ず記憶す るのは兄嫁、義理のお姉 さん、おばさんな どの親戚の専業主

婦の誕生 日である。必ず誕生 日ではな くて も、時々、本やお花、洋服 な どささやかなプ レ

ゼ ン トを贈 りなが ら、私は 「彼 女たちのみの領域」に入 り、情報 を得 るために努力す る。

私が彼女たちか ら得よ うとしている情報は、いつ、.どこで何を安売 りす るのか、子 ども

に安心 して食べ させ られ る物 は何か、小学校5年 生の数学 の教材 は何がいいのか、など実

生活に本 当に必要なことである。私がい くら時間を出 して勉強 しても専業主婦 たちの経験
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か ら出る実質的で、有用 なノウハ ウをつかむ ことはや さしいことでは ない。

だから就業主婦は、家事 と育児に通 じた専業主婦の友達がいれば本 当に役 に立つ。何故.

か とい うと家事 と育児において絶対的に不足 している時間 と経験か ら生 じる問題 を、その

友達が解決 して くれ るか らだ。

しか し、その恩返 しは どうすればいいのか?専 業主婦 たちは労働 の価値 を認めて もら

えない、ある意味辛い人生を送っている。その人生を真実 に理解 し共感す ることだ。 もう

これか らはい じけないよ うに、前向の勇気 を奮い立たせてあげれば よりよいのだ。 たまに

は仕事 と関連 してあなたは彼女たちを手助 けすることもできる。私の場合は病院で働いて

いるので、友人の家族の中で病気の人がいれば、実質的に相談にのる ことができる。

だか らっまらない自尊心の喧嘩で関係 を疎遠にす る理由は全 くない。専業主婦 と就業主

婦はお互いに敵ではなく、姉妹愛 で一丸 とな らなければな らない同士 なのだ。

就業主婦 さん、忘れないで。専業主婦の友達は、 あなたが職場 と育児 を併行できるよう

に誰にも負 けないくらいの支援勢力になって くれ る。あなたが先入観 を捨て、真 に心を開

いて近寄れ ば… 。

婚家のことで悩む母親たちに

いわゆる 「家柄」がよく、財力 もある家に嫁いだ母親がいた。義理の父の兄弟は もちろ

ん、義理の母 ・義理の姉 ・義理 の弟まで一流の大学を卒業 した専 門家で、「家柄」に対す る

プライ ドが高い家だった。その母親の場合、家柄がそれほ ど良い とい うわけではなかった

が裕福で、一流の大学 とはいえないけれ ど人並みの大学を卒業 した後、す ぐに結婚 した ケ

ースだった
。夫の実家では最初か らその母親 を気に食わなかった。学歴 が低い とい う理 由

だった。 しか も、子 どもが生まれ てからは面前で無視 し始めた。

子どもを見る と 「この子は何故 こんな鈍いの?あ なたに似てそ うなのね。.我が家には

そんな子 はいなかった。」 といづて皮 肉るだけではな く、子 どもが少 しでも過 ちを犯す と、

「あなたが しっか りしないか ら子 どもがこ うなのよ」 と責めつけ る。そ して、いつ も親戚

の子 どもと比較 しなが ら 「誰々 さんは英語 も上手なのに、 この子 はまだ出来ないの?」 と

罵 る。 それ でも、その母親 は、 自分 させ我慢すれば問題ない と思 い、一言 も言わず にその

瞬間だけ耐えることに した。

しか し、時問が経つにつれ、それ が自分だけ耐えれば済む問題ではない ことに気づいた。

その家 は家族 の会で ご飯を食ぺる時、3～4歳 の子どもでもきちん と座っていなけれ ばな ら

ない家風だった。他の子 どもたちはある程度我慢 しているのに、活発でエネル ギー溢れ る

その子は じっとしてい られ なかった。その度に姑は大勢の親戚がいる前で、子 どもを叱る

のは もちろんのこと、母親 の しつ けが悪いか ら子どもが こうなのだとひ どく怒鳴った。そ
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うでなくてもす っか り萎縮 している子 どもは、時 間が経つにつれ夫の実家 には行 きたが ら

なくなった。行 ったら叱 られ る所に、誰が行きたがるだろ うか。

この場合は母親がい くらがんばって も解決できない。 もともと、孫 とい うのは全てを与

えても惜 しくない くらいかわいい存在である。 しか し、そのかわいい孫が動 くだけで も目

障 りだ とい うの なら、夫の実家には問題がある。 しか し、そのよ うな壌合 、多 くの母親は

子 どものせいに して殴った り、子 どもに堪え られ ないほ ど多 くの しつけをした り、これ以

上、弱点 をみせないよ うに しむけた りす る。 けれ ども、それは子 どものための正 しい行動

ではない。

そ こで、私はその母親の夫 を呼び、妻 と子どもを助けたいな ら、あなたが賢明に行動 し

たほ うがいいとア ドバイスを した。なるべ く夫の実家には行 かな くてもいいよ うに、聞に

入ってその役割 を上手にすることだった。 その場合は、なるべ く会わない方が よい。夫の

実家の集ま りに参加す る回数 を減 らせ ば、その代わ りの苦痛が あるかも しれないが、その

方が母親 と子どものためには よい。

しか し、普通の夫の実家の場合、嫁のことを気が合 わずに憎 ら しい と思 って も、孫た ち

はかわいがる。だか ら上の例の ように子 どもにまで悪影響を及 ぼさなけれ ば、夫の実家 と

の関係 を上手に結んだ方がよい。おばあさん、お じい さんの愛 を受ける機会を子 どもか ら

奪わないでほ しい。

い くら優 しい人で も、結婚す ると 「シ」(訳 注:夫 の実家のことを韓国ではシデッという)の

字のつ くシグンチ(ほ うれん草)や シ レギ(大 根の葉 っぱを干 した もの)は 見 ようともし

なくなるとい う笑い話がある。 それ くらい結婚 した女性 にとって、夫の実家 との関係は難

題なのだ。 無条件 に尽 くす には重苦 しく、距離を置 くのも楽ではない、夫の実家 の法事や

年 中行事の時、私の全ての仕事を放 って置いて、夫の実家の仕事をす るの も、それは夫の

両親に仕える本音の気持ちか らではな く、建前 として 「嫁」 とい う立場がそ うしなければ

な らない ことを義務的に してい るだけなのである。 家族 とい うのは会 う度 にお互 いの情 を

尽 く し、 しき りと会いたくなるものであるが、夫の実家 とは権利 と義務のみで結 ばれた関

係である。少な くとも、子 どもを産む前の私の考 えはそ うであった。

だか ら、私はその頃、どうすれ ば夫の家族に会 わないで済む か、夫 の実家に行 く回数 を

一回でも減 らすためあれ これ の手段 を選んだ
。夫の実家に行 っても、早 く帰 るために努力

したのは言 うまでもない。子 どもが生まれてか らもしば らくは同様であった。 しかし、時

間が経つ とともに夫の実家 と私の間に共通の喜び ができた。姑 は、私たちが夫の実家に行

くとキ ョンモに精 を込めて尽 くしてくれた。姑が我が子 をあんなに もかわいがつてくれ る

のに、 どうして姑 を憎む ことができるだろうか。 いつだったか、姑がキ ョンモの面倒 を見

る様子 を じっく り見る機 会が あった。

ところが、私の面倒の見方 と似ていなが らも多 くの点で違 っていた。後でわか ったこと
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だが、祖母の愛 には、子 どもの一次的責任を負 う母の愛 と異な り、無限の許容がある。祖

母は子 どもを教育 しなければな らない義務感か ら一歩下が っているので、子 ども本来 の姿

をあるがまま受け入れ て認 めてい るのだ。それ故、祖母は子 どもを束縛せずに、純粋 な無

条件の愛を与 えることができるのである。母 とはまた異なる成熟 した母性の発 現なので、

その愛 を受ける子 どもたちは、情緒的にかな りの安定感 を経験す る。

子 どもが自分 自身の存在 を100パ ーセ ン ト受け入れ てくれ る祖母 と愛着関係 を結ぶ こと

ができれば、母 としてはそれ に越 したことはない。子 どもには愛着 を持ってい る人がた く

さんいればい るほどよいか らだ。

ケンブリッチ大学が、弟 を迎えた学齢前の児童を研 究 した結果、母親のみ との排他的な

愛着 が形成 されていた子 どもは、他の成人 とも愛着を持 っていた子 どもに較べ、弟に一層 、

否定的 だった。弟に対す る憎 さが何年間も続 く場合 もあった。 この研究の結果は、多 くの

大人がいる所で育て られ た子 どもの方が、社会的にずっと上手く適応するこ とができるこ

とを表 わしていた。

したがって、夫の実家のことで辛 くても、子 どもが祖母の愛を受 ける機会は十分 に提供

したほ うがよい。母親のせいで、祖母の愛を充分に受け られ ない子 どもにな らないよ うに

してほ しい。 しか し、前の例 のよ うに夫 の実家 との関係が子 どもにまで悪影響 を及ぼす段

階な らば、その時は断固たる立場の整理 をし、分離の線 を引いたほ うが よい。 もしそ うす

ることができず に、あなたが曖昧に夫の実家に行 った りす ると、それはあなただけではな

く子 どもにとって も致命蕩になる可能性 があることを覚 えておいてほ しい。

痢気を抱えている子 どもを持 った母親たちに

小学校5年 生 の ミョンス(仮 名)は 、最近、 うき うき している。 この前、 とうとう一人

で靴下を履 くことに成功 したか らだ。ミョンスの母親 は ミョンスが どの くらい嬉 しいのか、

表情 を見 ただけでもわか る。 ミョンスは5歳 の時、重い精神肢体不 自由の判定 を受 けた子

どもで、やっ と一単語 を話せ る水準であった。 ミョンスの知能指数 は50で あ る。 ご飯を

食ぺ ること、手や顔を洗 うこと、着替えなど何一つ、一人でできるものがな く、一生、誰

かに 日常 の生活を頼 らなけれ ばな らなか った。 ミョンスは病 が早期 に発 見され 、治療 を早

めに受けたため、最初よ りほんの少 しはよくなっていたが。

母親 は ミョンスがよくな ることが嬉 しいが、絶対に普通の子の よ・うになれない事実を思

い出す瞬間ご とに辛い思いに耐えてきた。 しばらくは 「大丈夫で しょう。」とい う言葉が聞

きた くて、病院 をあっちこっち移動 しながら再診断 を受けていた ミョンスの母親 は、今に

なって ミョンス をあ りのまま、素直に受 け入れているところであ る。そ うしなが ら新 しい

願 いが叶 うよ うにと祈っている。
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「神 様 、 ど うか ミョンス よ りたっ た一 日だ け で も長 く生 き られ る よ うに して くだ さい。」

不治 の病に掛 かっている子 ども、障害を持 ってい る子 どもをもつ母親 たち を見る と、私

は本 当に心の 中で深 く敬意 を表す。

喘息 の子 どもを持った母親 は、子 どもの呼吸 を助ける道具を頻繁 に取 り替 えてや り、脳

性麻痺 の子どもを持 った母親 は、物理治療法 を覚 えて運動を させてや る。 しか し、い くら

努力 しても治 る当てはな く、いっ終わるとい う約束 もない ことを承知 してい るので、その

全ての仕 事はまるで悟 りを得 るための修道者の苦行 と同様 である。

一 日一 日
、子 どもの成長する姿をみ ることが母親に とって大きな喜びであ るこ とは、母

親にならない限 り絶対にわからない。 しか し、その母親た ちは他の母親 のよ うに、そのよ

うな喜びを絶対 に味わえない。む しろ、彼女たちは ミョンスの母のよ うに子 どもが これ以

上悪 くならない ことだけ願い、子 どもよ り一 日で も長 く生き られ ることばか り顛 ってい る。

キ ョンモが生まれた直後、最 も大変だ った時 、不眠症で悩んでいる小児 白血病の子 ども

に処方す るために入院棟 に行ったことがある。抗癌剤治療のせいで髪の毛が抜 け落 ち、眠

れないために 目はポコン とへこんで元気 がな く、免疫機能が落ちて、90歳 の年 寄 りの よう

に座 っている子 ども。見るだけでも胸が苦 しいが、母親は子 どもを暖かい 目で見なが ら顔

や指などを一つ一つ撫でてやっている。 のみ ならず、その母親は周辺の小児 白血病の患者

たちと多 くの情報 を交換 しなが ら、他人の事で もまるで自分の子 どものこ とのよ うに積極

的に、面倒 を見てくれた。

この時私は、急 に自分が恥ずか しく思われ た。私は この母親た ちに較べ ると一つ も大変

なことはない のに、疲れた、疲れ たと文句ばかり言 っていたのでは。何 とか慰 めて上げた

い気持 ちでそ の母親に声をかけた。

r大 変で しょう?」

「いいえ、最近は色 々考 えます。何で私が このよ うな苦 しい 目に遭わなければな らない

のかか ら始ま り、この暗響 な現実か ら私の存在理由が何なのかまで、本 当に色々考 えます

よ。人間の力って本 当に弱いですね。そ うで しょ う?こ れか ら教会や聖堂にで も行 って

みよ うかと思っています。子 どもが逆に私を正 しい道へ と導いて くれ ています。」

断言するが、この世で見 られ る、最 も大 きくきれいなかたちの母性 が、病気 を抱 えてい

る子 どもを持 つ母親の母性 であろ う。一 日が辛いけ ど、それで も子 どもが死ぬよ りはよい

ことを認 める境地、辛 さがな くなった ら子 どもの存在がな くな るから、その辛さをそのま

ま受 け入れ ることがむ しろ書び になる境地、そ して、子 どもを通 して 自ら人格的な成熟に

達す る境地は母性その ものなのである。

同時間を生 きていて もみんなが同 じ人生 を生きるのではない。 自己の成熟度に よってあ

る者 は乞食の ように生きる し、ある者は仏様 のよ うに生 きられ る。病気 を抱 えてい る子 ど

もを持つ母親 たちは、希望が見えないほ ど、 自ら仏様 になる道 を歩 くことが、自分 が生 き

106



られ る道だ と知っていた。

私は努力 してなくなる辛 さは辛 さではない と思 う。欲張 りを減 らし、寝 る時間を減 らし、

代わ りに面倒を見 る時間を増や し、少 しでもよくなれる辛 さだった ら、真の辛 さではない

とい う事実を、私は病気 を抱えている子 どもを持つ母親た ちを見なが ら学んだ。

この ように不治の病にかかっていた り、見かけでは碓実に障害がなかった りしても、母

親を辛 くさせ る心に障害をもった子 どもがいる。感情の調節 が出来な く暴力性 をさらけ出

す情緒障害や注意散漫で衝動的な 「注意欠陥多動性障害(ADHD)」 が そ うである。この子

どもの母親たちは、上で述べた母親たちとは異なる辛さを もっている。

まず、彼女たちは周 りの支持はおろか非難を覚悟 しなけれ ばな らな い困難 を抱 えている。

夫 と夫の実家な ど周辺では、子 どもがひどく出たが りやで注意散漫な様 子を見て、母親 が

どの よ うな子育てをしたのかと非難する。また、「子 どもの家」(オ リニヂ ップ1保 育施設)

や幼稚園、学校の先生たちも子 どもの面倒 を見よ うとするのではな く 「行儀見習」の問題

だけ取 り上げる。

いくら教えて もその時だけで全 く直 らないか ら挫 折 し、恥ずか しさのせいで布団の中に

潜 り込んで泣いてい る母親 たち。その母親 たちに とって最 も辛いのは、罪悪感である。子

どもの問題 を抱えて 「私が悪かったのね.」 を繰 り返 しながら罪責感 に陥 るのである。そ し

て 「君はどうして他の子のよ うに出来ないの。」と子どもを責めなが ら憎ん だりす る。しか

し、それは 自ら泥沼に陥るの と同 じこ とだ。

辛 さを減 らすためにはまず 自分 自身 の問題 と子 どもの問題 を確 実に分離 しなけれ ばな

らない。子 どもがそ うなったのが私の過ちではない と判断を し、子 どもの問題 を客観的 に

見なければ方法がない。何故か というと情緒障 害、ADHDの 子 どもは絶対 に叱った り罰 を

与えた りして も良 くならないか らだ。

キ ョンモが私を悩 ませた時、最 も難 しかったのが子 どもを 「客観的」 に見 ることであっ

た。子 どもを見ると辛 くなるが、その心を抑 え、子 どもの行動 を一つ一 つ持続的に観察 し

ながら面倒を見るとい うことは決 してや さしいことではなかった。感情的 にな らないで現

実的 に面倒を見なが ら絶対に催促 しないで待 ってあげるこ と、それは子 どもに対す る肯定

的 な期待 をす る母親でない と難 しい美徳である。

それでもADHDや 情緒障害 の子 どもたちは、自閉児や精神遅滞児 よりは確かによい。希

望を持ち上手 く育て ることによって成長す ると良 くなる し、普通 の人たち と問題な く仲間

になって生 きられる。 そ うするためには母親 の面倒 が必須条件 である。社会の物差 しで見

る目を捨てて、子 どもの 目の高さで世界を見なけれ ばならない。 その物差 しに至 らなか っ

たことで母が泣いた ところで役に立たない。夫 と夫 の実家 の親戚 が非難 した ら、馬の耳に

念仏のような余裕を持たなければな らない し、幼稚園の先生が子 どもの問題で大変だった
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ら、子どものために先生 に子 どもの状態 を頻繁に話 し、説得 して理解 させなければな らな

い。 他人が何 を言って も何が自分の子どものために最 善であるかを考え、行動 しなけれ ば

な らない。

何 よりも母親 が子 どもの面倒 を確 実に見ることができるとい う自己信頼感 とともに、強

い自意識を持たなければな らない。 「私が この子の母親 なのだから、私でな けれ ば誰が面倒

を見 るのか」 とい う強い心 を持たなけれ ばな らない。

考えてみ ると大韓民国は社会か ら個人、特に子 どもたちに要求す る平均値 があま りにも

高い国である。マンシ ョンを建てるために子 どもが遊べ る空間をな くしたのに、子 どもが

家でふ ざけて跳び上がった りす ると変な子 ども扱 いす るのが、韓国の大人たちだ。

世 の中には人 々が注 目し羨ま しが るような成功 した人 より、上手 く行かな くて挫折 して

い る弱者の方が もっと多 い。低い所 を見なけれぱな らない。そ うす ると子 どもが社会的 な

平均 より少 し劣 ってい ることを前もって心配 をす るこ とが、 どれほ どの浪費であるかがわ

か る。た とえ一流 の大学 を卒業 したか らといって、みんなが幸福だった り成功 した りす る

わけではないだ ろう。

人生は長 く正直である。子 どもが他 の子よ りぬきん出 ていなくて も、人生 をその子 な ら

ではの生き方でお もしろ く生きるこ とができれば、それ でよい。子 どもが先頭 に立たなく

て もいいではないか。後 ろか らでも人々 とともに充分、笑いなが ら生 きられ るな ら、それ

が幸福なのである。

離婚を考えている母親たちに

不倫 と離婚 を扱 った ドラマが多か った今年の春。 一人 の後輩の夫 が後輩 に冗談で このよ

うに言ったそ うだ。

1おい、僕たち異常か も」

私はその話 を聞いて笑 えなかった。何の問題 もなく結婚生活を している人たちまで不安

に思わせ る不倫 と離婚が、他人事ではない時代になったことが悲 しい。 しか し、私 も以前

は離婚を考えていたことがあるか ら、 この心情がわか る。

しか し、私は最近、離婚の相談 をしに来 る人たちになるべ く離婚 を避 けてほ しい と言 う。

愛情が3年 以上長 く続け られない とした ら、新 たな愛に遭ったと して も必ず空 しくな る瞬

間が訪れ るし、妻 と夫が賢明に行動すれば十分に良い方向に変化 され る余地があると思 う

か らである。

しか し、私の思いどお りに行かないのが人の世で、い くら努力 しても うま くいか ない例、

どうにも 「仕方 ない」状況が起 きる。それはいわゆる 「非常識的な」人 たちのせいである。
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愛想がよ く、暖かい心を持っている一人の母親がいた。夫 は大学教授 で、雰囲気は礼儀

正 しく、有能で、ユーモアがあ り、親切に見 えた。 しか し、実際はひ どい妄想症 にかかっ

ていて、偏執的な人格障害を持っている人で、妻 と息子に対す る暴力が度 を越えていた。

自分の職場の同僚 を招いた引越 し祝いの会で、妻が 「他人であるj男 の人に親切 に した と

いって、灰皿 を投 げた り、5歳 になった息子を殴 った り、バイオ リンを教 えた ところ、そ

の子 どもがバイオ リンを見ただけでも吐 くよ うな状態になった りなど、 「非常識的な」事例

がた くさんあった。

そ して、その母親はいつ しか離婚を考え始めていた。そ うす ること何 千何万回。 夫のこ

とを考えると震え、今す ぐにも離婚 したくなるが、いざ と離婚 しよ うと思って も経済力 も

な く、息子 と一緒 に暮 らす 日々が暗 く感 じられ た。 息子が 「父親 のい ない子1に なるこ と

も胸が痛かった。だか ら結局は 「私だけ耐えれ ば大丈夫だ」、「離婚す るよ りま しだ」 と考

えなが ら日々、我慢 していた。

しか し、その結果が どうだったか とい うと、その母親が20年 余 りの歳月 をかけて夫を

変えよ うと努力 した ところ、直 ったのはただ一つ、怒 った時 、何 かを投 げる癖のみだ った。

蓄の息子 は成長 して今は25歳 になったが、精神年齢はいまだに思春期 に止 まっていて、

父親に対す る憎悪で、父親が駐車場に車 を止める音 を聞いただけでも胸 が潰れ るほどの恐

怖におのの く。

最近になってこの母親は、社会 に適応できず、常 に不安に怯 える息子 を見なが ら罪悪感

をもっている。 自分だけ耐えれば全ての問題 がな くなる と思っていたが、結局息子に被害

を与えて しまったか らだ。 こ うなるこ とがわかっていた ら、離婚 した方がむ しろよかった

と後悔 して も後の祭 りであった。

誰で も行ってみ ることのできない未来はわか らないのが当然である。 だか ら人 々は離婚

を考えなが ら、 どちらを選んで もそれが最善の選択であればそれ でよい とい う。後で後悔

するかも知れないけ ど。その母親 も同 じだろ う。問題 は離婚 をするこ とについて息子よ り

自分の立場 ばか りを考えたことで ある。

息子 を父親のいない子に した くなかったのであるが、それ はあくまで も母親の考 えであ

る。 息子が父親か ら受 ける辛 さを考えてみな さい。 愛情を求めるはず の父親か らその よう

なひどい 目にあ うことが、「父親のいない子」と言われ ることの辛 さと何 が異なるのか。む

しろ父親 か ら受ける肉体的で精神的な暴力は、他人か ら受 けるよ りもっ と辛いはずである。

他人は無視 して しま えぱそれで よい。しか し、父 をどう無視す ることができるの か。また、

無視すれば無視 され るのか。

その母親 を理解 しながらも、必ず しもそ うしなければな らなかった のか と切ない気持 ち

になる。本 当に離婚が出来なかったのは 「バツイチ」 と言われ ることに対す る怖 さ、経 済

的な能力の無 さか ら生 じる不安のせいなのに、息子 のために私が我慢 しているとい う理 由

に言い換 えたのではないか。本当に息子のための気持 ちがあったの ら、今は しん どくて も

108



離婚を選択する方が正 しかったのではないか?

何 ヶ月か前、あるテ レビの時事番組 をみている と、ある離婚 した夫婦 の育児の話が出て

いた。私は彼 らを見なが ら胸が熱 くなった。彼 らは親 として、親 のすべき事が何か、子 ど

ものためにすることが何かを感動的に見せ てくれた。

子 どもが生まれ た後、夫 との性格 の差を克服できずに離婚 したが、妻 は子 どものために

週末にな ると、夫が家に来て子 どもに自由に会えるように した。 もちろん離婚直後には夫

に対す る感情が残 り、顔を見 るのも辛かった。 しか し、子 どもの立場か ら状況 を考えてみ

ると、自分 自身が子ξもから父親の存在 を奪 う権利 はないこ とに気が付いた。だか ら、子

どもの父親 と 「子 ども」の立場で議論 した末、このよ うな方法 を選 んだのだ。

おかげで、子 どもは母親 と父親が離婚 してから3年 になるのに、父親のいない部分を全

く感 じさせず 幸福に育っていた。一週間に一度会 う父親は離婚前 と違 って、子 どもの面倒

を誠心誠意、見て くれて、離婚前よ りむ しろ関係が よくな り、彼 ら夫婦 もやは り友達のよ

うに過ご していた。

現実的に離婚を 目前に した り、離婚 を考えたりしてい る親に、私 はこの夫婦の事例 を真

似す るよ うにと言いたい。彼 らは離婚 を自分 自身だけの問題 と して取 り上げなかった。子

どもが望む ことが何か。子 どもに必要なのが何かをも、一緒に十分 に考慮 した。だか ら、

彼 らは離婚 を して も家族の中の誰 も傷つかない最善の選択が出来 たのだ。その子 は親 が離

婚 した事実を知っていたが、その事実を恥だ と思った り、弱みだ と思った りしないでむ し

ろ親の立場 を理解す る事ができたのだ。

子 どもに とって父親 と母親が別れて暮 らす ことは、胸に深 く刻 まれる傷である。 自分た

ちの感情のせいで 「合理的な」選択の機会 を逃 して しま うと、子 どもが克服 しなけれ ばな

らない傷は もっと深 く隠れて しま う。仕方な く離婚を した ら、子 どものための最後の配慮

の絆を捨てないこ と、そ こに 「離婚後の育児」を解決する ソロモ ンの知恵が潜んでいるか

もしれない。
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韓国における早期教育の実態と現況

『創造的で全人的な人的資源養成のための幼児教育革新』(2001,12)第 皿章

李基淑(梨 花女子大学校)、 張英姫(聖 信女子大学校)、

鄭美羅(瞭 園大学校)、 洪勇姫(梨 花女子大学校)

翻訳 片 成 男

1.私 立幼稚園での早期 ・特技 教育実態調 査

本章は、幼稚園での特別活動実施に関する現状 と、これに対する教師の認識 を調べることを目的

重己ている。研究のために、全国にある私立幼稚園の中から1300所 を選定 し、それぞれの幼稚園

か曹匹名の教師に質問紙を依頼 した。その うち、1116部 が回収 され、回収された質問紙の分析結果

は次のとおりである。

1.研 究対象 の一般 背景

教師 の経摩 に関連 しては、6年 以上の教育経歴 をもつ教師が407人(36.5%)で 最 も多 く、3年

以上6年 未満が294人{26.3%)、1年 以上3年 未満が277人(24.8%}、1年 未満 が134人(12.0%)

の順で あった。

教師の学歴 は、専門大学卒が736人(659%)で 一番 多く、4年 制大学卒が275人(24.6%}、

大学院卒 が66人(5.9%)で あ った。

研 究対 象幼稚園の地域別分布 は、 ソウル特別 市をは じめとす る広 域市が全部 で600人(54,3%)

で一番 多 くを占めてお り、その他 に中 ・小都 市が356人(32.2%)、 町村 地域 が149人(13,5%)

の順で あった。

幼稚 園の規模にお いては、3、4ク ラスの幼稚 口が348ヶ 所(312%)で 一番 多 く、5、6ク ラス

が334ヶ 所(29.9%)、1、2ク ラスが227ヶ 所(20.3%)、7、8ク ラスが100ヶ 所(9.0%)、9ク

ラス以上が97ヶ 所(8.7%)の 順 で環れた。

〈表皿一1>応 答教師及び幼稚園の背景

変数 区分 頻度 割合

応答教師の背景

教青経歴

1年 未瀦

1年 以上一3年 未満

3年 以上 一6年 未満

6年 以上

回答な し

134

277

294

407

4

12.0%

24,8%

26.3%

96.5%

o.4覧

学歴

専門大学卒
4年制大学卒

大学院卒

その他

回答なし

736

275

ss

32

7

65.9%

24.6嘱

5.9悌

2.9%

osx

幼稚園の背景

地咳別分布

特別(広 域市)

中 ・小郁市

町村地域

回答な し

600

356

148

11

54.3鮪

32.2%

19.5%

LO鴨

規模(ク ラス数》 1、2ク ラス

3、4ク ラ ス

5、6ク ラス

7、8ク ラス

227

348

334

iw

20.舗6

31296

zssx

9.0%
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9ク ラス以上

回答 な し

97

10

8.796

0sx

2.幼 稚■での特別活動の実施状況

(1〕特別活動実施の有無 と種額の数

幼稚園での特別活動実施 の有無 を調べ た結果 、研 究対象 となった幼稚 園中88%以 上が実施 してい

て、幼稚園での特別活動 実施 が相 当普遍化 してい ることが分かっ丸 また、特別活動の種類 を見て

みる と、3-4種 類 を実施 して いる幼稚園が一番多 く(34.8%)、1-2種 類(30.1%)、5-6種 類

〔16.0%)、 そ して7種 類以上(7.5%}を 実施す る幼稚 園もあった。全体でみ ると、3-4種 類 以上

を実施す る幼稚園が58.3%に 達 してお り、実施 の有無だけでな く、一つ の幼稚園で実施す る特 別活

動の種類にお いても相 当の数の活動 を実施 してい ることが伺 える。

〈表皿一2>特 別活動実施の有無と種類数

実施の有無/種 顛数 頻度 割合 〔%〕

実施 しない

1-2種 類実施

3-4種 類実施

5-6種 類実施

7種 類以上

計

tzs

336

細

178

84

]lib

11.6

30.1

34.8

16.0

7.5

100

(表皿一3>特 別活動プログラム数の地域別分布

種類数
特別市/広 峨市 中 ・小都市 町 ・村地域

搬 割合(%) 鰍 割合{%) 搬 割合(%〕
実施 しない

1-2種 類 実旛

3-4種 類 実施

5-6種 類 実施

7種 類以上

61

156

z4a

111

36

8.5

26.1

40.7

18.6

s.o

43

116

104

a9

ω

12.1

82.8

29.2

15.2

11.2

S2

拠

as

9

8

zi.a

43.0

242

s.0

6.4

計 697 ioo 356 ユoo 149 100

地域別 に実施 してい る特別 活動 の種類 数 をみ る と、特別 市/広 域 市 は3-4種 類行 うと ころ

(40.7%)が 最 も多 く、中 ・小都 市(32.3%)と 町 ・村地域 〔43.0%)は1-2種 類行 うところが最

も多い ことが分 か?た 。 一方、特別活動 を実施 しない幼稚園 は、特別市/広 域市(8.5%)、 中 ・小

都 市 〔12。1%}に 比べ町 ・村地域(21.5%)が 多 く、地域 差 を示 していた。 これ らの結果 は、都 市

地域 が町 ・村地域 より多様 な特別活動を実施 してい ることを表 してい る。

(2)特 別活動種 類及 び週当た り実施回数

幼稚 園で実施 している特別 活動中最 も多いのは、英語く64.3%)、 美術(50,9%)、 体育〔48.1%)な ど

で、この3種 類の活動 は、研 究対象幼稚園の中ほぼ過半数 の幼稚園が実施 していた。特 に、幼稚園

での特別活動 中、英語が最 も高い頻度で現れ るのは、早期英語教育に対する親 の関心が大 いに反映

され ているとみ ることができる。そのほか、楽器演奏(392%)、 折 り紙(22.5%)、 コン ピュー タ(16.7%)、

科学(17.7%)、 学習紙(159%)、 童話 ロ演(12.7%)な どが多 く実施 され ている活動の種類 に入 って い

た。 これ を順位別 に見てみ ると 俵 皿一4)に 示 した とお りである。
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(表皿一4>特 別活動種類別順位

N31116{1ω;襖 数 回 答

順位 特別活動種類 頭度 割合〔%》

1

z

呂

4

5

s

7

8

9

10

そ の 他

英語

類
体育

楽器演奏

折り紙
コンピュータ

科学
学習紙
童話ロ演

水泳
その他

717

鵬

b3T

437

251

209

197

177

賦2

102

141

64.3

50.9

as.i

39.2

22.5

18.7

17.66

15.9

12.T

9.]

12.6

週当た りの実施 回数 は、』特別活動 の種類 によって異な り、最 も多 く実施 してい る英語の場合 、週当

た り2回 が最多で、体育、水泳、コン ピュー タ、科学、楽器演奏 、折 り紙な どは週1回 実施 が最 も

多かった。

(表皿一5>特 別活動種類及び週 当た り実施回数 単位=園 数(%)

課 目

当た り回数
1回 2回 3回 4回 5回 合計

英語

体青

黄術

童話 口演

水泳

学習紙

コン ピュー タ

科学

楽器演奏

折 り紙

その他

142(19.80)361(50.35)151(2LO6)

463(8612)59(10.99)4(0.74)

152(26.76)165(27.29)123(21.65)

71(60.00)31(21.83)25(17.61)

49(48.024(23.53)10(9.80)

2302.99)49(27.68)43(24.29)

91(43.34)77(36.84)28(11.00)

置63〔82コ4)24(12ユ8)2(1層02)

?$2(64.53)73(16.70)19(4.35)

168(66.93)62(24.70)一12(4.78)

91(64.54)27(19.15)2(1.47)

28(3.91)

1(0.19弾

42(7.39)

7(4.93)

1(0.967

16(9.04)

6(2.39)

0(0.00}

iolz.zs)

3(120)

412.84)

S6(5)

10②

96(17)

8(6)

18(18)

46(26)

ia(s)

aW

53(121

s(z)

17(12)

7171100)

537(100)

568(100)

142(亘00)

102(且00)

177(100)

YO9(100)

is'rcioo)

437(100)

251QOO)

141(100)

〈表皿一6>特 別活動種類の地域別分布

*多 重分析、無回答11人 除外

地域別分布
特別市/広 蟻市 中 ・小都 市 町 ・村地城

頻度 割合(%) 頻度 割合(%) 頻度 割合(%)

英語

体育

美術

童話 口演

水泳

学 習紙

コン ビ昌一 タ

科学

楽器演奏

折 り績

その他

449

333

391

ss

54

B1

置呂2

95

242

89

99

74.0

55.8

56.8

11,3

9.0

且3,5

zz.a

15.8

40.3

14.8

iss

216

173

162

sz

42

69

52

82

146

110

34

60.7

48.6

45.5

17.4

11.8

19.9

14.6

23.0

41.0

30.9

9.6

54

28

sa

g

s

33

29

1?

45

62

9

36.2

18.8

43.0

6.0

4.O

zz.z

16.1

11.9

ao.z

34.9

ss

回答者数 soo 100 356 100 149 1W

特別活動の種類による地域別分布を見てみると、特別市/広 域市及び中 ・小都市地域の場合英語

を最も多く実施 してお り、町 ・村地域の場合は美術活動を最 も多 く実施 していることが分かる。そ

の外の活動は地域の間で比較的均一に分布 されていた。
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(3)特 別活動実施方法

特別活動は主に幼稚園の正規授業時間中に実施するところが(43,4%)最 も多く、授業中と授業が

終わった後並行 して実施するところが(22.8%)そ の次に多く、大体正規授業中に特別活動を行 うこ

とになっていた。即ち、研究対象となった幼稚園のうち66.2%の 幼稚園が正規授業時間に特別活動

を実施 していた。正規の授業時間に特別活動を実施すると、活動時間前後に相当な転換時間を必要

とし、これによって幼稚園での日常的な教育活動が妨害 されやすい点が問題に成 りうる。また、幼

稚園での日課計画及び運営の基本原理を考慮する場合、日課運営の一貫性、関連性 、融通性などの

面で、相互関係性を保 ちながら運営す ることに困難があり得 る。

(表皿一7>特 別活動実施方法

N=1116(100)=複 数 回 答

実掩方法 搬 割合(%)

授業 中

放課後

授業中 と放課後

全 日制 クラス(午 後)

実施 しない

484

185

2S6

m7

11T

49.4

16.6

22.8

9.6

10.5

計 1148 100

(4)特 別活動担当者

特別活動担当者は、その分野の専門家を招鴨する場合(38.8%〉と、専門団体の派遣者(32,6%)が 担

当することが多かった。つまり、外部から招聰 して講師が授業を担当する場合が71.4%で 、このよ

うな授業で教師は補助者 として参加する場合も、全 く授業に参加 しない場合もあ り、幼児指導にお

ける一貫性と関連性に問題が生じ得る。また個別的な幼児の要求や状況などが、特別活動によって

正規授業が中断 される状況で、どのように配慮 されていくかも問題点としてあげ られる。

また教師たちが直接特別活動を担当する場合も29.2%で 、これに対 して学生の父母などボランテ

ィアが特別活動を担当する場合(1.6%)は とても少なかつた。

(表皿一8>特 別活動担 当者

N冨1116(10ω1複 数 回 答

担当者 頻度 割合(%)
幼稚園教師

機関団体派遣者
分野別専門家
ボランティァ

その他

326

364

439

18

29

29.2

32.6

sa,e

is

2.6

計 1170 goo

一 方
、幼稚園教師 が特別活 動プ ログラム を担 当す る場合を除 き、特別活動実施 中の教 師の役割 と

関連 した質問調査 の結果、教師の役割は特別活動が授業時間中に行 なわれ る場合 と放課 後プ ログラ

ム として進行 され る場合に分けてみ ることができた。

まず授業時間中に実施す る特別活動プ ログラムでの担任教師の役割は`補 助教師 と して参与す る'

が731人(72.4%)で 最 も多 く、`ク ラスを分けて他の活動を行 う7が131人(13.0%)、`参 与 しない'

が99人(9.8%)、 その他が49人(4.9%)の 順で現れた。この結果 か らみ るよ うに、特別活 動のための

プ ログラム担当者 が別 にい る場合 、担任教師は主 に補助教師 としての役割 を果た してい ることが分

か る。
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放課後行 なわれ る特別活動 プログラムでの担任 教師の役割 は`参 与 しない"が378人(47.2%)、
`補助教師 として参与す る'が218人(272%)

、 唱クラスを分けて他 の活動 を行 う'が76人(9.5%)、

そ の他が129人(16.1%)と なっていた。

〈表皿一9)授 業時間中に実施するプログラムでの担任の役割

授業中の役割
補助教師 と して参 クラスを分けて他参与 しない

与 の活勤を行 う
その他 計

搬
割合(%)

ss

9.80

731

72.38

13]

12.97

49

4,85

ioio

100

く表皿一10)放 課後プ ログラムで の担任の役割

放謀後の役割
補助 教師 と して参 クラスを分 けて他参 与 しない

与 の活動 を行 う
その他 計

頻度
割合(%)

978

47.19

zie

z7.zz

76

9.43

129

16.10

801

100

(5)特 別活動の集団構成方法

特別活動を実施する時の集団構成方法は、大体大集団で実施 していた6英 語(87.0%)、 体育(92.1%)

などは、ほとんど大集団で構成されていた。小集団と個別的指導方法を最も多くとっているコンピ

ュータ活動の場合にも、小集団(532%)、 大集団(28』%)、 個別(18.7%》の順に現れた。このような

結果からみると、幼稚園で実施 している特別活動は、特別活動担当者が幼稚園を訪問して授業をす

る場合、大勢の幼児を対象に大集団授業をするためにこのような結果が現れた とみ ることができる。

したがって、それぞれの活動によって適切な集団構成 と相互作用が必要とされる幼児に とって、各

幼児当た りの活動時間及び相互作用機会がかなり不足 しているおそれがある。

〈表皿一肛〉特別活動集団構成方法

集団構成

翻 大集団 小葉団 懐別幼児 合計

頻度 割合 頻度 割合 頻度 割合 繊 割合

英語

体育

美術

童話 口演

水泳

学習紙

コン ビ昌一 タ

科学

楽器 ・国楽

折 り紙

その他

621

娚

304

78

81

81

57

101

zzs

109

79

87.0

92.1

33.1

55.3

81.8

45.3

2a.i

53.7

55.9

44.9

57.3

91

39

218

so

15

sa

108

82

140

111

53

12.8

T.4

89.5

35.5

16.2

34.3

53.2

aas

sa.z

46.7

38.4

2

3

30

13

s

36

38

5

48

23

s

0.3

0s

5.9

9.2

3.0

20.1

18-7

2.7

11.7

9.5

4.4

714

530

552

141

ss

ユ79

203

188

41T

243

138

100

100

100

ioo

ioo

ioo

ioo

100

100

zw

loo

(6)特 別活動プログラムの対象幼児及び1回 平均教育時聞

特別活動プ ログラムの対象幼児 と関連 した質 問紙調査 の結果、全ての種類 のプログラムが幼児全

体 を対象にする場合 が多い ことが分か った。 特別活動 を選択 した幼児を対象 にす るプ ログラムは童

話 口演(37,4%)、 美術(36,4%)な どが比較的 に高い割 合で現れ 、全 日制 クラス幼児 を対象 に した特別

活動プ ログラムは学 習紙(25.3%)、 美術(17.8%)、 折 り紙(17,6%)を 除 き、全ての種類 で5%ぐ らい

の低い割合 を示 した。 これは大部分のプ ログラムが全体幼児 を対象 に実施 されている ことを示 し、

特別活動 プログラムの種類別1回 平均教育時間はほ とんど30-40分 間で、比較的 に均 一な分布 を

示 していた。 これ らの結果は く表皿一12>に 示 したとお りである。
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<表血一12>特 別活動プログラムの対象幼児及び平均教育時間

平均教育

時間(分, 醸

対象幼児
種類別 全体幼児 選択幼児 全 日制 クラス幼児 合計

割合 搬 胎 搬 割合 頻度 割合
英語

体育

美術

童話 ロ演

水泳

学習紙
コンピュータ

科学

楽器 ・国楽

折 り紙

その他

zs.2

32.8

M.5

36.9

39.4

33.4

30.6

36.1

33.5

33.9

41.0

siz

990

259

79

82

ios

154

126

2?3

158

76

86.3

93.9

95.8

66.8

83.7

59.9

77,4

67.7

67.0

64.8

55.9

77

盟

202

ez

14

27

31

ao

134

43

M

10.9

4.2

36.4

37.4

14.3

14.9

1S.6

zss

27.8

1T.6

39.7

20

is

ss

8

z

46

19

io

23

49

s

2.8

1.9

17.8

臥8

2.0

25.5

7.0

5.4

5.6

ivs

4.4

709

522

555

139

98

182

i99

墨86

410

244

136

100

ユ④o

ioo

100

ioo

ioo

ioo

goo

goo

ioo

100

(7)特 別活動の費用

特別活動の費用負担は、正規授業中に実施するかそれとも放課後に実施するかによって、その負

担方法は異なるのが一般的であった。正規授業で実施する場合は幼稚園教育費で、放課後に行なう

活動である場合には親が負担するという答えが最も多 く(35.2%)、 教育費 とは別途に特別活動費を

課するところも多かった(30.5%)。

〈表皿 一13>特 別活動の費用

支出方法 頻 度 割合(%)
教育費

特別活動費を徴収
正規授業中(通常の授業料の一部)

放課後(特別活勤費の徴収)
親自身が運営

その他

278

3五1

359

36

36

27.3

so.a

36.2

3.5

9.5

計 1020 ioo

⑧ 特別活動の実施理由

幼稚園で特別活動を実施する理由を三つずつあげる質問項 目で、大体1-3種 類以内の複数回答

をもとに、それぞれに対する頻度と割合を計算 したのが(表 田一14>で ある。

幼稚園で特別活動を実施する理由として、園児募集(65.6%)、 潜在能力の早期開発(49.3%)、 終日

プログラム実施による多様なプログラムの必要性(43,7%)な どがあげ られた。

私立幼稚園の場合、親たちの選択に幼稚園運営の成敗がかかっている状況で、`園児募集'は 親た

ちが望むため特別活動を実掩する最 も重要な理由になり得る。即 ち、特別活動が教育的に価値ある

ものかとい う問題よりは、幼稚園運営の面で最も切実な理由である`園 児募集'が 最も主たる理由

になっている。この意味で、私立幼稚園を公教育機関から支援 して、教育の方向を正 しく設定 し、

思 う存分運営活動をしていけるように支援するべきである。教育的要素によってではなく、教育外

の要素によってプログラムが選択 され、運営される状況はとても深刻な問題点としてあげられる。

〈表 皿.一14)特 別活動の実施理由

N`1116(100)=複 数 回 答

実竃の理由 頗度(%)
1.親たちが望み 、園児募集 に役立つか ら

2.特別活動は当該の専門家が行な うべ きだか ら

735(65.86)

疫旧(34.76)
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3.終 日制幼児のために多様なプログラムが必要 だか ら

4.幼児 たちが別途 に学院 に通わな くても済むか ら

5幼 児 たちの潜在 能力 を早期に醐猫す ることが できるか ら

6,他の幼稚口で も駒別活動をす るか ら

7、幼稚 園に とって経済的 な肋けとなるか ら

8.クラス分 けを通 じて集団の大きさを縮小 できるか ら

9.その他

486(43.72)

473(42.38)
550(4828)
186(16.86)

87(7.79)
ioi(s.os)

19(L70)

総応答者 1116(100)

(9)特 別活動実施の問題点

特別活動実施による問題点を三つずつ指摘する質問項 目で、1-3種 類以内の複数回答資料をもと

に、頻度と割合を計算して`特 別活動実施の問題点'を 分析 したのが く表皿一15>で ある。幼稚園

教師が認識 している特別活動実施による問題点の中には、担当教師の資質問題が最 も深刻な問題と

して考えられていた。特に、特別活動の内容より、幼児の発達的特徴 とか要求に対する理解の方が

優先されるべきであるという点で、幼児教師資格証を侍っていない非専攻者たちが授業を担当して

いる問題(50β%)が 最 も大きな問題点として指摘 された。また幼児たちが感 じる過重なス トレス

(369%)、 正規授業準備及び進行上の問題点(34.2%)な ども提起された。

(表皿一15>特 別活動実施の問題点

複数回答

特別活動実施の問題点 頻度{%)
L幼 稚口の教育活動 に妨げになるか ら

2.幼稚口の教育活動 プログラムだけで十分だか ら

3.費用が負担になるから

4.関連 専門家を探すのが難 しいから

5.担当が幼児教育専攻者でないため幼児指導 に間題があ って

6.幼 児たちに過重な ス トレスを与える ようになるから

7。幼児 たちに適切な后動でないから

&授 業準備の時間が不足するか ら(帰宅指導及 び放織後の教室使用 によ り)

9.特別活動をする子 どもたちだけで規 しくなるか ら

10.その他

345(謹o.9

299伽.⑳

369(92.2)

352(91.5)

56?(50.⑳

412(36.9)

98(8.8)

382(34.2)

61(8.5)

9(0.9)

合 計 ms(ioo)

3.特 別活動に対する教師の認議

特別活動に対する教師の認識は、4段階評定尺度を用いて、「特別活動指導者の資質と関連 した内

容(1,2項)」、「特別活動を実施することで幼稚園教育活動にどのような影響があるかに関する内容

(3,4項)」、「幼稚園で特別活動を実施することで幼児が受ける影響に関す る内容(5,6,7項)」、「親の

要求と負挺に関する内容(8,9項)」、「特別活動教師と幼稚園教師の賃金問題(10項)」 などに分けて考

察 した。

幼稚園教師たちは、特別活動を担当する教師達が必ず幼児教師資格証を持つべき(3.35)と認識 し

ている。このような認識の背景には、特別活動指導者は大体幼児教育に対する理解が不足する(2.80)

と考え、その細部内容としては、「幼児の発達 と要求に対する理解が不足 し、個別的な幼児の気質、

状況などに対する理解が不足するため、幼児教師としての資質に問題点がある」という意見を提示

した。ここからは、幼稚園で教師と特別活動の担当教師との間に相当な葛藤があっただろうと考え

ることができる。
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(表皿一16>特 別活動に対する教師の認識

内 容
評定尺度平均

1234
L幼 児 教育 をする人は どんな分野 であって も必ず幼児教師 資格証 を持つべ きだ。

2.特 別 活動指導者は大体幼児 教育に対す る理解 が不足 している

3.幼 稚 園で特別活動を正規授 業時間にす るのは教育課程運営 に妨げになる。

4.幼 稚園 での特別 話動は幼児 を観察 し指 導するための時闘 を奪 う.

5.幼 児 たちが受けている特別活動の種類 が多す ぎる。

6.幼 児鶏に特別活 動を実施す るのは早す ぎる と思 う。

7.特 別活動から幼 児が受けるス トレスは深刻で ある。

8.親 の要求があっても幼稚園 の正規の教育活動だけで実施すべきであ る。

9.特 別活動による親の負担が 大きい。

10.特 別活 動指導者の人件費 に比べて、幼稚口教師の賃金が低す ぎる。

2.80

2,76

zso

2.68

2.42

2.54

2.T9

2.59

3.35

3.04

全 体 平 均 2.75

特別活動を実施す ることで幼稚園の教育活動にどのような影響があるかに対する認識は、「幼児

観察及び指導のための時問を取られる(2.50}」、「特別活動の種類が多すぎる(2.68)」と認識 していた。

これらの問題点と関連 して、授業時間中に特別活動が実施 されたりその種類が多くなることで、「教

室の雰囲気が散漫となったり、授業の一貫性と関連性が途絶える」など授業の妨げとなった り、時

間浪費の要素が多いことなどが意見として提示された。特別活動に対する親の要求に関 しては、親

の要求があっても、幼稚園教育の正常化が重要だと考えていた。また 「特別活動担当者の人件費に

比べて、教師の賃金が低すぎる」という項目でとても高い反応を示 してお り、教師 としての専門性

と自尊心に対する対策が必要であると思われる。

皿.家 庭での早期 ・特技教 育

本章では、全国私立幼稚園に幼児 を送っている親2,600人 を対象 に、特別活動実施現状に関す る

質 問紙調査結果 を示 し、その分析を試みる。親用質問紙 の場 合、配 られた2、600部 の中2,279部

(8?.7%)が 回収 され、 この内あ りのままに答 えていなか った り子どもの年齢 が本研究対象範囲 を越

えた りしたケー スを除いた、計2,159部 が分析 に用い られ た。

1.研 究対 象の一般背景

親の年齢 は父親の31%、 母親 の85%が30代 で、最 も多か った。学歴 は父親 の場合4年 制大学卒

が最 も多 く(50%)、 母親 は高卒以下が最 も多 かった(40%)。 家庭 の月収 は100-200万 ウォンが36%、

200-300万 ウォンが35%を 占め、300-400万 ウォンも17%を 占め ていた。親の職業 中、父親は

事務職が41%で 最 も多 く、その次が専門職(16%)、 サー ビス職(15%)の 順で現れ た。母親は専業主

婦が62%を 占めてお り、就業 してい る母親(以 下、就業母 とい う)は35%で 、就業母の うち事務

職(19%)が 最 も多 く、その次に多いのがサー ビス職(6%)で あった。

幼児の性別 を見てみる と、男児が全 体の51%を 占めてお り、女児はそれ よ りやや少 ない48%で

大体同 じ割合 だった。幼児の年齢 は3歳 か ら6歳 まで の幼児が全体の91%を 占めてお り、幼児の年

齢別分布は5歳 児(41%〉 が最 も多 く、次が6歳 児(25%)、4歳 児(20%)の 順 だった。
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(表皿一17>対 象 となった親の一般 背景

変鞍 区分 搬 割合

性別

男子

女子
無回答

1,092

1,029

認

51%

48%

筋

幼児

年齢

2歳 以 下

3載

4歳

5歳

6歳

7歳 以上

無回答

22

118

437

876

b35

102

ss

t%

6M

20%

41%

25%

6%

3%

親の職業

父

無職
勤労者

サービス業

事務職
行政職
専門職
その他

無回答

6

253

szz

894

100

sss

197

49

o%

32%

15%

41%

5%

16%

脳

%

母
専業主婦
就業母
無回答

1,S48

766

65

s2%

呂5%

3%

家計平均月収

100万 ウ ォ ン未 漕

100～200万 ウォ ン未 満

200～300万 ウォ ン 未満

300～400万 ウォ ン 未満

400～500万 ウォ ン 未消

500万 ウ ォ ン以 上

無 回 答

30

787

7se

37]

1亘0

76

39

ix

36%

36%

17%

5%

4%

2%

2、 早期 ・特技教育実施の現状

(1)早 期 ・特技教育実施の有無

〈表皿一18>に み るよ うに、研究対象 の うち、早期 ・特技教育 を受 けた ことがあるか または現 在

受 けている幼児は86%で 、大部分の幼児たちが幼稚園教育以外に早期 ・特技教育を受 けてい ること

が明 らかとなった。

<表皿一18>早 期 ・特 技教育実施 の有無

実施の有無 頻度 割合

実施する
実施しない

1,847

312

2.559

66%

14%

ioox

<表皿一19>で 早期 ・特技教育を受ける幼児を性別 と年齢にしたがって分析 してみると、男児の

84%、 女児の87%が 特技教育を受けていること、男児よ り女児の早期 ・特技教育を受 ける割合が若

干高いこと、が分かる。幼児の年齢によって分析すると、7歳 以上の幼児の92%が 早期 ・特技教育

を受けてお り、他の年齢段階と比ぺて特技教育を受けている割合が最 も高い結果となった。その次

に早期 ・特技教育の割合が高いのは6歳 児(89%)で 、5歳 児(88%)、2歳 以下(86%)の 順で現れ、幼

児の年齢が上がるほど特技教育を受ける割合が高いことが分かる。本調査対象中、2歳 以下の子 ど

もの場合は86%が 特技教育を受けており、3歳 と4歳 の幼児 よりも高い割合であるが、2歳 以下の

幼児数が他の年齢の子 どもに比べて圧倒的に少ないため、そのまま解釈することには無理があるよ
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うに思われる。これについては改めて調査 しなおす必要がある。

<表皿一19>幼 児の性別、年齢による特技教育実施の現状 頻度(%)

変数 区分 実施する 実施 しない 計

性別
男児

女児
無回答

919(3の

899(8?)

29(76)

i7a(isl
130(13)

9(24)

1,092{100)

1,029(kOO)

38(且oo)

年齢

2歳 以下

3歳

4歳

5歳

6歳

7歳 以上

無 回答

19(86)
66(73)

342(787
771(88)

477(88)
94(9?J
b6(81)

3(14》

30伽)

95(22)

105q2)

saQD

8(87

13(19)

22(100)

118(100)
437000)
876(100)

535(100)
102(100)
69(100)

(2)早 期 ・特技敦育の種類数

早期 ・特技教育 を受 けて いる幼児た ちを対象 に、現在実施 してい る早期 ・特技教育の種類 数 を分

析 した結果 は く表皿 一20>に 示 した通 りである。2種 類の早期 ・特技教育を受 けて いる幼児が30%

で最 も多 く、1種 類 を受けている幼児が28.8%、3種 類 の幼児が20 .6%と なった。調査 対象 中、 特

技教育を10種 類以上受 ける幼児 も8人 お り、最多で12種 類 までや る幼児 もいた。

〈表皿一20>早 期 ・特技教育の種類数

早期 ・特技教育の種類数 頻度 割合
1種 類

2種 類

3種 類

4種 類

5種 類

6種 類以上

532

555

蹴

219

100

61

28.8%

30.0%

zosx

11.9%

5.4%

3.3%

計 1,847 100覧

現在幼児が受けている早期 ・特技教育の種類数が幼児の性別 と年齢 によって どのよ うになってい

るかを分析 した結果は、<表 皿一21>、(表 皿一22)に 示 した通 りである。

(表皿一21)幼 児の性別に よる学習の種類数 頻度(%)
学習の種類数 男児 女児

1種 類

2種 類

3種 類

4種 類

5種 類

6種 類以上

267(29)

292(32)

17619)

105(11)

40(4)

38ω

298(28)

258(29)
199129)
io7(iz)

sa(y)
30(3)

計 szo(ioo) 899(100)

<表皿一21>に よると、男児・女児全てが早期 ・特技教育 を2種 類受 けているケー スがそれぞれ22% 、

29%で 最 も多 く、その次が1種 類(そ れぞれ29%、28%)と なってい る。 しか し、3種 類以 上の早

期 ・特技教 育を受 けるケースは女児が44%で あるのに対 して男児 は38%で 、女児が男児 よ り3種

類以上の早期 ・特技教育を受 ける割合 が高い こ とが分 か る。
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<表皿一22>幼 児の年齢による学習の種類数 頻度(%)

2歳 以 下 3歳 4歳 5議 6歳 7歳 以上

1種 類

2種 類

3種 類

4種 類

5種 頽

6種 類以上

13鵬)

4(21)

i(5)

o(o)

i(3)

㈲)

54(61)

22(25)

8(9)
2(7J
1(1)

1(1)

且31(38)

113く33)

57(17)

zz(sl

13(4)

scz)

zssczs)
249(32)

175(23)
92(12)
38(5)

28(3)

308(E2)
123(26)

109(23)
79{17)
36(7)

26(6)

i2cis)

27(29)

k6(k6)

18(19)

12(1⑳

10(11)

計 19(100) 88(5001 342(100) 771(100) 477(LOO) 94(1DO)

(表皿一22>に よると、2歳 未満 と3歳 幼児はその過半数が1種 類の早期 ・特技教育を受けている

ことが分かり、4歳 と5歳 の幼児は1種 類 と2種 類の早期 ・特技教育を受ける幼児の人数がほぼ同

じ割合で現れている。これに対 して、5歳 以上の幼児たちは早期 ・特技教育を2種 類受けている幼

児の人数が最も多く、また3種 類受けている幼児の人数も増えている.

結果的には、幼児の年齢が上がれば上がるほど受けている早期 ・特技教育の種類数も多くなる傾

向が見られる。特に3種 類以上の早期 ・特技教育を受けている幼児の割合を年齢別で比較すると、

3歳 は13%、4歳 は29%、5歳 は43%、6歳 は53%、 そして7歳 以上の場合に59%の 割合を占め

ており、幼児の年齢が上がるにつれ早期 ・特技教育を3種 類以上受ける幼児の割合 も持続的に増加

している。

幼児たちが受けている早期 ・特技教育の種類数、が母親の就業の有無によってどのような傾向を

示すか分析した結果は、<表 皿一23>に 示 した通 りである。

〈表皿一23)母 親の職業の有無による学習の種類数 頻度(%)

就業母 非就業母 計

1種 類

2種 類

3種 類

4種 類

5種 類

6種 類以上

223(33)

195(29》

124(18)

74(lll

zsW

29ω

302{26)
358(30)

254(22)
146(127
74(6)

40(3)

626{28)

sss(so)

878{20)

218(12)

103(6)

69ω

計 674(100) 1,173(100) 1.847(100)

就業母の場合 、子 どもに早期 ・特技教育を1種 類受けさせ るケー スが33%で 最 も多 く、その次が

2種 類(29%)と3種 類(18%)の 順で表れ た。 これに対 して、非就 業母の場合 に早期 ・特 技教青を2

種類受 けさせるケースが最 も多 く(31%)、 その次 が1種 類(26%)、3種 類(22%)の 順 で表れ た。これ

は、非就業母が就 業母 より子 どもに早期 ・特技教育 をより多 く受 け させてい ることを示 している。

また子 どもに早期 ・特技教育を3種 類以上受けさせ るケースは、就業母が37%で あるのに対 して 、

非就業母 は43%と な り、非就業母が就業母に比べて子 どもに早期 ・特技教育 を3種 類 以上受けさせ

る割合 も高い ことを示 している。

(3)早 期 ・特技教育の種類

本研究で調査した27種 類の特技教育中、幼児たちが多く受けている上位の10種 類を対象に課 臼

の種類 とその現状を く表皿一24>に 示 した。

幼児たちが最も多 く受けている特技教育は、ハングル/文 字書きの教育で、本研究の調査対象

2,159人 の49%に 達する1,054人 がハングル教育を受けていた。その次に多い特技教育は数学(32%)、

英語(28%)、 ピアノ(28%)、 美術(22%)、 総合学習紙(11%)の 順で表れた。 しかし、総合学習紙の大

部分がハングル と数学、英語のためであることを考えると、調査対象の幼児たちが最 も多く受けて
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いる早期 ・特技教育はハ ングル と数学、英語 であることが分かる。

〈表 皿 一24>早 期 ・特技教 育の種 類別順位N嵩2159=複 数回答

順位 早期 ・特技教青 頻度(%) 回答者数
1

2

3

4

5

s

7

8

9

置o

ハ ン グル/文 字書 き

数学

英語

ピア ノ

美術

総合学 習紙

テ クォ ン ド

フレーベル玩具

舞踊

漢字

1,95M49)
696(321
606(28)

599(28),
478(29)

239(11)
117(5)

107(5)
68(3)
62(3)

2.159100)

小中学生とは違って、今まで幼児の場合早期・特技教育とは主に早期才能教育と理解されてきた。

幼児教育辞典(韓 国幼児教育学会、1997)に よると、早期才能教育とい うのは通常の学校教育の枠

外で行われている英才教育、早期教育、芸術 ・体育等の教育を総称 してお り、韓国の場合、様々な

学院を中心とした雄弁術 ・テクォンド・美術 ・書道などのことであると定義 している。つまり、今

まで幼児のための早期 ・特技教育は主に芸術 ・体育分野の補充教育として考えられていた。

しか し、本研究で現れた結果からは、だんだん社:会における幼児早期 ・特技教育の内容が芸術 ・

体育に限られず、早期知能開発や小学校での学習準備のためのものとして拡張 してお り、む しろこ

のような内容が最近はもっと強調されていることが分かる。

幼児たちが受けている早期 ・特技教育の種類は、幼児の年齢によってどのような傾向が見られる

か分析 した結果は、(表 皿一25>に 示 した通 りである。

く表皿一25)幼 児の年齢による早期 ・特技教育の種類 頻度(%)

満2歳 以下 満3歳 満4歳 満5歳 満6歳 満7礁 以 上
ハ ングル

数学

英語

ビアノ

美衛

繊合学習紙

テ クォン ド

フ レーベ ル 玩

具

聯

漢字

12(63J
2{11)

2E11)
2(11)
2(11)

421)
a

1(5)

1(6)
a

59(67)

星0(n)

皇7(19)

s(7)

11(13)

13(15)

a

9(10)

2(2)

0

199(58)

92(27)
9427)

62(16)
82(24)
4513)

16(5)
24(7)

161b)

6②

953159)

321(42)

293(32)

24貰{3D

209(X)

103(13)

42(51

42(51

24(3)

19②

z7i(s7)

218(46)

160(36)

22〔匠46)

ユ45(30)

52(117

aa(sl

24(b)

且5(3)

2615)

41(44)
38(40)

4861)
58(62)
zoczv

12(13)
11(17)

scs)

8(8)
12(131

回答者数 19000) es(ioo) 342(100) 771(夏00) 977(100) 94(100)

2歳 以下の赤 ちゃんの場合 には、ハ ングル をす る場合 が63%で 一番多 く、次が総合学習 紙(21%)

でハ ングル と総合学習紙を合 わせ ると84%に 達 した。満3歳 の幼児の場合に も、ハ ングル をす る幼

児が67%で 一番多 く、次が英語(19%)、 総 合学習紙(15蜘 、美術(13嚇 の順 で現れ た。満4歳 の幼

児はハ ングルをす る場合が58%で 一番多い ことは2・3歳 幼児 と同 じであるが、次が英語 と数学(そ

れぞれ27鶉 〕、美術(24瓢)、 ピアノ(15鶉 〉 の順に現れた。満5歳 の幼児 はハ ングル 、数学、英語、

ピア ノ、美術 の順であ り、満6歳 児でハ ングルが一番 多いことは他 の年齢 の幼児た ちと同 じである

が、その次がピアノ、数学 、英語 、美術の順 で現れた。 これ に対 して満7歳 以上の幼児が一番多 く

受けている早期 ・特技教育は ピア ノ(62刃 で、次 が英語、ハ ングル 、数学 、美術 として表れ 、それ.

までの年齢の幼児 とは異なる様相 が うかが えた。
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以上の結果を通じて、早期 ・特技教育の種類は幼児の年齢が幼いほ どハングルと総合学習紙中心

の教育を多 く受けてお り、年齢が上がるほどハングルや総合学習紙以外の数学、英語、ピアノ、美

術などほかの種類の教育を受ける比率が高いことが分かった。 このような結果は、幼児の年齢が上

がるほどハングルを習得 した割合が高いためでもあるが、親たちの一次的な関心がハングルと小学

校での学習のための準備にあり、このような能力が形成されたと思 う時、芸能 ・特技教育の領域に

関心をもつためだと考えられる。また、最近社会で強調されている外国語学習や幼児の脳開発に関

する研究の影響で、親たちがだんだん幼児の知能開発と学校での学習準備に関心をもっているため

だと説明できる。

結局のところ、韓国の親たちは小学校の教育が始まるずっと前の満2歳 未満または3歳 から既に

幼児のハングル勉強に関心を持ち、小学校に進学する6歳 になると数学、ピアノ、英語、美術など

の教育に関心を向けてお り、正規の学校教育が始まる前にあらかじめ子女に次の段階の教育を準備

し、実施している傾向があることを示 している。

幼児の性別によって受けている早期 ・特技教育の種類がどうかを分析 した結果は(表 皿一26>に

示 した通りである。

俵 皿一26>幼 児の性別による早期 ・特技教育の種類 頻度(%)

勇児 女児
ハ ングル

数学

英 語

ピアノ

美衛

総合 学習紙

テ クォン ド

フレーベル 玩具

舞 踊

湊 字

590(59)

394(37)

316194)

191(21)

232(25)

川(12>

工06q2)

sa(s)

SU)

36(4)

zozczzl

393(38)

280(3])

397(44)

236(26)

119(19)

川1}

53(61

61ω

26(3)

回答者数 919(100) 899(LOO)

男児の場合多 く受けている早期 ・特技 教育は、ハ ングル(59覧)、 数学(37%)、 英語(34紛 、美術

(25粉 、 ピアノ(21紛 の順で現れた。 これ に対 して、女児は ピアノ(44瓢)が 一番多 くて、次が数

学 〔3錨〕、英語 〔31暢、美術(26%)、 ハ ングル(22%)の 順 に現れ、男児の場合 と違 いを示 した。ハ

ングル とテクォン ドを習 うケー スは、男児が女児 よ りは るかに多 く、女 児は男児 に比べて ピアノを

習 う場合 が多か った。

(4)特 披教育の平均開始年齢.持 続時 間.教 育回数、一回教育時間

特 技教育の平均開始年齢 を分析 した結果 、全体的 に総合学習紙(43.3ヶ 月)を 始める年齢が一番

早 く、次がハン グル(4716ヶ 月)と な っていた((表 皿一27>参 照)。 調査 の対象 となった幼児た ち

は平均満4歳 以前から総合学習紙 とハ ングルを始 めてお り、フ レーベル玩 具(49.1ヶ 月)も 開始年

齢が早い もの として現れた。

調 査対象の幼児 の中で特技教育を始 める最小年齢 は、生後3ヶ 月 で、この時期に英 語を始 めたケ

ー スがあった。 これ は、早期英語教育 に対す る親 たちの関心が大 きい ことを反映 しているが、3ヶ

月の幼児 に英語 を教えることは、最近 わが社会で広まってい るグローバ リゼー シ ョンの意味を間違

って理解 しただ けでな く、一部の親 た ちの間に起 きている超早期外国語教育のブームによるもので

あるこ とが分か る。つ ま り、外国語 は早 く習 うほ ど効果 があ り、幼児がハ ングル を身につけてか ら

だ と英語 の勉強に干渉す るので、ハ ン グル を習 う前 に英語 を始 めるべ きだとい う間違 った考 えが社
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会に蔓延 しているためである。

特技教育 を始 めてか らや めるまでの持続期間を分析 した結果 、種類別 の平均持続期間が長いのは

総合学習紙、玩具、ハングルの順で、平均開始年齢 が早い科 目の種類 と類似 した傾 向があった。 そ

の反面、持続期間が一番短かったのは漢宇(平 均3ヶ 月)で 、次が ピアノ(5,9ヶ 月)と 舞 踊(7.1

ヶ月)の 順だった。

(表皿一27)特 技教育の開始年齢、持続期間、週当教育回数、教育時間

科 目
平均開始年齢

{ケ月1

持纏期間

(月)

沮当たり教育

個 数)

一 回教 育時間

(分〕

ハ ングル

英語

数学

美術

ビア ノ

舞踊

テ クォン ド

漢字

総合学習紙

フ レーベ ル玩具

47,6

65.O

sss

54.6

59.6

55.9

so:3

sss

43.3

49.1

10.6

8.8

9.3

8.9

5.9

7.1

8.6

3.0

19.3

11.9

1.50

i.av

1.38

3.19

4.27

228

4.46

1.73

乳24

1.15

21.99

31.07

18.39

66.88

aa.7a

57.06

53.96

夏624

17.76

46,78

週当た り特技教育を受ける回数 を調べてみた結果 、テ クォン ドとピアノが平均4回 以上で一番多

く、次が美術 と暗算 、囲碁、雄 弁術 な どで週3回 以上実施 して いた。一回の平均教育時間が長いの

は舞踊(57.06分}、 美術(55.88分)の 順で、逆に短いのは漢字(1624分)、 総合学習紙(17.76

分)、 数学(18.39分)、 ハングル(21.99分)の 順 だった。 この外、幼児 が受けてい る早期 ・特技

教育の中で一回の平均教育時 間が一番長 いのは、囲碁(1時 間10分)と 水泳(1時 間7分)だ った。

一回の平均教育時間は
、主に学習形態 と関連 した もので学習紙や 訪問教師 を通 じて実施す る場合、

一回の教育時間が短 いのに対 して、学院 や個人指導 を通 じて実施 してい る科 目は、そ の時間が長い

こ とが分かった。

(5)特 技敦育 の学習形態

学院、学習紙、個人指導、グルー プ指導な ど、 どの ような形態で早期 ・特技教育 を実施 してい る

かは、<表 皿一28>、(表 皿一29>に 示 した。全 体的 に学習紙 が40%で 一番 多 く、次は学院 が27%、

個人指導が21%、 グルー プ指導が12%と して現れた。

<表皿 一28>特 技教育の学習 形態

学習形態態 学習紙 犠 個人指導 グループ指導 計
頻度(割 合) 1.703(40%) 995(2796) 784(2196) 327(12%) 3,809(100%1

早期 ・特技教 育の内容によって学習形態が どうか を分析 した結 果、幼児 たちが多 く受 けてい るハ

ングル(70%)、 数学(73%)は 主 に学習紙を通 じて実施 してい る場合が多 く、反対 に美術(54%} 、

ピアノ(69%〉 、テ クォン ド(79%}、 舞踊(54%)な どは学院で習 う場合が多 く、 フレーベル玩具

(73%)は 個人指導が多かった。英語 も学習紙 を通 じて習 う場合が33%と して一番 多 く、次が個 人

指導 〔27%)と 学院(21%)と して現れ、早期外国語教 育に対す る親 たちの関心は大 きいが、正 し

い教 育方法に対す る認識 はそれ ほどで もないことが分か る。

この よ うな結果か らは、現在韓国の幼 児たちは、学校での学習 のための基礎能力や技 術 を学ぶた

めのものは、主 に学習紙 を利用す るか家庭訪問教師 な どを通 じて習い、体育や美術 などを学ぶ場合

は、主に学院 で習 う場合が多 いことが分 かる。
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(表皿一29)特 技教育の種類による学習形態 頻度(%)

習形態 報 学習紙 個人指導 グループ指導 無回答 齢

ハングル/宇 書き

数学

英語

ピアノ

鋤

総合学習紙

テ クォン ト

フ レーベル玩 具

舞踊

漢字

42(4)

21(3)

12了〔21}

910(697

zsalsv

吻

92(797

Mo)

37(6

3(5)

78370)

508(73)

200(33)

6(1)

5Q)

zos(esl

o(o)

5(S)

1①

(55)

232(22)

139(20)

164(27)

101(17)

43(9)

9(4》

0(01

78(73)

2(3)

(26)

21(21

7{1)

97(16)

24(4)

134(28)

0(0)

14(1

7{7)

22(37J

②

21(?J
21($)

18(3)

53(9)
38(8)
14(6)

11(9)
16(15)
7(10)

(12)

1,069100)

696{ユ00)

sos(too)

594(100)

478(100)

234(100)

117(100)

107(100)

ss(too)

Uoo)

計 995(27) 1.703(40) 784(21) 327(1幻

幼児たちは実生活の脈絡の中で自分が興味を持ったときに一番よく学習する。従って、具体的な

実際経験を伴わず、机上で紙 と鉛筆だけで行われる学習紙は、幼児の発達の特性からみて適切な教

育方法や媒体 とはいえない。にもかかわらず、早期に学習紙などの方法で教育を受けされるとすれ

ば、幼児たちが他人とうま く付き合うことよりも人に勝つ ことが大事だ とい う考えを持つようにな

る可能性がある。また正解探 しや語彙の習得などが主流になる学習紙の特性によって、開放的、創

造的、自律的な思考や行動を培うよりも幼児期から閉鎖的で他律的な思考を強化するので、 とても

危険である。

(6)月 あた りの私教育費

親 たちが幼児の早期 ・特 技教育 に支 出 してい る教育費の現状 を調 ぺた結果 は、 く表皿 一30)に 示

した通 りであ る。早期 ・特技教 育に支出する月平均費 用は、子女1人 当た り12万6千 ウォンだ っ

た。調査対象の うち、月10万 ウォン未満 の教育費 を支 出 してい るのは935家 庭(54.6%)で 、子

女1人 当月30万 ウォン以上の私教育費 を支 出す る家庭 も全体 の11.2%を 占めていた。 本研 究の対

象 となった家庭 の中で、私教育費 を一番多 く支出 レてい るケー スは月105万 ウォンまで支出す る家

庭 であった。

〈表皿 一30>一 惟帯 当 りの月別 早期 ・特技教育の費用 頻度{%)

月私教育費 頻度 百分率

10万 ウォ ン未 満

1{ト20万 ウォン未滴

⑳ 一30万 ウォン未満

3D-40万 ウォン未満

婚50万 ウォン未満

50万 ウォ ン以上

935

536

132

28

ie

13

a4s十s

34274

7.了%

isvs

i.i%

0.85%

計 1,712 100.0%

子女の早期 ・特技教育のための月私教育費支 出を、父親の学歴 、職 業、収入な どの変数 に した が

って分析 した結果は く図皿一1>、 〈図皿一2>、<図 皿一3>に 示 した通 りである。一般的 に言 うと、

父親の学歴 が高いほ ど、そ して月収が多いほど子女に支出す る月教育費が増加 してお り、父親が行

政職の家庭が月平均私教青費 を一番多 く支出 していた。

月平均私教 育費 を世帯の所得 レベル別 に比較 した時 、〈図皿 一3>か ら分か るよ うに月200-300

万 ウォン未満 の所得家庭の私教育費の支出が、月所得が300-400万 ウォン未満、400-500万 ウオ

ン未満の家庭 よ りむ しろやや 高めとい う結果 となった。 結局、世帯の平均月所得 レベル と関係な し

に一定の費用 を幼児の早期 ・特技教育に支出されている費用の構造 は、子女の月当た り私教 育費の
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支出 を世帯の所得 レベル に比例 した時 、月所得 が200-300万 ウォン未満 の家庭に とっての家計負

担が より大 きいことが指 摘できる。

<図皿一1>父 親の学歴による月あた り私教育費
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3.早 期 ・特技教育に対する親たちの認識

(1)早 期 ・特技教育 の必要性
.早期 ・特技教 育の必要性及び時期、費用に対す る親た ちの認識を調べ た結果は、次の 〈表 皿一31>、

(表皿一32>、(表 皿一33>に 示 した通 りである。

〈表皿 一3Dか ら分か るよ うに、幼児期 の子女に早期 ・特技教育 を実施す るのは必要だ と答えた

親は1,519人 で、全体 の調査対象の70.3%を 占めてお り、逆 に必要ではない と答 えた親は331人 で

15.3%に 過 ぎない。 これは、.現在社会的な早期教育の雰囲気 とその過熱 現象を よく反映 した もの と

して見 るこ とがで きる。

〈表 皿 一31>早 期 ・特技教 育の必要性

必要性程度 鰍 百分率

全然必憂がない
あまり必要がない
まあまあである

ある程度必要である

とても必要である

無回答

娼

aas

283

L,42S

96

26

2.2ｰ16

ユ3.1%

13.1%

65.9%

4.4%

1.2%

計 2,159 1DO%

(2〕 早期 ・特技教盲の時期、種類、費用に対する認識

幼児期の子女の早期 ・特技教育の時期に対しては、〈表皿一32>、(表 皿一33>か ら分かるように

全体の73,5%の 親たちが早いと認識 してお り、88.7%の 親たちはその種類が多い と認識 していた。

結局、大部分の親たちは早期 ・特技教育の必要性を認めているが、現在の社会において幼児たちが

受けている教育の時期や種類は多すぎると思っていた。早期 ・特技教育の費用についても、89.5%

親が多い と認識 しており、これは現在の幼児早期 ・特技教育に対 して家計や経済的側面から多くの

親たちが否定的な認識をもっているとみることができる。

このような結果が現れる理由として、幼児早期 ・特技教育を進める社会の全般的な雰囲気と幼児

教育産業の影響で、他の子どもたちに比べて遅れたり被害を受けるのではないかとい う心配から、

その時期が早いと認めながらも子女に特技教育を実施 していると説明できる。

(表皿一32>早 期 ・特技 教育の時期 頻度(%)

時 期 須 度(%〕
早過ぎる
早い

適切だ
遅い

趣すぎる
無回答

550(25.5)

1,096(48.07

495(22.の

46(2.1)

6(0,3)

26(1.?J

計 2,159(100)

(表皿一33>早 期 ・特技 教育 の種類及び費用 頻度 〔%)

区分 費用

多すぎる
多い

適切だ
少ない

少なすぎる
無回答

921142.7)

994(96.0)
184(8.5)
36(1.7)

2(0.1J
22(F.0)

824(38.4)

1,107(51.3)

198(9.2》

6(0.3)

o(ol

24(1.1)

計 2,1591100) 2,159(100)
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(3)特 技教育をさせる理由と問題点

親たちが子女に特技教育をさせる理由について調べた結果、(表 皿一34>に 示 したように 「子女

の知能開発のため」(74%)が 一番重要な理由として現れ、次は 「小学校の準備のため」(64%)、 「子

女が願い素質がありそうで」(60%)、 「人がさせているから不安で∫〔28%)の 順に現れた。ほかの

意見としては 「多様な経験を積むため」(15人)、 「子 どもの発達段階によって必要性を感 じたから」

(10人)が 多かった。

多くの親たちが、子女の適性や素質にあわせるよりは、知能開発や小学校での学習準備のために

早期教育をさせていることが分かった。幼児の要求や才能を育てるなどの幼児の内的要因よりも、

外的要因一 「学校での勉強の準備」や 「他の人がさせているから」、「遊ぶ友達がいなくて1な どの

ために早期 ・特技教育を急 ぐ傾向のあることがわかった。特に、マスメデ ィアやセールス員の勧誘

によって、子女に早期 ・特技教育をさせ る人の割合が6%に もなる点を考慮 した時、近年社会で急

速に増加している幼児教育産業の質的 レベルや科学的効果などに関する綿密な検討 と適切な介入が

必要だと思われる。特に、他の国で効果がないことが明 らかになった教育や教材、または韓国の子

どもに適用することの適切性の検討 もなされていない状態で、虚偽または誇大な宣伝によって販売

されている製品や会社に対 しては、国家社会全体の次元での厳格な統制 と介入が必要だろう。

(表皿一34>特 技教育をさせ る理 由 (複敷回答).

順位 内容 顛度{%) 総回答者数

1

z

3

4

5

6

7

8

9

知能開猫 のため

小学校の準備 のため

子女が願 うてお り、素質 がありそ うだから

人がさせ ているか ら不安に思りて

放課後家で面倒を見てくれ る人がいなくて
一緒に遊ぶ友連がいな くて

自分 が小 さい時に習いたかったが、できなかったことだか ら

大衆媒 体を通 じた広告や外商員たちの勧誘で

ほか

1,599《7の

i,982{64J

1,293(60)

595伽)

227(11)

zu(io)

iea(al

122(6)

103(57

2,159
(100)

早期 ・特技教育をやめる理由は、(表 皿一35>の ように 「子女が嫌がって」(58%)が 一番多く、

「習 う内容 と方法が気に入 らない」(40%) 、「経済的に負担となる」(29%)の 順で現れた。その他

の意見のうち多かったのは 「時間が合わないから」、「体力的に疲れたので」などがあった。ここで

注揖すべき点は.二 っあり、一つは子女に早期 ・特技教育をさせ る理由とやめさせる理由の順位が

ほとんど一致 しないという点で、もう一つは早期 ・特技教育をや める理由として教育の効果や担当

指導者の資質に関する内容が多いことである。

親たちが子女の早期・特技教育をやめさせる理由として「習 う内容 とか方法が気に入らない」、「知

能開発にあまり助けにならないようで」、「特技教育指導者の資質が足りない」 とかf交 替が頻繁だ.

から」、「小学校の準備にあまり助けにな らないから」など、早期 ・特技教育の効果や指導者の資質

問題のためにやめる場合が多いことにも注 目する必要がある。 これは、早期 ・特技教育に対する親

たちの期待 とその効果が異なるため、または教育の質的 レベルが低いためであると見なすことがで

き、親たちが早期 ・特技教育の特性や効果、子女に適切であるかどうかに対 して予め正確に把握す

ることなく、子女にその教育を受けさせたためだと説明することができる。

<表皿一35>特 技教育をやめた理 由 複数回答

順位 内 容 臓 総回答者数
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1

z

3

4

5

s

7

8

9

1p

I1

子 どもが嫌 がるか ら

習 う内容 と方法が気に入 らな くて

経済的に負担になるか ら

知能開発 にあま り助けにな らないよ うだか ら

套質がないよ うだか ら

特技教育指導者の資質 が足 りないか頻繁 な交替のため

幼稚園生活 に支障 があるか ら

小学校 の準備にあま り助 けにな らないよ うだか ら

その他

友達関係 に問題があるよ うだか ら

放課後、家 で面倒 を見てくれ る人ができたから

1,255(5⑳

as2(40)

sza(zs)

450(211

3?2117)

353(16)

iai(al

zsscs)

TO(3)

50②

45ω

2,159

(1009Q

一般的には、親が子どもに早期 ・特技教育をさせる理由は、主に 「知能開発」とか 「小学校での

勉強のための準備」など認知的分野にあるのだが、やめさせる理由は主に 「幼児が嫌がるか ら」 と

「経済的な負捌 、「素質が無いか ら」など個人的な理由として現れた。このような結果は、親が子

どもに認知面での発達を期待 して早期 ・特技教育を受けさせるが、その効果を判断できる方法がな

いため、早期 ・特技教育をやめる理由を幼児の興味とか関心の不在、経済的負担などか らあげてい

ると理解することができる。

韓国の幼児の早期・特技教育についてその問題点を自由記述 してもらった結果、多くの親たちは、

社会の多様な問題点を指摘 してくれた((表 皿一36>参 照〕。一番多い意見は、幼児特技 ・早期教育

に対する過度なブームと社:会雰囲気を改善するべきだとい う意見で.あった。多くの親は.早 期特技

教青が子女にはもちろん、親自身にも経済的側面から負担になっていることを認めなが らも、他の

親がするのを見て不安になり、親の意志からではなく早くから教育を受けさせる傾向にあることを

指摘 し、全般的な社会雰囲気の改善を求めていた。知的教育だけを強調するのではなく、子女の素

質と適性、意欲に したがって教育すべきであるにも構わず、我が国の強い進学圧力のもとで入試対

策をメインとする課外教育が、幼児期に導入されていて、そのよ うな創造性と個性を抹殺する画一

的な教育は、止揚されるぺきであることを主張していた。

(表皿一36>特 技教育め実態に対する親たちの意見

そ の他の意見

・早期教 育ブームの社会雰囲気 を改 書

早期 教育 ブー ムの祉会雰囲気が改善 され るぺ きである。他の親 がするのを見て不安にな り、親のは っき りした意

志 もな く.人 がや るか らといってあま りに も早 くか ら教育を受け させる傾向があ る。
・子 女の棄質 と適性に合 う教育が必 更

知的 な面 だけ を強調 しないで、子女の素質 と適性、望み に したがって教育すべ きである。入試 を メイン とする課

外教育に反対 し、創造性や個性 を抹椴す る画一的な敏 育は止揚 されるべきで ある.

・教育政 紫の問題

教育制度 と政策に関連 した問題 として、教育翻度が早 く変わ り逼 ぎる。私教 育費の過度支出に対す る政府 の政策

が必要であ り、幼児教育及び親 教育に対する国家政策 、政府 の支援が必要 だ。体系的 な公教 育が必要で、幼児教

育は公教育化 され るべ きである。
・多過ぎる私教育費

私教育費がか か り過 ぎである。周 りの人がす るか ら自分 も† る しかないが、教育費に比べて効 果が少ない。

頻度数

iss

18S

158

145

親たちは子女の早期 ・特技教育による私教育費の負担 を訴えてお り、私教育費の過度の支出に対

する政府の積極的な政策を要請する人も多く、幼児教育及び親教育に対する国家 レベルの施策、政

府の支援が必要だと指摘する意見も多かった。また、幼児期から始まる体系的な公教育が必要で、

幼児教育が公教育化 されるべきだ とい う意見 もあった。
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皿.早 期特技教育 の問題

1.教 師の観点

幼稚園で行われている特別活動の問題点 として教師 たちが指摘 したのは.幼 稚園教育プ ログ

ラムの質の低下、幼児の負担の加 重及び仲間関係の断絶、担任教師の:負担の加重及びや る気の

低下、特別活動を担当す る教師の専門姓の不足など大きく四つに整理す ることが出来る。

(1)幼 稚口教育プログラムの質の低下

教師たちが幼稚園で行われている特別活動について深刻な問題点として指摘 したのは、国家が告

示 した幼稚園の教育課程がまともに運営できず.、授業が妨害されているということである。一日の

日課で、特別活動のために授業を中断 し、特別活動が終わったらまた幼稚園の授業を始めなければ

いけないので、全体的な流れ{こ多くの支障が出るとした。

特別活動の担 当教師が時間 を厳格 に守 って くれないため、授 案 の邪魔 にな り、時 問の無駄 も多.く

なる。そ うなると、授業 にすれ違いがあっても、その時 閲 を教師 の計画 な しに過 ごして しま うので、

子 どもた ちに申 し訳 ない と思 う。 とにか く特別活動には反,対だ。

特別活動は、本 当1=特 別 であるべ きなのに、時 々幼稚 園の正規 検業 よ りも重視 される場合が多い。

我 が幼稚園 で註茶・遭 をや っているが、投業途中 に 「茶道室:に未て くだ さい」 とい うアナウ ンスが流

れると、や っている ことを途 中で止 めて、子 ど もを10人 ず つ一 日中茶遊室 に送 らなければ ならな

い。幼児 たちほ移動す ることを楽 しみ にしているよ うだが、私 はど うも授業がめ らや くちゃになっ

たよ うな気分である。

教師 は特別 活動 をその 日の計画の中 に入 れて授 業 を進 めているため、流 れが途切 れて、幼児 た ち

の注意力がだんだん散浸 とな り、投業 がや りに くい。 その反 面、幼児 たちは投 業中に行 われ てい る

様 々な特別活動 の校 業 をもっと待 ち望 んでお り、面白がって、興味 を示 したりもする。

持別 活動 をした後、教 室に入 るととて も慌 しくて、散漫 な雰 囲気 とな り、改めて何 かの活動 をす

るに はその準備 時問がかかるように なって、大 変である。

幼稚園の教師たちは、特別活動 が正規のプログラムを蚕食 していき、幼稚園の教育課程はバ

ランスを失っていることを大いに憂慮 していた。残念なことに、幼稚園のほ うが様 々な特技教

育を揃えている私設学院に変貌 していくのだ。教師たちは、特別活動が幼児教育のプ ログラム

にただマイナスの影響を及ぼすばか りでな く、幼稚園教育の質に破滅的な深刻な影響をもた ら

していると評価 している。

我が幼稚 園は放課後.特別活勤 を実施1してから開園以来11年 になる。 そめ 当時 は1-2(美 術 、
ロ

英語)種 類程度 だったが、3-4年 前 か ら種類 が多様 に なって きた。 そのため、幼維 園は子 どもの

ための プログラムを研 究するより、特 別活動 をメインとした校 案 に転蕗.しているよ うな気がす る。

幼稚団教 師 とい う専門職 として、幼児 を教 育す るとい う使命 感に燃 える時 、学校 で習った専門知戴

がそのまま眠 って しま うとい う思い もあり、幼稚 園の教師 を続 けるか辞 めるべ きか悩 んでい る。
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多 くの幼稚園で は幼児 た らの人閏性教育 にカ を入れ るよ り、園児 募集のための広報用 と して水泳 、

バ レエ、英語 など待別活動 を教 える幼稚園 になって しまった。幼稚囹のプ ログ ラムだけで も真の教

育の 目的 を逮成す るの仁は一 日の時聞が足 りない ぐらいであるの に、様々 な特別活動の ため子 ど も

た ちの情緒 が乏.しくなり、疲 れるだろ うと思 われ る。 しか し、幼稚園の立場 か らは特別活動 をしな

い と園兄募集がで きないの で心 配 になるの だ。

多 くの幼稚園で はその幼稚 園の広報 で、第6回 幼稚 園教育課程 よ りも特技教 育 をメ インに親 たち

に伝 えている。教 育課程 を充実 に遅営 している肋稚 園は、 まるで何の教 育 も泉 た して ないよ うに思

われ ている。併設幼稚 園の教岬 として、特技の適性教 育がすべ てであるかの よ うに、 また外 国のプ

ログ ラムをとりいれ た教.育が最 高であるかのよ うに騒 いでいる幼稚園 をみ ると、教 宵部 か ら出た録

色の教 育課程の本 を胸 に抱 えて悲 しい気分 になる。載 尚の教育課程 は、幼雅 園の教 宵課 程 である。

私 は子 どもを幼稚園`二通 わせ ている親 で もある。毎 月幼稚 園で特技の適性教 育費 と して告知 され る

講求書 は、科学活動 が月22,000ウ ォン、伝 統軟宵が月10,000ウ ォンで ある。いったい教 師は いつ

正規 の投業 を行 ってい るのか疑 わ しい。

教師の中、相 当数 の人 は、 自分 たちの授業時間が短縮 され るか らとい って特別活動 を歓迎 してい

るそうだ。 こうなると遅 かれ早・かれ 自分'の居場所 をとられて しま うとい う事 実 を分』か ってい ないの

だ。英語 、体育、美 術、科学 、国語、数 の教育 などその全部 を、教科専門家が特別活動 として行 う

ようになった ら幼雅 園の教.師がするこ とは何 だろ う?幼 稚園 もまた学院 との違いが な くなるの だ。

全人教 育 を目的 としてい る幼雅 団では幼児教育課程 を実施 すべ きである。学院で幼児教 育 を実施 す

るところ も多いが、大 きな問題 である。

特別活動 に闘す る間違 った認識 によって、幼稚園が学院化 してい くので 繍ないか心配 に なる。私

は幼稚 園で正 しい人間性教 育 をするのが もっと大事 だ と思 ってい る。

教師たちは、特別活動の担 当教師が教育内容 ・教材及び教具 ・教授方法の適合性を考慮 しながら

その特別活動を行っているか どうかに疑問を抱いていた。教師たちが観察 したところに よると、幼

児期に適合 した教育内容であるかも疑わしく、学習紙の形で行われる特別活動が多いとする。また

幼児たちの経験、興味、能力に対する理解がない特別活動の担当教師たちによって大集団で運営さ

れていることも問題 として指摘 した。教師たちは、幼児たちに望ましい特技教育に関す る研究を通

じて正しい教育の方向を提示 してくれることを要求した。

全般 的には大集団で投業 を進 めてい るため、集中力が落 ち、何 人かの幼児 はずっ と座 っているだ

けである。 そ して全 日制 クラスの幼児 たちの特別活動 は、 その教 育費の 負担 か らやってみよ うと思

うことも出米ないのが実情 である。

特別活動 のプログラムの中に英語 活動 がある。大部 分の幼稚 園で英語活 動 を実施 しているが、か

かる費用に比べ て教育効果 は小 さい。なぜか とい 之ば、始 まって終 わ るまで20分 か ら25分 以内 な

ので、活動 が中心 であるとはいえ、どんな状況 で話 す言葉か も分か らないまま、 ただ真似 をさせる

のだ。'ぎ語 の基本は、状 況によ って適切 な表現法 を覚 えることだ と思 うのに、実際には教師 の発・音

や擬声語 を真.似するだけで終わろのだ。
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幼 児 の 発 透 に ふ さ わ し い 特 別 活 動 の プ ロ グ ラ ム を して い る の か 疑 同 を提 示 した い 。 個 別 の 幼 児 の

才 能 を早 期 に発 見 す るた め に は 、内 容 が一 律 的 で あ りす ぎ る。 本 当 に こ ん な内 容 が効 景 的 か とい 予疑 同 と本.

当に幼 児期 に ふ さわ しい 特別 活 動 プ ログ ラムが週 切 に構 成 され て い るか とい う心 配 も あ る。正 規 課程 お よび 正

規 投 蒙 の 内 容 さえ実 践 して 運誉 す る ため に は、 多 くの内 容 と 多 くの 時 聞 、努 力 、研 完 が必 要 で あ る の に、 功 児

た ちを家 庭 か ら外 に追 い 出 す よ うな形 の特 別 活動 は、 子 ど もた ちに 多 くの 負担 とス トレス を与 え る と思 う。 も

ちろ ん観 の経 済 的 負担 もあ るが、人 がや って い るか ら とか、家 で は 面例 を見て くれ る人 が い な い とい う理 由 で、

本 当 に大 事 な時 期 の 幼児 た ちを外 の 学 院`;し か行 か せ ない こ とは とて も心 配 で あ る。幼 児期 に遺切 な特 別 活動

プ ロ グ ラム に対 す る研 究 とプ ロ グ ラム の運 営 に対 す る正 しい 方 向 が提 示 され なけ れ ば な らな い。 そ して経 済 的

負担 で困 っ て い る紳 地 の村 以 下 の 地域 で 、正規 校 業 以外 に特 別 活 動(全 日制 ク ラス運 営 の 一環 と して)ま で運

誉 す る先 生 た らに対 す る配 慮 と補償 も し なけれ」ば なら ない 。

(2)幼 児の負担の加重および仲闘関係の断絶

教師たちは幼稚園で行われている特別活動が幼児たちに負担を与えるだけでなく、仲間関係の形

成にマイナスの影響を与えると指摘した。まず、教師たちは、幼児たちは様々な特別活動に参加す

るのを喜んでいるようにみえるが、実際は多くの精神的 ・身体的 ・心理的負担を感 じていると思っ

ていた。幼児たちは、幼稚園で教師の指導と励ましを受けながら遊びを通 じて探索し ・発見 し・表

現するなど、仲間たちと自由な時間を送 りながら学習すべきであるのに、特別活動が導入されてか

らは、時間に追われなが ら指導を受けるため、心身ともにくたびれる一日を送っている。

幼児 の個人 差 あるいは趣味 とは関係 な く、全体 で一猪 に特別活動 のプログラム を実施 してい るた

め、幼児たちが ス トレス を感 じ、そのために幼稚園 自体 を嫌 が るケース もある.

放課後 に特別 活動 プログラムが行われているが、覗 たちは子 ど もが疲 れて、 しんどい思 い を して

いることに同情 しなが らも、他 の子ど もがやっているの で うち もや らない と不安 にな り、 うちの子

だけが取 り残 され るとい う不安か ら無条件 的に させ ているよ うだ。 もちろん好 きで興味 を示す子 ど

もには特別活動 も遊びの形式 で負担 にならないよ うに実施 して もいいが、親の不安 感 を解 消す ると

か満足 盛 をえるために無理 に させるこ とは本当に無 くすべ きだ と思 う。

幼稚園 で特別 活動 を実施 する場合、幼児 がス トレスや疲労 を感 じていることが教岬 として とて も

痛 々 しい。正規投 業が14時30分 に終南 るの も子 ど もに とっては負担 になるのに、さらに幼稚団 で

1-2時 問 を過 ごすめ は、子 ど もた らに精神的 、肉体的 負担 に なる。幼児期 の特別活動 が必 ず しも必

要 だとは思わ ないo

二番 目に、教師たちは特別活動が 「仲間関係にマイナスな影響を与える原因である」と指摘した。

教師たちは特別活動をしている幼児たちは散漫で集中力が足りなくて、学級の問題児になることも

あるし、これは友達を作るのに障害となる。また、特別活動をする幼児としない幼児 との間に溝を

作ってしまう。

特別活動 の ため、幼児 た ちが しなければならない活動が 多す ぎてス トレスが深刻 であ る。特別活

動 を多 くす る子 どもは散没で集中力が足.りないほ うであ る。

各 クラスには特別講 義の申請君 と申請 してい ない幼児 がいて、帰宅時間 に もぱ らつ きがあ り、 ま
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た仲 間関係 に も影響が あるよ うに見える。

授業後 に別途 に午後実施 する特別 活動 プログ ラムの場合 には、す る幼児 と しない幼児 の問 に踊離

感が生 じる。

幼児期に仲間関係を形成 し、維持 し、発展させる経験は、社会性発達の基礎になる。幼児期の社

会的能力はその後の青少年期、成人期の円満な社会生活 と密接な関係があるとい う研究結果を考え

るとき、特別活動の問題性を深刻に再考 しなければならない。

(3)担 任教師の負担の加重およびやる気の低下

幼稚園で行われている特別活動によって教師たちに生 じる深刻な問題は、担任教師の負担の加重

及びやる気の低下である。担任教師が特別授業を兼ねる場合、ほとんど人件費を支給 しないのが実

情である。 したがって、教師は重過ぎる業務によってス トレスが増え、授業準備に必要な時間が足

りないため、きちんと準備ができなくなり、幼児たちの帰宅が遅くなるため学級管理を充分に行な

うことができず、関連の研修に必要な費用と時間の負担も大きい。

講 師料 も尚 いの で特別活動教師 を別 に持 たず、担任教師が放課 後に指 導する場合 、翌 日の授 業準

備 に妨 げ となり、教師 が重過 ぎる業務 でス トレス を受 けたら結 局園児 に不利 益 になる。

担任教師が担 当す る活動 の人件費は支蛤 しない。正規教育の プログ ラム準備 だけで も時閏 に追 わ

れ てい るのに、放課後活動 まで準備 しなければ ならない負担 とス トレスが大 きい。幼児 たちの帰宅

が遅 くなるため、教師 の業務 が多 くなり、整理 整頓や授業準備 の時問がない。

幼児 た ちが様 々な活動 に接 してみて、参加の機会・や潜在能力 を開発で きるのは望 ま しいこ とであ

る。 しか し、子 ど もの教 育が主た る目的 ではな く、幼稚園の刑 益が 目的 となる場合 、問題 は深刻 だ

と感 じる。幼稚 園の教師 だ とも言 之ない し、学院の先生 だと も言 えないほ どの幼稚園 も多い そ うだ。

特別活動 のため、全体 の幼児の教育に丸障が出 ることは、 もっと許せ ない ことで ある。教師 た ちも

自分 な りに準備 し、勉 強 し、休む時間が必要 なのに今 の状況 はそ うでは ない。再充 電する時期 であ

る休み期 問は、子 ど もた ちの特別授 業で研修のチ ャンス も奪 われ る し、退勤後何 か を智お うとして

もあれ これ用事 が多 くて、仕 方 な く家 と幼稚園の聞 を行 き来 するだけだ。敬師 た ちが教 育に専念 で

きるよ う、勤務環境 が変わ ること を望んでいる。私 途はスーパー ウーマ ンではない。

専・門家:と教師 を合・わせて、週5回 の特別活動 を実施 してい るが、教師 のス トレス と業務が重 すぎ

る。 また関達 の研修 のために必要 な費用 と時問の 負担 があ る。特別活動の内容 を年末 に発表会 で発

表 してい るが、特別活動 の枢本的 な趣 旨とは異 なるよ うな見せ るための展 示用教 育(活 動)が 行 わ

れ ている。

特別活動を指導する教師が来る場合、もっと多くの問題が生じると教師たちは指摘 した。幼児た

ちの帰宅時間が遅くな り、 したがって教師の整理時間、車輌指導時間、退勤時間が遅くなるのだ。

毎月特別活動を申請する幼児が異なってくるので、車輌指導の運行が大変である。教師たちは車輌

指導や整理な どに時間がかかるため、結果的には授業準備にかかる時間を減らす しかない。特別活

動の教師が責任感を持って幼児たちを管理 してくれないため、幼児たちが残っていると教師はずっ

と気を配 り、授業の準備は出来ない状態である。特に、特別活動の教師は短い時間働いて給料が も
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っと高いため、担任教師のやる気が低下するのは当た り前だ。

授業が終・わ り、放課後に行 う特別活動 の場合 、毎 月の申請者 が異 なるので、 それ に合 わせて車 の

運行 コースが変わる。車輌指 導をす る教師 は、多 くの時聞 を道 で費や さなけれ ば ならない。翌 日の

授業準備 をす る時間的余裕 がその分減 るので、様 々 な苦労が ある。

放課 後(13時30分)特 別 活動 を全部終 える と(15時10分)、.そ れ か ら教師は掃 除 もし、捜 業

準備 もで きるが、退勤時開(18時)通 与に退勤 したことはほ とん どない。特別活動 で終わ るのでは

なく、車輌指 導 まで教師 の仕 事 なので、決 まった時 問に退勤す るのは とて も不可能 である。

教師 は正規 の授業が終・わって も、 自分の クラスの予 ど もが特別活動 プ ログ ラム を している と、終

わ ってちゃんと帰 るまでは安心 で きない。特別活動 の授 業中 に発生す る様 々 な問題 点につ いて親 と

の相談 を担任教師 が行 な うので問題 に なる。幼稚園で場所 を提供す る と毎 月の教.育脅が安 くなるメ

リッ トはあるが、 うちの クラスの子 ど もが摸業 をうけてい ると、 いろい ろ安心 で きないのは事実 で

ある。

学習紙の教師 など特別活動 の担 当教 師は週に1-2回 しか来 ないのに給料 が高い とい う話 を聞 い

た。 とにか く幼児教育機 関に未て、 もら うお金 に差 があるの で、勅稚園教 師 たちのや る気が なくな

る。

④ 特別活動担当教師の専門性の不足

幼稚園で行われている特別活動の問題点として教師たちが最後に指摘 したのは、特別活動担 当教

師の専門性の不足だった。教師たちは、特別活動教師の資質に問題があ り、専門性を備えた同僚教

師 として認 めることができないと主張した。特別活動担当教師たちには、時々幼児に不適切な発言

と行動があ り、授業の進め方も不慣れである。これは幼児の発達 と学習の特性に対する専門知識 と

理解が不足 し、個別の幼児の性格、特性、経験な どに対す る理解がないためだとみていた。また、

特別活動の担当教師たちは、教師 としての責任感が とても不足しているとい う。授業中、幼児たち

に対する管理が不足 し、欠勤した り、授業時間を守 らないケースも多い。従って、教師たちは特別

活動担当教師たちも、幼児教員養成教育を履修 しな ければな らない と主張 した。

特別活動担 当教師 たちは幼児 たちの性格 をよく把 握 してい ないため、子 どもを傷 つ けた りもす る。

消極的 な児 童が大 きな自信 を持 って活動`=参 カロしたが、特別 活動 の教岬 は褒め るところか、 ただ も

っと上逆す ることばか り要求す るため、余計に消極的 な子 どもに して しま う。彼 らも各幼稚 園児の

性格 をよ く1巴握 し、名1前を覚 え、関心 を持つ よ うに努 力 しなければな らない。

特別活動担 当教師 た ちは幼稚 園の教師 たちと違 って、黄任 感が禾足 し、授 業時 問に遅 れた り、欠

講 する場合 も時 々ある。

教育内容が専r1的 で体 系的か もしれ ないが、それ ぞれの幼児 の レペ ル と性格 などに対 する理 解の

不足 と、検 業中に難 しい用籍 を使 った りして、幼児 たちが理解 するの に苦労 す る閏題 点がある。 そ

れで.特 別活動担 当教師 たち も幼児教育に関 す る教育課程 を履.修す る必 要が あると思 う。
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特別活動用教室が ないため、教 室 を譲 らなければ ならない。担任教師 が教 窒で作業す る時間が足.

りない し、他 のク ラスの因児が八 って きて教 具や教材 を壊 す場合があ る。特別活動担 当教師は専r1

家ではあるが、幼児教師資格証 のない教師がほ とん どで、園児 たちの言紫や発達状況 などを正 しく

理解 で きず、逆効暴が生 じることもある。

昨年、特別活動の プログ ラムに関す る調査で論 文 を書いた。 その時 は特別活動担 当教師 としての

科 目を専攻 した人 もいいか なと思ったが(多 くの親た ちが望んでいるため)、現.場で実際 に教育 を行

う立場 になってみ ると、それ では ない と思 うよ うに なった。 まず、特別活動の担 当講師 た ちは幼児

たちの発達状 況 をよ く分 からない し、授業 の準備 もその 日その 日大雑把 にや って いるよ うである。

何 よりも一審の問題 に、責任 感の不足 である。

うちのク ラスでや っていた呉術活動 を例 にする と、美術教師 は幼児 たちが塞 るか来 ないか閲係 な

しに投業 を進めてい くし、途中で幼児 たちが消 えて も無 関心 で気付か ないの だ。 そ して家に帰 ると

きも、道 を渡 るとか阜に乗:るとかの手伝 いを して くれ ないのだ。 ある 日、美術軟師が卓両担 当をす

る日(特 別活動 をする園児 を対象)だ ったが、 うちのク ラスの子 ど もは英語が終 わって もう家に着

く時 間だうたのに まだ家に着い てない と言われ たご美術教師 に確認 してみ たら車 に乗 ってい なかっ

たそ うだgそ れで.二時間以上 あちこち探 していたが、最後 にバ スの運転 手か ら電話 がかか って きて

車の中に子 どもがい るとい う話だ った。子 ど もは車の中で眠 ってい たが、運転手 さんは運転 で確認

で きなかった と言 うた。 とにか く美術教.師はまるで何 の 自青の念 もな さそ うだった。 そ して、美術

の投 業が終 わってか ら付 も整理 しない まま帰 って しま うのだ。挿除が済 んだ教室 で特別活動 の摸業

が終・わった ら、また掃除 しなければ ならないので、いつ も仕事 が遅 くまで延 びて不便 なことが 多い。

何 よ りも幼児教.育を 良く知 るための研修 で も受 けた教師が詩別活動 を担 当 して くれ たらいい と思 う。

また親た ちとも連絡 を取 りなが ら授 業 を進める方が もr)と よさそ うだ。

専門講岬 とはい え、幼児教 育専攻者 ではないため、発言 や行動 、校業 の進行面 で幼児 たちにふ さ

わ しくない、教 育に適切 でない ところが とて も多い。幼稚園での特別活動 プログ ラム実施 による問

題点の中で一 審大 きい問題 が これ だ と思 う。

美術の投 業 を受 けるはずの子 どもが砂遊 び をしていて も、特別活動担 当教師 は子 ど もを探 す とか

確認す る ことが ない。担 当教 師li特 別活動の時間に も一人 ずつ全部チ ェック しなければ ならない。

万が一、事故 で も起 きた ら親 との相談 は担任教師 が しなげれば ならない。

投業時 間内の幼稚 園教育課程 に不適切 な活動 が渓透 され、一貫性 がない。特 に、教師の姿勢 や発

言、行動が幼児の レベルに不通切 で、幼児発達 を全般的 に理解 で きてない よ うである。英語 や科学

などは学習紙の形 態の教材が基本教 材 とな り、学習鰍 が不適切 な教 具、教 材 として使 われているの

が気の毒 だ と思 う。

以上で、教師たちが幼稚園で行われている特別活動の問題点 として指摘 した4つ の問題点を

項 目別 に考察 してみた。教師たちが指摘 した特別活動 の問題点は、幼児 ・教師 ・親 ・機関な ど

すぺてに被害を与える。 しか し、何 より困るのは、幼児たちが精神的 ・身体的 ・心理的に多 く

の被害 を受けることである。幼稚園教育の正常化のために解決方案 を探 さなければならない。
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2.親 の観点

親たちは家庭での早期特技教育にっいて、問題点だけではなく、幼児期の子女に特別活動をさせ

る理由と自分たちの要求に関 しても多くの意見を提示 した。まず、親の観点か ら家庭での早期特技

教育の問題点を考察 し、早期特技教育をさせる理由と親たちの要求にっいてもあわせて考察する。

(1>家 庭での早期の特技教育の問題点

① 幼児の遊び時間が不足

親は、家庭での早期特技教育の問題点 として、幼児の遊び時間が絶対的に不足していることを心

配 していた。親の世代では、子 どもの頃幼稚園とか学校から帰って来ると、家や町で友達 と遊ぷ経

験が多かったためか、子どもがまだ小 さいのに遊ぶこともできず、学院を転々とする姿に対 してと

ても痛々しく思っていた。

子 どもた ちが安心 して仲 聞たちと遊べ る時 間、空間 が絶対的 に不足 して おり、仲 問 たちとの遊 び

方 さえ分か らない問題 のある子 どもに なってい くよ うな気.がして とて もかわ いそ うで ある。

子 どもを見るとかわいそ うで しょうがない。遊び時 問がない。 学院 に通 う車の中で、 その合間 に

遊σ三;しかなし㌔ 学院 に行 かないと友L達さえ もい ない。

うちの予は幼稚園が終わ るとビァノ教 室に行 き、5時 ごろに家 に帰 って くる。家に帰 った ら学習

紙の勉強 をす る。時 には本 当にかわい そうだなと思 う。最近の子 どもは、 うちの子 も人 の子 も同 じ

だが、みん な遊ぶ時閏がない。未年 は小 学校`=入 る子 どもを考 えると、心 は痛 むが休 ませ られない。

② 幼児の特性を考慮 しない象庭での早期特技敦育

親たちは、特技教育と言いなが ら幼児の特性については慎重に考 えず、無理や りさせる家庭

での早期特技教育に問題点があるとみていた。親たちの立場か らして も、幼児 の素質 ・才能 ・

興味 ・要求などを観察して適切な特技教育をさせ るべきだと信 じていた。そ うでない場合、幼

児を受け身 にさせるばか りでなく、創造性 も低下 し、幼児期にその才能を滅ぼ してしまう結果

を生むだ ろうと主張した。

教育 を受 けさせ るの もいいけれ ど、韓 国はあま りに も早 くか ら早期特技教 育が行 われているよ う

だ。誰 の子 どもはどこの学院 に通 ってい るのに、 うちの子だけが駁 り残 され ているよ うだか ら、 と

りあえず学院 に通 わせることがある。 こんなことを考 えない とい うこ とは うそだろ う。子 どもをも

っと自由で 自律的 に育てるの もいい方法 だ と思 う。 うちの子 は何 が好 きで、 どんな趣味 を持 ってい

るか、 それ を習 って本 当にいい もの を播 られ るかな どを子 どもの立場か ら もう一度真剣 に考'えてあ

げるの もいい方'法だと思 う。

今 の時代 が求 めている全人教 育 とは何 か、英 才教育 とは何 か、創造的 な人 問 とは何 か を聞 いてみ

たい。 どこか偏 った社会・の全体的 な教育の流 れに合わせ なければ ならないのか?親 たちは、子 ど も

たちの絶.えない質問、好奇ペニに満 ちた視,線、常 に経験 してみたが る欲求 な どをどれ ぐらい景 直に受

け入れ、相 互作用 をしているだろ うか?親 の偏 った教育欲求が、子 ど もを能動性 の欠 けた人 に して
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し ま う よ う で 、 私 自身 と て も心 が 痛 む 。

多様 な早期特技 教育 をするためには種類が限 られ てお り、耗の欲求に よって幼児の発遣 を無視 し

た、賞 をもらうための技能教育に偏 った ところが多い。課外 活動 を行 う学院 の連合 で大 会 を主億 し、

最近 ほ無責'任な`賞'を 濫発 している。

学院が びっ くりするほ ど多いが、私 己重これらの学院が子 どもた ちに体 系的 に うま く教 えてい ると

は思 わない。子 ど もが学院 で侍問だけ過 ご して くるか、 それ と もきちん と勉強 して くるのか、混 の

立場 か らは分Lからない。先生 たちはただ良 くで きて いうと言 うが 、教師 に実力の ない学院 が多い。

そんな学院 はな くなるべ きだと思 う。

硯 たちがまず 自分 の子 ど もの特性 を理解 するよ りも、他 人 を意識 して受け させ る場合 がある。禄 々

な方面か ら教育す るよ り毛、子 どもの特性 に含・うOF分 を一つ披粋 して、育 ててあげたほ うがいい と

思 う。

最近硯 たちは一貫性 が な く・子女教育 を周 りの流行 や風潮 二泉 って節 ことが多・・よ うである。

高価 な学習道具 を気軽に賢ってや り、また一人の予 に2-3種 類 の軟盲 をさせるべ きだ とい う義務

感 さえ持 ってい る。 そ うしないと自分の子 は取 り残 され ると思 う。 これ1該決 して望 ま しい現 象でほ

ない◎子女の個別的 な適性 と特性 の違い を認 め、すべての子 ど もが画一的に育つの を防 げる社会環

境φ`、政策.的に支.えられるぺ きだ と思1う。

③ 幼児の負担の加重

子女の好き嫌いは構わず、また子どもが疲れていても、とにかく多くのものを早期に教えて勉強

させようと欲張る親がいる。多様な早期特技教育に参加するのを喜んでいる幼児も少なくはない。

しか し、大部分の幼児たちは自分が好きでやるのではなく、親がさせる通 りに しなければならない

と思 うか、親の愛情を失 うことを恐れて親の要求に無条件で服従 している。アンケー トに答えた親

たちはこのような現象を分かってお り、幼児たちが感 じているだろうと思われる負担について心配

していた。

家庭 での早期特技,教育 をあ まゆに も競争的 にやらせているため、子 ど もの能力 もあが らない し、

親の教 育費 も負担 に なる。小 さい時 から勉強に対 するス トレス も大 き く、 これ による覗 の劣等感 も

大 きい。

早期教 育 とい う名 の下 で、上 の子 が20ヶ 月のごろか ら何 か教 えよ うと教育 を受け させた。 しか

し、 あま りに も早 い教育が子 どもには知 らない うちにス トレス を与 えていたの では ないか と思 った

りす る。

子 ど もの素質 と才能 には関係 な く、親が代理 病足のために子 ど もを酷膜 させていると思 う。

本 当にお金持 ちの家では、学院の 費用が月に70万 ウォンを超 えている ことを知 っている。 それ

を見て本 当に教育熱心 な家:だなと思 うよ りも、その子が本当に願 っていて学院に通 わせ ているのか

知 りた くなった。子 ど もの適性 とその予に役立つ教 育 をさせなけれ ばならないのだ。
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最近の子 どもたちは とて も気の毒でかわい そうだ と思 う。特別課外教育が、 もちろん子女 が願 っ

てお りまた素質が あった らいいのだが、 それ とは別 に知能 開発のため とか、 または人 がやっている

から不安 だ とか、小 学校 の準備 のためにとい う現 実には、 ちょっ と悲 しく思 う。

④ 親の教育費負担の加重

親たちは、幼児期の子女の早期特技教育にかかる私教育費は家庭の経済状況に大きな負担を

与えると答えた。

英語 幼稚 園 の毎 月 の教 育費 が80-100万 ウォ ンなの に も、幼稚 園毎 に待機 者 が100人 ぐら

い ほい る とい う記 亭:をどこか の雑誌 で読 んだ ことが あ る。100万 ウ ォンだ った ら普通 の家1庭の

・一ヶ 月の生活 費 に当 たるので は ない か
。最近は家1庭の錘 済規模 を超 えてい る教 育の形 態 な どを

よ く見 るこ とが で きる。何人 か の主婦 た ちが子 どもの 学院費用 を稼 ぐために遊輿 業 に足 を踏 み

入れ 、売春 まで す るこ とをTVで 見て悲 し くなった。 そ こまでや って私教 育 を させ なけれ ばい

け ないの か?し か し、人 に 負 けない よ うに、 自分 の子 だけ は最 高 に育 てるた めに親 た ちは必 死

で あ る。

家庭 での私教 育費 負担 は、親 にと って その分 家計 の 負担 となゲ てい る。ふ た りの子 ど もが い

る大部 分の家庭 では、全体 の家:計の3分 の1か ら50%を 教育 費 と して支出 す る。 これ が私 個

人の知 って い る韓 国の教 育 の実 態で ある。教育 改善 策が 出 ない以上 、今後 さらに深 刻 に な るだ

ろ う。 この資料 が いい参考 に な って、 いい解決 策が出 る こ とを望 んでい る。

幼稚 園や小学校 ぐらいは、その 内部 で子 ど もの特技 を思 い存・分生 かせ るよ うに低 い費用 で グルー

プ指導 を行 うよ うなプ ログ ラムが あってほ しい。親 たちの 負担 も少 ない し、子 どもたち も疲 れ ない

と思 うが、最近の社会雰 囲気では ただ人 に追い付 くよ うなや り方では ないか!欲 は限.りないが、

私教盲費が 負担 になる。 昔のよ うに、ただ趣味 の範 囲で課外 活動 の必要性 を考 えればいいの に、 さ

せなか ったら自分の子 だけがバカ になるのでは ないか と思 った りするo

うちの子 は小学校3年 生、7歳 である。収入 の半分が子 どもの早期特技教育費 にかか る。正 直に

言 って、 負担 になる金額 であるが、人 がや っているから、 うちの子 だけがや らないと不安 だか ら、

いろいろ させ てい る。

⑤ アンバランスに運営されている幼稚園の教育課程

親たちはまた、幼稚園が正規幼稚園教育課程を充分に運営するより、各種の特別活動で一 日の 日

課を埋め、アンバランスな運営をしていることを問題点として指摘 した。

親 や社会・が早期特技教 育に熱心 とな り、正規 の教育 を見過 ご してい るよ うだ。子 どもが勉強 の面

で優 れているよ りも、統合・的 な知的能力 を育'てる教育が もっと原則的に行 われ なければな らない。

しか し、幼稚 園は商売 に偏 よ りす ぎて、多 くの広告 と乱発 す る教材 な どで直接 または間接 的1ニス ト

レスを与 える。小学校で ももうハ ングルや芸術 ・体 育の出来 る子 を当然視 して吏 け入れ、適宜 の時

期 に教 育す る機能 を喪失 してい るため、教 育はか な リア ンパ ランスに なっている よ うである。 また

移 民などをしない限 り、韓 国での教育現 実に適応 しなければ子 ど もたちは生 き残 ることが 出米 ない。
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外 国の場合 、子 どもの頃か らだに行 くべ きエネルギー が頑 に行 くの を防 ぐために、 コ ンピュータ教

育 も中学校 か ら実施 していろ国 もある。 しか し、今の入試制度 と学校教育の下 で11や りた くな くて

もや るしか ないのが現実 だo学 校 で特技 や課外教育の大部分 を吸収 し、親 た ちも自然 と本 を通 じて

子 どもを育て られ る教育風土が虫来上が らない と、子 どもたちは早 くか らつ らい人生 を味 わ うよ う

に なる。 この渦 の中 に子 ど もたちを巻 き込むのは、実 は とて も残酷 で、堪 え られ ない ことである。

あるTV蕃 組 で 「私 は外 国人 にな りたい」 とい う子 ど もの話 を閑 いてび っ くりした。私 も同年斡

の子 どもを もつ親 と し「:複雑 な心境 だった。私 も子 どもに韓 国人 としての勢 りを伝 えず 、英語 だけ

が固有 のある民族言語 であるかの ように歪曲 して教 えていなかったか、反省 するよ うに なった。 自

分の言葉 は後 回 しに し、外国語 だけ を強調 しす ぎたの ではないか、 自分の ことも正 しく理 解せず、

自分の根 っこ もわか らない まま流行の先に立 ら、頭 とロだけが達 者 な ものに なるよ う`:し むけて 櫨

い ないか疑 問 さえ持 つよ うになった。人の もの を無条件的 に排斥す る時代 では ないが、 まず大事 な

のはr私 たちと自分」を探 す ことではないかと思 う。「とにか く早 く」ゆξすべてではな さそ うだ。子

ど もが 宵つ につれ、その子にふ さわ しい器 を広 げて あげ るのがほ んとの規。 とにか くい い ものだ か

らといって注入 して もそれが全孫入 るわけ では ない と思 う。注入す ることよ りも、器が もっ と大 き

くなるよ うに宵てていつ かは、全部受:け入れ られる よ うに しなければ ならない。 それ」がホ・当に愛:サ

る我,が子の ためにや ってあげ られ る何かで あるだろ うgし か し、痛切 な現実 はいつ も思 うているこ

とよ り遥 かに遼い向 うにあるので、 と「:も惜 しい と思 うばか りで ある。

親 は家庭での早期特技教育に対 して特別活動の問題点だけではなく、特別活動をさせ る理由と親

たちの要求について も多 くの意見を提示 した、まず親たちの観点からみた家庭での早期特技教育の

問題点を考察し、早期特技教育をさせる理由と親たちの要求をも一緒に調べてみることにす る。

(2)親 たちが早期特技教育をさせる理由

親たちは幼児期の子女に早期特技教育をさせる理由について、能力ある人間が優遇 される社会的

雰囲気が親たちにそ うするように追い詰めており、また小学校の教育課程についてい くためには幼

児期に早期特技教育を通 じて多方面の基礎能力と素養を身につけなければならない とい う説がある

ためだ と答えた。

最近周 かを見 ると昔 と違 って、子女 が一人 か二人 だ。 それで我 が子 を最 高に育て なければいけな

い とい う思 いで、人 よ りもっとた くさん教 えてや りたい気持 ちを当然 もつ。マ スコミもそれ をあお

り、24ヶ 月になった子 が本 を読 め るし、英語 もきれいにで きると宣伝 する。これ を見た とき、親 た

ちは、や っぱ り早期 教育 に投 資 した分、得 るものが ある と思わ される。 また現 在、小 学校 で教 える

レベ ルが昔 と違 うそ うだ。 この ような多 くの要 因か ら、親 たちは無理 をしてで も、子 ど もにい ろい

ろ教 えてや りたが るのだ。

幼児教育 を専 門的 仁勉強 したことはないが、'早 期教 育'と い う名 目で親 た らは子 ど もたちをあま

りに も虐待 して いるよ うだ。 その理 由 をあげると、1)人 が させてい るか ら私 も;2)学 院1にで も

行 かせてやうと親 としての責任 を泉た した と思 うか ら;3}私 ができなかr,た ことを させ たいとい

う補償心理的 な代理 満足。私 も子 どもを育ててい るが、何 が正 しい子女教 育であるか は正確 には言

いに くい。 いず れに して も今 の親 たちの教育態度 ではない よ うだ。本 当に小 さいころに植 えイ寸けて
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あげるべ き愛はほ とんど一回用(食 品 もインスタン トで}に してお きなが ら、学院 だけ を人 に負け

ないよ うに増や して 自己満足 をしていると思 う。幼児期 には、昔の母の愛情(例 えばサツマ イモや

と うもろこしなどを煮 ておいて子 どもが帰 るの を待 ち、 その話 を熱心 に闊いてや るよ うな姿勢)の

方が もっとふ さわ し㌧㌔ もちろん武近は共働 き夫婦が多いから、 この よ うな話 はただ思 い出 の中の

絵のよ うなものだ と思 うが、子 ど もたちをもっと解放 してや る余裕 が必要 であ る。

韓 国全体 が私教育費の ために負担 を感 じた り、教 育のため移民ずる場合 も多い。人がみん なや っ

ているか らうちの子だ け させ ない と不安 だ し、それで全般的 な社会雰 囲気につ いてい くよ うである。

ピアノ、美術は必須 と言 うが、学校1では特別に指 導 しないで学院 を勧 めている そ うだ。就が問進 っ

ているか学校教育が問達 っているか……芸術や体 育の才能教育は視 のカではで きないか ら学院 に通

わせる とい うが、他 の一般的 な課外歌 育'はや りす ぎとい うほど周 りでた くさん させているよ うだ。

このよ うな社会的雰囲気は早 く変わ らなければ ならない。

朝令暮改 した大学の入試制度、 いい大学 をで ない といい待 遇 を受 け られ ない社会風潮 と、我 が子

だけは もうちょっ と特別 である ことを願 う親た ちの考えが、夢の多 き童心 に傷 を付 けてい るの では

ないか?何 よ りも注入式 の教育の同題 点 を補完 したとい う項L在の小学校教 育に おいて、早期教 育の

ブームは冷 め ないだろ う。課外教育 を受 けない ととて もつ いていけ ないのが現在 の小学校教 育 だと

い う話 を聞 いた。小学校 の教育基礎 を幼児期に課外 で対応せ ざるを得 ない硯 た ち、 さらに経済的 負

担 も一緒 に背 負っているのが今の親 たちである。 もうちょっと全 人格 的で、一貫性 のある教 育制度

で特技 の轟 も広 げて、幼児期 ぐらいは きれい な童心 を育 ててやれた らいいな と望 んでい る。

(3)親 たちの要求

親 たちは家庭での早期特技教育が招 く多くの問題点などを解決す るために、また問題点を知

っていながらも子女を学院に通わせ、学習紙の問題を解かせ るしかない理由などを吐露 しなが

ら、親 なりに問題を解決する方案 として幾つかの要求 を提示 した。親 たちは、幼児期の子女を

もつ親に幼児教育のガイ ドを普及す ることと幼稚園 の公教育化を提案 した。

① 幼児教育ガイ ドブックの普及

親たちは、幼児期の子 どもに望ましい幼児教育に関する情報を得 られるよ うなガイ ドブ ックを普

及 して くれ ることを要求 した。質的に優秀な幼児教育が どんなものであるかよくわからないので、

子女を学院に送ることで安心 しているが、これは学院が教青の死角地帯であることを知らないため

である。

も うちょっと具体 的 で正確 な幼稚園児(禾 就 学の児 重)仁 対す る教 育方針 や教 育形態 に関 する資

料 が必要 だ と思 う。実際 に親 た ちはこの教育が本 当に我 が子 に必 要で あるか とい う疑 問 をた くさん

持 ちなが らも、不安の心理 でど うしよ うもな く教育 を受 け させてい る状 況であ る。 そして公共樵 関

で もっ と関心 を持 って、子 どもたちのための教育や空問 を提 供す るサー ビズが必要 だ と思 う。

② 幼稚園の公教育化

親たちは韓国の幼児たちが全人的な発達を遂げ、正 しく、健やかに成長できるように、国家次元

の積極的な関心と行 ・財政的支援が必要であることを主張 した。幼稚園の公教育化が実現 されたら
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特別活動を指導する学院とは明らかに異なってくるだろう。幼稚園では国家で告示 した正規幼稚園

教育課程を実践するだろうし、これを指導 ・監督 ・評価することで、幼稚園の教育がアンバランス

に行われなくなると親たちは思っていた。

幼稚 園の公教 宵化で、 もっと中身のある幼児期教 育が行 われ ることを切実 に願 う。

全人教 育のための多様 な教育的経農 が必 要 だと思 うし、それを個人的 な負担 では な く国家的次 元

か ら杜会・福祉 で成 し遂げるべ きで あるだろ う。 この前 、TVで 韓 国の私教宵 費がかか りす ぎて移民

す る人が増 えているとい うが、 これは韓 国の私教 育費の実態 を端 的に表 していると思 う。

韓国の教 育熱 は世界的 に も有名である。 この高い教 育熱 は子女に対 す る過度 な期待 と重 なって、

公教青 より私教育に依存 する結 果 をもたちすよ うだ。周 りで早期教 育 をさせるの を見て、度 を越 え

す ぎのでは と心配 しながら も我が子だけが取 り残 されるよ うな気が して、一 つで も受 け させ るよ う

になる。政府 の頻繁 な教 育政策の麦化、過熱 する教 育ブーム、先生 を無視 する学生 の態度 など、韓

国の教 育現 実が心配である。政府 は私教 育費が韓 国の経済規横`二占め る.割合 をみて、ほかの どの分

野 よ りもまず教育に投 資すべ きだ し、公教 育が正常化 されるべ きである。公教 育が正常化 されてか

ら こそ、子ど も達がいい環境 で勉強 し、 多様 な錘験 を積 みなが ら楽 しく避べ る社会 になるだろ う。

以上、親たちが考える家庭 での早期特技教育の問題点、幼児期の子女に特別活動をさせる理由、

そ して親たちの要求に対 して順番に考察した。親たちは、現幼児教育の問題点、家庭での早期特技

教育の問題点についてそれぞれの判断をしているだけでなく、幼い子 どもたちの辛くて不幸な生活

の束縛を軽減 してやることを望んでいた。親たちは、このようなことは個人の努力で成 し遂げられ

るのではなく、望ましい幼児教育に対する国家次元での積極的な関心と財政的 ・行政的支援が必要

で、幼稚園の公教育化を通 じて、実現できるのだと信 じていた。

〔編者注:以 上の調査の全体像と、ケーススタディ部分については、本科研の第1資 料集

『韓国における早期教育の現状と課題 一資料と解説一』(平 成15年3月)を あわせてご

覧いただきたい。〕
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付 録

1幼児早期教育の実態調査

一教師用質問紙一

本質問紙は、幼稚園での特別活動の実態及び教師の認識について調べるためのものですも

◆ 骸当するところにチェック(!)を 入れてくださ臨

1、先生の教育経歴は?

①1年 未満

③5年以上へ6年未満

②1年 以上～3年未満

④6年 以上

2、先生の学歴は?

①尊門大学卒

騰

②4年制大学卒

④その他

3、 先生の勤める幼稚園のクラス数と園児の全体数は?

()ク ラス( )人

4、先生の担当するクラスの幼児年齢と幼児数は?

(}歳( )人

5、先生の勤める幼潤園は次のどの地域に属していますか?

_(粥 」市/広 域市_② 中・小都市 ③ 町'・村地域

1、貴幼稚園では棚ll活動プログラムをどのように実施していますか?

①授業中に実施する。

_② 授業が終わった後,呂1圓 こ午後実施する。

_③ 授業中と授業が終わった後に実施する。

_④ 全日制のクラスの幼児を対象に午後実施する。

_⑤ 実施しない。

2、もし幼稚園で暢lj活動プログラムを実施するならば その理由は何だと思われますか? ,もっと・・適切か琿由を三っだ壁選
んで、順番通り1.2.3。 を記入してください。

①親たちが願っており、園児募集に助けになるから

②待別僧動は該当専門家がしなくてはならないから

_③ 終日制幼児のために多様なプログラムが必蔓だから

_④ 幼児達が別途に学院に通わなくてもいいから

⑤幼児達の潜在能力を早期に開発できるから

⑥他の幼稚園でも全部特別活動をするから

⑦幼稚園にとっては経済的に助けとなるから

_⑧ クラス分けを通じて集団の大きさを小さくできるから

その他=( 1

3、 幼稚園で糊1駆働 を実施する時の問題点は何ですか?も っとも問題になる点を三つだけ選んで、順番通りに1.2.3.

を記入してください。

_① 幼稚園敵育活動にとって妨げになるから

②幼稚園教育プログラムだけで充分だから

③費用が負担になるから
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④贈 墜家を探しにくいから

⑤幼児教育専門者でないため幼児指導に問題があるから

⑥幼児達に過度なストレスを与えるようになるから

⑦幼児達に適切な活動ではないから

⑧授業準備をする時間が減るから(帰宅指導及ひ倣課後教室の使用など)

⑨特別活動をする子ども同士だけで親しくなるから

その他=()

4、 幼稚園でかつて糊ll活動プログラムとして実施したか、または現在実施しているプログラムの穫類と週当たり教商回数、

1回 教育時間、集団構成と対象幼児に関する情報を調べようとします』次の例を見て、骸当するプログラムに全部記入してく

ださし㌔

副

プログラム

嚇

類

実施の

撫

!

週当たり教

繍

3回

1回

榊

40分

酬

燗

!

ノ1煽団 佃鯨勘睨

糊

撒

!

特珊舌動澱

繊

全口制クラ

ス

城

プログラム

噸

類
鯖

蜥
童話 ロ演

耕

撒
コン ピュー

ター

群
雑
殴
折り紙

そ

の

他

細
撫

遍当たり教

簡

1回

猟

9 欄

燗 小集団 鰯 拗児

糊

獺 糊1潮
蹴

全日制クラ

ス

幼児

5、 特別活動プログラムはだれが担当しますか?

①幼稚園教師が正規授業と一緒に担当する。

②専門団体で派遣した人が担当する。

③その分野の専門家を招鴨する。

④観などのボランティアが担当する。

その他:( )

6、授業時間中に実施する特別活動プログラムで、担任赦師の役割は伺睦すか?

①参与しない。

②h鶴境駐師として参与する。

③クラスを分けて他の活動を行う。

その他:()
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7、放課後に実施する特別活動プログラムで、担任教師の役割は何ですか?

①参与しなし㌔

②補助教師として参与する。

③クラスを分けて他の活動を行う。

その他=()

8、 特別活動プログラムの実施費用は、どのように支出しますか?

①正規幼稚面教育費で支出する。

②特冒1括動費を別途に賦課して支出する。

③正規授業時間中にする費用は欄 から、放課後に行なう費用は親が

負担する。

④幼稚園で関与せザ、親たちが別除に運営する。

その他:(.)

9、次は幼稚園での特別活動実施の有無1こ開係なく、特別活動に対する先生方の認織を調べるためのものです6各 項目に対す

る先生方の考えを該当する番号にチェック 〔の してください。

OｩQ

全くそうでない そうでない そうである 全くそうである

9-1.幼 児を教育する人は、どの分野であっても必ず幼児教師資格証を所持するべきである。

9-2,特 別活動指導者は大体幼児教育に対する理解が不足している。

9-3.幼 稚園での特別活動を正照 醐司内に行なうの醐 璽育課程運営の妨げになる。

9-4,幼 稚園での特別活動は、幼児観察及ひ脂導のための時間を取ってしまう。

9-5.幼 児達が受 けている糊lj活 動 の種類が 多すぎる。

9-6.幼 児期に特別活動を実旛するのは早すぎると思 う。

9-7.特 別 活動 によって 、幼 児が受 けているス トレスは深 刻である。

9・8.親の要求があるとしても、幼稚園教育は正観教育活動だけ行 うべきである。

9・9,特 易1括動に よる親 の負担が大 きし㌔

910.糊ll活 動指導者の人件費に比べて、幼稚園教師の賃金力沙 なすぎる。

oｮo

o

O

oｩo

① ② ③ ④

o

① ② ③ ④

① ② ③ ④

oｩo

o

10、 この外、幼稚園での特別活動プログラム実絃による問題点とか考えまたは具体的な事例などを自由に記述してくださ臨

a戯こありがとうございま夷

一親用質問紙一

*一 人以上のお子さんいる方1嵐=幽 だけを選択して質問に答えてください。

子ども

性別

男 〔) 女(}

生年月日

年 月 日生

ゆ親の年齢に該当する番号にチェック 〔の をしてください。
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韓
①20歳 以上%歳 未満

②25歳 以上30歳 未瀦

③30歳 以上聞 歳未満

④35歳 以上40歳 未満

⑤40歳 以上45歳 未満

⑥45歳 以上50歳 未構

お父さん

m

②

0
④
⑤

⑥

お母さん

0

②

m

④

e

⑥

甲親の学歴に該当する番号にチェック(!)を してください.

学 歴

①中学校卒業

㈱
③2年制大学牢業

④4年制大学卒業.
㈱

⑥その他()

お父さん

OO

②
③
④
⑤

⑥

お母さん

①
②

③

O

⑤

⑥

rお 宅の平均月収に該当する番号にチェック(!)を してください。

_①100万 ウォン未満_②100万 ウォン以上辺00万 ウォン宋満

③200万 ウォン以上～300万 ウォン未満(鎚00万 ウォン以上～400万 ウォン未満

⑤400万 ウォン以上～500万 ウォン未満(鋤 万ウォン以上

冒親の職業に該当するところにチェック(!)を してくださレ㌔

暢
o

轍

③単純労働者 像政婦、潮 甫業、行商、警備)

④勤労者(纏 運転手、大工 理 ・美容師、ボイラー工,工 場臓員、調暖鋤

⑤サービス業(商 人、店員、仲介人、販売員、飲食宿泊業者)

⑥事務職(教 師、警察、一般公務員、会社員、銀行マン、尉官級軍人}

⑦節政事務職 〔大企業課長級以上、5級以上公務員、領官級竃人)

⑧専門技衛職(医 師、法曹人、研究者、会計士、教授、エンジニアー、高級公務員、

芸人、大規模農鍋経営)

⑨その他(}

お父さん

0

②
③

④

⑤
⑥
⑦

ｮ_

⑨

お母さん

0

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

0

1、あなたの子どもは、家庭用学習紙や学院などを現在向種類登録 していますか?

1)学 院(

2)学 習紙(

3)個 人指導(

4)グ ループ指導(

)種 類'

)種 類

)種 類

)種 類

2、 あなたのお子さんが以前やったことがあるか、または現在受けている学習があるなら、次の例を見て同じやり方で記入し

てくださ臨

d列

瀕

飴
撒

聯
鞘

4歳

現在状態

継続中

!

やめた年

齢

1週

鯖

購

3回

1回

鯖

繭

30分

月
轍

5万 ウォ

ン

学習形態

號 轍

r

個人

櫛

グルー

制
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文宇書き/ハングル

価

嬬

欝

英才教育

顧

鋤

折り紙

ピア ノ

バイオリン

殴

欧

ジムボ リー

想

スケー ト

テ クォ ン ド

鉾

翻
童話口演

コ ン ピュー ター

総合学習紙

シチダ

フいrベ ル玩具

モ ンテ ッソー リ

才ルダ

色塗り勉強

そ

の

他

麟
聯

現在状態

欝 やめた年

齢

L週

鮪
畷

1回

鯖
輔

月
柵

学習形態

犠 学習紙
鰍
構

グルー

嚇

(`その他'の ところにぱ種類を直接記入してくださ鴨)

3、お子さんに特技/課 外教育をさせる理由は何ですか?も っとも重要なものを三つだけ選んで、順番通りに1、2、3.で 記

入してください。

①子どもが望んでおり、素質がありそうだから
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②人がさせているから不安になって

③知能開発のために

④小学校の準備のために

⑤私が小さい頃習いたかったが、習えなかったことだから

⑥→齢に遊ぷ友達がいないから

⑦放課後家で面倒を見てくれる人がいないから

⑧マスコミを通じた広告や外商員の勧誘で

その他:〔 }

4、 お子さんが特技/課 外教育をやめたがった、あるいはやめたことがあったなら、その理由は何ですか? .もっとも重再な至

のを三つだけ選んで、順番通りに1、2、3.を 記入してくださ臨

①子どもが嫌がるから

②素質がないようだから

③経済的に負担になるから

④知能開発に特に効果がないようだから

⑤習う内容と方法が気に入らないから

⑤ 」・学校の準備に特に助けにならないようだから

⑦幼稚園生活の妨げになるから

③友達関係に問題があるようだから

⑨放課後家で面倒を見てくれる人ができたから

⑯特技/課 外教育指導者の資質が不足していたり、頻繁な交替のために

その他:()

*次 の各質問項目にっいて、あなたの意見を一番よく表していると思われる番号にチェック(の をしてくださ臨

5、早くから子どもに特技/課 外教育をさせることは必要だと思われ,ますか?

0

全く

必要ない

②

あまり

必要ない

③

まあまあ

である

④

ある程度

必要である

⑤

とても

必要である

6、現在わが国の親たちが幼児期の子どもにさせている特技/課 外教育について、あなたはどのように思われますか?

6-1.時 期 について:

① ②

早過 ぎる 早い

6-2.種 類 にっい て:

o

多す ぎる 多い

6-a費 用 にっい て=

① ②

多す ぎる 劉 ・

oｮo

適切である 遅い 遅すぎる

oｮo

適切である 少ない 少なすぎる

O

適切である 少加 ・ 少なすぎる

7、 わが国の特技/課 外教育の実態にっいて、あなたの考えを自由に記入してくださし㌔

誠にありがとうございます』
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韓国 「学父母」の教育熱分析研究
AStudyontheEducationalFeverofKoreanParents

(韓 国 教 育 開 発 院 、2003年12月)

研究責任者

共同研究者

翻訳

ヒョンジュ

イチェブン

イヘ ヨン

丹羽 孝

研 究 の糠 要

本研究は、韓国 「学父母」(学生を持つ親のこと… 訳者注、以下このまま使用)教 育熱の実情を

総合的 に把握 しようと遂行 された、学父母の教育熱現象の背景 と教育熱、そ して学父母教育熱

の影響だとみ られる学生の学業 に関連 した行動特性を、学父母の社会的背景に即 して分析する

ことに主たる目的を置いている。

この ような研究 目的 を達成す るために教育熱関連の先行研究の検討 と、専門家 との協議 を経

て研究の方向と教育熱分析の枠組を設定 した。また、本研究ではアメ リカ、 日本、中国、イス

ラエル等の外国の教育熱を分析することで、韓国の教育熱現象の普遍性 と特殊性 を同時に理解

して、教育熱問題を解決す る正 しい対策を探そ うとした。本研究の主要研究問題である韓国学

父母の教育熱の総合的分析のために質問紙調査を実施 した。学父母 と学生 を対象 として行 った

深層面談 と先行研究の検討に基づいて、研究に必要な質問紙 を製作 して全国の81箇 所の幼、小、

中、普通高 ・実業高の学生1,852名 とその学父母2,368名 を対象 に質問紙調査 を実施 した。先行

研究検討 と専門家協議の結果、次のような示唆を得 ることができた。

第1、 教育熱を子女教育に対する期待や実態行為にだけ焦点を置くよ りは、子女教育 と社

会に関する学父母の認識的側面か ら接近する必要性がある。

第2、 父母の教育熱が子女の心理的負担、学習態度等にどのような影響 を与 えるかに対す

る分析が必要である。

第3、 教育熱 に関する客観的で中立的な視角か らの研究が必要である。

第4、 父母の過度の教育熱 を抑制 しよ うとす る努力よ りは、教育熱の肯定的、否定的な特

性を把握 して、子女教育に役立つような研究が必要である。

外国の教育熱 の事例分析の結果、入試競争の形態で表出される教育熱は学校の序列化 と密接

に関連 していた。 中国と日本の場合、大学だけではなく中 ・高校まで序列化 されていて、選抜

も試験にだけ依存 しているために、進学のための教育熱現象が相当多く現れている。アメ リカ

やイスラエルの学校は序列化 され ているけれ ど、特性化されていて、私たちとはかな り異なっ
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た方式で国民の教育熱が表出されている。韓国の状況 と比較 してみるとき、西洋では教育熱が

一部の階層に局限されている反面
、韓国では社会全般的な現象 として現れ ていて、大学進学 と

い う一つの目的を志向 して、特定段階で集中的にそ して画一的な方式で表出されている。教育

熱の根源 が子女教育に対する熱意にあるとずれば、教育熱は父母な らば誰でも持つ普遍的 なモ

チベー ションだと見なすことができる。

それ にも拘わらず、国ごとに教育熱が異なって表現 されているとい うことは、教育熱の社会

文化的環境が異なっているために、外国 とは異なる韓国人の家族意識、父母 一子女間系、歴史

的経験 と文化、学校が持 っている社会的位相 と役割等は、韓国人の教育熱 を独特なものに して

いる主要要因だ と見なす ことができる。質問紙調査 の結果を学父母教育熱の形成背景、教育熱

の実情、教育熱が子女に与 える影響、関連項目間の相互関係分析結果の順に提示すれば、以 下

の如 くである。

学父母の教育黙の形成背最

学父母の教育熱を呼び起 こす際に影響を与える と考えられている 「学父母教育熱形成背景」

に関す る分析の結果、教育熱は学力又は学閥 と関連す る学父母のそれ までの経験、人生への満

足度、子女教育 と社会に関する認識等によって形成 されることがわかった。調査対象学 となっ

た父母の84%が 勉強を熱心にしなかったことを後悔 していて、4L3%が 社会生活を しなが ら学

力のために絶望感、無力感、挫折感を感 じることがあったと回答 していて、大多数の学父母が

社会 ・経済的理由から子女を大学に行かせ ようとしていることを示 していた。 このよ うな現象

は父母の学力や所得水準 といった学父母の社会的背景に対応 して、とても異なってい ることを

示 した。社会階層が高い学父母は社会階層が低い学父母に比べて、大体において学力 と関連 し

たそれまでの経験や人生の満足度等において、よ り肯定的な状態にある反面、社会階層の低い

学父母たちは学力に由来する否定的な経験の比率が高 くて、人生の満足度 も又低かった。従っ

て、学父母たちは学父母 自身の経験に比べて子女の大学進学に対する意志 と熱望が形成 されて、

このよ うな熱望は子女の 「勉強を良 くする」 ことに集中す ると推測することができる。 これは

大学進学を 目標 に子女に勉強することへの圧力を行使す るという現象が、学父母たちの人生の

経験 とそれによって形成 された意識に土台を置いていることを示唆 している。

反面、79.3%の 学父母が 「成功の条件」として個人の能力を挙げて、「学力 ・学閥」 よりは、

「職務遂行能力」が職場生活においては重要だとする能力主義的価値観 を持 っていて、肯定的

な認識を持っていると見られるが、個人の能力を学校の勉強 をがんばって、良い成績をあげる

ことと同一視する場合、学父母の教育熱が大学進学に集中す ることになるという現象は不可避

である。

調査対象学父母の713%が 子女は大学に進学できると考えているこ とを示 していて、基本的

に子女に高い教育水準を期待 していることを理解することができる。又、他人の子女教育支援

行動と比較 した り、同調す る傾 向が高く、子女主体の生活様式を見せた り、子女教育を私教育
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費に依存する傾向が高いことを理解できるが、この ことがまた教育熱 を高める要因 となってい

る。

敷育熱の実情

実際に学父母たちの大部分は、子女を大学以上まで勉強 させ よ うと考えている。子女を大卒

又 は大学院以上まで勉強させたい(意 志)と 回答 した学父母たちは、調査対象の92、3%で ある。

「子女が大学進学に失敗 した場合」で も、「大学 を出なくても満足できる職業に就 くことができ

る」場合でも、「就業、報酬、昇進等での学歴格差が少な くなる」とい う場合でも、なお子女を

大学 に行かせたい とい う父母が相 当数(そ れぞれ41.5%、52.1%、58.9%)に 達 しているとい う

事実は、大学進学に対す る熱意が単に社会 ・経済的利益のためだけではなく、社会的条件が変

化 しても容易に冷めることはないことを示唆 している。

大学進学に対する学父母の熱意は、学父母の子女教育への支援行動にもそのまま現れてい る。

全体の学父母の76.2%が 、「将来、何 を置いて も学校の勉強はひとまずがんばらなければならな

い」 と回答 していて、54、4%は 「勉強以外に良くできることがないな ら、勉強を強要す るしか

ない」 と答えて、53.7%は 現在の子女の課外活動の大部分は成績 を上げるためのものである」

と答 えている。そこで注目すべきことは、大多数の学父母たちは勉強 よりは人格 と生活習慣が

重要だ と認識 しなが らも、実際の教育支援行動は 「学校の成績を上げること」に集中 している

とい う事実である。 「成績を上げること」への集中現象は、学生たちが受ける私教育の回数 と種

類分析からも碓認 されている。

現在、韓国の学生の10名 中7名 は何 らかの形態の私教育を受けていて、幼稚園を除いた小 ・

中 ・一般高校の学生たちは芸術や特技関連の私教育 よりは、教科関連 の私教育をより多く受け

ている。この中で、中学生たちが教科関連私教育を一番色々受けていて(小 学生平均L42個 、

中学生L78個 、一般高生 妬2個)、 私教育時間は週あた り平均(L80時 間で一番長かった。韓国

の学父母たちが子女1人 あた り私教育費 として使 う費用は(2003年7月 現在 を基準に)平 均27

万 ウォンで、平均家計所得に占める比率は13%を 示 している。私教育費は子女の学校段階が上

がるにつれて増加 し、私教育の数(種 類)は 主に教科教育に偏 るよ うにな り、子女の大学進学

がさし迫っていればいるほ ど、学父母たちは 「子女の成績を上げるため」により多 くの投資を

す るように見受け られ る。学父母の過半数は、家計に負担 となっても子女の私教育費 を減 らす

考 えはなく、む しろ私教育費を減 らせば心理的 に不安 を感 じるとい う。

そ して、このよ うな傾向は学父母の社会 ・経済的水準によって差が出ていて、大体 は学父母

の社会経済的水準が高いほど子女の大学進学への熱意や子女教育支援行為、子女が受 ける私教

育時間 と私教育の数が高 く多いことを示 していて、韓国学父母の教育熱は、社会 ・経済的水準

が高い学父母においてより高く示されている といえる。

子女に現れた教育熱の影響
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子女に父母の教育熱が どのよ うに反映 して、又学業 と関連す る母親 との葛藤やス トレスがど

の程度であるかを調べてみた。学生たちが考える家庭 の雰囲気は未だ健全で、肯定的だった。

しかし、「勉強」と関連 しては、母親 との葛藤と意見の違いを感 じていて、ス トレスもあること

を示 している。母親 との葛藤 と学業関連ス トレスは、中学生が一番深 く自覚 してい るが、これ

は中学生が心理的 ・身体的に変化す る時期だ とい う点と、私教育を一番多 く受けているとい う

ことに関係がある。

学生たちは、勉強 したり私教育を受 けた りするとき 「父母が心配するか ら」、又は 「父母がさ

せ るか ら」勉強する傾向は特にはないことが示 された。又、学生たちは 「私の父母は本 当にす

ぱらしい人です(84.9%)」 、「私も父母のように子女 を教育するで しょう(6L5%)」 、「私の教育

に対する父母の高い関心 と支援に対 して感謝 している(79.3%)」 と答えていて、.仮に勉強 と関

連 して父母 と葛藤する部分があっても、未だに子女たちは父母を尊敬 していることがわかる。

教育熱の影響による学生たちの学業関連の行動特性 は、父母の学力や所得の水準に応 じて異

なった様相を見せている。学父母の学力と所得水準が高ければ、高いほど学生たちが母親 と経

験する勉強関連の葛藤、家庭での勉強を強要する雰囲気の自覚点数 もより高い。けれ ども、子

女たちは子女教育支援について父母に多く感謝 していることが示 されている。反面、学生が経

験するス トレスは、父母の学力が低いほど大きいことを示 している。

項 目間の相互関係の分析

学父母の教育熱の形成背景、教育熱の実情、教育熱の影響 としての子女の行動特性等につい

て、相互に関連が高い と予測 される項目間の相互関係 を分析 した結果は、次の如くである。子

女が大学に進学 しないことを 「子女教育の失敗」 と認識する学父母たちほど、そ うでない父母

に比べて、より競争的で強圧的な 「勉強中心」の子女教育の方式を とり、自分 自身の勉強に対

す る後悔の程度がより高かった。又、子女教育を父母の道義的責任であると認識 している程度

が高かった。

又、「社会生活を送 りながら学力に よる絶望感と無力感 をた くさん経験 した」とい う学父母ほ

ど、そ うでない学父母に比べて、「子女に強圧的に勉強をさせ ることが必要」で、「大学入学準

備教育を少 しでも早く始めることがよいことだ」 と考 えている。即ち、学力や学閥を重視する

わが社会に対する経験が、学父母たちの子女の大学進学と勉強を強調する教育熱を発現させる

のだと言 うことが分かる。

学父母たちが、子女の現在の状態 と実力をどのように認識 しているかによっても、子女教育

のや り方が異なることが示 された。子女が大学 に進学することが難 しい.と判断 された場合には、

道徳性や人間性の酒養 よりは勉強をがんばることが より重要だ と考え られてお り、子女の大学

入学準備教育は早 く開始す ることがよいことだと考えられ、子女の適性把握のために多様な活

動 をさせることがよいと考える傾向があった。

又、私教育の数(種 類)と 時間は、私教育に対す る父母の心理的依存の程度 、子女教育に対
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する道義的適任を感 じる程度 と相関があった。子女が私教育を受ける間、心が平穏だ と感 じた

り、私教育を止めた りしたときには不安感を感 じたと回答 した学父母たちは、そ うでない学父

母たちに比べて、子女により多くの時間、私教育を受けさせている。そして、子女教育におい

て父母の道理を強 く認識する学父母たちが、そうでない父母たちに比べて、より多 くの数(色 々

な種類)の 私教育をさせていた。

父母一子女関係に応 じた父母の教育熱が子女 に与える影響の違いを分析 した結果、父母一子

女関係が理想的であれ ばあるほど、学生たちは家庭の雰囲気を肯定的に知覚 して、学業 と関連

したス トレスを少なく感 じている。反面、子女が受ける私教育時間は、子女の学業関連ス トレ

スと相関がないことが示された。子女のス トレスを感 じることに寄与す るのは、学生たちが受

ける私教育の程度ではなく、父母 一子女関係の質であるとい うことがわかった。これ と同時に、

学父母の過度の他人志向的な教育行動 と勉強の強調が、学生たちのス トレスを高めるとい うこ

とが示された。

韓国の学父母たちの教育熱に関する分析 とそこから得 られ る示唆か ら、次のよ うな提案をす

ることができる。

第1、 基本的に学校成績向上と大学進学に集 中している学父母教育熱の方向を、より本質的

な教育熱に転換できるよう、全般的な社会及び教育体制の改善が必要である。

第2、 学力 ・学閥よりは、個人の能力を重視する国家 による人的資源の管理方策が必要であ

る。学力による社会的な不利益に関する父母 の心配を減 らす方向で社会が変化す るよ うに し、

父母は、子女の適性 を発見 して経験を重視する教育を行わなければならない。教育の体制 も又、

学校生活を送 りながら自分の適性を把握す る努力とその分野の経験を追 うことが、上級学校進

学において重要視 され る体制に改善 され るべきである。

第3、 学校が学生個々人の適性 と素質を発 見して、これを開発 してやるとい う役割を強化す

る必要がある。学父母教育熱が過度に大学進学に合わせ られ ている重要な理由の一つは、わた

したちの教育体制が、学生たちの適性や素質を把握 していないと言 うことを挙げることがで き

る。従って、学校は知識を教えるだけではな く、学生たちが適性 と素質を発見するための場所

としての役割 と機能 を必ず遂行 しなければな らない。

第4、 学父母が望ましい方向に子女を育てることができるよう援助する学父母教育及び情報

提供の機会を拡大す る必要がある。学父母たちに、子女の成長 と発達に応 じた子女理解 と指導

能力を啓発 させ子女たちが望ま しい方向への成長が援助できるような父母教育又は父母啓発体

制の整備が必要である。

第5に 、健全な教育熱に転換するためには、多様な階層を対象 とした意識転換 と配慮が必要

である。学力、職業、所得面での上位階層及び専門家集団においては、まず健康な教育熱の表

出へ と意識を変 える努力が要請 される。同時に、低所得層の家庭や低い学力の父母たちの教育

熱に対 して学校 と国家次元の配慮も又、必要とされている。
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V.要 約 と提 言

1.要 約

1.研 究の目的 と推進過程

本研究は、韓国学父母教育熱 の実情 を総合的に把握 しよ うと遂行 された研究 として、学父母

教育熱形成背景と実際の教育熱 、そ して学父母教育熱の影響で見られ る学生の学業関連行動特

性を学父母の背景要因に応 じて分析することに主たる目的をおいた。

このような研 究 目的を達成す るために、本研究では教育熱関連の先行研究 を検討 した。先行

研究で検討 された内容は教育熱の概念、教育熱形成背景、教育熱実情、そ して教育熱の影響 と

しての子女の行動特性 を扱った研究等である。 この先行研究の検討を通 じて本研究の背景 と教

育熱分析の枠組み設定の基礎 として活用 した。

又、本研究では外国の教育熱を分析す ることで、教育熱が韓国特有の独特な現象ではな く、

韓国 と類似 した社会文化的背景を持っている、又は全 く異なる特性を持った国で共通的に現れ

ている現象であることを把握 しよ うとした、このためにアメ リカ、 日本、中国、イス ラエル4

力国の教育熱を分析 した。分析 を通 じて韓国の教育熱現象の普遍性 と特殊性を同時に理解 して、

教育熱問題 を解決する正しい代案を探そ うと した。

韓国の学父母たちの教育熱を総合的に分析す るために、質問紙調査を実施 した。

質問紙を通 じて分析 しようとした内容は大きく教育熱形成背景に関する部分、教育熱の実際

部分、教育熱の影響(学 生の学業関連行動特性)の 部分である。分析の方向は学父母教育熱の

性格はどのような特性を見せて、どんな方法で、どの程度現れていて、このよ うな学父母の教

育熱は学父母背景(独 立変因)に よって どのような差違があるか、そ して教育熱 の結果として

子女の側面にお いて示 される色々な種類の行動特性は学父母の教育熱 と過程の父母 一子女関係

に応 じて どのよ うに異なっているのかを分析す るために、次の事項について分析 した。

1)教 育熱形成背景

ア.教 育経験 と現在の生活に対する満足度

イ.子 女の今の状態に対する認識

ウ。社会現実に対する認識

工.子 女教育に対する心配 と心理状態

2)学 父母教育熱の実情分析

ア.希 望の子女教育水準及び大学進学への熱意

155



イ.子 女教育で基本として考えていることと関心

ウ.子 女教育のために している行為

工、私教育に対す る熱意

3)子 女に現れた教育熱の影響分析

ア.子 女の目に映った家庭 と親の姿

イ.勉 強と関連 して経験 した母親 との葛藤

ウ.学 生が受けたス トレス

エ.父 母の勉強への圧力 に対する認識

オ.父 母の教育支援に対する子女の考え(認 識)

4)主 要項 目間の相互関係分析

ア.学 父母教育熱形成背景内の主要項 目間の関係

イ.学 父母教育熱形成背景 と教育熱実情 との関係

ウ.学 父母要因(学 父母背景、教育熱形成、教育熱実情)と 教育熱影響間の関係

分析

本研究 を遂行するために教育社会学者、家族学者、心理学者で構成 された専門家協議会を通

じて、研究の方向 と設計に関する協議を行った。

また、分析のための質問紙開発に先だって、学父母 と学生を対象 とした深層面談を実施 した。

深層面談は学生の学年 と成績 、母親の学力等を考慮 して選定 された32名 の幼、小、中、高(一

般 、実業)学 生の学父母32名 と学生24名 の小、中、高{一 般、実業)学 生だった。深層面談

の結果は、教育熱分析のための質欄 紙開発の基礎資料 として活用 され た。

質問紙実施は全国を対象 として比例郵送方式で選 定された81の 幼、小、中、一般高、実業高

で、1校1学 級づっ選定 された全81学 級で幼、小、中、一般高、実業高学生の学父母2,500名

だった。実際の分析に使用 された対象は幼、小、中、一般高、実業高学生の学父母2β68名 と

学生1,852名(幼 稚園児を除外)だ った。質問紙調査の実施は2003年7月5日 から7月20日

までだった。

2.研 究結果及び示峻点

(1)教 育熱に関する先行研究の検討

先行研究で検討 された内容 は、教育熱の概念、教育熱形成背景、教育熱の実情、そ して子女

に現れた教育熱の影響を扱 う研究等である。教育熱 の形成背景では社会文化的な要因、教育制

度的要因、社会心理的な要因に分けて調べて見た。 教育熱実情では教育熱に対す る量的研究 と
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質的研究を検討 して、終わ りに教育熱の影響 と見られ る子女の行動特性に関 しては学業 と関連

した学生たちのス トレスと葛藤に焦点を当てて検討 し、又家庭の父母 一子女関係 の質による学

生の心理的特性に関 して検討 した。先行研究を検討 した結果は、本研究の方向と教育熱分析の

枠を設定す る基礎 として活用 した。 この分析を通 じて次のような示唆がえられた。

① 学父母の子女教育に関する認識次元か ら接近 してみる必嬰がある。

養育熱に関す るこれまでの研究は、教育熱を説明するのに、主に父母の社会経済的階層や地

域のような構造的変因によって教育熱 を説明することに力を注ぐ傾向が大きかった。 しか し、

これについては、父母の教育熱 を研究する際に、父母の現在の生き方への満足度、父母の過去

の社会的経験 と教育経験等、現在の父母自身の経験 と認識、そ して現在の子女 の状櫨に対す る

認識等が重要なこととして考慮 され る必要がある。また、父母の教育熱を研究する上で、この

よ うな教育熱が子女にどの ような影響 を与えるかに対する分析が必要だ、とい う示唆 を受けた。

② 客観的で中立的な立場か ら研究す る必要がある.

これまで、韓国の学父母の教育熱 は 「父母の過度な教育熱{良 い成績維持)と 歪曲された教

育熱がつ くり出した結果 としての過度な私教育費(課 外授業費)支 出 と子女たちの不適応行動

(自殺、不登校等)1の ような社会的、教育的病弊を惹起する主犯だ と理解 されてきて、いつも

「過度な」教育熱、又は 「歪曲された」教育熱 とい う修飾語 を前に置いていて、過去 と異なっ

た父母の教育熱も否定的なものとして理解 され る傾向が大きかった。 しかし、実際に どんな特

性 を持った教育熱であるのか、なぜ このような特性 を見せ るのかを明 らかに しないでいた。従

って、教育熱をより中立的な立場か ら客観的に探求する必要があることを示唆 された。

③ 抑制の対象ではない子女教育を援助する教育熱を明らかにする研究が必要である。

単純に父母の過度な教育熱 を挿制 しよ うとする努力 よりは、学父母教育熱 の肯定、否定的 な

特性 を把握 して、子女教育により役立っ教育熱の特性(父 母子女関係を含む)を 提示 してくれ

る研究が必要なことを示唆 された。

(2)外 国の毅育熱分析

外国の教育熱の事例分析 は、教育熱は世界の どの場所でも存在 していて発生する普遍的な現

象だけれ ど、条件によって異なって現れるものだ とい う前梶のもとに、韓国 と類似性が高 く私

たちに大きな示唆を与えて くれる中国と日本、そ して文化背景の異な るアメリカとイスラエル

の4力 国を対象に して行った。

分析の焦点は、各国では どのような教育熱現象が現れていて、 どんな社会経済的及び教育制

度的環境からそ うした教育熱現象が現れているかにおいた。

分析結果を全般的に見るとき、入試競争の形態で表出され る教育熱は、学校の序列化 と密接
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に関連 していた。中国 と日本の場合には大学だけではなくて、中 ・高等学校 も序列化 されてい

て、選抜 も試験によって行われている。従って中 ・高等学校進学のための教 育熱現象が相当に

多 く現れている。中国の場合、大学への門戸が狭いために、大学段階で入試競争が熾烈で再修

生(浪 人生)ボ 年 ごとに増加 している。 目本の場合、大学入試はいわゆる一流大学入試のため

に中 ・上流層において競争が深刻で、下流層では大学入試のための教育熱現象は冷めている。

中国 と日本を見るとき、学校の序列化が教育熱をより過熱 させていると断定す ることは難 し

い。アメ リカやイスラエルの学校は序列化 されていると同時に特性化 されていて、私たちとは

とても異なった方式で国民の教育熱が表出されている。

外国の場合、教育熱が一部の階層 に極限 されているのに比べて、韓国では社会全般的な現象

として現れているために社会問題 として台頭 していて、大学進学とい う一っ の目的を志向 して

特定段階で集中的に、そ して画一的 な方式で表出されているために、教育熱現象が深刻なもの

と認識 されていると見ることができる。

教育熱の根源が、子女教育に対す る熱意にあるとするならば、教育熱は父母ならば誰で も持

っ普遍的な動機 と見なすことができる。それにも拘わ らず国家ごとに教育熱 が異なって表現 さ

れているのは、教育熱の社会文化的環境が異なっているために、外国 とは異 なった韓国人の家

族意識、父母一子女関係、歴史的経験 と文化、学校が持っている社会的な位相 と役割等を、韓

国人の教育熱 を独特なものに している主たる要因だ と見なす ことができる。

(3)教 育熱分析のための質問繕讃査結果

a)母 の教育熱形成の背景

学父母の教育熱の形成背景を調査す るために、学父母の教育経験と現在の生活の満足度、子

女の今の状態についての認識、社会認識に対する自覚 、子女教育及び父母の役割 に対する認識、

子女教育に関する心配と心理状態等を調べてみた。調査結果 から明らかになった内容 と得 られ

た示唆点を提示すれ ば次の如 くである。

第1、 学父母たちの学力関連経験が子女教育熱に影響を与えることが分かった。

調査対象学父母の84%が 学生時代に勉強を熱心にしなかったことを後悔 していて、4L3%が

社会生活を しなが ら学力のために絶望感、無力感、挫折感 を感 じることがあったとい う調査結

果は、わが社会の学父母教育熱の様相、即ち、大部分の学父母 が子女を大学に進学 させ ようと

していて、大学進学 を目標に、子女に勉強に対する圧力を強 くしているとい う現象が、学父母

たちの生活経験 とそれ によって形成 された意識 に基づいてい ることを示唆 している。

第2、 学父母の学力水準及び所得水準が、学父母の生活の満足度 と相関が あることを知るこ

とができた。

研究の結果、学父母の学力が低 くて、収入 が少ないほ ど学力 のために絶望感 、無力感、挫折
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感をより多 く味わっていて、現在の生活に対する満足度 も低かった。職業別では専門職、事務

職、自営業の場合、学力による絶望感、無力感、挫折感 を他の職業よりも少なく感 じていて、

現在の生活に対す る満足度 も高かった。 このような結果は、わが社会における学力 と所得水準

が学父母の生活の満足度に影響 を与える主たる要因の一つであることを示唆 している。

第3、 学父母は子女の勉強 と関連 して子女にとても高い期待 を持っていて、このよ うな期待

は学父母の学力 と所得水準が高い集団で高く示 された。

調査対象学父母の71.3%が 子女は大学に進学できると考えていて、86.3%が 子女が勉強にが

んばることを期待 してい る。 このような希望が、学父母の学力と所得水準が高けれ ば高いほど

高 く示 された。 この結果は、子女を大学に進学させ ようとす る学父母の熱意が、子女に対す る

勉強への圧力 として表現されていることを示唆 している。

第4、 大多数の学父母が子女を大学に行かせようとす る理由として、社会 ・経済的理由を挙

げていた。

学父母たちが子女を大学に行かせる主たる理由は、全般的 に 「専門的知識 と技術を得るため」

(59.9%)、 「良い職業を得る とき有利 だから」(254%)、 「幅広い教養 を積むため」(1L8%)等

である。学父母の学力が高いほ ど「専門的知識 と技術を得るため」と回答す る傾向が高い反面、

父母の学力が低いほど 「良い職業 を得るとき有利」 と 「幅広 い教養 を積むため」に相 対的に高

い回答を示 した。専門的知識 と技術を得るためと言 うことも、結局は職業獲得 と関連 した もの

だとい う点から見るとき、わが社会の学父母たちの子女大学進学熱 は大学教育がもたらす社会

的、経済的保障が大きな比率を占めているとい うことを示唆 している。

第5、 たくさんの学父母が、健全な成功基準と個人的能力を重視する社会観を持 っているこ

とを示 している。

調査対象学父母の61.6%が 「何 はともあれ、自分が したいことを しながら生きていける人問」

を成功 した人間だと考えていて、793%の 学父母が成功した人生を生 きるために一番重要な基

準として、「個人の能力」をおいていて、最近職場の採用 ・募集、昇進を決定す るときに 「学力

と学閥」{396%)よ りは、「職務遂行能力」(51」%)を 重視す る、 と回答 している。 このよ う

な結果に照 らしてみ るとき、大部分の学父母の認識が 「学力 と学閥」自体を重視す る価値観よ

りは、肯定的な側 面を持っている点はあるが、個人の能力を学校で良い学業を得ることを同一

視する場合、学父母教育熱が大学進学に集中す る現象 が変化する可能性は大 きくない。従って、

学力以外に個人の能力を評価 できる多様な能力別評価基準を用意 して、この基準によって評価

が行われるよ う、領域別評価体系 を準備す るための努力が必要だとい う示唆 を得た。

第6、 大多数の学父母は子女のために教育費を支出することを、子女の将来のための投資だ
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と考 えている。

735%に 及ぶ学父母が子女のために教育費を支出す ることを、子女の将来のための投資だ と.

考えている。そ してこのような傾向は母親 と父親の学歴が高くて、職業が専門職、事務職の場

合によ り高 くみ られた。 このような結果は韓国の学父母、特に高学歴 と所得水準の高い階層の

教育熱の実態が、教育または学識 自体に対する熱望であるとい.うよりは、教育がもたらして く

れる社会経済的利益に対する熱望であるとい う事実を間接的に承認 している結果 である。 こう

した結果は、現在私教育による教育競争がこれによって主導 されているとい う可能性が大きい

ことを示唆 している。従って、これ ら社会的指導層の教育熱 を発展的な方向へ昇華 させるため

の対策準備が必要である。

第7、 多 くの学父母は子女教育において他人志向的、子女中心的、私教育依存の傾向を持っ

ていることが分かる。

多 くの学父母が 「周 りで勉強が良 くできる子どもの話 を聞けば、自分の子 どもに 「勉強」を

もっとさせたい」{5&1%)と 考えていて、「子女の試験期間に子女と同 じように緊張 して生活

を送 っている」(53.4%)と 回答 していて、「子女が学院に行 った り課外授業を受けた りしてい

る時閻だけは心が休まる」(5L8%)と 回答 している点は、子女教育において学父母のより確固

たる主体性 と判断が要求 されていることを示唆 している。従って、父母が望ま しい方向へ子女

を教育できるように援助する学父母教育、及び情報提供の機会が、拡大 される必要性があるこ

とを示唆 している。

b)黙 の実情

学父母の教育熱の実情を調べるために、学父母の希望す る市場教育水準 と大学進学の熱意、

学父母たちが子女教育において基本だと考えていること、韓国の学父母が子女教育のために し

ている行為、私教育に対する熱意 と子女の目に映った家庭 と父母の姿等を調査 した。調査の結

果得 られた主たる内容と示唆点は次 の如くである。

第1、 学父母たちのほとん ど大部分は、子女を大学以上まで進学 させようとしている。

子女を大卒または大学院以上まで勉強 させたいと回答 した学父母は、調査対象者{2β38名)

の923%で ある。そ して、 このような傾向は、学父母の背景によって異なっていることが示さ

れた。

子女の学校 レベル別に見 るとき、子女が実業高校に通っている場合、.そのほかの学校 レベル

に比べて子女に対す る希望教育水準が高卒と専門大卒 に相対的に回答率が高い反面、子女が幼

いほど大学院以上を希望す る回答率が高かった。 しか し、子女が実業高校に通ってい る場合に

も少なくない父母たちが、子女の大学卒業に対する希望を持っていることを見せて、実際に実

業系高校教育が有効に機能 していないことが分かる。
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父母の学歴 によってみると、子女を大学院以上に行かせたいという回答は、大卒以上の学歴

の父母が、子女 を大学に行かせたいと回答した比率は高卒学歴の学父母で、そ して子女を専門

大に行かせたいとした回答は、高卒未満の学歴の父母において一番 多く示 されて、学父母たち

は子女教育において 自分が受けた教育 よりすこしでも高い教育させたいとい う希望 を持ってい

ることが明 らか になった。

家庭の経済的水準では、高所得の学父母であればあるほど、子女の大学院卒業 を一層希望 し

て、低所得家庭の場合でも大学卒業{専 門大学を含む}を 希望す る比率が高い。そ して、父親

の職業が確実に保障 されていない場合にも、学父母の多 くが大学卒業(専 門大学 を含む)を 希

望 していて、低所得層の父母たちは子女が生きてい く上で、大学卒業を必須の要素だと認識 し

ていることを示 している。これ らのことは他の父母たちよりは、学力 と学閥の社会的な効用価

値が大きい と認識 していることを表 している。

第2、 学父母の子女大学進学に対す る希望と熱意は、積極的に表現 されていて、この熱気は

社会が変わって も冷めることはないように思われる。

学父母たちは、彼 らの大学に行かない と強力に主張 しない子女 を大学に行かせ ようとしてい

る。子女が大学進学に失敗 した場合、学父母の4L5%は 、再挑戦 させても必ず大学 に進学させ

よ うとす る情熱を見せている。大学進学に対する熱意は、学父母 の背景変因に応 じて統計的に

有意な差違 を見せているが、子女の学校段階が上がるほど、父母の学歴 と月平均収入 が高くて、

父親の職業が専門的である場合に相対的に子女の大学進学 に対す る学父母の熱意が高いことを

示 していた。

そ して 「大学に行かなくても満足できるだけの職業 を得ることができる。」として も、子女を

大学へ行かせたいいか とい う質問にっいて、調査対象学父母(2,334名)の52.1%が 「行かせた

い」と回答 していて、このよ うな考えは実業系高校 を除外すれば学校 レベルが高ければ高いほ

ど、父母たち全ての学歴が高いほど高い とい う傾向を見せている。職業、報酬、昇進等におい

ての学歴格差が少なくなるとしても、依然 として子女を大学に行 かせたいとい う父母が相当数

にあるとい う事実は、大学教育に対する熱意は大学卒業証書がもたらしている社会経済的利益

のためだけではないとい う点を示唆 している。

第3、 学父母は子女が勤勉であることは、当然に身につけなければな らない基本素養である

と考えている。 しか し、依然 として人格が勉強より重要であると認識 している。

調査対象学父母(2,363名)た ちの76.2%は 、 「将来何 をおいても学校の勉強はとにか くがん

ば らなければな らない」と回答 した。そ して、このよ うな考えは低学年の学父母 において多 く

み られて、学父母は低学年の時は子女たちが全ての科 目でがんば らせることを、子女教育の基

本だと考えていることを示 している。

また、調査対象 となった学父母の半分を超える54.1%は 「勉強以外に良くできることが発見
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されないと、勉強を強要する他はない」 と回答 して、子女の適性把握が容易にできないことと

勉強の強要が とても密接に関係 していることを理解す ることができる。

学父母の勉強に対す る考え方は、彼 らの子女にさせている課外活動に対する基本的な考え方

を通 じても理解することができる。即 ち、調査対象学父母の537%が 「子女が現在行 っている

た くさんの課外活動が成績 を上げるためのものである」 と回答 し、このよ うな傾 向は子女の学

校段階が高いほど高かった。そ して、父母の学歴が低いほ ど子女の課外活動の 目的を 「子女の

成績を上げるため」においている傾向が見 られた。

また、多 くの学父母の認識は学業 よりは、人格がよ り重要だと考えていることが明らか とな

った。これは関連質問に関する回答結果によって理解す ることができるが、「勉強を しなかった

り大学に行かなかった りしたな らば、善良で正 しい人格 も特に意味をもたない」・と見るか とい

う質問の結果、87.4%の 学父母は 「そ うではない」と回答 していて、70.1%の 学父母は 「人格教

育よりは学校の勉強に多くの優先度をおいてはいないjと 答 えている。また、調査対象の78.3%

は 「勉強よ りは礼儀作法 と生活習慣を優先的に教 えている」 と回答することで、人格教育を勉

強より重要だ と考えていることを示 して、学父母たちが人格教育 を軽視 してはいない とい うこ

とが分かる。

このように学父母は、反面では子女がなんとしても一度は学校の勉強をがんば らなければな

らないと考えていて、また成績を上げるためにたくさんの課外活動を させなが ら、別の面では

人格教育の重要性を認識 している。 しか し、現実的に大学入試競争の中でこの二つの重要な事

項をバランスよく調和的に進行 させることは易 しいことではない。結局、学父母 たちは二層的

に考えて行動する姿を見せるのである。従って、教育が追求す る目標に応 じて、正常に運営 さ

れる教育環境及び学校運営が要請 されている。

第4、 学父母が子女 と一緒に行 う直接的な教育支援行為が少ない。

学父母2,363名 に質問した結果、韓国の学父母たちが子女教育と関連 して行 う行為の中で一

番多いのは、「子女の人格酒養のために友だちと遊ぶことができるよう配慮す ること」だった。

次は 「子女に勉強 しないさい とい うこと」で、その次に 「子女に栄養を供給す る」、「他の父母

の子女教育に対する情報収集」、「家庭で模範を見せること」、「子女の 日常 と日程 を管理す るこ

と」等だった。

学父母たちが相対的にあま りしない こととしては 「近 くの図書館に一緒に行 くこと」、 「子女

の勉強を直接教 えること」、「教育情報収集のためのイ ンターネ ッ ト検索」、「学校の勉強 と宿題

について確認す ること」等だった。学父母たちが比較的多く している行為の中で、∫子女に勉強

しなさいと しょっちゅう言 うこと」は、全ての学父母に共通 して見られる現象で、小、中学生

の学父母が高校生の学父母よりもさらに多 くしていることが示 された。

このような結果に照 らしてみると、子女教育において学父母たちは子女に勉強 しなさい とい

う言葉 を多 く言 うことよりは、現在まで相対的に少ない行為、特に子女の勉強を直接指導 して、
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宿題を確認 して、子女 と近 くの図書館に行ってみた り、一緒に旅行や文化体験を した りす る等、

子女と一緒にす る直接的な経験の機会を増やす必要があると考えさせ られた。また、学校段階

別に父母の役割が どのように異なるべきかを、十分に思案す る必要があるように思われ る。

調査結果 「子女の 日常を管理すること」、「人格の活養のために友だちと遊べ るよう配慮する

こと」、「栄養供給」、「他の父母の子女教育情報収集」行為は、特に幼稚園の父母にとても多 く

現れたが、学年が上がるに連れて子女に必要なことが何であるかを考慮 して、子女の発達傾向

と個人的特性に適合 した父母の役割 を探す ようにす る必要性があ るように思われ る。

第5、 韓国の学生たちの70%は 私教育を受けていて、半数以上の父母が示 した私教育に対'す

る熱気は、心理的 中毒現象を見せている。

現在韓国の学生10名 中7名 は、どのような形態であれ私教育を受けている。私教育を受ける

程度は、学父母の背景要因によって差違があって、学校段階別では小学生が一番多 く受けてい

て、続いて幼稚園、中学校、一般系高校、実業系高校の順に低 くなっている。そ して父親の学

歴が高いほ ど、所得水準が高いほ ど、父親が専門職や事務職に従事 している場合 ほど、私教育

をより多く受けていることを示 している。

また私教育を芸能才能関連教育 と教科の学習関連教育に区分 して調べてみると、小 ・中 ・一

般系高校の学父母が教科関連の私教育をより多 くさせてい るのとは異なって、幼稚園の時期に

は私教育が芸術等 の才能伸張に比重が置かれていることを理解す ることができる。

子女の平均私教育時間は週あた り平均680時 間(学 習無 トレーニングペーパー を家庭です

る時間を除 く)で 、標準偏差は7ρ4時 間(学 習紙の時間 を除く)で ある。学校段階別では中学

校が7.8時 間で一番長 く、その次は小学校72時 間、実業系高校7.09時 間、一般系高校63時 問、

幼稚園4.9時 間であった。中学生の週あたり私教育時間が、他の学校段階に比べて相対的に長

いが、中学生も一般系高校生が していない私教育に対す る負担に苦 しめられてい ることが推測

できる。また中学生の時に先行 して行 う高校の教育課程先行学習は大学入試の予備教育の年齢

が中学生にまで下がっていることを示 している。

父母の学歴別では有意な差違はなく、月平均収入程度による差違の分析では、所得水準が高

いほど私教育時間が長いとい う傾向があった。特に所得水準が600～1000万 ウォン代では私教

育時間が一番長 かった。 また父親の職業が専門的な場合、他の職業 に比べて私教育時間が長か

った。

韓国の学父母達が1人 あた りの子 どもの私教育費に使 う費用は(2003年7月 現在を基準)平

均27万 ウォン、(標 準偏差25万 ウォン)で 、平均家計所得に占める比率は13%(標 準偏差10%)

だった。このような傾向は学父母の背景変因によって異なっていた。 まず課外費 を基準に して

みると、①学校段階が上がるほ ど費用が多 く、実業系高校の場合幼稚園水準と類似 していた。

②父母の学歴を基準とすると、大卒以上で一番多く、続いて高卒 と専門大卒学父母 は似たよう

な水準で、高卒以下はとても低い。③月平均収入を基準 とすると、収入が高いほ ど漸次課外教

163



育費をたくさん使 うとい う傾向が見 られるが、特に1㎜ 万ウォン以上の所得水準では、む しろ

約600～1000万 ウォンの範囲より少ないことが示 された。④父親の職業別に見 るならば、父親

が専門職 と事務職、そして自営業従事者の場合に高い。

そ して、家計の中で私教育費が占めている比率は、家計所得が低いほど(ま た実業系高校子

女を持つ家庭や、職業が無職、単純な職業の場合}比 重が増加す る傾向が見 られ る。

即ち、低所得家庭の場合、私教育費使用額が高所得家庭より少ないけれ ど、少ない収入に比

べると教育費使用学が占める比率が大きく、低所 得層父母が感 じている経済的負担感は相対的

により大きくなっている。

しか し、韓国の学父母達の半分くらいは子女教育費が家計負担に大きく、他の人たちには影

響 しない程度に優先的に割 り当てて、困難があっても私教育費 を減らす とい う考 えのないこと

を示 している。即ち、調査対象の50%以 上が 「私教育費による家計負担が大きい」 に、54.1%

は 「家計運営において私教育費を優 先的に配分する」に、56.8%は 「他の人に影響 しない程度

に支援する」に、そ して5α5%は 「他のものを減 らしても私教育費は減 らさない」と回答 した。

そ して特に 「私教育費の優先的配分」 と 「課外費は減 らさない」では父母の学歴 が高いほどこ

うした傾向が強く、所得水準では全般的に所得水準が高いほ どこのような傾向が高い中で、「私

教育費の優先的配分」は、400～600万 ウォン水準の家庭で、そ して 「他 のものを減 らしても課

外費は減 らさない」は600～1000万 ウォン水準の家庭で一番高かった。

このよ うに学父母の私教育費に対す る熱意は心理的な中毒現象 となつている。 大多数の学父

母たちは 「子女が学院に行っている時や課外授業を受けている間、心が安ま る」と述べて、「私

教育をさせ ることを止めれば、不安な気持ちになる」と言っている.「周 りの勉 強が良 くできる

子 どもについての話を聞くと、自分の子どもに 『勉強』をもっとさせなければとい う考えが出

て くるか」と聞いたところ、「子 どもが勉強と関連 したことを しないで、他のことを していれば

不安だ」 と言 っている。学父母達は心理的不安感を避 けるために私教育に依存 している。私教

育をさせることとそのための経済的支援は、学父母に心理的安定感を与えて、また学父母に子

女教育のためにまるで父母の役割を全 て果た したような自己満足感を与えている。

o)教 育において見られる教育熱の影響

学父母の教育熱が子女に与える影響 を調べるために、勉強 と関連 して母親 と子女が経験す る

葛藤 、学生達が受けるス トレス、学習 に対す る父母の影響力、家庭の父母一子女関係等を調査

した。調査結果から得 られた主たる内容 と示唆点は、以下の如 くである。

第1、 学生達の目に映った家庭の姿は、大体肯定的である。

調査結果 、学生達の目に映った家庭の姿は、大体 「家族 としての子女の役割 を重要視」して、

「体面は重要視 しなくて」、「勉強をがんばることを第1に も していない」雰囲気であ る。従っ

て、子息たちが 「腹を立ててしてはいけないことをしても、勉強をがんばれば容認 され る雰囲
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気ではな くて」、「子女教育に関す る父親 と母親の考えは同 じ」雰囲気である。

このよ うに学生達の目に映った家庭の姿は、これまでの勉強関連の調査結果が示 した否定的

な側面 とは異なって、今なお健全な雰囲気だった。 このような点は、とて も幸いなことで、学

生たちの家庭に対す る認識が継続 して肯定的であることを期待 させ るとい うよりは、勉強 と関

連 して現れた色 々な社会的に否定的な側面から健全な家庭の雰囲気を守ることができるよ うに

する努力が要求 されている。

第2、 学生たちは勉強 と関連 して母親 との葛藤があ り、意見の違いを感 じている。

勉強 と関連 して母親との葛藤調査の8項 目(① 勉強す る時間(努 力の程度)、 ②学校の成績、

③ 上級学校への進学、④将来の職業や進路、⑤勉強方法、⑥勉 強 とは関連 しないTV視 聴時間、

⑦課外や学院へ通 うこと、⑧学習誌の選択)に 対する調査分析の結果、学生たちは全体的に4

点満点で平均242点 を記録 し、母親 と葛藤及び意見の違いのあることを感 じていることを示 し

ている。 このような葛藤は、他の学校段階に比べて小 ・中学校生徒に多く現れていて、父母の

学歴が高いほど、所得が多い家庭において葛藤がより多いことを示 した。

また8種 類の項 目それぞれについて、学生たちが全体的に感 じている葛藤の程度を比較 して

みると、「①勉強する時間(努 力の程度)255点 、、②学校 の成績2コ6点 、③上級学校への進学

2.44点 、④将来の職業や進路Z53点 、⑤勉強方法242点 、⑥勉強 とは関連 しないTV視 聴時間

240点 、⑦課外や学院へ通 うこと234、 ⑧学習紙の選択L96点 で、8種 類の項 目中 「学校の成

績」において一番大きく葛藤を感 じている反面、「学習紙選択」では一番少なく感 じていること

が分かった。

学校段階別では①勉強する時間(努 力の程度)や ②学校の成績、⑤勉強方法、⑥勉強とは関

連 しないTV視 聴時間等は、小 ・中学生 と母親との間に葛藤が深いことを示 していて、③上級

学校への進学の場合には、中学校 と一般傾向高校の生徒に葛藤が深いことが示 された。そ して

④将来の職業や進路については、実業系高校 の生徒に葛藤が一番大きく、次に中学生に葛藤が

大きかった。⑦課外や学院へ通 うこと、⑧学習紙の選択は、小学生が葛藤が一番大きかった。

母親 と子女間の葛藤の内容、各学校段階別 の主要な葛藤状況、学父母の背景による葛藤の程

度の差違等は、母親 と子女間の葛藤を解消 して、同時に学校段階別に効果的な父母 一子女関係

を位置付けることに重要な示唆があった。即ち、各学校段階別に問題視 されている事案を中心

にして、学父母が子女をどのように指導することがよいのかを、学父母に案内 してやる際の基

礎資料 としての示唆を得るところが大きい。

第3、 人文系の高校生よ りは中学生が受けるス トレスがより大きい。

学生たちは勉強 と関連 して困難 さやス トレスを感 じてい る。特に学生たちは試験に対する不

安感に一番大きなス トレスを受けていて、また家で勉強 しなさい とい う言葉 を聞 くことと、父

母の成績 に対す る期待による深い心理的困難 さとス トレスを経験 している。 このよ うなス トレ
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スは学校段階別に見るとき、大体において中学生の場合に一番大き く示 され て、中学生に対す

る配慮指導が要請されている。

学生たちが勉強と関連 して感 じるス トレスの内容別に調べてみる と、①勉強 したほ どには成

績が上がらない、②学習時聞がとても多い、⑤父母の成績向上に対す る期待が負担である、⑦

家で 「勉強 しなさい」 という言葉や要求を聞く、⑧父母から周 りの他の子 どもたちと比較す る

言葉を聞く、の各項 目について、中学生が一番ス トレスを多く受けていて、その次に一般系高

校 の生徒 にス トレスが多いことが示 された。そ して、「③点数で人間の能力を評価 され る、④試

験 に対す る不安感がある」については、 一般系高校生のス トレスが一番大きくて、その次 に中

学生であった。 「⑥勉強のために友だちと遊んだ り対話できる時間がない」については、盛んに

友だちと交わっている中学生が、勉強のために友だちと遊んだ り対話する時間がないことに対

して一番大きなス トレスを持っていて、反対に実業系高校生は他の学校段階に比ぺ るとス トレ

スは一番少なかった。また、「⑨ これからも今までよりも勉強をがんばる自信がない」について

は、実業系高校生が他の学校段階に比べて一番多 くス トレスを受けていることが示 された。

このように、中学生は勉強 と関連 してス トレスを一番多く受けている側にあることを理解す

ることができる。中学生の時期は、発達上身体的 ・精神的に急変す る時期である。同時に大学

入試の準備を始める出発点 としての勉強や、父母たちとの葛藤も多 くなる時期である。そ して

学校にお ける青少年の問題行動の最初発生期でもある。反面、小 ・中 ・高校時代を相互に比較

してみ ると、中学校の時代は相対的に生徒指導がなお ざりにされている時期である。中学生の

様 々な特性 と生徒指導の限界等を考慮して、この時期 における格別の指導が要請され る。

第4、 学生たちは大体において父母の勧誘や主導によって学習す る傾向が低い。

調査の結果、学生は全体的に 「①勉強は放棄する と父母が心配す るか ら学院へ行った り課外

をす る{1α1%)」 、「学院に行った り課外 を受けていても、自分が本当に熱心に しなければなら

ないとい う考えで勉強することはない(13.3%)」 、「③父母がさせなければ、わたしは学院に行

った り課外の勉強は しない(275%)」 とい うことが示された。 このよ う.な結果か ら、学生は大

体において父母の勧誘や主導に対 して学習する傾向は低い と言 うことが分か る。即ち、多 くの

学生たちは、父母のために勉強をす るのではない とい うことは理解できてい る。それにもかか

わ らず、この3種 類の質問を背景となる因子別に分析 した結果、学生の学校段階が低いほ ど、

そ して父母の学歴が低いほ ど学生は 自律的に学習す る傾向が低 く、父母の勧誘や主導によって

学習をす る傾向が見 られる。即 ち、小学生の場合、勉強は放棄すると父母が心配するから学院

に通った り課外授業を受ける傾向が一番高く、母親の学歴が低いほ ど学生たちは学院に通った

り課授業 を受け受けていて も、「自分が本当に熱心に しなければ」とい う考えから勉強す る傾 向

が低 くて、また父母の学歴が低いほ ど父母がさせなければ学院に行った り課外での学習を しな

い傾向が高いことが示された。

調査結果に照 らしてみると、全般的には学生たちが、父母の勧誘や強要に よらないで、 自ら
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学習できる力量はほ とんどないようだ。 しか し、因子別 の分析 を通 じて示 されたよ うに、やは

り家庭や学校で学生たちが 自主的に学習できるよう誘導する努力は、継続す る必要があると考

え られる。 また、学校段階別の特性や家庭背景を考慮 して、学生たちがより積極的に学習に臨

めるような さまざまな努力が要求 されている。

第5に 、仮に勉強 と関連 して父母 と葛藤 している部分があっても、子女は依然 として父母 を

尊敬 している。

全体の小 ・中 ・高校生(2,363名}を 対象に調査した結果、「私たちの父母は本当に立派な人

である(849%)」 、「わた しも父母のように子女を教育するだろう(615%)1、 「わた しの教育に

対す る父母の高い関心 と支援に対 して感謝 している(793%)と 示された。 このよ うな結果か

ら、学生たちは大体において父母の教育支援に対して感謝 している傾向が大きいことが分か り、

3種 類の質問中、 「私たちの父母は本 当に立派な人である」に一番高い点数 がでて、仮 に勉強 と

関連 して父母 と葛藤がある人がいても、依然 として子女は父母を尊敬する傾向があることが分

かる。父母が立派な人間であると考える傾向は、小学生 と一般系高校生で、父母の学歴が高い

家庭の子女で、所得が高くて、父親が専門職に従事 している子女で高かった。

そ して、f私 たちの父母のように子女 を教育するこ と」では小学生が一番高く反応 して、父母

の学歴が高いほどこのよ うな傾 向が高かった。また、学年が低いほ どより教育に対する父母の

高い関心 と支援について感謝 していて、父母の学歴が高いほ ど、家庭 の所得が高いほ ど学生た

ちはより父母の高い関心 と支援 について感謝 していることが示 された。

今までの研究の結果、即 ち教育熱形成の背景、教育熱の実情、教育熱の影響に関する分析結果

を基礎に、学父母たちの社会経済的階層に対応 して高学歴/高 所得/専 門 ・事務職の学父母 と

低学歴/低 所得/単 純労務職 の学父母に大きく区分 して、教育熱の特性 を整理すれば、次のく

表V-1-1>の 如 くである。

この表に提示された相反する解釈は、ふたつの学父母の類型間の相対的な差異を意味す るも

ので、絶対的なもめではない。

高学歴/高 所得/専 門職の学父母は幼いときに裕福に生まれた とい う傾向があって、勉強に

対する後悔及び学歴による挫折感な どの経験の程度も少ない。子女の未来の大学進学に対する

期待感 も高くて、子女を大学に行かせたい一番大きな理由を、専門職の知識 と技術の修得 にお

いている。

子女教育に関す る認識においては、子女が大学に行かない ことを子女教育の失敗だ と認識す

る傾 向が高くて、子女教育である程度の強圧性が必要だと考 えていて、父母 としての後悔がな

いよう、強制 してでも勉強をさせなければと信 じている傾向があって、教育費支出が子女の将

来のための投資だ と考えている傾向も大きい。 また、子女の勉強 と関連 して他人への体面を強

調する傾向が高い。
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これ らが示している教育熱においては、子女の大学進学の可否において、父母の意志(主 張)

が高 くて、社会が変わって も子女を大学に行かせよ うとする傾向は依然 として高 くて、勉強を

がんばることを基本だと考えている傾 向が大きい。 しか し、勉強を人格よりもより強調 しては

いない。

子女教育の支援行為においては、具体的には、子女 を直接指導 ・監督 ・管理す る、情報収集

する、教育の雰囲気を提供(子 女 と一緒に)す る、勉強時間を確保す る、健康管理をす る、教

育費を家計から優先的にとる、他人がすることをする等の項 目で、よ り高い教育熱が見 られ る。

子女のための私教育費支出が多 くて、子女にさせる私教育の数 も多い。

教育熱の傾向においては、子女が母親との勉強に関す る葛藤の程度 も高くて、子女が、家庭

の勉強や体面を強調する雰囲気を知覚する程度も高い。 しか し、子女たちは父母の教育支援に

対 して感謝 している。

反面、低学歴/低 所 得/単 縛 職の学父母は、幼い ときに裕福ではない人生を送った傾向があ

って、社会生活を送 りなが ら勉強や学歴 による挫折感の経験 も多い。その結果、現在の人生に

ついての満足度が低い。

子女の今の状態の認識において、子女の未来の大学進学に対す る期待 も低い。

彼 らが子女 を大学に行かせ ようとす る理由は、相対的に高学歴の学父母たちに比べて、良い

職業を得て幅広い教養を積むためだ と考える傾向がある。

子女教育に関する認識においては、子女が大学に行かないことを子女教育の失敗だ と認識す

る傾向 と子女教育においてある程度の強圧性が必要だ と考える傾向、父母としての後悔がない

よ う強制 しても勉強をさせなければ と信 じている傾向、教育費支出が子女の将来のための投資

だ と考える傾向が高学歴の学父母たちに比べて相対的に低い。

教育熱の実情において、高学歴の学父母に比べて、子女の大学進学の可否 を決定す るときに、

父母の意志 よりは子女の意志に従 う傾 向が多くて、社会が変化すれぱ子女を行かせないことも

できて、実際には人間性よ りは勉強を優先して考える傾向が高い。

子女教育支援行為においても、高学歴の学父母 に比べて、相対的に低い支援傾向が見 られた。

私教育形態においても、高学歴学父母に比べて柏対的に支出が低 く、私教育も少なめである。

教育熱の傾 向においては、高学歴家庭の子女たちに比ぺて母親 との勉強をめ ぐる葛藤の程度

が相対的に低 くて、家庭における勉強の強調、体面強調の雰囲気の自覚 も少ない反面、父母の

教育支援に対する感謝は相対的に少ない。
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<表V-1-1>学 父母の類型による教育熱の関連行動特性

区分

教

育

熱

形

成

の

背

景

教

育

熱

の

実

情

行 動 特 性

〈学父母 自身の生き方 〉
一幼いときの生活

一勉強 に対す る後 悔 と学歴 に よる挫 折感の

経験の程度
一現在の生活への満足度

〈子女の将来の現状認識 〉
一子女の将来の大学進学 〔一流大)に 対する期

待

〈子女大学進学理由〉
一子女が大学(一 流大学)に 行かないことを子

女教育の失敗だと認識する傾向

〈子女教育に対す る認識 〉
一子女教育である程度の弾圧性が必要だと 考

える程度
一父母としての後悔がないよう強制 しても 勉

強をさせるべきだ と信 じている傾向
一教育費の支出は子女の将来に対する投資だ と

考える傾 向
一他人に対する体面を強調する傾向

〈 〉
一子女の大学進学可否決定時父母の意志 〔主張)

一社会が変化しても子女を大学に行かせる傾向

一勉強を良くす ることを基本だと考える傾向

(勉強を優先的に強調する傾向)

〈子女教育への支援行為〉
一子女教育支援行為の傾向

(子女の職業指導、情報収集、教育の雰囲気

の提供、勉強時間確保 、健康管理、教 育費優

先支援、他人志向の程度)

〈私教育形態〉
一子女教育費支出

一子女の私教育経験比率

一子女が受ける私教育数

一母親との勉強葛藤程度

一家庭での勉強強調、体面弦調、雰囲気の知

覚程度
一父母の教育支援に対する感謝の傾向

学父母の類型

高学膠 高所得ノ

専門職

裕福

少ない

高い

高い

専門的知識と技術

習得

高い

高い

高い

高い

強い

強い

低い

高い

多い

高い

多い

高い

高い

高い

低学歴ノ低所得1単

鰍

裕福でない

多い

低い

低い

良い職業、幅広い

臓

低い

低い

低い

低い

弱い

弱い

高い

低い

少ない

低い

少ない

低い

低い

低い

iss



3,項 目間の相互関係分析

(1)子 女の大学不進学に対する学父母の認識が、学父母教育熱 〔形成背景 と教育熱の実情)

と高い相関があることが分かる。

子女が大学に行かないことを、 「子女教育の失敗」だと認識す る学父母であるほ ど、そうでは

ない学父母たちに比べて次のよ うな行動特性がより多 く示 された。

①より競争的な教育熱 を呼び起こさせる子女教育方式を持 っている。

一子女が勉強す ることを嫌がってもある程度は強圧的に させる ことが当然 だと考 える傾

向が大きい。

一道徳性の発達や人間性酒養よ りは勉強をがんばることが重要だと考える傾向が高い。

一大学準備教育 をいち早 くさせ ることが よい ことで、子女 の適性把握のた めに あれこれ

とた くさんの活動 をさせることがよいことだ と考えている傾向が高い。

一子女のための教育費支出が子女の将来のための投資だ と考える傾 向もとても大きい。

②勉強に対す る後悔の度合いがとても高い。

③子女教育における父母 としての道義的責任の認識程度が高い。

④子女の学習 と関連 して、子女が勉強(私 教育を含む)を していなければ、不安感 をよ り多

く感 じ、他人がす ることに影響を受け、他人 を意識する傾向が とても高い。

⑤希望す る子女教育の水準が高 くて、子女を大学進学 させ ることへ の意志 と熱意が高い。

⑥勉強を基本だ と考え、勉強を強調す る傾向が高い。

(2}韓 国の学父母たちの教育熱には、学父母 自身の学力に関する経験もとて も大きく作用 し

ていることが分か る。

社会生活を送 りながら学力によって絶望感/無 力感/挫 折感の経験が多い学父母であるほど、

そ うではない学父母に比べて次の ような行動特性をより多く持 っていることが示 され た。

①子女にある程度強圧的に勉強 させることが必要だと認識 してい る傾向が高い。

②子女教育において、道徳性や人間性酒養 よりは勉強をがんばる方が重要だ と考 えている。

③大学入学準備教育を早くから始めることがよいことだと考 えている。

④子女の適性把握のために、多様な活動をさせ ることが重要 だと考 えている。

⑤教育費支出が子女の将来のための投資だ と見なす傾向が高い。

⑥子女が大学や一流大学に行かないことを、子女教育の失敗だ と考 える傾向が高い。

⑦子女教育において父母 としての道義的責任を強く認識 している。

このよ うな結果 を通 じて、学力や学閥を重視する私たちの社会に対する学父母たちの経験が
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子女教育において大学進学 と一流大進学そ してそのために 「勉強をがんばること」に 目標を置

く教育熱 を生み出 しているとい う示唆を得た。

(3)「 子女の今の状態に対す る認識」によって、学父母の子女教育方式が異なっていること

が分かる。

学父母たちは子女の現在の状態を見て、子女が大学に進学することが難 しい と判断 した場合、

望ま しいことだとはいえないが より多 くの子女教育の方式を採用 していることが示 された。例

えば、子女教育において道徳性や人間性酒養よ りは勉強をがんばるこ とがよ り重要だ と考えて

いて、子女の大学入学準備教育はとにかく早 く始めることが良いのだ と考えていて、子女の適

性把握のために多様な活動をさせ ることが良い ことだと考える傾 向が、子女の現状をより肯定

的に見る学父母に比べて、高い ことが示 された。

{4)子 女の未来において学力 と関連 した心配が多い学父母ほ ど、よ り多 くの勉強強要型の教

育熱を示 した。

子女の学力と関連 して未来の心配 を多くする父母ほどより多くの心配 をす る学父母に比ぺて、

子女が 「全ての教科 目でがんば らなければならない」とか、「現在の教育の関心を人格 よりは学

校の勉強においている」等の 「勉強を基本だ と考えている程度」と 「勉強強調度」において、

全て高い点数 を示 していて、教育熱の実際の行為においても子女を直接指導 し、友だち関係で

成績 を重視する傾向、他人志向、学校の勉強 との関連性志向、勉強時間確保への努力、健康管

理、教育費による家計負担程度、教育費優先支援程度等、 「勉強中心の教育熱」においてより高

い点数を示 した。

(5)勉 強を重視する学父母ほど、教育熱の実情においても勉強関連教育熱をより多く示 した。

研究の結果、子女が全ての科 目を均等にがんばらなければならない と考える傾向が高い学父

母ほ ど、子女教育の支援行為においても子女の直接指導及び監督 と管理、友だち関係において

成績重視、他人志向程度、教育費優先支援等の領城で、より高い点数を示 した。

(6)私 教育に対す る父母の心理が、子女が受ける私教育時間と相関があることが明 らかにな

った。

「子女が学院に通った り課外を していた りする時間に心が穏やかだ」 と 「私教育をさせるこ

とを止めれば心が不安になる」に 鞠 と回答 した学父母ほど、そ うではない学父母に比べて子

女によ り多くの時間の私教育を受けさせていた。

(7)学 父母たちは、子女教育における父母の道義的責任をどの程度認識す るかによって、子

女が受ける私教育の数に影響を与えていることが分かった。
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父母 としての道理を測定す るそれぞれの項 目について、「そ うです」 と回答 した学父母ほ ど、

そ うではない学父母たちに比べてより多くの種類の私教育をさせてい ることが分かった。

(8}教 育熱 の影響だと見な され る子女の学業関連行動特性 は子女の学校段階、学力、所得水

準によって異なっていて、父母一子女関係によって も異なっていた。

学生たちが学業 と関連 してみせる行動特性は、子女の学校段階や家庭の所得水準、母親の学

力によって領城別に少 しずつ異なっていたけれ ど、家庭 の父母一子女関係による差違は一頁 し

て現れた。学生たちは家庭の雰囲気の察知のしかたや 、学業関連行動特性中、肯定的教育熱特

性 に該当す ると判断 される 「家庭の家族構成員 としての役割強調」 と 「教育についての父母意

見の一致」ミ「適性 と特技によって認定 される程度」では、家庭の父母一子女関係 が理想的であ

るほど高い点数を示 した反面、否定的な教育熱特性を持つ領域 では家庭の父母一子女関係 が理

想的でないほど、高い点数を示 した。

否定的教育熱または否定的教育熱の影響だと考えられ る領域は、 「勉強関連での母親 との葛

藤」、家庭での 「勉強の強調」、「体面強調」の雰囲気、学生の 「ス トレス∫、「父母の権威や主導

による勉強の程度」である。

そ して、学生の学業関連行動特性に対する家庭の学父母の背景要因 と父母 一子女関係間の相

互作用効果は、子女の学校段階 と父母子女関係による 「学生の勉強関連での母親 との葛藤」に

一部示 されただけで
、残 りの領域では相互作用の効果が示 されなかった。 このような結果は、

学生の学業関連行動特性は、大体子女の学校段階、父母の学力 、所得水準のような学父母の背

景因子 よりは、「父母 一子女関係の質がどうであるか」がより大きな影響を与えうることが示唆

された。

(9)学 生たちの私教育時聞による 「ス トレス」の程度 を、父母 一子女関係を含 めた分析の結

果、私教育時間 の多少による学生のス トレスの差違は示 されなかったが、父母 一子女関係 によ

る学生ス トレスの差違はpく.001水 準で有意だった。即ち、父母一子女関係 が愛情的、激

励的、民主的、合理的であるほ ど敵対的、非難的、専制的、非合理的な場合に比べて、学生た

ちのス トレス点数は有意に低かった。そ して、この私教育時間の大小 と父母一子女関係間に相

互作用は示 され なかった。

(10}子 女教育での学父母の過度な他人志向や勉強の強調が、学生たちのス トレスと勉強関連

の葛藤を高めている。

「子女が名門大へ進学しないならば、他人に対する体面が保てない」と 「我が家で子息が勉

強ができないことは父母の体面を汚す ことだ」と回答 した学父母の子女たちに比べて、ス トレ

ス点数 と母親 との勉強葛藤点数が、p〈 .001水 準で、有意であるとが示 された。

また、「我が家では成績が悪ければ鞭で叩く」において、「そ うだ」 と回答 した学生は 「そ う
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でない」 と回答 した学生に比べてス トレスや母親との勉強葛藤点数が有意に、より高 く示 され

た。

このような結果は、子女教育において他人を過度に意識す る学父母が、子女教育において勉

強を過度に強調 して、これが子女たちに心理的な問題を引き起 こしていることを推測 させて く

れている。

次のく表V-1-2>は 、項 目間の相互関係 分析を通 じて示 された学父母の特性による教育

熱の性格を整理 したものである。

この表によれば、「子女が大学に行 かないことを子女教育の失敗だ」と認識す る程度が高い学

父母であるほ ど、そ うではない学父母に比べ て、子女にある程度は強圧的な勉強が必要だ と認

識 していて、人間性の酒養 よりは勉強が重要 だと考えている。 大学入学教育は早く始めるほ ど

良 くて、適性把握のために多様 な活動を提供することがよいことだと考えている等、子女教育

においての父母が しなければならないことを強く認識 している。また、子女が勉強をがんばる

ことを基本だと考えていて、実際に勉強に優先的に関心を寄せ るとい う傾向が見られ る。そ し

て、子女の成績 と大学進学において、他人を意識する傾向が とて も高い.

社会生活を送 りなが ら、学力による絶望感/挫 折感 をた くさん経験 した学父母たちほど、そ

うではない学父母に比べて、子女にある程度の強圧的な勉強が必要で、人間性 の酒養 よりは勉

強が重要だと認識 している傾向がある。そ して、大学入学教育は早 く始めるほどよくて、適性

把握 のために多様な活動を提 供しなければならないと考えている傾向がある。教育費支出は子

女の将来のための投資だとい う考えと、子女が大学に行かない とい うことは、即ち子女教育の

失敗だとす る傾向が高い。

現在 の子女の実態か ら見ると大学進学が難 しいと判断 している学父母たちほど、人間性酒養

よりは勉強を重視す る傾向、大学入学教育の早期開始の必要性 を認議 して適性把握のために多

様な活動の必要性 を認識す る傾 向が高い。

子女の低い学力に対 して心配の多い学父母たちは、そ うではない学父母たちに比ぺて、勉強

を良 くすることを基本に考えていて、実際に勉強に優先的な関心を見せ る傾 向が高 くて、「勉

強」中心の教育熱 をより示 している。

また、私教育に対す る不安感が高い学父母は、子女により多くの時間の私教育をさせて、

父母としての責任についての認識の程度が高い学父母は、よ り多様な種類の私教育を させてい

る。

家庭 と父母 一子女関孫 が理想的ではない学父母ほど、子女が家庭の雰囲気 をより否定的だ と

指摘 していて、学生たちの母親 との勉強葛藤及びス トレスが より高 くて、私教育の学習時間の

多い少ないに関係な く、学生たちの勉強関連葛藤 とス トレスがより高い。

173



〈表V-1-2>

学父母の特性

1,子 女が大学に通わないことを子女教育の失

敗だと認識する傾向が高い学父母

2.社 会生活を送りながら学力による絶望感 ・無

力感 ・挫折感をたくさん経験 した学父母

3.現 在子女の状態では大学進学が難 しいと判

断 している学父母

4.子 女の低い学力 と関連 して心配が多い学父

母

5.私 教育に対する不安心理が高い父母

6.家 庭の父母一子女関係が理想的ではない学

父母ほど

教育熱の性格

一強圧的に勉強 させることが必要

一人間性の酒養より勉強重視

一大学入学教青の早期開始が必要

一適性把握のために多様な活動が必要

一教育費支出は子女の将来のための投資

一子女教育における強い父母としての責任認識

一子女の大学進学への高い熱意

一勉強を頑張ることが基本だという考え

一実際に勉強に優先的な関心

一他人を意識する傾向

一他人によって影響を受ける傾向

一強圧的な勉強が必要

一人間性酒養 より勉強重視

一大学入学教育の早期開始が必要

一適性把握のために多様な活動が必要

一教育費支出は子女の将来のための投資

一子女教育における強い父母としての責任認識

一子女が大学に行かない ことは子女教育の失敗

だと認識す る傾向

一人間性酒養より勉強重視

一大学入学教育の早期闘始が必要

一適性把握のために多様な活動が必要

一勉強を頑張ることが基本だとい う考え

一実際に勉強に優先的な関心

一教育熱の実情において 「勉強」中心教育熱が多

く見られ る

一子女により多 くの時間の私教育をさせる

一ネガティブな教育熱がとても.高い

一学生の母親 との勉強葛藤 とス トレスがより高

い
一私教育の多少に関係なく勉強関連の葛藤 とス

トレスがより高い
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2。 提 言

韓国の学父母たちの教育熱に関す る分析 とそこか ら得 られ る示唆点に学んで、次のよ うな提

案を行 うことができる。

第1、 学父母教育熱の性格 を、よ り肯定的な方向へ転換することが必要である。

1)子 女の大学(名 門大)進 学熱 とは別 の、より教育的な方向への子女教育熱 が必要である。

韓国の学父母たちの教育熟は基本的 には学校教育優先、名門大学を含む大学進学にある。硬

い名前を付けるとすれば、名門大学進学熱または大学進学熱、または学校勉強熱だと言 うこと

ができる。 学父母たちの大学進学熱はどのよ うになろ うと、また社会がかわっても子女を大学

(大学院)に 行かせて、子女が 自ら大学へは行かない と言えば、一旦説得 してみた り、子女が

大学進学に失敗すれば再挑戦 させた りする方式を示 している。 しか し、子女 と一緒に行 う教育

や、子女の学校の勉強に対す る監督管理の様な基本的な子女教育への関心度`まさほど高 くはな

い ようだ。父母 も過度の大学入試中心の教育熱を持たないよ うにするためには、社会が子女の

学歴による社会的不利益に関す る父母の心配を越えることのできる方向へ変化 させなければな

らない。また、教育体制においても学生が学校生活を送 りながら、自分の適性 を把握 しよ うと

努力 して、その分野の経験を身につけるようにして、 このよ うな努力 と経験がその後の上級学

校進学の際に、重要なこととして考慮 される体制も改善 されるべきである。

2)子 女の 自己主導的学習能力を開発する方向へ向いた、学父母教育熱が必要 である。

学父母の大多数が 「周辺で よく勉強する子 どもに対す る話を聞けば、自分の子女に 『勉強』

をもっとさせ たい」と考えていて、 「子女が学院に行っていた り課外授業を受けていた りする時

間だけが心が安 らかだ。」と回答 している点は、子女教育において学父母のより確固たる主体性

と判断が要求 されるとい うことを示唆 している。

また、少 なか らぬ学生が父母の勧誘や主導によって学院に行 った り課外授業 を受けた りして

いて、一部の学生は成績が低ければ鞭で叩かれることもあることを示 してい る。 自己主導的な

学習が行われ るとき、学習効果が極大化す るとい う研究結果を見るとき、父母の一般的な教育

熱は子女に心理的な問題だけを引き起 こす可能性が大きい。実際に本研究の結果から、学生が

受ける私教育時間の量とは無関係に、家庭での父母一子女関係の類型が学生ス トレスに影響を

与えることが示 された。例えば絶対的、非難的、全体的、非合理的な父母を持つ学生は愛情が

あ り、子 どもを励ま し、民主的で、合理的な父母を持つ学生に比べて、学業関連ス トレス点数

と母親 との勉強関連点数がより高かった。 このような調査結果から、学父母は これ以上に子女

を自分の所有物 と見ないで、一人の人間 として扱 う必要があって、また学父母が、父母の一般

的な教育熱に浮かされるのではなく、子女の自己主導的努力 を誘発できるよう努力する必要が

175



ある ことが分か る。

第2、 学歴 ・学閥よりは個人の能力を■視する社会 とならなければならない。

1)個 人の能力開発が学力と同一視 されてはな らない。

研究結果によれば、学父母の教育熱の目標は大体において大学進学に集中 しているが、これ

は私たちの社会の学力、学閥重視の風潮 と密接に関連 していることだと見られている。言い換

えれば、学父母たちは大体において大学は行かねばな らないと考えていて、子女が専門的知識

と技術獲得、そして良い職業を選択するために大学に行かなければと考えている。そ して学父

母たちは企業が人材 を選抜す るときの重要な基準は職務遂行能力と学力 ・学閥だと考えていて、

結局職業選択のためには大学へ行くほかはないとい う現実が、学父母たちを して教育熱を大学

進学 とい う一方向へ追いやっているのだと見なすことができる。

2)個 人の能力を優先的に考慮する国家の人材管理体制が必要である。

調査対象学父母の4L3%が 自身の学歴のために絶望感/無 力感/挫 折感を感 じたことがある

とい う回答 を通 じて、学父母たち自身が学歴 ・学閥主義社会に生きていて、この ような経験が

子女の教育において学歴 と学閥 を強調す るようになった悪循環が生まれたのだ と見なす ことが

できる。従って、学父母の教育熱 を発展的な方向へ昇華 させ るためには、優先的 に社会全般に

及んでいる学力、学閥重視の雰囲気に対す る適切 な解決方案が準備 され る必要が あると考えら

れ る。そのために学力や学閥の他に も一人の個人の能力を評価することができる多様な評価体

制 と、個人が自ら自分の能力 を開発す ることのできるような、多様な領菊賜。1能力基準が提示 さ

れ る必要がある。

第3、 学校が学生個々人の適性と索質を発見して、それを開発してやる機能と役割を強化する

必要がある。

学父母の教育熱が過度に大学進学に焦点化 されている重要な理由の一っは、私たちの教育体

制が、学生たちの適性や素質を把握 していないことを挙げることができる。多 くの父母たちが

子女が特別にがんばることがない場合、勉強をさせる しかない と回答 していて、また子女の学

校段階が上がるほど、子女の適性把握のためにあれ これ させなければならない とい う回答が高

い傾向が、特に実業系高校で高かった。 これは学校教育を通 じて学生の適性把握 と啓発が最大

限に行われていないことを示唆 してい る。従って、.学校は知識 を教えるだけではなく、学生が

これから自分がどのようなことをしながら生きてい くかを発見するための場所 としての役割 と

機能 を最大に遂行することで、子女の適性が何であるかを知 らず、どんなことでも一つも粗末

にす ることができないような教育熱が生まれないよ うにする必要がある。
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第4、 学父母が理想的な方向へ子女を育てていくことができるように擾助する、学父母教育及

び情報提供の機会を拡大する必要がある。

1)学 父母が教育熱に対す る深みのある理解によって、学父母教育及び意識転 換対策が行われ

なければならない。

学父母の子女教育に対す る考え と実際の行為は相 当に異なっている。人格教育の重要性 と必

要性を強調 しながらも、実際の教育に対す る支援は勉強が中心の様に見えるが、人格教育は考

えているだけに留 まっている。例えば学父母 は子女教育において学校の勉強を人間性の教育よ

りはよ り優位 にはおいていない と回答 しているが、実際に子女に させているいろいろな教育活

動は 「学校成績 を上げること」に 目的をおいていると回答 していて、考えていることと実際の

行為に差違があることを示 している。そして、このような課程において生まれて くる父母の過

度な勉強の強調は、子女に否定的な影響を充てることになる。従 って子女のために本 当の教育

がなんであるのかを考えて、信念に従って行動できる父母 となるように変えてい く機 会提供 と

同時に、これを後押 しできる体制の準備が必要である。

2)子 女の学校段階の特性に符合する教育情報の提供が必要である。

特に学生たちが学業と関連 して持つよ うになる父母 との葛藤やス トレスは、大学進学を目前

にした人文系高校生よりも、思春期に該当す る中学生または小学生に、より高く現れてい ると

い う本研究の結果 を通 じてみる と、特に子女が幼いほど理想的な父母役割 と機能が要求され る

のだと見なすことができる。従って、学父母 に子女の成長 と発達に応 じた子女理解 と指導能力

を開発 させて、子女が理想的に成長できるよう援助す る父母教育または父母啓発体制の準備が

必要である。特 に、学父母教育熱を理想的な方向へ誘導 して、純化 した結果を得るためには、

母親だけではなく父親 と母親の両方が対象 となる子女教育に関する学父母教育や、意識転換に

対する関心を傾 けることが要求 されている。

第5、 健全な学父母教育熱に変えるためには、多様な階層の教育熱に対する理解と国家的配慮

が必要である。

調査結果、学父母の学歴は学父母の教育熱特性 と相関が高いことが示された。学歴 と所得水

準が高い学父母 は、子女教育において勉強を重視す るけれ ども、これに劣 らず人格教育も重要

だと考えている。 これ とは異なって、学歴が低くて所得水準が低い学父母た ちは人格酒養 より

は勉強をがんばることがより重要だと考えているとい う傾向がある。この ような結果は、それ

ぞれの学父母が社会生活において受けた経験 に基づいて形成 されたもめだ といえる。 しか し、

実際に学父母たちの勉強に集中 した教育支援 は、高学歴父母たちが よりた くさん している反面、
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低学力父母たちは低 い経済水準によって子女教育に対す る意志 と考えはあっても、実際の教育

支援行為はそれにはあっていない。

従 って、特に社会的指導層の健康な教育熱表出を導いていく努力 と要望 と同時に、低所得層

家庭や低い学歴の父母たちの教育熱に対 して、学校 と国家次元か らの配慮が要望されている。
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韓国幼児教育学会 大討論会

幼 児の ための公教育 ・保育

何が問題なのか?

翻訳 丹羽 孝

主催の言葉

2004年 は 「幼児教育法」と 「乳幼児保 育法改訂案」が通過 した歴史的な年である6来 る2005

年は満5歳 児のための無償教育 ・保育が施行 され る元年でもある。 国連 と世界の各国は、幼児

の権利 と質的な成長 を保障するために多角的な努力 を傾けている し、わが国でも満5歳 児 に対

する無償 教育 ・保育の実行を前に して、た くさんの論議が行われている。

このように重要な時点に専門家及び幼稚園 ・保育現場関係者の方 たちを集めて、これに対す

る問題 をともに十分に討論の うえ方策 を提案 して、望ま しい方向を模 索する機会を準備 したの

である。幼児教育 ・保育分野の方々の専門性の共有 と熱意が、わが国の公教育 ・保育の発展 の

土台 となることを信 じている。今 日を最初と して、これか らより持続 的な論議 と討論が行われ

ることを期待 して、韓国幼児教育 ・保育政策 と制度の発展のための討論の場に多 くの方が参加

され、優れた意見 を出 してくだ さるよ うお願いす る。

カムサハムニダ。

2004年12月

韓国幼児教育学会会長

金英玉

i

■

■

■

プ ロ グ ラム

日時;2004年 且2月28日(火)午 後2:00-5=00

場所:大 韓民国 国会 議員会館 大会議室

主催:韓 国幼児教育学会

司会:チ ェヤン ミ(ア ンヤン大)
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2:00-2:10

2:10-2=20

2:20-2:30

2:30-3:00

3:00-3:15

3:15-3:30

3:30-3:45

3:45-4:04

4:05-4:20

420-4:35

4:35-5:00

開会の辞及び国民儀礼

挨拶

祝辞

発題.

討論1

討論2

討論3

休息

討論4

討論5

キムヨンオク(全 南大教授 、韓国幼児教育学会会長)

イグンヒョン(ハ ンナラ党 議員)

季基叡...(梨 花女予潔嫁)..

ユングンジャ(ソ ウル市私 立幼稚園連合会会長)

チョンヘソン(韓 国国公立幼稚園教員連合会会長)

キムミョンス(韓 国教員大教授/韓 国教員教育学会主席副会長)

ウォンミョンスン

(韓国保育施設連合会/ソ ウル市保育施設連合会会長}

チェジンホ(韓 国保育施設連合会法人分科/

全国保育施設連合会会長)

質疑応答及び閉会

(繕者注:

る)

本資料集に採録するのは、網掛け郁分の 李基淑教摂による問題提起のみであ
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幼児教育の公教育 ・保育

何が問題なのか?

李 基 淑

(梨花女子大学幼児教育科教授)

1,問 題 提起

今年制定された幼児教育法は、1997年 に始めて発議 され て以後7年 間の極限的な対立 と論争

を経 ながら、辛くも国会を通過(2004.1.8)し て、法律第7120号 と して公布(2004.1.29)さ

れた法律である。幼児教育法は長い間、初中等教育法 と幼児教育振興法に分散 されていた幼児

教育 に関す る規定 を、独立法と して体系化 して、教育法体系を幼稚園段階か ら確立す るこ とが

できたことに大きな意味がある。幼児教育法の一番大きな骨子は満5歳 児無償教育支援の拡大、

低所得層支援による幼児教育の公教育化、私立幼稚園に対する支援への法的根拠の準備 と幼稚

園全 日制運営に対す る支援である。幼児教 育界の長い間の宿願であった幼児教育法が通過 した

瞬間に、ヨイ ド(国 会議事堂所在地 ・一 訳者注〕で私たち皆が感激 した瞬間は、今 も新鮮である。

今、幼児教育法制定の実現 とい う大きな骨格 が成立 したことに よって、私たちみんなはこれ か

らへの期待に満ちている。 この間、幼児教育代表者の連帯は、幼児教育法制定過程 と今後の課

題を点検するために、 「幼児教育法制定の異議 と今後の課題 」 とい う主題で討論会を開催 した

が、 この間、保育界でも数多 くの討論会が開催 されて、女性部 と教育部 の関係者たちも忙 しい

日程を送 らなければな らなかった。なぜならば、幼児教育界 と保育界は幼児教育法が制定 され

て、乳幼児保育法が改定されたことで、両法の一番重要な骨子である就学前満5歳 児無償教育

が実現 されるからである。これまで低所得層を中心に してわずか20%程 度の支援だった無償教

育費が、2007年 までには先進国 と同様に70%水 準へ拡大 されると同時に、本 当に公教育 ・保育

化がかな うようにな ると誰 もが信 じている。 しかも政府は、大統領諮問機構 として高齢化及び

未来社会委員会を設置 して、幼稚園教育と保育の問題 を合わせた女性家族専門委員会を置いて、

最近では合計特殊出産率LU7と い う低出産問題 と、女性の経済活動参加 を促進す るための方案

として 「育児支援政策方案」(04,6.lDを 発表す るに至った。 これは、今幼児教育を普遍化 し

て女性の社会参加 を促進す ることによって、誰もが希望する多様な幼児教育 と保育を提供 し、

少な くとも満5歳 児については無償教育を普遍化 させ ようとい う、強力な意志での現れである。

このような一連の努力は、 「幼児教育と保育を公教育化する」 とい う幼児教育界の長 い間の宿

願を解き放す試 みであって、今や幼児教育が基礎教育 としての席 を占めん とする意志を示 した

ものである。 しか し、一歩ずつ前進 しなが ら幼児教育の内容へ踏み込んでみる と、・この よ うな

普遍化にふ さわしい幼児教育 と保育の質的な内実化が果た しで為 されているかについては、疑

問を禁 じ得ない。
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わが国の幼児教育は、80年 代以降に幼児教育 ・保育の普遍化が試み られてきたが、幼児教育

を公教育 ・保育の概念 として、教育全体の脈絡の中で論議 されたと言 うよ りは、特殊 な分野 と

して認識 されてきたのだと考えられる。従って、幼児教育は法律、予算、行政支援全体の中で

常に別のものとして認識 され ていて、行政 当局では幼児教育 とい うのは 「本 当に頭痛の種」、

「問題ぼか り引き起 こす もの」だ と認識 され ていた。幼児教育関連改革は、教育改革審議会を

通 じて1994年 の1次 改革案 と、1995年 に発表 された2次 改革案において既 にその基盤が準備

され、1997年6月2日 、教育改革委員会は 「公教育体制確立のための幼児教育改革法案」 とし

て三案 を提示するに至った。 しか し、幼児教育政策を立案する過程において、国家が推進する

教育政策 の優先順位 としては、幼児教育は一番後にされて、2000年 に入っても、実質的な側面

では幼児教育の公教育化 と普遍化はほ とん ど推進 されなかった。

事実、 この間政府では幼児教育 ・保育に関する新 しい計画に急で、 「衆論」を集 めて決定す

る例が多かった。幼児教育 ・保育に関す る長期的な研究に基礎をお くとい うよりは、その時そ

の時の政策研究や要約 をした研 究によって、臨機応変に幼児教育 ・保育の問題 を、いとも簡単

に解決 しようとしたことが多かった。だか らその変遷過程は、国家発展 と国家意志 の次元から

行われ たとい うよりは、政治的な要因に左右 される面が多かった。 そのよ うに見 ると、政策は

結局上層の数名の人間の手の中で行われるとい う方式 だと考えられて、幼児教育研 究は、無駄

使いで幼児専門家たちの意見も結局無力な状況にあって、研究無用論の如 く反知性 的な思考に

浸っているに過ぎない とも言われていた。

事実、幼児教育改革論議は、初 ・中等教育の改革論議 よりは、 さらに難 しい ことだ と感 じざ

るを得ない。初 ・中等教育は、既に制度的にも概念的 にも確 固と定着 した枠を持 っているのに

比べて、幼児教育は、その必要性だ けではなく、何 を教育するのか とい う内容についても理解

が不足 しているとい う実情があるか らである。即ち、 「幼児教育」 とい う言葉 自体が どんな種

類の研 究領域 と内容を指 し示 してい るのかもはっき りしていない。幼児教育は 「子 どもたちを

世話すること」だ と認識され、教育内容は特技教育や技能教育なのだ とも考え られているよ う

だ。なぜな らば、多 くの母親たちは幼 い子女が鞄だけを背負ってい けば、それが学院であれ何

であれ、その時間に正式の幼児教育 を受けている と考 えているか らである。従 って、各種学院

が横行す るようになって、学院や宣教院、各種保育施設、幼稚園の 中からその需要者たちはそ

の機能の差違点を認識 もしないでまま選択 し、 うろ うろとする現実 を招 くに至った。

この ような現実の中で、最近小学生や 中 ・高校生を対象にする特技 ・課外教育の年齢が下降

して、流行 しているとい う幼児早期 ・特技教育の現実が、言論メデ ィアにたくさん報道 された

(朝鮮 日報=2002.1.21!22;中 央 日報:2002.12hKBS、2002;SBS、200の 。幼児教育の 目

的は、幼児を全人的 な人間へ と成長 させ ることがで きるよう援助す ることである。 しかし、こ

のような幼児時教育の目的は、早期教育の熱風の中で、漸次立つ瀬 を失ってい る。教育が社会

的な成功や地位 または階層上昇移動のための手段だ と認識 されるようになって、早期教育を通

じて生 まれたての早期か ら子女を支援 しよ うとす る父母たちの熱望は、社会階層及び教育水準
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に関係 なく高いものである。特に、わが社会に急激 に増加 してい る幼児対象産業体が、早期教

育に対する父母の過度な教育熱に迎合することによって、幼児対象の各種特技学院と外国語学

院等が急速度で拡散 している。この ような誤 った早期教育の風土はわが社会 に蔓延す る注入式、

知識伝達中心の教育 と噛み合って、幼児の個々人の潜在能力や関心 とは関係 な く、成人社会に

おいて重要視 されている一部の分野の特技や学問的基礎技術 を身 につけることを強要 してい

る。

1990年 代になって幼児早期 ・特技教育の過熱現象や幼児発達 に与 える否定的影響について知

らされ始めた。教育統計年報によれば、小学校入学前に学院を受講 した幼児の数が段階的に増

加す るとい う趨勢で、学習誌市場の規模 も毎年1000億 ウォン以上の増加 の勢いを見せている。

教育対象の年齢 も満1,2歳 児へ と下降 している。

家庭 において子女たちのために支出す る私教育費 も深刻な社会的な問題 だ と認識 されてい

る。国民の基礎教育である幼児教育の一番主たる目的は幼児の全人的な(WhQlc-Child)発 達、

即ち、身体、情緒、祉会、言語、認知の発達が調和を とって成 り立つよう援助することである。

教育先進 国では、幼児教育の公教育体制を確立 して、正常的な幼児教育を通 じて幼児の全ての

面を等 しく均衡がとれるよ うに発達 させ るとい う全人教育を実行す ることで、幼児期か ら全人

的な人的資源養成に力を注いできた。 このような点 を考慮すると、幼児教育に対する国家の強

力な政策的支援が必要である とい う視点が成立する。

このような一連の過程を見届けると同時に、私たちは次のよ うな疑問を持つ に至った。いま

わが幼児教育界は公教育 ・保育体制 として明るい未来を展望 して、安心 して全てのことが施行

されるのを期待 していればよいのだろ うか?し か し幼児教育 と保育界の現実は、解決 しなけれ

ばならない問題 が山積 している。その中で最大の争点は、今満5歳 児無償教育費を学院に支援

しよ うとする学院側の要求である。学院側の強力な示威に対 して教育人的資源部は、今毎年1

月30日 から施行 されようとしてい る幼児教育法施行令も立法予告は していないのが実情であ

る。言い替えれば、幼児教育 と保育界は再度政治権力の圧力に振 り回されているのである。

紅.幼 児公教育 ・保育概念の重要性

公教育は、教育の個人的側面よりは、国家 ・社会的側面を重視す ることである。 この ような

公教育の概念は学者 によって多様 に定義されているが、大統領諮問機構である教育改革委員会

が主催 した第14次 公聴会では、公教育を次のよ うに定義 している。(教 育改革委員会、且997.3)

公教育 とは教育の社会的有用性によって、国家が積極的に関与す る教育で、国家や公共団体が

管理 ・運営 ・支援 して、国民全てに開放 して普遍的 な教育を実施す る教育の ことである。 この

ような公教育は教育の期間均等のために無償制 と義務 生を追求 して、教育内容 においての中立

性 と普遍性を追求 して、国家が管理 ・監督 ・運営す る学校制度 中心の教育をその原理 としてい
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る。

キムハクチ ョン(1992)は 、公教育 とは誰にで も適性や能力にあった教育の機会を付与され

て、国民の代表である公的機関がその運営 と財政的責任を持つ教育であると定義 した。 またイ

サ ングムは 「公教育は公共の財源 が投入 された普遍的な教育を、開放的に実施 して、国家や地

方の監督を受ける教育を言 う」 としてい る。(ナ ジョン、2002か ら再引用)

保育の公共性は子女養育が父母によって遂行 されることが難 しい場合 、社会がこれ を支援 し

て子女養育問題が解決するよ うに支援す る制度だ としてい る。キム ヨンモ(2002)は 、 「公保

育 とは、公共の利益のための保育サー ビス」だ と定義 しなが ら、国家や社会(職 場等)が 児童

保 育に対する責任制を持って保育施設 を設置するだけではな く、従事者 の人件費 と児童の需用

費まで負担することだとしている。パクグムヒ(2003)は 、公保育を保 育の社会的有用性 と公

益性によって、国家が積極的に介入す る保育であって、即 ち、保育事業の目的実現のために国

家 が保育の水準に対す る基準を提示 して、公的財源を投入 して、管理 して、責任 を持つこ とを

意味 している。 ピョンヨンチャン(2001)は 、 「公保育 とは保育が必要な全ての乳幼児に、平

等に保育を受ける権利 を保 障するため国家が機会を提供す るよ うに して、保育の内容 において

も質的水準の適正水準と普遍性が保障 され なければな らない。1と 述べている。

キム ヨンオクとチソンへ(2002)は 、保育を必要とす る全ての乳幼児が質高い保育を受ける

ことができるよ う、公保育の基盤構築が要求されていて、次のよ うな4種 類の側面か ら実行が

模 索されていると述べている。

第1、 公共保育財源の確保 を通 じて保育を希望する全ての乳幼児た ちが保護者の所得水準及

び経済的負担能力に応 じて、無料または適切な水準の保育費用を負担す るよ うにす ることであ

る。

第2に 、乳幼児の適性に適合 した質高い保青サー ビスを提供す ることである。即ち、公保育

は一般乳幼児の発達的特性だけではなく、障害児等全ての乳幼児の特性 を考慮 した質高い保育

を通 じて成立することがで きる。

第3に 、都市、農漁村、中産層、低所得層地域等、乳幼児が居住 している地域社会の規模及

び生活水準に関係なく、乳幼児家庭 の経済水準にあった適切な費用で、隣接居住地において便

利で質高い保育を提供することである。

第4に 、保育に対する国家の責務性強化 と同時に保育 に対する財政支援が拡大されて、国家

が負担する費用で保育を受ける乳幼児の規模を先進国水準に してい くよう、公保育の制度的基

盤 を準備す ることだ としている。

チ ョンミンジャ(2002)は 、保育の公共性について 「児童保育問題 を家庭 と私保育市場に任

せないで、国家または祉会が責任 を持って意図的で計画的な政策的支援 をすることであって、

これによって保育が必要な全ての児童に平等な保育を受ける権利 を保障するために、国家が介

入すること」だ と定義 している。

以上のように、幼児教育 ・保育における公共性 とい う国家発展及び社会的必要性に応 じた、
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全ての乳幼児に安定的で質高い保育サー ビス提供を、国家が責任 を持って運営、管理する体制

だと定義することができる。 このような定義 によれば、わが国の幼稚園教育は公立幼稚園の国

家支援 と私立幼稚園の国家管理 を準拠に してみ るとき、厳密に言えば公教育が一部で実施 され

ているとい うことができる。しか しわが国の幼稚園教育は、公立幼稚園にだけ支援 が行われて、

私立幼稚園の場合、高い教育費 によって本当の意味での公教育が国家的次元 では行 われていな

い。 このような現象は、保育界 でも同様である。即 ち、開放性 と公費支援が不足 してい ること

によって、一般的で普遍的な教育 ・保育機会力城 立 していないことによって、名 実ともに公教

育 ・保育の機能 を遂行できないのだとい うことができる。わが国憲法第31条 には 「全ての国

民は能力に応 じて均等に教育 を受ける権利を有する」 と明示 されている。即ち、わが国の幼児

たちは国民の基本権利 としての教育を受け保育 され るとい うことを明 らかにしている。だから

全ての幼児が均等に教育を受けるためには幼稚園を公教育化することが一番効率的で、適正だ

と言 うことがで きる。 この時の公教育化 とは、全ての幼児 を対象に して、無条件の無償教育や

義務教育 として実施することを意味 しているのではない。現在OECD加 盟国家 の大部分で も、

幼児教育 を義務教育 としていない(OECD、1995)。 義務教育 として制度化 した国は、主 とし

て社会主義国家である。 しか し、公教育化 した多 くの国家では、幼稚園教育を無償または部分

的な無償教育 として実施 していて、このよ うな傾向がよ り普遍的な趨勢なのである。言い替え

れば、義務制を執 らなくても既に先進国の多 くは義務教育化 したのと同様 に、誰でも行 くこと

ができる教育機 関として認識 していて、殆 ど全ての幼児が就園する公教育 として席を占めてい

る。

公教育 ・保育体制確立の必要性は次のよ うに整理することができる。

第1、 幼児教育 ・保育の機会均等を実現す るためである。わが国大都市低所得層子女の就園

率が とても低 く、不平等が大 きい とい う問題が提起 されていて、質の管理ができない幼児対象

の幼児教育機関の乱立によって、幼児教育の正常的な運営 を困難に している。

第2、 幼児教育 ・保育に対す る各家庭の費用負担 を解消ず るためである。わが国の幼稚園教

育と保育施設は、この間私立 ・民間によって運営 されてきた と言って も過言ではない。 とりわ

け私立では国家の支援が皆無なために各家庭の教育 ・保育費負担が とても高 くて、家計負担の

大きな要因 として作用 してい る。特に、幼児 を持つ家庭は大体において若 い夫婦なので、生活

基盤 が安定 していないとい う関係によって、家計負担の程度 は相対的に高いといえる。

第3、 女性就業のための社会的変化に対応するためである。育児負担は、女性人力の社会参

加 を相当難 しくしている。特 に価格が低簾で質の高い乳幼児保育施設 と幼児教育機関が絶対的

に不足 していて、就業による育児費用が就業を通 じて得 られ る所得に肉薄す るためである。女

性人力の社会参加率を高めるためにも、幼児教育 ・保育に対する国家の積極 的な関与が至急に

要請 されてい る。

第4、 幼児教育に対する投資価値 を極大化するためである。幼児教育に対す る投資は初 ・中

等学校での施行 に肯定的な影響 を与 えて、青少年期の非効率 を減少 させて、福祉費用を節約 さ
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せ ることによって国家的次元か らも投資価値が高い教育であることが理解できる。実際に ハ

イスコープ教育研究財団が研究 したところによれば、幼児教育に対する投資分析では1ド ルを

投資すれば8,74ド ルの費用効率性が示された と報告 されている(Vande、2004)。 最近急激な

増加の趨勢を見せているわが国の青少年の非行率 を考慮すると、今後の福祉 費用を節約 させて

くれ る幼児教育と保育に対す る投資価値の効果は一層極大化す る必要がある。

以上に於いて述べたよ うに、わが国の幼児のた めの公教育 と保育の推進問題 は、この間国家

主導の教育改革が樹立される時ごとに、数多くの論議を経て推進 されてきた幼児教育 と保育分

野の最大政策課題だ とい うことがで きる。

皿.幼 児のための公教育 ・保育と美術学院支援の妥当性

教育部は幼児教育法につづく下位法令の制定過程 において、満5歳 児無償教育費支援対象に

美術学院も包含する幼児教育法施行規則を制定す ることを検討 している。学院 が幼児のための

公教育 ・保育 と同等な位置のもの として支援 を受 けることがで きるかを調べ るために、学院に

関する法律を整理すれば次のようになる。

学院の設立運営及び課外教習に関する法律[一 部改定20043.22]第2条(定 義)こ の法律で

使用する用語の定義は次の如 くである。<改 定2004322>

1."学 院"と は、 「私人が、大統領令が定める数以上の学習者で、30日 以上の教習課程に

よって知識技術{技 能を含める。以下同 じ)、 芸能を教習す るか、30日 以上学習の場所を提供

され ている施設で、次の各項の1に 該当 しない施設」を言 う。

ア.教 育法その他 の法令による学校

イ.… ウ.…

このよ うな定義によれば、次の2種 類の重大な問題点を指摘す ることができる。

① 学院は教育法やその他の法令によって明示 されてい る学校ではない施設を意味 していて、

教育内容 も知識技術 と芸能を教習する機能だと法律に提示 され ている。万一 、学院が学院

側の主張通 り、わが国低肝得層幼児のために幼児教育 と保育の機能 を担当 しているならば、

それはむ しろ法にはずれた不法な教習行 為であって、管理監督 を受けなけれ ばな らない事

項である。

② 低所得眉のために長い間幼児教育 と保育を行ってきた と主張 しているが、その為になお さ

ら国家が認 定する正規教育機関である幼稚園 と保 育施設に通わせ るために、国家はいろい
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うな しなければならない。欠陥の多い低所得層 の子 どもたちこそ、誰 よりも良い環境の中

で全人的な幼児教育 と保護を受けるべ きだからである。彼 らをこのまま、放置 された体 ・

美術 学院で美術だけ学ぱせれば よいのか と反問 したい。国家 はこ ういった低所得層に対す

る満5歳 児の無償教育 ・保育を普遍化するために、育児支援政策をつ くったのであって、

政策案の中でもはっき りと幼稚園 と保育施設 を中心に無償教育を拡大 してい くことを明 ら

かに している{未 来社会委員会、2004)。 しか し、美術学院側 は大規模 のデモ ンス トレー

シ ョンと政府 に対する圧力を行使 していて、教育人的資源部 も幼児教育法施行令 と施行規

則 を今 まで発表 していな くて、 ぐらついているのが実情である。 これ に対 して幼児教育代

表者連帯は次のよ.うな趣旨の説明書 を発表するに至ったのである。(幼 児教育代表者連帯、

2004)

1.総 論的立場

○幼児教育法は幼稚園のための法で、 「学院の設立 ・運営及び課外学習に関する法律 似 下 「学

院法」)に 根拠 を置 く美術学院は適用対象ではない。満5歳 児無償教育費の支援 を受 けること

にだけ幼児教育法の適用を受けて、残 りは学院法を適用 されることは矛盾 している。

O幼 児教育の公教育化のための幼児教育法の制定趣 旨が、私設学院に支援す ることによってゆ

がめられ る。

O国 家が幼児段階からの私教育機関に国家予算を支援す ることによって、私教育万能風土が拡

散 され る。 これは私教育軽減 とい う広義 の政府の政策 に反する。

○就学前1年(満5歳 児)完 全無償教育実現が、美術学院支援で遅延 され ることである。

○学院法の適用を受けているその他の施設学院(ピ ア ノ学院、舞踊学院 、テ ッコン ド学院等}

が平等性 を主張 して、支援 を主張するよ うになることである。

O幼 稚園の場合、国家か らの厳格な施設、教育課程、教師資格、奨学指導等を受 けている反面、

美術学院の場合、幼稚園に較ぺて低 い基準の適用 と行政指導を受 けていて、私的な特技、適性

教育次元で行われている等、幼稚園教育 との差別化がある事項において同 じよ うな国家支援が

行われる とい うのは問題である。

一 「幼児教育公教育化 の基本法である幼児教育法制定趣旨に反す るだけでな く、政策の大

枠 としての私教育費軽減対策を推進 しながら、美術学院に国民の血税 を支援す るとい うことは、

国民情緒には適合 しない。

一 一部では幼児教育法第24条 に、満5歳 児無償教育費 を幼児の保護者に支援するよう 〔バ

ウチャー制度)に なっていて、支援方法等に関 して必要 な事項を教育人的資源部令 で定めるよ

うになっていて、これを根拠に低所得層 のたくさんの子 どもたちが美術学院に通っている現実

を勘案 して、支援対象に包含 させ るべ きだとい う主張 をしている。同時に、 「幼稚園が全体の
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市場 において占めている比重は27.8%に 過 ぎないので、低所得層地域には施設す ら無い」 とい

う内容 も、美術学院支援主張の妥当性 として提示されてい る。

一 しか し、幼児教育法を最初か ら終わりまで調べても目的、定義、教育課程、幼稚園設 立

等、全ての内容が幼稚園教育推進のための法であって、美術学院のための法ではない ことは明

確である。美術学院の関連法である 「学院の設立 ・運営及び教習に関す る法律」にも全 く財政

支援の根拠が無い とい う内容 を、年齢帯が同 じで、低所得層幼児たちが就園 しているとい う理

由だけで財政支援問題においては幼児教育法 を適用 しよ うとい う意図は糾弾を受けて当然のこ

とである。農 ・漁村及び脆弱地域幼児教育のために地方 自治団体が併設幼稚園を設立 ・運営 し

ていて、万一そのような恵沢が与えられない ところがあれ ば公私立幼稚園 と保育施設を支援 し

た り新設 した りす る方式で解決す るよ うにすべきで、美術学院 に国民の税金を支援する方式で

問題 を解決す ることは正 しくない。

一 また、バ ウチャー制度 の本来の趣旨も学生、学父母 の学校 選択権 を保障するとい う趣旨

か ら生まれた もので、私教育機 関に国民の税金 を支援 しようとい うものではない。即 ち、万一

学生が私立学校に行こ うとする場合に、公立学校に支援 され る程度のお金 を、学生が通 う私立

学校に支援することを意味するものであるとい う点において、幼児教育法上の満5歳 児無償教

育費を美術学院に支援する形態をバ ウチャー制度 とい う名前で活用されてはならない。

一 特に、2004年 現在、教育部の満5歳 児無償教育費支援予算は全体幼児の約14%程 度で し

かない とい う点である。幼児教育法固有の 目的である満5歳 児幼稚園就園児に対する国家的な

無償教育が このよ うに不備な中で、美術学院にその予算を支援すると言 うことは、満5歳 児無

償教育実現が後退す るほか無いことを意味 している。

一 また、現実的にた くさんの幼児が美術学院だけではな くピアノ学院、舞踊学院、雄 弁学

院,幼 児英語学院、テコン ドー学院等に通っている点を勘案す るとき、唯一、幼児対象美術学

院にだけ幼児教育法上の満5歳 児無償教育費を支援すれば、その他の学院に通わせている学父

母たちとの公平性の問題だけではなく、該当す る学院の支援要求等数多 くの問題が派生す るこ

とだろ う。ひいては現在私教育費軽減対策次元において小学校で施行 している特技 ・適性教育

費さえも国家が責任を持つべ きであるとい う主張が提起され るであろ うことも憂慮 され る。

一 さらに国民 も私教育費軽減政策 に対する政府の政策の信頼喪失 どころか
、私教青費 万能主

義の考え方を一層拡散 させることが憂慮 される。

2.細 部事案に対する立場

全国美術学院協議会の主張

1.低 所得子女幼児教育費平等支援のために

幼児教育界の立場

O美 術学院に通 う幼児たちが低所得層子女だと

い う客観的な根拠がないばか りか、幼稚園と
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必要

2.全 ての低所得層子女に支援す るの では

なく、幼稚園や保育施設に通 う低所得層

子女(幼 児)に だけ支援をしてや って、

幼児美術学院に通っている56万 名の幼児

たちを対象 から除外す るの は問題 であ

る。

保育施設に通 う幼児が重複して美術学院 に通

う場合がある。

0低 所得層子女の幼児教育費平等支援は美術学

院を支援対象に含 めて解決す ることではな

く、幼稚口や保育施設新設、支援強化を通 じ

て根本的に解決する事案であって、私教育機

関支援によってつぎはぎをする処方によって

解決できる性質のものではない。

○この よ うな美術学院の主張は次のよ うな虚

構性を持 っている。

満5歳 児童無償教育費支援対象に美術学

院も含ませなければならないとい う主張、即

ちぢ 「幼児美術学院に通っている56万 名の幼

児も国家から恵沢を受けるべきである」 とい

う論理は、政府め統計を見ればその虚構を理

解することができる。大統領諮問 「高齢化及

び未来社会委員会」の 「児童支援政策方案」

中、〈保育と幼児教育サー ビス利用現況 〉を

調べてみると、5歳 児全体の人 口は(2003年 基

準}640,643名 で、この うち保育施設利用園児

数は172,225名(26,9%)で 、幼稚園利用園児数

は300,363名(46,9%)で 、合計が472,588=名(73.8

%)で ある。

0従 って、幼稚園や保育施設に就園していない

園児数は2003年 基準で 且68,055名である。こ

の数字の全部が美術学院に通っているとは言

えな くて、幼稚面や保育施設に通っている幼

児たちの中に美術学院に重複 して通っている

幼児まで含んでいると推量 され る。結局、美

術学院の主張する満5歳 児無償教育費支援年

齢である満5歳 児だけに絞 って話を しなけれ

ばならないのに、満3,4歳 児、幼稚園及び保

育施設に通 う重複幼児まで併せてふ くらませ

ている。
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3.低 所得層子女幼児教育に対する費用を父

母たちに直接支給 〔クーポン ・確認書)し て

学父母たちが 自分が願 う教育機関 を選択す

るようにする幼児教育方案を幼稚園、幼児美

術学院、オ リニジップ団体及び幼児教育教授

陣等全ての関係者が協議(覚 書にす る)し て

制定する。

4.幼 児教育法国会通過過程において、教育

人的資源部長官が幼児美術学院に通 う低

所得層幼児たちにも支援を したい と、固

く約束(国 会会議の席上での回答)し て

いる。

O去 る1月7日 、ハンナラ党主導で幼児教育法

制定関連の争点となる事項について幼稚園、

幼児美術学院、オ リニジップ団体及び幼児教

育教授陣等、全ての利害対象者が協議(覚 え

書)し たことは事実で、協議{覚 え書1の 核

心内容は、幼児教育法上の教育に既に保護機

能が包含 されているので、 「保護」条項を削

除す ることに対す る同意であって、美術学院

支援に対する合意ではない。現在女性部や保

育施設も全て満5歳 児童無償教育費支援対象

に美術学院を含めることを絶対に反対 してい

る事実でも確認されている。

O学 父母が教育機関を選択する、いわゆるバウ

チ ャーシステムが幼児教育法上に含まれてい

るが、バ ウチャーシステムは私立学校 に通 う

学生(園 児)た ちに公立学校に通 う費用分だ

けを国家が支援す ることを意味 しているもの

で、私設学院支援までも含んではいない。

幼稚園は教育基本法第9条 によって、学校の

種類に含まれている。

O昨 年 且2月11日 、国会教育委で幼児教育法案

が通過 した当時、前任ユ ドクフン教育部長官

が野党モ議員の執拗な美術学院支援の主張に

仕方なく支援可能を回答した とい うのが事実

である。

0し か し、幼児教育公教育化を段損する蔓術学

院支援を前任長官が約束したと無条件に守る

ことではなく、誤った約束であることを認定

して、今からでも正 しくとらえることが、国

民に対する政府の政策信頼度を高める正 しい

道である。

これは国民に対する大統領公約事項でも、い

ろいろな理由で相当数履行されていない場合

と同様である。
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5.各 教育機関(幼 稚園、幼児美術学院、オリ

ニジップ)等 が善意の競争を通 じて、多様で創

造的な良質の教育が行われるよ うにす るため

である。

0幼 児対象美術学院の教育 プログラムは、国

家の教育課程を運営す ることとは違 うことを

勘案す るとき、公教育や公保育に対する私教

膏的補充機能であ る。 このような美術学院側

の主張は国家教育である初 ・中等教育が私設

学院 との善意の競争 を通 じて良質の教育が成

立 していくのだ とい う主張 と同 じことであ

る。

実際美術学院側 が主張することを立証する研究を探 してみた結果、わが国で公式的に碗認 さ

れた研究は探す ことができな くて、唯一、2002年 に行われた全国保育実態調査において学院に

関連 した現況の一部 を見っけることができたのみである。

ソムンヒ等(2002)が 保健福祉部の委嘱 で実施 した全国世帯別訪問調査結果によれ ば、3,369

世帯を対象に したとき、次のく表一1>の 結果が示 された。

<表1>児 童区分別養育支援サー ビス利用率 (単位%)

区分

保育施設

幼稚園

宣教院

学院

乳幼児

乳児(0・2)

10,且

0.4

0.7

o.s

幼 児G-5)

29.9

31.9

4.6

25.9

全 体

2且.3

18.2

2.9

15.D

小学生

0.6

0.1

0.3

75.0

注;重 複面談結果である。

資料:「2002年 度全国保育実態翻査」中、世帯保育実態調査資料p.125

上の結果は、重複回答なので、学院の場合 は、保育施設 と幼稚園に就園す る幼児の数字が含

まれている。これ は小学生の場合、学院 に通 う児童が75%で あることを見て も理解できるだろ

う。 これ を地城別乳幼児及び小学生養育支援サービス利用率で整理すれば、次の(〈 表2>の

如くである。
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<表2>地 域別乳幼児及び小学生養育支援サービス利用率 (%)

区分

保育施設

幼稚園

宣教院

学院

乳幼児

大都市

19.2

且7,0

3.4

15.5

中小都市

2LO

19.5

L5

16.]

邑 ・面

27.9

19.]

4.4

11.3

小学生

大都市

0.4

o.z

0.2

77.1

中 ・小都市

os

o.z

0.3

T5.4

邑 ・面

五.2

ノ

o.a

68.7

注=重 複回答を含む

資料:「2002年 全国保育実態調査」中 世帯保育実態調査姿料、p.129

学院の場合、乳幼児(〔ト5歳)や 、小学生 の場合や、邑 ・面(農 村)の 場合 よ りは、大都市

と中小都市の児童がより高 くなっている。 これを所得別 に分析 してみれば、つぎのく表3>の

如 くである。

<表3>世 帯所得別乳幼児 及び 小学生養育支援サー ビスの利用率{%)

区 分

乳

幼

児

小

学

生

オ リニ ジ ッ

プ

ノ リバ ン

幼稚園

宣教院

学院

オ リニ ジ ッ

ブ

ノ リバ ン

幼稚園

宣教院

学院

99万W

未漕

29.6

1.3

11.3

3.3

1L8

1.1

1

r

0.6

40.6

ioo-

149

田.3

i.a

11.0

3.3

10.5

1.6

1

ノ

0.3

63.7

且50-

199

18.8

1.3

17.6

1.3

12.3

O.A

1

ノ

!

73.0

zoo-

249

12.9

2.a

ｻ.o

4.3

16.8

1

1

0.2

o.z

74.9

250-

299

19.7

2.7

23.0

2.フ

16.0

!

0.6

ノ

0.3

83.1

300-

349

21.8

2.?

2L8

2.3

18.3

ノ

0.3

0.6

0.3

85.3

350-

399

22.7

2.7

27.7

5.0

21.8

ノ

ノ

'

o.a

77.7

400一

以 上

17.4

3.4

25.7

2.8

19.8

0.6

0.6

0.3

!

88.7

全体

18.9

6.3

is.z

2.9

15.0

os

o.z

0.且

0.3

75

注:重 複回答を含む

.資料:「2002年 全国保育実態調査」中、世帯保育実態調査資料、p』34,135.

上 の 〈表3>を 見 る と、世 帯 あた り所得水 準が高 いほ ど乳 幼児 の場 合や小 学生 の学院利 用率
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が高い傾 向を見せている。従って、学院側の主張のように、低所得層の児童 が主として学院 を

利用する とい う主張は根拠がない と言える。

四.わ が国の幼稚園と保育施設の現況

これか らのわが国の幼児たちのための幼児教育施設の公教育 ・保育発展のために、現在 の幼

稚園 と保育施設 の就園現況を理解す ることは重要である。 なぜ ならば、学院側は 「幼児美術学

院に通っている56万 余名 の幼児たちも国家か らの恵沢 を受けるべ きである」とい う論理を主張

しているために、政府の統計を通 じて現況を分析 してみ る必要がある。

1.幼 稚園 と保育施設現況

幼稚園は国 ・公 立と私立幼稚園に区分 されていて、就園率 は く表4>の 如 くである。

<表4>幼 稚園、保育施設及び利用児童の現況

〔単位:園 、名)

区分

幼稚園

保育施設

施設数

児童数

施設数

児童数

国公立

4,284(51.7%)

121,322(22.2%)

1β27(5,796)

104,945(12.6%)

私 立 ・民聞

4008(48.3%)

425209(77.8ｰ/a)

22,09T(94.3%)

728,374*(87.4%)

計

8,292(100%)

546,531100%)

23,424(100%)

833,259(100%)

注:2004年 保 育 事 業案 内 、保 健 福 祉 部(2003,6).設 立類 醐lj幼 稚 園 現 況 〔2003.4)

*法 人1,612個 、職 場214個 、5-20人 以 下の小 規模 家 庭 保 育 施 設8,633個 、

個 人10,978個 等 を 含 む。 高 齢 化 及 び未 来 社会 委員 会(2004.6.1)育 児 支 援 政 策 方 案 か ら再 引用 。

〈表4>で み られ るよ うに、韓国の幼児教育は民間保育施設が88%に 及んでいて、私立幼稚

園が7乳8%で 、殆 ど私立の施設に依存 しているけれ ど、 これに対す る国家 の支援がほ とんど無

いのが実情である。

2.幼 稚園 ・保育施設統合現況

幼稚園 と保育施設を統合 して就園率を調べてみると、0～2歳児の14%が 保 育施設に通ってい

て、3～5歳 児の6L8%程 度が幼稚園や保育施設に通 っている。
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<表5>保 育施設 と幼稚園に通 う子 どもの年齢段階別比率

単位=名(%)

区分

0歳

1歳

2歳

0-2歳 小 計

3歳

4歳

5歳

3-5歳 小 計

人 口数

(2003)

469,270

492,09]

558,093

1,519,454

638,482

620,038

640,643

1,899,163

保 育施設

(2003.12)

14,686(2.5)

66,90tUi.9)

159,972(26.8)

241,559(14.i)

213,559(35.8)

201,303×32.7)

172,225(27.7)

58'7,085(32.0)

幼稚 園

(iooa.a)

76,829(13.8)

168,b13(26.4)

zgs,zn(ass)

541,713(29.8)

小 計

290,386(49.6)

188,916(59.1)

468,496(85.5)

1,128,798(61.8)

注=高 齢化及び未来仕会委員会(2004.6.D育 児支援政策方案

李玉 〔2004}.児 童のための育児支援政策の方向と課題。2004年 保育支援教授協議会フォーラム。

「保育、私たちの子どもがその中心にいるだろうか?」 保育支媛教授協議会。P.940部 分再引用。

このよ うに幼稚園と保育施設の全てが満3～5歳 児を主対象に しているので、満0～2歳 児の

乳児保育施設が絶対的に不足 してい ることが分か る。満5歳 児無償教育対象の就園率は保育施

設27.7%、 幼稚園47.8%で75.5%を 占めている。

V.社 会現象 と公教 育 ・保育の問題 点

現代韓国社会における家族構造、人生の価値観等が急速に西洋化 されていて 、これ によって

子女養 育に関 しても多くの変化が起 こっている。即ち、家族構造の変化及び社会価値観 の変化、

女性社会参加の増加 、忙 しげな社会の雰囲気な どによって子女養 育が社会問題化 されている。

また少子化現象によって出産率が低 くなっていて、これ と関連 して子女たちに対する早期教育

現象 が加速化 されている。現在韓国で起 こっている幼児教育 と保 育の現象 と問題 点を中心に、

わが国幼児たちのために一 日も早 く公教育 ・公保育体制が成立するようにすることの正当性を

整理 してみたい。

1.出 産串低 下に よる小子 化現象

80年 代 以降、出産児数 が減 少 してい る。 塾5歳以 上49歳 ので は、女性1人 あた り出産 は1992

年178名 を頂 点に持続 的に減少 して、2002年1.33名 、2003年 には1.17名 となって 、 これ は
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OECD加 盟国中でも一番低い出産率である(統 計庁2002)。2003年 に生 まれた新生児数が49

万名水準に過 ぎず、史上最低値 となったのである。 これ は1970年 代の年間90万 名に較べて約

半分の水準 に過ぎない。20代 の女性 が減 って、結婚率 も減少するとい う趨勢の中で、景気沈滞

によって子 どもを持つ ことを忌避す るためだ と把握 され ている。子女数が減 ると同時 に、父母

たちの子女教育熱は一層加重 されていて、子女養育の問題 は社会問題化 している。

2.韓 国社会の家族構造及び価値観の変化

子女養育 と関連 した社会変化の内で、家族構造の変化 は過去の拡大家族か ら核家族へと急速

に変化 している点を挙げることができる。又、韓国社会では最近になって人生に対す る価値観

の変化によって離婚率が高 く待っていて、離婚率は1990年 度の11.4%か ら2㎜ 年35.9%だ っ

たものが、2002年 には47%に 増 えて、離婚率は毎年急速に増加 している。父母が離婚 をした り

死別 した りした場合 はまた子女養育が深刻な社会問題 となっているのが実情である。

3.早 期教育の熱風

家庭において学院や学習誌等 を利用 して早期教育を実施す る最小開始年齢は、乳児 の3ヶ 月

が一番早 くて、このほかに大部分の早期教育の最小開始年齢が1～2歳 に実施 さ航 ていることを

知ることができる。私立幼稚園と保育施設でも80%以 上が平均3～4種 類程度の特別活動を幼

児を対象に実施 していることが分かってい る。このよ うな研究結果は、社会的に早期 学習を強

調す る雰囲気 と父母たちの早期教育に対す る過熱現象を良く反映 している。

4.女 性就業率の増加

現代韓国の社会現象の一つ としては女性就業率の増加 を挙げ ることができる。2000年 度では

全体女性に経済活動参加率は48.3%で あって、2002年9月 現在、15歳 以上の女性の経 済活動参

加率は49.8%に 至った。 このうち、既婚女性の経済活動参加率は49%で ある。

女性の立場 から見れば、幼い子女を持った結婚初期 というのは経済的な活動が一番多く要求

され る時期である。しか し、わが国の場合子女養育支援制度、特に乳児養育支援制度が不足で、

多 くの就業母たちが子女が幼い時期に職場 を放棄す るようになっていて、女性 の経済活動参加

率はM宇 曲線 を形作っている。

5.出 産休暇及び育児休職の制度的不十分 さ

育児休職制度は1987年 か ら制度化 され、施行 された。しか し、利用者数が少な くて この制度

を活性化す るために2001年11月 か ら男性勤労者の育児休職、育児休職給与新設、育児休職期

間の間解雇禁止等の社会的基盤 を構築 した。産前産後の休暇 の内容は産 前 ・産後を通 じて90

日として、最初の60日 は事業主が給与を負担 して、最終30日 は国家が支給するよ うになって

いた。
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しか し韓国の育児休職 制度利用率 はとても低い。 これは少ない育児休職手当(⑳ 万ウォン〕

お よび非現実的な代替人力手当(10万 ～15万 ウォン支援}と 復職以後の不利益(経 歴管理の不

利益等)に よって育児休職制度利用率が低調であることが示 され ている。又、職場を持ってい

る就業夫婦のために職場託児施設が運営 されているが、活性化 されていなくて、全体保 育施設

の1.03%に 過ぎない。

6.家 庭内養育支援制度不足

0歳 児の父母の大部分は家庭で赤ちゃんを育てたい と願っているけれ ど、家で育てることが

できるプログラム支援や情報提供等が不十分である。又、過去には祖母 が養育を支援 して くれ

たが、現在は核家族形態なので父母たちが養育情報不足で難 しさを経験 している。従 って、新

生児の場合、就業 している母親 と専業主婦 みんなのための家庭における養育支援が要求されて

いる。

7.共 働き夫婦等就桑母に対する支援対策不足

父母 が安心 して預 けることのできる施設 が限定 されていて、その利用率が低 く、現在保育施

設利用費 と家庭保育料 が高 くて、父母負担 が重くなっている。現在就業母たちの乳児委託現況

を調べてみ ると血縁54.9%、 非血縁者94%、 施設3.1%、 何の援助も無 いとい う事例が32.8%

となっている。現在夜 間保育を開始する保 育施設も一部できていて、障害を持った児童 との統

合保育も開始 されている。しか し、今 までは就業母 の経済活動参加 を支援するための夜間保育、

時間制保育、時間延長制保育、休 日保育等の多様なサービスはほとん ど提供 され ていなかった。

8.保 育及び幼児教育の質的水準

幼児教育の施設別にプ ログラムの質的水準の違いが多くて、施設で必要な情報を体系的に提

供 して くれ る機能も不十分である。一般的 に教師の待遇が低 くて優秀な教師の確保が難 しく、

長い勤務時間(平 均104時 間)と 休暇期間が無 くて、保育施設は補充教育が難 しい。これか ら

は優秀な教師を硝保す るために現行教師養成体系、資格付与、経歴 管理、教育訓練 ・研修、報

酬等に対する総合的な検討が必要である。

9.施 設活用の不均衡 と国公立 ・民間 との大 きな格差

保育及び幼稚園教育施設が地域別に不均衡 に分布 していて、保育施設及び幼稚園選択に難 し

さがある。又、都市の場合、国公立の施設が中心 となっていて、国公立利用する幼児 たちは所

得水準に関係 なく国家の支援を受ける反面、78-84%に 及び民間施設利用幼児には国家支援の

恵沢がない。特に就学直前である5歳 児の場合、低所得層及 び農漁村地城の幼児たちについて

は無償幼児教育が行われているが、全体幼児たちを対象 とす る普遍的な満5歳 児無償保育が不

十分であるのが実情である。
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10.障 害児及 び貧困児童に対す る国家支援

障害児は登録 を した場合、特殊施設 を無料利用す ることができる。現在満3-5歳 の障害児

は28,900名 で、特殊教育対象障害幼児の数は12,000名 へ修正 されている。3-5歳 障害児の無

償保育 ・教育は障害者登録証所持者に限定 している。又貧困児童のための包括的な特殊サービ

スが不十分な実情である。 このよ うな貧困児童は青少年非行 と貧困の世鮒 ヒに繋がる確率が大

きいので、根本的な対策が必要である。

11,放 課後教室の需要増大

小学校低学年 は午前の授業 だけを行っているために、就業母の退勤時間 とあっていなくて、

放課後保育が必要である。しか し、現在放課後教室を運営 している学校は297校(5,423校 中の

0.5%)に 過ぎない。

以上のよ うなた くさんの減少を解決するためには、政府は乳幼児教育 と保育を公教育 ・保育

課 して、そこに支援をする財政確保が緊急である。 これを解決す るためには財源をこのような

形の私教育に配分 し支援できるかとい う問題 ではない。従 って、一 日も早 く政府は公教育 と保

育が成立できるよ うにす ることはできない。従 って、一 日も早 く政府は公教育化 と保育が成立

するような政策の推進戦略を立てねばならないのである。

V1.公 教育 と保育政策の推進戦略

1.幼 稚園と保育施設の公共性を強化する。

就学前乳幼児は性別、所得、地域に関係なく、全て国家が認定す る幼児教育機 関に通 う権利

があ る。 これから学院を支援することになれ ば、これは財 政支援の次元 を越えて学院を幼児教

育機 関として認定す ると同時に、わが国幼児教育機 関は幼稚園 と保育施設 の二元化ではな く、

幼稚園と保育施設 と学院に三元化す るとい う重大な誤謬を犯す ことであって、世界的に類例 を

見ない政策を施行す ることになる。現在幼児教育予算が全体の教育予算 の1%水 準であって、

保育料を少 しで も受恵 している児童は20余 万名 に過 ぎないとい う現実では、どのような予算 で

も今私教育に支援することができる余地はないはずである。

このために、次のような4大 原則 と政策方向を提示す る。

一乳幼児は所得水準
、性別、地域に相関無 く質高い教育 と保育サー ビスを受けるべ きであ る。

一公教育 ・保育を保証するために政府の財政及び支援 を拡大すべきである。

一国 ・公立幼稚園 と保育施設を拡大 しなければな らない。

一私立幼稚園と民間保育施設に対する財政支援が絶対的に必要である。
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2.満5歳 児無償教育及び保育を拡大す る。

満5歳 児になる児童 は、低所得層か ら実施 して、所得水準別 に支援対象を増や して、'08年

に都市勤労者平均所得水準(全 体満5歳 児対象者の約70%)ま で拡大す るとい う政府 の方針は.

守 られなければな らない。

<表6>満5歳 児無償教育及び保育費支援年次別計画(案 プ(単 位1名)

区分

満5歳 児

支援児数

支援率

2004

622,299

131,475

21%

2005

614,775

184,432

30%

2006

595,030

302,259

50%

zoos

559,735

391,814

70%

2008

550,37]

385,259

70%

注:女 性 部 、教 育 部2005年5歳 児無 償 保 育 予算 案(ソ ウル は国 費=地 方 費20=80地 方 は50:50)、

教 育(国 費;地 方 費50=50}

3.幼 稚園及び保育教師の総合的な待遇改普方案を準備 しなければならない。

一 教師の賃金を段階的に引き上げることの現実化

一 幼稚園と保育施設の教師も8時 間の法的勤労時間を遵守するようにして、超過勤務手当

及び代替人力提供等、勤労基準法上の勤務が可能となるよう、運営費及び人件費に加算するべ

きである。

一 劣悪な勤務環境改善と資格 ・経歴管理体制の確立が必要である。

4.政 府の政策に対す るこれからの指標 はそのまま施行 されなければな らない。

政府は2004年 後半期に実施 された関係部署共同基礎調査結果に応 じて、2005年 に総合計画

を樹立す るよ う計画 している。このよ うな総合計画によって年次別政策 を推進 して、2008年 度

までに完 了させ る方針 である。このよ うな年度別推進計画に応 じて、2008年 度に行われる政策

は次の如 くである。

<表7>幼 児教育推進政策

政 策 名

保育 ・幼 児教育機関利用率

0-2歳 児保育利用率

3-4歳 児保育 ・教育

5歳 教育及び保育

現 在

14^60ｰ/a

14.1%

53.3%

73.8%

2008年 度

40^一90%

40%

80%

90%
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育児費用の本人負担率

育児費用支援対象児童比率

0-4歳(部 分支援 を含む)

5歳 無償保育教育

女性経済活動参加率

新規雇用創出

70%

24.3%

20.9%

53.4%

50%

70%

70%

60ｰ/a

26万 個

*2004年4月 雇 用 動 向 、統 計 庁

未来社会委員会の育児支援政策 は、現在 より家計 負担が平均50%程 度軽減 され るよう支援 さ

れて、所得水準別に差等支援 して、2008年 まで基礎生活保障受給者及び次上位 階層の費用 は全

額負担 して、平均所得以下は60%ま で、平均所得者は30%ま で支援す るように している。最近

保育予算の増加 にも拘わ らず、父母の幼稚園 と保育費用の負担率は依然 として高 くて、私 立 ・

民問依存 もまだ高い。

青児支援政策の 目標は現在 量4～60%程 度の育児サー ビス利用率 を、3～4年 以内に最高で40

～90%に まで高 めることである。現在の保育及び教育予算に較べて相当な予算の必要なことが

予想され るので、予算確保 だけではな く予算使用の効率性 も又、重要な政策である。現在女性

部、教育部、労働部、農林部の育児支援予算の執行方式と支援対象に対す る総合的な政策 を通

じて、育児支援 を受けていない児童に対す る支援 を拡大することが、予算執行の効率性を高め

ることになるのである。現在2004年 度基準育児支援費は、女性部4,038億 、教育部408億 、農

林部の養育費支援255億 、労働部126億(雇 用保険)と 報告 されている(イ オ ック、2004)。

従 って、このような支援を幼児対象美術学院に分けて支援す ることは、予算執行の効率化 を逸

脱する政策 となるものである。

w.結 び

幼児教育法制定は、わが国の100余 年の幼児教育の歴史において、幼児教育の新 しい場面を

得る契機 となった。幼児教育法が制定されて、乳幼児保育法が改定されることによって、国家

的には幼児段階から体系化 された乳幼児に対す る方を完成することになって、乳幼児たちは均

衡のとれた調和のある良質の教育と保育を受 けるこ とができる機会 を持つ ことにな った。 しか

し、幼児教育法の場合 、法案が制定 されて幼児教育施行令やその施行規則が幼児教育現場に反

映 されるためには、今で もしなければならないことがたくさん残 されている。基礎教育を強化

することができる本当の意味での幼児教育法となろ うとするならば、幼児教育法制定過程で見

たよ うな意味で整備 して手入れ しなければならない難題が山積 しているからである。韓国幼児

教青は、 これか ら低所得層 と農漁村地域の乳幼児たちに、幼児教育 と保育の機会を拡大 してい
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かなけれ ばならない。現在2歳 未満の保育率は15%程 度に過 ぎず、3～5歳 の場合で も幼稚園 と

保育施設 を統合 しての就園率は60%程 度である。これを解消するためには幼児教育法 と乳幼児

保育法で明示 された満5歳 児に対す る、無償教育 ・保育を拡大 していかなければな らない。特

に、わが国の女性の経済活動参加要求は増加 していて、そのためには多様 な養 育支援要求を充

足 させるよう保育サー ビスの供給 を拡充 して、保育サー ビ界の質的向上 と多様化を模索 しなけ

ればならない。就業母のために乳児 ω一2歳)保 育サー ビスを拡充、夜間 ・休 日 ・24時 間等の

特殊保育、放課後保育施設、障害児保育施設 と職場保育施設あ活性化が要求 されている。

韓国の幼児教育は同一年齢の3-5歳 を対象 に幼稚園と保育施設が教育部 と女性 部に二元化 し

ていることで協調ができるとい うよ りは、多くの問題点を見せている。同一年齢に対す る政策

が重複 している場合が多 くて、幼児 に対す る根拠法が相互に異なって、行政の一貫性 が不足 し

て財 政の非効率的な側面がある。従 って、国家的次元からこれに対する適切な役割分担 と協助

に対する要求が高 くなっている。

その上 「大統領諮問高齢化及び未来社会委員会」が幼児教育 と保育の新 しい枠 を提示 した育

児支援政策方案 を提案しているけれ ど、幼児 を中心に した幼児教育 と保育の究極的な問題点(行

・財政支援体制及び立法体制の一元化等)に 対す る根本的な解消方案だとい うよりは現象学的

問題解決に集中 しているので、これからこれによって幼児教育界 と保育界、教育人的資源部 と

女性部、労働部、農林部間の行政重複、予算乱費、部署間非協助及び葛藤招来 の余地がある。

このよ うな課題において、韓国の幼児たちの安寧 と幸福のために、女性界 と幼児教育 ・保育

界がどのときよりも力を合わせるべ きだ とい う視点に立つ ことだ と考えられている。今、これ

以上 の葛藤 をしてはならず、賢明に子どもたちのために知恵 を併せ て論議 しなければな らない

のである。幼稚園及 び利害関連団体の要求 と期待が施行令制定過程に均衡を保 って反映 され な

けれ ぱならない し、幼児教育法 と乳幼児保 育法間の重複規定の円満 な調整を至急 に行わなけれ

ばならない。幼稚園と保育施設の性格 と役割区分 も確実に定立 しなければな らない。又、今 当

面は難 しくとも、これ からの幼児教育は一元化 され た幼児教育 と保 育体制を究極的には志向 し

ながら、幼児 関連法体系を一元化す る方案 も長期的に研究 してみなければならないことである。

それがこれか らの韓国の 「公教育体制 としての幼児教育 ・保育」 を確立する上で一番重要な要

因 となるだろう。そ してこのような公教育体制の確 立のために、国家が私教育である学院に満

5歳 児無償教育費を支援す ることは、してはならないことなのである。
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